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平成16事業年度に係る業務の実績に関する報告書

国立大学法人
名古屋工業大学





○　大学の概要

（1）現況
　　①　大学名
　　　　名古屋工業大学

　　②　所在地
　　　　愛知県名古屋市

　　③　役員の状況
　　　　学長名　松井　信行
　　　　理事数　　　　　3人
　　　　監事数　　　　　2人

　　④　学部等の構成
　　　　学部
　　　　研究科
　　　　教育研究センター等

⑤ 学生数及び教職員数
学生数　　工学部第一部
　　　　　工学部第二部
　　　　　工学研究科
教職員数　教員
　　　　　職員

（2）大学の基本的な目標等

　　　本学の基本構想は「工科大学構想」である。「工科大学構想」は，本学が，世界のもの
　づくりの中心地である中京地区の工学リーダーとして，技術イノベーションと産業振
　興を牽引するにふさわしい高度で充実した教育研究体制を整備し，国内の工科系大学
　のみならず，世界の工科系大学と連携することにより，工科大学の世界拠点として，
　異分野との融合による新たな科学技術を創成し，有為の人材を数多く世に送り出そう
　　とする構想である。
　　この基本構想を実現するための教育研究理念が，「ひとづくり」，「ものづくり」，「未来1
　づくり」である。
　　①「ひとづくり」が目指すところは，市民としての的確な倫理感覚に裏打ちさ
　’　れた人間性豊かな技術者の養成である。
　　②「ものづくり」・が目指すところは，
　　　術を地域社会に還元するとともに，地域におけるものづくりの知的源泉となる
　　　こどである。
　　③「未来づくり」が目指すところは，人類の繁栄と地球環境の保全など，
　　　の中心課題を解決するための新しい工学を創成し，人類の幸福と国際社会の福祉に1
　　　貢献することである。

　　　　　　　　　　　ノへ＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・

工学部第一部，第二部　　　　　　　　　　　　　　　i

工学研究科　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　三
ものづくりテクノセンター　　　　　　　　　　　　1
情報メディア教育センター　　　　　　　　　　　　i
留学生センター　　　　　　　　’　　　　　　　　　i
セラミックス基盤工学研究センター　　　　　　　　i
極微デバイス機能システム研究センター　　　　　　i
テクノイノベーションセンター　　　　　　　　　　1
アドミッションセンター　　　　　　　　　　　　　i
安全・保健センター　　　　　．　　　　　　　　　　i
情報ネットワークセンター　　　　　　　　　　　1

　　4，035人　　　　・　　　i
　　1，028人　　　　　　　　　　　　　‘　i
　　1，356人　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　373人　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　175人　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　2、世紀の工学を先導し，ものづくり技i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21世紀1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1
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名古屋工業大学

　こうした基本構想及び教育研究理念を踏まえ，学長のリーダーシップの下に，特に
以下の9つの事項について重点的に取り組む。
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⑨
　本学は，「個性輝く大学」を目指して，「工科大学構想」を実現するため，平成13
年度から大学改革を推進し，国立大学法人化を先取りした教育研究及び運営体制づく
りを実施してきており，今後は，これらの新しい組織を活性化させ，未来を切り拓い
ていくことを目指す。
　本学の創立100周年記念事業として，世界各国め知的リーダーを招いて「工科大
学・次の1σ0年・世界会議（仮称）」を開催し，産業界や専門家のみの所有物では
なく市民の共有財産として深い広がりを持つ工学について，その知の創造の場であ
る大学の役割を提言する。

人類の幸福と国際社会に貢献できる人材を育成する。
先見性のある，哲学を持った個性豊かな人材を育成する。
だれもが，いつでも，どこでも学べる場としての大学の機能を高める。
市民・産業界の知的交流を目指し，新しい知と文化の発信拠点となる。
世界の工業技術の中枢拠点としての一層の向上を図る。
時代を先導した工学と技術の推進役を果たす。
真理の探求及び「工学技術文化」の継承と発展を通しての社会貢献を行う。
多岐にわたる工学及び新技術を融合した新しい工学を創成する。
人類の発展と幸福を先導する技術哲学を構築する。



名古屋工業大学

全　体　的　な　状　況

1　平成16事業年度に係る業務の実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　平成16事業年度に係る業務の実施状況については，項目別の状況に示すように1頂i「
調に実施している。各項目別の主な取組は，下記のとおりである。　　　　　　　　l

H　各項目別の主な取組　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　1．大学の教育研究等の質の向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　（1）教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　①学部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　・　近年の工学分野における高度化・先端化，’及び境界領域における多様化・i
　　　　　複雑化に対応し，とりわけ生命・環境・エネルギー・材料・IT・デザインi
　　　　　分野を取り込むことにより，産業界の二｝ズに応えるため，平成16年4月i
　　　　　に工学部第一部8学科を7学科に，工学部第二部4学科（1学科を名称変更）1
　　　　　に再編整備した。　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　i
　　　　・　第一部の各学科には，各専門分野の基礎基本知識を体系的に習得できる　i
　　　　　ように，それぞれ2～3のプログラムを置いている。プログラムは，2年次1
　　　　　から学生の希望により選択することにしている。　　　　　　　　　　　i
　　　　・　また，第一部には，学生自らが目標を持ち，組み立てた学習計画に沿ってi
　　　　　学ぶ工学創成プログラムを設置している。このプログラムは，環境やエネルi
　　　　　十一など複合技術分野で求められている，専門性に自主性や幅広い視点を備i
　　　　　えた人材の育成を図るためのものである。　　　　　　　　　　　　　　1
　　　②大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　・　本学の工学研究科は，学部に基礎を置き，学部で学んだ専門分野を更に深i
　　　　　く学ぶ，物質工学，機能工学，情報工学，社会工学の4専攻と，学部に基礎i
　　　　　を置かず，学際的，横断的な分野を学ぶ，独立専攻である都市循環システム1
　　　　　工学専攻と産業戦略工学専攻で構成している。　　　　　　　　　　　　　i
　、　　・　一世紀に及ぶ工学教育の実績をもとにMOT（技術経営）教育を専門的にi
　　　　　行う産業戦略工学専攻を設置している。経営戦略，マネジメント，マーケテi
　　　　　イング，知的財産など経営感覚を備えた高度な能力を有する技術者の養成を1
　　　　　目指すものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　（2）研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　①異なる専門分野の融合による新しい学問領域を開拓するとともに，新産業のi
　　　創出を目的として，複数の研究者の協力の下に研究を推進するため，プロジェ1
　　　クト研究所制度を設けた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　②このプロジェクト研究所は，学際プロジェクトや産学官連携に資する研究を三
　　　推進するもので，研究に要する経費は，各年度2，000万円以上の外部資金をもつ1
　　　て充て，設置期間は3年以上5年以下とすることが条件である。　　　　　　1
　　③16年度に2研究所を設置した。更に4研究所を17年4月1日に設置するi
　　　　ことを決定した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　（3）学生相談体制の整備充実　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　学生なんでも相談室，学習相談室クラス担当委員を設置し，安全・保健センi
　　ターにおける健康相談（身体面及び精神面），学生部職員による相談を含め，これ1
　　　らを連携して，様々な学生からの相談に対応できる体制を整備している。　　　i
　　（4）社会との連携　・　　　　　　．　　　　　　　　一　　　　　　　　　i
　　　　　これまで他大学が民商企業との間で締結してきた包括協定とは異なり，分野i　　①
　　　　を定めた協定を締結し，大学がもつシーズと民間企業等がもつニーズについて1
　　　お互いに交流しかつ連携を図ることにより，早期に幅広い産学連携体制を構築i
　　　する分野別連携協定を締結（3件）した。　　　　　　　　　　　　　　　i
　　②地域社会との連携・協力を進めるため，愛知県瀬戸市及び犬山市，財団法人i
　　　名古屋都市産業公社と協定を締結した。　　　　　乍「へ　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

2．業務運営の改善及び効率化
　（1）効果的・機動的な大学運営
　　運営会議，企画院等を設置し，大学運営に関する基本方針等の企画及び立案を
　　行うとともに，学内の意見調整を行い，役員会，経営協議会，教育研究評議会と
　　連携し，迅速な意志決定を行っている。
　　①学長の諮問機関として「運営会議」を設置している．この運営会議は，学長
　　　の求めに応戊大学運営に関する基本方針等の企画及び立案，学内の意見調整
　　　を行うものである。
　　②運営会議において企画立案された基本方針に基づき，又は自ら全学的視点で
　　　各々の課題ごとに具体的な企画及び立案を行う機関として，教育企画院，研究
　　　企画院，人事企画院，施設マネジメント本部，産学官連携本部，安全衛生・危
　　　機管理対策本部，教育研究センター機構運営本部，全学評価室を設置している。
　　③運営会議において企画立案された基本方針に基づき，各企画院等で具体的な
　　　事項について企画及び立案を行っている。各企画院長，本部長等は，運営会議
　　　の構成員であり，運営会議での審議を踏まえて，各企画院等で企画立案にあた
　　　るものである。
　　④また，贈爵画院等での審議において，学内の意見調整が必要なことが生じた
　　　場合には，運営会議で審議し，意見調整を図っている。
　　⑤運営会議及び各企画院等で企画立案された事項を役員会，経営協議会，教育
　　　研究評議会で審議し，学長が決定している。
　（2）柔軟な教員組織の編制と教員数の一元的管理
　　①教員組織は，平成15年4月に，従来の縦割りの学問分野による学科組織か
　　　ら離れて，異分野の教員が交流する横断的，学際的な教員組織である領域に改
　　　めた。
　　②この領域は，研究系組織として大学院に置くものであり，おもひ，しくみ，
　　　つくり，ながれの4領域である。各教員は，この4領域のいずれかに所属し，
　　　その専門分野に応じ，学科，専攻の教育を担当する，あるいはセンターの業務
　　　を担当するという柔軟な教員組織である。
　　③教員数の管理は，学長が院長を務める人事企画院を通じて大学全体で一元的
　　　に管理し，必要なところに適切に配置している。このことは｝領域という柔軟
　　　な教員組織を編制し，教員数：を大学全体で一元的に管理していることから，可
　　　能となったものである。
　㈲外部有識者の活用
　　①企業関係者，教育関係者，本学卒業生など学外の幅広い分野から13名の有
　　　識者に経営協議会の委員を依頼した。
　・．②16年度は，経営協議会を5回開催し，中期目標の意見中期計画及び年度
　　　計画，予算配分，授業料値上げなどについて審議した。

3．財務内容の改善
　（1）外部資金の積極的な獲得
　　①研究の推進・活性化，産学連携の推進などを図るため，外部資金を積極的に
　　　獲得している。
　　②外部資金の積極的な獲得に努めた結果，約18億1千万円を獲得することが
　　　できた。この金額は，15年度の約15億7千4百万円と比較すると，約15
　　　％増であり，15年度実績を大きく上回ることができた。また，18億1千万
　　　円は，16年度の運営費交付金の約33％に相当する。
　　③このうち，共同研究は174件，受託研究37件の合計211件であり，
　　　15年度の約12％増であった。
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（
　（2）学内予算配分の基本方針の策定等
　　①　学内予算配分にあたり，収入予算，支出予算などの基本方針を策定し，学内i
　　　配分を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　1
　　②学内予算：配分にあたり，学長裁量経費（総額約1億2百万円）を確保した。i
　　　本経費の項目について全学から募集し，学長が選考・決定し，学内配分した。i

4．自己点検・評価及び情報提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　（1）自己点検・評価実施要項の策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　教員及び学科・専攻の教育活動，センター活動，事務局，入学者選抜，学生支i
　　援，附属図書館の自己点検・評価を定期的に実施するため，それぞれ自己点検・i
　　評価実施要項を策定した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　②広報プランの策定　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　教育・研究活動など大学全般の活動状況に関する情報を学外に積極的に発信i
　　していくとともに広報活動の充実と活性化を図ることを目的として，「名古屋工業i
　　大学広報プラン」を策定した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

5．その他の業務運営に関する重要事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　（1）施設の有効活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　①「名古屋工業大学における施設の有効活用に関する規程」を制定し，全学的i
　　　視点に立った施設運営，施設の点検・評価に基づく効率的な利用を推進する。　i
　　②　　　　校舎の新増築を行う場合は，新増築面積の20％以上をオープンラボラトリーi
　　　に充てるほか，可能な限り共用スペースを設けること。共用スペースは，教員1
　　　個人や特定部局が占有することなく，教育研究のために全学共通で利用するス1
　　　ペースとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　③また，既存校舎の大規模改修を行う場合は，共用スペースの確保に努めることi
　　　とし，共用スペースは，可能な限りオープンラボラトリーに充てることとする。1
　　④オープンラボラトリーは，共用スペースのうち，プロジェクト的研究や，組織i
　　　の枠を越えた研究活動等に対応するため，弾力的，流動的に利用できるスペーi
　　　スとする。17年3月現在，34室，1，433㎡を確保している。　　　　　　　　i
　　⑤　　　　施設の効果的・有効的な運用を図るため，施設に使用料を課す，スペ凸スチ1
　　　ヤージ制度を平成17年度から導入することを決定した。

　（2）安全衛生に関する取組　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　1
　①職員，学生等の安全と衛生（健康）を守るために，学内ホームページに「安全i
　　衛生のページ」を設けて，必要な情報を提供している。　　　　　　　　　　i
　②労働安全衛生法等の法令及び本学の学内規定に定められた安全衛生に関する措1
　　置が適切に行われているかを確認するため，安全衛生監査を実施している。
　③学内における安全衛生教育として，クレーン，ドラフトチャンバー，動力シャー
　　一に関する安全講習会を，本学の技術職員が講師となり開催した。　　　　　　i

6濫査雛の充実　　　　　　　　　　　　i
　　「国立大学法人名古屋工業大学監査室設置要項」を制定し，監査室を設置した。　i
監査室は，監事が行う監査の支援，財務部が行う会計経理内部監査の支援，会計監i
査人との連絡調整などの業務を行うものである。．　　　　　　　・　　　　　　i
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名古崖工業大学

項目別の状況

1　大学の教育研究等の質の向上
1　教育に関する目標
（1）教育の成果に関する目標

中

期

目

標

工学を基軸とし，人類の幸福や国際社会の福祉に貢献できる人材を育成する。
〔学士課程〕

　以下の知識，能力を身に付ける。
①基幹となる専門分野の基礎基本知識，能力。
②自らが学ぶ専門分野以外の幅広い知識能力。
③ものづくりを実践できる能力。
④自ら目標を設定できる能力。
〔大学院課程〕

　以下の能力を身に付ける。
①問題発見能力とその解決能力。
②基幹となる専門分野の先端技術能力。
③新しい分野を創造できる能力。
④ものづくり技術と経営能力。

’．

中期計画 年度計画 計画の進行状況等

○　学部教育の成果に関する具体 ○　学部教育の成果に関する具体
的目標 的目標
①　生命科学，健康運動科学， （17年度から実施のため，16年度

人間社会科学，芸術文化など は年度計画なし）
の分野への関心を高め，自ら
が学ぶ専門分野以外の幅広い

　知識，能力を身に付ける。
A国際共通言語である英語に

讐冒@…国際i廷通言語であ：る翼語1と ’＝’” w学後；一’㌃「びE曽1’こ∫．“了一P口だよ5そ一グラズ編成し：「”；Erめ一〃’ヲズ1こお1し華こも 一脾，一騨卿騨，，「鱒一一一一一一一一一■一一一一ロー一噛一一一一冒冒冒曽ロ輌一一冒一冑謄層冒曽曹曽曜一“，藺．，．卿噂騨一藺餉辱脚一

よる自己表現及び異文化理解 r　よる自己表現及び異文化理解 「学ぶ英語」から「使う英語」能力の修得をめざし，科学技術英語Ia及び
ができる能力，情報とメディ ができる能力，情報・とメディ Ibを履修させた。また，語彙や文法，構文など英語を正確に理解するため
アを自由自在に活用できる能 アを自由自在に活用できる能 基礎的な力を養う演習を行い，総合的な英語運用能力の基礎づくりを行った。

　力を身に付ける。

B理系基礎専門分野への導

　　左黒身に付．けi動一一②國．理系墓礎，一専門券曽野べめ導 一」＿情報関連の科目とレて」置籔捷術エ及び∬量．履修壼せた凡，・　理系の基礎科百である数學㌃物理・一花学めそれぞ獅分野の調「自を履修ざ

ロー一一曹曹一一一曹雪胴謄一響冒騨，”，一一一F胃F一雫騨顧一一一幽藺一曽幽幽曽一一一藺曽一一一凹幽一曽一一9一一■一一一曽曽薗一一一一

入教育，基幹となる専門分野 ．　早教育を学び，基礎基本知識 せた。

で必ず学ばなければならない を身に付ける。 ・　導入教育として専門の基礎となる学科共通の専門科目（学科ごとに平均し
基礎基本科目を学び，基幹と τ て5科目10単位）を履修させた。
なる専門分野の基礎基本知識

　，能力を身に付ける。．
C　ものづくり・経営基礎科目

圏『 B一もめヲぐり’丁経回塞礎科’自鱒 二’卿一 烽ﾟ’づぐり’二’経営基礎科巨め「5「ち丁’第「f犀茨杢学科を対象τとデザイラ慮麗 冒口冒口－需胃一，需曽冒，一卿曹「一鴨一一一9一一一一一一一一一一一一曹■■一一一一一一一曹曹曹一ロロー一一一冒曹一一■一一一一一一昌■

，基幹となる各専門分野を深 を学び，ものづくりを実践で を育成するため「ものづくりデザイン」を履修させた。
く，あるいは応用力を養う展 きる能力を身に付ける。
開科目，実験・演習科目を学
び，ものづくりを実践できる

　能力を身に付ける。
D学生自らが学ぶ科目を自ら ’て丁丁度がち丁丁め泥あ’，一一i6石…蔑

凹　．　．　一　一　”　騨　一　一　ロ　一　一　曹　曹　曹　一　冒　ロ　冒　一　圃　ロ　冒　ロ　冒　曽　囎　，　”　，　．　．　一　鱒　一　一　雫　一　一　P　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　冒　曽　ロ　塵　卿　鱒　雫　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　卿　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一 一一一一口冒曹ロロ冒冒ロー冒口層口冒。曹冒口冒冒冒需冒回P回暫曽一一讐．●”o璽騨ρ辱噂嘘●腫曽噌曹顧埠，騨脾囲口曽一一冒冒一曹一一一曹

組み立てる自己設計科目を学 は年度計画なし）
び，自ら課題を設定して，デ
一タや情報を得て，分析，考 h．

察して論文をまとめあげる卒
業研究を行い，　自ら目標を
設定できる能力を身に付け
る。 ／へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ r

曽曹曹一■一一一一一一曹一口冒一F甲F一一一一一一一一一一口層”F一
一一一＿＿」　　　　＿＿＿＿＿一＿＿＿一＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿一＿一一＿一＿＿＿一＿＿＿＿＿＿一一一　　　　一

一一一曹檜一ロー謄謄一口冒冒曹，胃冒一層FF一一胃一胃囲一一｝一，一一，一　一一一一一胃一胃胃F”一一一回冒冒騨胃”一曹瞬ロー一一一一一
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○　大学院教育の成果に関する具
　体的目標
　①授業科目の履修研究指導
　　を通して，問題発見能力とそ
　　の解決能力を身に付ける。
　②学部教育の基礎の上に立ち
　　，さらに基幹となる専門分野
　　の高度な内容の科目を学ぶこ
　　とにより，先端技術能力を身
　　に付ける。
③学部で自ら学んだ専門分野

　　を深める科目を学ぶとともに
　　，他分野あるいは異分野の科
　　目を学ぶことにより，．新し
　　い分野を創造できる能力を身
　　に付ける。
④産業戦略工学専攻では，コ

　　アとなる専門分野の科目，ペ
　　ンチャー構築，ものづくり経
　　営，産業技術経営に関する科
　　目を学ぶことにより，ものづ
　　くり技術と経営能力を身に付
　　ける。また，主に社会人を対
　　象に，それまでの職業経験を
　　生かして得られた固有技術を
　　体系的に整理することで，産
　　学連携による技術イノベー
　　ションに導くことを目指す。
⑤高度な工学技術に基づいた

　　起業家の育成を目指す。

○　卒業後の進路等に関する具体
　的目標
　〔学士課程〕
①基幹となる専門分野の基礎

　　基本を身に付けた技術者，も
　　のづくりを実践できる技術者．
　　を産業界，官公庁などに送り
　　出す。

②先端的な専門技術能力，．新
　　しい分野を創造できる能力，
　　経営能力などを身に付けるた
　　め，大学院への進学を促す。
　〔大学院課程〕
①先端的な専門技術能力，新

　　しい分野を創造できる能力な
　　どを身に付けた高度技術者，
　　研究者を産業界，大学・研究
　　機関，官公庁などに送り出す。
②経営能力を身につけた高度

　　技術者を産業界，官公庁に送
　　り出す。

③ベンチャー企業の起業を促
　　す。

○教育の成果・効果の検証に関
　する具体的方策
　①平成16年度に学部・大学
　　院の教育全般に関する企画・
　　立案機関として「教育企画院」
　　を設置する。
　②「教育企画院」において，
　　中期目標期間中に学部教育全
　　般について詳細な点検を行
　　い，実施状況を明らかにする。
　　この結果を基に，教育課程，
　　教育内容，教育方法などにつ
　　いて検討する。

○　大学院教育の成果に関する具
　体的目標
　①授業科目の履修研究指導
　　を通して，問題発見能力とそ
一②鐸鑛藻類雛亀笠一一

　　ち，さらに基幹となる専門分
　　野の高度な内容の科目を学ぶ
　　ことにより，先端技術能力を
　　身に付け：る一。一

”③冒学i部で自ち学ん1だ専門秀野’

　　を深める科目を学ぶととも
　　に，他分野あるいは異分野め
　　科目を学ぶことにより，新し
　　い分野を創造できる能力を身
一④に鍵暴輪士輯興ば一ゴ

　．．アとなる専門分野の科目，ベ
　　ンチャー構築，ものづくり経
　　営，産業技術経営に関する科
　　目を学ぶことにより，ものづ
　　くり技術と経営能力を身に付
　　ける。また，主に社会人を対
　　象に，それまでの職業経験を
　　生かして得られた固有技術を
　　体系的に整理することで，
　　産学連携による技術イノベー

一ず議髪釜葉軸趨誓畿
　　起業家の育成を目指す。

○　卒業後の進路等に関する具体
　的目標
　〔学士課程〕
（18年度以降実施のため，16年度

　は年度計画なし）

’n誓書以降実施め泥屍∫，一曹f6年度

　は年度計画なし）

卿鳴 u：天学院課樫∫”曽冒冒冒ロロ’”一一一一

（17年度から実施のため，16年度
　は年度計画なし）

曹て1〒匹≧葬ゴ度がち｝里雪5嘗め烹…あ一，凹騨f6奪…1豊「

　は年度計画なし）

『て「1〒r牟度がち～巽｛施めヲE「あ㌦曽．16≧非…度

一」ま臓計画な」L＿一一一一一一．，＿

○　教育の成果・効果の検証に関
　する具体的方策
①学部・大学院の教育全般に

　　関する企画・立案機関として
　　「教育企画院」を設置する。

一②磨’r教脊歪画］院∫一τ三著ぎ‘言て一曹

　　学部教育全般について点検内
　　容・方法などの検討を開始す
　　る。．

，（ （
　指導教員の指導助言の下に，授業科目の履修，研究事項の決定を行い，指導
教員の指導を受け，問題発見能力とその解決能力を身に付けさせた。

一辱w部教育の基礎班に立＝ち丁一ざちた墓幹どな’る専門分野の’高度濤授亜科目引

学ぶことにより，各専門分野における先端技術能力を身に付けさせた。

曹曹w蔀で百ち孕撲専門麹野をぎ’ら≧…二子ある授業科目を亭苫ミど乏｛∫だ」冒新τノσ∫

分野を創造できる能力を身に付けるために，関連専門科目として4単位以上を
他分野あるいは異分野（6専攻25分野を設定）の授業科目を履修させること
とした。

一産業職蕗工学専攻でほ；遅∫のづ《’う疲術乏経菅能ガを’冴だるfげξだあ；冒墓ボ

科目，産業技術経営，ものづくり経営，コアテクノロジー，ベンチャー構築，
事例研究等を幅広く履修させた。
　　　社会人対象短期在学コース（標準修業年限1年）11名入学　8名修了
　　　起業家育成一般在学コース（標準修業年限2年）19名入学

一各専攻’に瀬～ぞぼ1一高蔑な工学憎憎だ墓ヲ眠だ起葉門田脊成蒼自’捲し；ζ；’工

学倫理特論，　　　　　　リーダーシップ特論，技術移転論，国際経済特論，国際関係特論
などの授業科目を学ぶことにより，技術者として不可欠な倫理観を養い，知的
財醇保叢や起業に必要な撞業科目壼履修さ茸た、馬＿一＿＿」一一一＿＿＿＿一＿

　学部・大学院の教育全般に関する企画・立案機関として「教育企画院」を設
置した。

冒冒冒 d猫歪画院め下「｝ご書票成東∵効栗1の検証部套を’設置’じ丁藁薦め薮育活動あ「百

己点検・評価方法を全学評価室と合同で検討し，17年度に実施することを決
定し，自己点検・評価実施要項を策定した。
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③　「教育企画院」において，
尊『 B曽曹r教脊企画院rτ三お曹じヨそ；一一 曹一ｳ青歪画院の下だ教脊颪東；一効菊の検証蔀蚕を設置じ；辱天学防の教脊活動’の

■　一　■　一　一　一　一　曹　一　曹　冒　”　r　r　甲　，　一　P　一　一　一　一　一　一　一　ロ　ロ　冒　冒　一　冒　曽　騨　一　一　一　一　■　■　一　一　一　一　一　〇　曽　，　一　辱　「　一　甲　一　曹　曹　■　一　一　曹　一　冒　一　冒　一　胃　脚　｝　口

平成19年度までに大学院教 大学院教育全般について点検 自己点検・評価方法を全学評価室と合同で検討し，117年度に実施することを
育全般について詳細な点検を 内容・方溝などの検討を開始 決定し，自己点検・評価実施要項を策定した。
行い，実施状況を明らかにす する。

る。この結果を基に，中期目
1L

標期間中に教育課程，教育内
容，教育方法などについて検
討する。

曽＿一富幽一曽謄曹謄璽曹曹曹一曹，一，辱辱＿一＿F一一曽曽一一■冒冒，7，一F一一一一一一曽一一一曹一一曹騨，需｝”一一一一一一■一一一

④　「教育企画院」において， 一U7奪度がち更施の泥あ丁’f6年度 一一F需層F，F一F一騨FF一冒胃一FF彌F｝F幽一一F甲一一一一一一一一一“＿曽一藺一曽一曹一一曹一一一一冒冒冒一”一幽藺一一曹曹曽冒曹一曹冒冒曹胃，P一一

中期目標期間中にシラバスに は年度計画なし）
沿った授業の実施について検
証するシステムを構築する。

／

〆ジ＼、

＼　　　／
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（． （．

名古屋工業大学

1　大学の教育研究等の質の向上
1　教育に関する目標
（2）．教育内容等に関する目標

中

期

目

標

○アドミッションポリシーに関する基本方針
　〔学士課程〕
　　①進取の気風に冨み，創造することに強い意欲を持つ学生を入学させる。
　　②「ものづくり」への強い興味を有する学生を入学させる。
　〔大学院課程〕．・

　　①・21世紀の工学を先導する意欲があり，自ら新しい分野を開拓しようとする，積極的でか
　　　つ柔軟な思考を有する学生を入学させる。

○教育課程，教育方法，成績評価に関する基本方針
　〔学士課程〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　①幅広い知誠基幹となる専門分野の基礎基本知識を身に付けることができる教育課程を編
　　　成する。
　　②ものづくりを実践できる能力，自ら目標を設定できる教育課程を編成する。
　　③各授業科目に相応しい授業形態による教育を実施する。
　　④適正な成績評価を行う。
　〔大学院課程〕
　　①基幹となる専門分野の先端技衛能力，新しい分野を創造できる能力を身に付けることがで
　　　きる教育課程を編成する。
　　②ものづくり技術と経営能力を身に付けることができる教育課程を編成する。
　　③問題発見能力とその解決能力を身に付けることができる教育課程の編成学生個人に応じ
　　　たきめ細かい研究指導を実施する。
　　④各授業科目に相応しい授業形態による教育を実施する。
　　⑤適正な成績評価を行う。

’

中期計画 年度計画 計画の進行状況等

○　アドミッション・ポリシーに ○　アドミッション・ポリシーに
応じた入学者選抜を実現する．た 応じた入学者選抜を　実現する
めの具体的方策 ための具体的方策
〔学士課程〕 〔学士課程〕

①受験生の能力，適性等の多 ①受験生の能力，適性等の多 ・　第一部においては，次のとおり実施した。
面的な評価を行う観点から， 面的な評価を行う観点から， ・AO入試は，建築・デザイン工学科と工学創成プログラムで実施。
AO入試，社会人特別選抜な AO入試，社会人特別選抜な ・推薦入学は，建築・デザイン工学科以外の全ての学科で実施。
どを含めた多様な入学方法を どを含めた多様な入学方法を ・　第二部においては，推薦入学，社会人特別選抜（編入学）及び社会人特
積極的に実施する。これらを 積極的に実施する。これらを 別選抜（AO入試）を全学科で実施した。ヒ
円滑かつ適切に行うため，「ア 円滑かつ適切に行うため，「ア ・　本学のアドミッションポリシーに応じた入学者選抜を実現するため，「ア
ドミ．ッションセンター仮称）」 ドミッションセンター」を設 ドミッションセンター」を設置した。
を平成17年度までに設置す 旧する。 ・　更に，入学，学習，卒業及び就職までの総合的な見地で連続性を持った取
る。 り組みを継続して推進するために「工学教育総合センター」を設置し，「ア

ドミッションセンター」は，この中に「アドミッションオフ．イス」として，

②工学を先導する魅力のある
雫旧 A”エ學を冤導ず：る悪ガのあ＝る一

・ユ ?籔罐遠慮鮮血≒軸漢施τ泥一一（参瀦謂石一σぎ名プ；一
9　一　冒　一　．　幽　一　一　一　一　冒　曹　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　■　，　一　一　〇　曽　冒　曽　冒　冒　一　冒　一　一　一　一　■　一　一　一　一　ρ　輔　一　曽　■　一　一　一　一　一　一　一　■　一　辱　尊　噌　騨　囲

大学としての情報発信を充実 大学として，県内はもとより ・　本学への入学者の出身校地域は，東海地域が約8割をしめ，とりわけ愛知
させ，受験生の量と質を高め 全国に向け，教育界，産業界， 県出身者が約6割に至っている。このため，本学受験への動機付けすること
る。． 本学卒業生の協力も得て大学 及び本学の全国的な知名度を高めることを目的として，愛知県外での大学説

説明会を開催するなどの情報 明会を北陸地区（金沢市及び福井市）で開催した。開催に当たっては，教育
発信の充実方策を検討する。 委員会，「本学同窓会（名古屋工業会役員，開催地区代表者）などの協力を得

③常に時代の要請・社会の変 ”③…常に時代の要請’＝’旧套乙δ変’ 一・工丁半羅難講碧白白珍覆薯響論郡背徽節彌 辱．一辱■「．卿曽讐．一一璽冒曽冒冒葡一ロー一一一一一一一■一一一一，一一嚇曹一■一一一一一一曹一一一一一騨冒冒冒噛冒冒一一■r一噌冒需ロ

化に応じた人材の育成を図る 化に応じた人材の育成を図る 師を招き，また，高等学校側と大学側の現状報告を行って，相互理解を深め
ため及び本学のアドミッショ ため及び本学のアドミッショ る目的で「入試セミナー」を開催した。
ンポリシーの周知を充実する ンポリシーの周知を充実する ・　高等学校教諭を対象に，入試状況及び卒業生の進路状況等に関する情報提
ため，積極的に高等学校や予 ・　ため，高等学校や予備校との 供，意見交換を行い，高等学校生徒の進路指導に資するため，「高校教諭と
備校との連絡をとる。 意見交換を推進する。 の懇談会」を本学で開催した。

「
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④社会人・留学生を含め多様
　な学生を受け入れ，いつでも
　学べる体制とする観点から，
　学生の入学定員を適切に措置
　する。

〔大学院課程〕

①他大学，．社会人や留学生な
　ど，多様な学生を受け入れる
　ため，入試制度の改善を図る。
②社会人や留学生などの学生
　の教育に対する要望に応える
　観点から，学内における学生
　の適正な配置を検討する。
③これらを円滑かつ適切に行
　うため，「アドミッションセ
　ンター（仮称）」を平成1．7
　年度までに設置する。

○　教育理念等に応じた教育課程
　を編成するための具体的方策
　〔学士課程〕
．①科学技術英語，人間文化，

　　健康運動科学科目を置く。
　②理系基礎科目，専門分野へ
　　の導入科目，基幹となる各専
　　門分野の基本科目，準基本科
　　目を置く。
　③ものづくり・経営基礎科
　　目，基幹となる各専門分野を
　　深く，あるいは応用力を養う
　　展開科目，実験・実習科目を
　　置く。

　④学生自ら学ぶ科目を自ら組
　　み立てる自己設計科目を置
　　く。

　⑤学部教育の集大成として，
　　自ら課題を設定して，データ
　　や情報を得て，分析，考察し
　　て論文をまとめあげる卒業研
　　究（第二部については卒業研
　　究ゼミナール）を置く。
　〔大学院課程〕
　①基幹となる各専門分野の専
　　門科目を置く。
　②工学倫理，環境問題，国際
　　関係などの共通科目を置く。
　③英語での発表力を付けるた
　　めのプレゼンテーション科目
　　を置く。

．④ゼミナール，実験実習を通
　　じて修士論文に繋げるコロキ
　　ュウム，専門演習，実験実習
　　科目を置く。
　⑤大学院教育の集大成とし，
　　博士前期課程には修士論文の
　　作成，博士後期課程には博士
　　論文の作成を課す。
　⑥産業戦略工学専攻（博士前
　　期課程）は，以下の教育課程
　　を置く。
　　・　ベンチャー構築，ものづ
　　　くり経営を学ぶ基本科目
　　・　知的所有権，経営管理を
　　　学ぶ技術経営科目

噛一 Cロ’韓藍天’：’留草璽…’を含あ多様’

　　な学生を受け入れ，いつでも
　　学べる体制とする観点から，
　　学生の定員配置や教育体制に
　　ついて検討する。

〔大学院課程〕

①他大学，社会人や留学生な
　　ど，多様な学生．を受け入れる

一て毒齢灘護蝋　籍
　は年度計画なし）

曹曹 A曹曹二天試を再話がう適域「に行ぢ

　　ため，「アドミッションセン
ー　ター」を設置する。

Q　教育理念等に応じた教育課程
　を編成するための具体的方策
　〔学士課程〕
　①科学技術英語，人間文化，

一一 A健筆難縣窯業青髭凱

．②黒星牌1癩細螺
一♂晶晶縷難需碁髭
　　めのプレゼンテーション科目
　　を置く。
二一 C「ゼミチニヲ跡一実験葵習を通

　　じて修士論文に繋げるコロキ
　　ュウム，専門演習，実験実習

一♂網野志州彙天蔵どじ1一

　　博士前期課程には修士論文の
　　作成，博士後期課程には博士

一ザ嘉鐵器奎肇転礪壬箭

　　入試セミナー（FD研究会と併催）平成17年3月10日（木）
　　　　　　　　　参加者　講師2名，高校教諭8名，本学教員39名
　　高校教諭との懇談会　　．平成16年11月29日（月）

；一一一謗O蔀にお翫ぞ纏葵繍簸一（鶴首斑蜘雛撚葡
入試）を全学科で実施している。主にこれら社会人特別選抜からの入学者に
ついては，外国語は能力別クラス分けで対応，「数学」「物理学」「化学」は，
高校教諭に講師を依頼して，入学前の3月と夏季休業期間中に補習授業を実
施している。

・　第一部においては，私費外国人留学生特別選抜を全学科で実施している。

　博士後期課程においては，他大学，社会人や留学生などに対して選抜機会を
拡大する観点から，これまで実施していた8月選抜に加え，18年度選抜から
2，且選抜．を全専攻1で実施する．ことと．しな。一一一一一一＿＿一＿一＿＿一一一＿＿＿一一

一一一{学のアドミ「ヅジ…fジボり’ジニ1ご応15泥ブ＝学著選抜を実現ずる泥あ丁了ア’ド

ミッションセンター」を設置した。

　　の導入科目，基幹となる各面
　　門分野の基本科目，準基本科
　　悪騒置く。．一＿＿
一③’ものヲくり・経市警礎科’一一

　　目，基幹となる各専門分野を
　　深く，あるいは応用力を養う
　　展開科目，実験・実習科目を
　　置く。
9’ C一纏黙認ぢ學ぶ忌門一を百ぢ組
　　み立てる自己設計科目を置
　　く。
曹’ D…学堂教脊の集天〕翼どし：そ；’一

　　自ら課題を設定して，データ
　　や情報を得て，分析，考察し
　　て論文をまとめあげる卒業研．
　　究（第二部については卒業研

一…
o籔院韓1乏一査置く舟一一

　①基幹となる各専門分野の専
　　　科　を置く。

期課程）は，以下の教育課程
を置く。

・　ベンチャー構築，ものづ
　くり経営を学ぶ基本科目
・　知的所有権，経営管理を
　学ぶ技術経営科目

　科学技術英語，人間文化，健康運動科学の科目を置いている。

一理系灘科百薄門分諜譜夫雛残紅雀輪講鑑蘇羅一
戸基本科目を置いている。
　　　　　　（第一部；資料編P3，4，第二部；資料編P27，28参照）

一’ 烽ﾟ＝う「ぐり’∵経膏基礎科’自’，一一基幹苫なる各：専「阿分野を…’深ぐrあるτ∫ほ応用ヲ∫

を養う展開科目，実験・実習科目を置いている。・
　　　　　　（第一部；資料編P1，4，5，第二二部；資料P28参照）

一一{互…百ら’が学翻目を百ぢ組み立；でる百己設許科目『て2幽び単位’を膠得）’を’置

・いている。

’”w蔀薮脊め集天歳どUそ；’百’ぢ課題を設定じそ7デニ　や情報1墾得で「一分析；冒

考察して論文をまとめあげる卒業研究（第二部については卒業研究ゼミナール）
を置いている。

　基幹となる各専門分野の専門科目を置いている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　一＿一＿＿（資虚言一P．aエ2．4澄参題）＿
’ロ冒 ｼ張倫理」環境季題「一壁際蘭係液「どの共通科目を置いている。

一嬬機三三棚のヲジゼジデニ誕謬鵬謡回る」一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料編P38参照）

’ゼミチ＝∫ル「一実駿実習を通じそ修壬論文だ繋げる’ゴ百年三’ヴ云1一専門演習7

実験実習科目を置いている。　　　　　　　　　　　　（資料編P38参照）

…天学院教脊の集天成どしそ；’二王前期課程には修士論文の作成，博士後期課
程には博士論文の作成を課している。

’曹 P産業戦略土学専攻一（博…E箭期課程）「ぼ」．以下の教脊課程’を置τ～ぞ。∫る’鱒’一’一’

　　・　ベンチャー構築，ものづくり経営を学ぶ基本科目
　　・　知的所有権，経営管理を学ぶ技術経営科目
　　・　各分野のコアとなる専門科目であるコアテクノロジー科目

　　尋購撫無調プレゼンテーション麟インター孕
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・　各分野のコアとなる専門
科目であるコアテクノロジ
ー科目

・コロキュウム，事例研究，
プレゼンテーション，長期
インターン．シップで構成す
る共通科目

・　集大成とし，修士論文の
作成又は特定の研究課題に
ついての研究成果の報告書

　（リサーチペーパー）の作
成を課す。

○　授業形態，学習指導法等に関
　する具体的方策
　〔学士課程〕
①各授業科目の性質により，

　　講義，演習，実技，実験実習，
　　少人数ゼミなどの形態による
　　授業を実施する。
②外国語科目では，学生の習

　　熟度に応じてクラス編成した
　　授業を実施する。

③理系基礎科目の補習教育を
　　実施する。（第二部（夜間学
　　部）では実施中）

④自己設計科目は，学生に自
　立性を持たせるため，学生自
　らが授業科目（10科目20単位）
　を選択して学ぶ。
⑤4年次の年度当初に各学生

　の指導教員を決め，1年間を
　かけて，ゼミ，個別指導など
　の方法により，学生個人に応
　じたきめ細かい卒業研究指導
　を実施する。
〔大学院課程〕

①各授業科目の性質により，
　講義，演習，実験実習，少人
　数ゼミなどの形態による授業
　を実施する。
②プレゼンデーション能力及

　び外国語のコミュニケーショ
　ン能力を育成する授業を実施
　する。
．③大学院に入学と同時に各学
　生の指導教員を決め，各学生
　の研究課題に繋げる授業科目
　を選択して学ぶよう指導す
　る。
④指導教員は，奨学生の在学
　期間を通して，ゼミ，個別指
　導などの方法により，学生個
　人に応じたきめ細かい研究指
　導を実施する。

○　適切な成績評価等の実施に関
　する具体的方策
〔学士課程〕

　①授業科目は，出席状況レ

　　・　各分野のコアとなる専門
　　　科目であるコアテクノロジ
　　　一科目
　　・　コロキュウム，事例研究，
　　　プレゼンテーション，長期
　　　インターンシップで構成す
　　　る共通科目
　　・　集大成とし，修士論文の
　　　作成又は特定の研究課題に
　　　ついての研究成果の報告書
　　　（リサーチペーパー）の作
　　　成を課す。

○　授業形態，学習指導法話に関
　する具体的方策
　〔学士課程〕
　①各授業科目の性質により，
　　講義，演習，実技，実験実習，
　　少人数ゼミなどの形態による

一一 ﾚ葬講籍毛蔵一笹生の習

　　熟度に応じてクラス編成した
　　授業を実施する。

曹一 B『嘘第三蔀”（夜間學蔀ア’たおい’

　　て，理系基礎科目の補習教育
　　を実施する。

（17年度から翼施めだあ’，一一f6年蔑

は年度計画なし）

’て1顧疲以降更癒δ泥あ丁一16輩度’

　は年度計画なし）

一“’ ﾑ天学院諫程ガ’曽’曽曹冒冒一”一一一一

　①各授業科目の性質により，
　　講義，演習，実験実習，少人
　　数ゼミなどの形態による授業
　　を実施する。
一『 A’ヲジゼージデニジ’自’ジ能勇及’

　　び外国語のコミュニケーショ
　　ン能力を育成する授業を実施

一ず美鞭ぴ響町門門
　　生の指導教員を決め，各学生
　　の研究課題に繋げる授業科目
　　を選択して学ぶよう指導す
　　る。
…④冒冒指導教頁’ぼ「’各寧i鱒笙∂5在寮F

　　期間を通して，ゼミ，個別指
　　導などの方法により，学生個
　　人に応じたきめ細かい研究指
　　導を実施する。

○　適切な成績評価等の実施に関
　する具体的方策
〔学士課程〕

　①授業科目は，出席状況，レ

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（、
　　集大成とし，修士論文の作成又は特定の研究課題についての研多　忌
　り報告書（リサーチペーパー）の作成を課している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料編P46参照）

　各授業科目の性質により，講義，演習，実技・実験・実習，少人数ゼミなど
の形態による授業を実施しており，その比率は，第一部及び第二部併せて以下
のとおりである。

一瑠藷謂舗羅齢薗、i鴇i携篶謝撫難螺無調
その編成は，以下のとおりである。
　　　　第一部；　上級2クラス，中級10クラス，基礎2クラス

第三蔀・醤　輸楢號鰯鍵繍轟習癬蓬i垂鍮だ」一一一
　平成16年8月6日～30日　推薦入学，社会人の学生対象に，高校教諭に依頼し，
実施した。

　　　　数学　：　期間中6日間　　24時間　　　参加者27名
　　　　物理　：　期間中4日間　　16時間　　　参加者27名
　　　　．化学　：　期間中3日間　　12時間　　　参加者20名
　平成17年3月2日～31日　推薦入学，社会人の入学予定者対象に，高校教諭に
依頼し，実施した。
　　　　数学　：　期間中8日間　　32時間　　　参加者28名
　　　　物理　：　期間中3日間　　12時間　　　参加者28名
＿＿＿∫ヒ裳＿L一遡閲∫霞目問＿一一坦瞳閲一＿＿参加置建名＿＿＿＿＿一一

　各授業科目の性質により，講義，演習，実験実習，少人数ゼミなどの形態に
よる授業を実施しており，その比率は，全専攻で以下のとおりである。
　　　　　（講義；88器　演習：5％　実験実習；2％　少人数ゼミ；5％）

．’『

窒oゼ’ジデニヲーi…’ジ能万及一び外国語rのゴミ三＝三ゲニジゴジ能分喜熟成する綿

業として，各専攻にプレゼンテーション科目及びコロキュウム科目を実施して
いる。

一一V学院だヌ浮乏’同蒔だ吝寧生め｝旨琿薮員を腐謎∫「9各寧蛋の研究課題に繋げる

よう，履修計画表に研究テーマを申告し，授業科目を選択して履修するよう指
導している。

”指導薮頁ほr學笙め研究デニマiと〕芯’じτ一ゼミ丁曹個別据導∵助習などめ芳法

により，学生個人に対してきめ細かい研究指導を実施している。

授業科目は，出席状況レポート提出，試験結果などにより判定し，秀，優，

一9一
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ポート提出，試験結果などに ポート提出，試験結果などに 良，可の評定で単位を授与している。
より判定し，秀，優，良，可 より判定し，秀，優，良，可

　の評定で単位を授与する。
A卒業研究は，研究成果をま

一て1躍蛋磯驕三三鞭 一　噌　．　o　曽　・　髄　騨　鱒　卿　噌　冒　噂　一　噌　鴨　，　一　一　璽　ロ　，　藺　騨　噂　一　・　．　騨　■　騨　騨　一　ρ　一　辱　一　一　一　■　■　一　曹　一　一　一　ロ　ロ　曹　冒　ロ　冒　”　静　〇　　一　薗　璽　曹　一　P　一　一　ロ　ロ　一　ロ　ロ　冒　曽　ロ　層　層　9　”　9　，　■ ■　一　■　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　酌　冒　g　o　一　駒　卿　璽　騨　一　一　一　一　一　曹　曹　ロ　ロ　一　冒　冒　　F　一　騨　幽　一　9　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　曹　一　ロ　曹　一　冒　，　曽　噴　｝　一　一　，　一　曹　曹　一

とめた論文内容を審査のう は年度計画なし）
え，合否を判定する。審査に

　あたっては発表会を実施す
@る。

B平成16年度にGPA制度
層一 A…ごP】ぺ子訂度を導天じ「曽學杢膚 ’一�ﾆ零「免除め際，”学業成績優秀著聯『定たてy戸A蓬活：再じだ＝曹層ま1だ∫｝二蔀の 曽曽曽曹一一一曹冒雪一胃謄一FF－P一一一一一一一幽曽一一ロー曹曹一騨層一胃F－F一一一一幽一一一曽一一■一一ロー一冒，冒謄需，一F一一

を導入し，学生指導に活用す 指導に活用する。 学科において，1年次から2年次への進級の際に行う系プログラムへの配属の調
る。 整資料．と一レてΩ2．△一を活用．レな2＿。＿＿甲『＿一一＿一一＿＿＿．＿．一記一一一＿＿

一冒曹一層冒冒冒。冒一9一”一一一，，一一一一一一曹一曹ロロ冒¶曽F騨，胃一胃一幽一凹一一一一一一一一一曹曹曹ロー一一冒，一一一，胃，一

④平成19年度までにGPA 曹て1習年度以降妻施のたあ一，’一f6年度’

制度の評価を行い，その結果 は年度計画なし）
に基づき見直しを図る。

一　一　■　冒　o　ロ　響　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　曹　一　一　一　一　一　冒　冒　ロ　ロ　冒　一　ロ　．　曽　甲　騨　脚　，　凹　一　■　一　■　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　一　一　冒　冒　一　曽　冒　■　顧　脾　騨　“　卿　弊　一

〔大学院課程〕 ’て天學院課程〕’’’”一’一’一一一一一一一 曹一曹一一一一一一一一一ロー一一一ロロロ冒一冒一ロ冒圃嘘曽噛一冒一●o“，「ρ一一■一一一一■一■一一一一■ロ冒一曽一｝●一孕唱凹一一一一■一一一一一一一冒

①授業科目はう出席状況レ ①授業科目は，出席状況レ 授業科目は，出席状況，レポート提出，試験結果などにより判定し，優，良，
ポート提出，試験結果などに ポート提出，試験結果などに 可の評定で単位を授与している。
より判定し，優，良，可の評 より判定し，優，良，可の評

　定で単位を授与する。．②修士論文（産業戦略工学専 　　定で単位を授与する。””②””修壬論文’（産業職略エ学専

圏』C壬講文一て産業職略工季専攻ほ1〕ザFチペ＝バニも習むダ及び博王請文ば” 一一ロー需扁帽需冒FF一一一一一一一一曹曽一曽一一一曹曹曹曹冒P胃，一一一一一一一一膚曽曽一一曹曹一曹口■ロー，一“一FF一一一■一一　

攻はリサーチペーパーも含 攻はリサーチペーパーも含 各学生毎に審査委員会（修士論文は2名以上，博士論文は3名以上，で構成）
む）及び博士論文は，各学生 む）及び博士論文は，各学生 を設置し，合否を判定している。
毎に審査会を設置し，合否を
ｻ定する。

毎に審査会を設置し，合否を
ｻ定する。

「．

へ　｝
＼、．　　ノ
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・へ ，（

名古屋工業大学

1　大学の教育研究等の質の向土
1　教育に関する目標
（3）教育の実施体制等に関する目標

中

期

目

標

○教職員の配置に関する基本方針
　①「工科木隠構想」の実現を図るために必要な教育課程実施に向けて，教育類への適正な教員
　　配置を行つとともに，技術職員・TA等の教育支援者を有効に配置し活用する。

○教育環境の整備に関する基本方針
　①学内の教育関連施設の有効活用を推進するとともに，設備の充実を図る。

○教育の質の改善のためのシステムに関する基本方針　　‘　　　　　●
　①授業内容及び方法の改善を図るための組織的な取り組みを推進するとともに，．教育活動を評
　　価し，質の向上に結びつけるシステムを構築する。

中期計画 年度計画 計画の進行状況等

○　適切な教職員の配置等に関す ○　適切な教職員の配置等に関す
る具体的方策
@平成15年度に「工科大学
@構想」に基づき，教員を「研　究系」（4領域からなる）所

@属とし，学部にあっては「学　科・教育類」を，大学院にあ

る具体的方策
@学部及び大学院の教育担当
@教員の配置について検討す
@る。

，，．

っては「専攻」を設けて，教
員がこれを担当するという柔
軟な教育体制とした。これを
平成19年度までに点検し必 、

要に応じ見直す。

②技術職員，TA等の教育支
@援者を授業等へ配置すること
@により，学生の自学自習への

一’ A●覆術職頁，一一「rA等の教脊支　　懸者を授業等へ配置すること　　により，学生の自学自習への 二’一層 一　9　一　薗　ロ　一　F　一　冒　冒　曹　一　曹　一　一　曹　一　一　一　一　■　一　一　一　幽　胃　冒　，　一　一　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　罹　胃　冒　一　一　一　一　一　■　一　一　■　幽　一　一　一　ロ　ロ　一　一　■　■　■　一　一　幽　一　一

支援体制を充実する。 支援を行う。 ・　TAを教育支援者として各学科の実験，実習，製図科目，卒業研究，及び
共通教育の演習，実験科目に配置した。
配置人員　　博士後期　　50名，実施総時間数　　2549　　時間 一

曹冒一曹■■■一一臼一一胃一一一一曹一一一 C一一■一一一一■幽幽胃－一
＿＿＿＿一一＿壇生前期＿鼠昼名、，＿＿且＿一一一＿1五旦旦4∴五時置一一

一一一一一一一｝F昌一曹一一一一一一■一藺一一一F一，，需一一一曹曹曹一一一 k一一辱F冒謄冒ロロ■■一■一圏鱒｝¶胃。一曹一一一謄一一

○　教育に必要な設備，図書館， ○　教育に必要な設備，図書館，
情報ネットワーク等の活用・整 情報ネットワーク等の活用・整
備の具体的方策 備の具体的方策
①学内全施設の有効活用を推 （17年度から実施のため，16年度
進ずるとともに，IT化に対 は年度計画なし）
応した設備を充実する。

②学術情報，教育研究の支援 層て博年度以降葵施あ沖津，曽冒f6隼度’ 一　一　一　■　「　騨　層　一　〇　一　一　曽　一　〇　曽　一　一　一　曹　一　一　一　曹　■　■　一　一　辱　，　，　o　騨　曽　一　一　一　，　曹　一　一　一　一　一一　曹　一　P　一　一　ρ　即　冒　o　冒　o　一　冒　一　ロ　冒　冒　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　一　，　雫　，　囎　一
曹一一一 @9　璽。一一冒一一一一一一一噂鴨嘔騨曽　冒一冒　一　一一一　■一　■一，　■　”　璽　曽　一　一　一　一　一　一　■　一一一一一騨　齢　冒　o　ロ　一　一一　一曹一　”，　o　o一冒

強化のため，図書館機能の充 は年度計画なし）
実を図り，中期目標期間中に
学内の知的情報，教育情報等
のデータベース化・リテラシ
一スペースの整備を図る。

③講義室の教育機器を充実す
葡脚

@一講義璽1の机∵椅芋を更新ロロ’ 一’N灰誌面に捉1ム丁講義璽の机㍉噸椅芋3ゼ石脚を更新’し『だ♂諏…；一’薪だたヲ百 噂顧ロ，曽一一冒一一一一■一一■一口一鱒冒一一曹一■一一藺一一一，ロ冒冒一一一一一一■一幽Fr曹冒冒曹曹■■一圏一回冒一一一一一一鱒

るとともに，学習環境を整備 し，学習環境を整備する。 ジェクターを5講義室に設置した。　　．
する。

冒一一一一一一一一一一一一帰一璽，輔一■圃曽一一一一冒一一一一一一一 一　■　■　一　騨　一　一　辱　，　騨　一　駒　一　舳　曽　曹　一　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　一　一　・　一　騨　．　卿　曽　一　〇　噛　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　■　一　■　一　鴨　騨　層　曽　曽　脚　一　一　ロ　塵　ロ　一　冒　冒　冒　冒　冒　一　一　一　一　一　一

P一凹一，，冒讐ロロ冒冒一一一一一■雫，騨一冒一一一一一一一■■”璽冒冒曽冒一■一■■■騨噂一ロ冒冒一一一曹一一騨一曹曹曹曹曹一脚9一

○　教育活動の評価及び評価結果 ○　教育活動の評価及び評価結果
を質の改善につなげるための具 を質の改善につなげるための具
体的方策 体的方策
①　教育の質を向上させるた ①教育の質を向上させるた 教育企画院の下に教育成果・効果の検証部会を設置し，教員及び学科，専攻

め，教員及び学科，専攻等の め，教員及び学科，専攻等の の教育活動の自己点検・評価方法を，全学評価室と合同で検討し，17年度実
教育活動の評価を実施し，平 教育活動の評価の実施につい 施に向けて，自己点検・評価実施要項を策定した。
成19年度までにその結果を て検討する。

r
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ノ
公表するとともに，必要な措
置を講ずる。

②全ての授業科目についてシ 一②…至そめ捜’秦科副こづ薩ごジ ；層壁一 汚cでの授業稗巨だうτ～ぞジラバうぐを作成’じラピよロロ冒藺’…一一一曹一’ロ’圃ロー”’一一”
■　一　ロ　一　冒　一　一　一　薗　圃　曽　曽　・　臼　，　一　一　一　一　一　一　曹　曹　曹　一　一　冒　冒　o　ロ　，　騨　，　一　圏　曽　一　一　一　一　一　ロ　一　一　曽　需　｝　一　一　一　一　■　一　一　一　一　冒　冒　，　－　層　騨　騨　一　一　一　■

ラバスを作成し，学生による ラバスを作成し，学生による ・　学生による授業評価を実施し，一部をホームページで公表した。
授業評価を実施し学内に公表 授業評価を実施し学内に公表
しているが，「教育企画院」 しているが，「教育企画院」
において学外への公表方法を において学生による授業評価
含め授業評価のあり方，活用 の学外への公表方法について
方法等を随時見直す。 　　検討する。一■彌一一一一一一F，一一一辱辱P，FF冒，回脚一辱一一一辱辱F　一

幽一一一一一一一一幽一一一一一一一曽一一一曽曽曽一■一■一一曹一一曹曹曹一一一瞬一”騨甲一F一一一一一曽璽曽曹曹曹曹曹一一”一一回一一一曽一噛一一暫璽冒冒層謄
胃　囲　一　胃　r　r　r　一　一　一　一　一　幽　凹　一　曹　曹　曹　曹　曹　一　雪　層　曹　一　冒　｝　一　r　一　一　一　一　一　一　曽　一　一　　■　曹　曹　一　■　一　一　一　一　層　騨　胃　F　一　一　一　藺　一　一　一　　一　曹　一　■　一　一　曹　一　曹

○　教材，学習指導法等に関する ○　教材，学習指導法等に関する
研究開発及びFDに関する具体 研究開発及びFDに関する具体．
的方策 的方策
①　「教育企画院」で実施して ①　「教育企画院」で教育活動 ・　学生による授業アンケrトで高い評価を得た教員による授業のノウハウ集

いる教育活動評価を活用し 評価をもとにFDの具体的な を作成し，全教員に配布した。
て，FDの推進を図る。 推進を図る。 ・　FDの推進を図るため次のとおり，　FD研究会を開催した。

平成17年3月10日．（木）　入試セミナーと併催で開催した。
参加者；講師2名，高校教諭8名，本学教員39名

平成17年3月14日（月）　授業の改善方法等について事例発表と質
疑・意見交換を行った。

②領域において，異分野教員
’一 A”領域τ三蓄し∫で；冒翼分野教買 一一ｽ灘三三乏翫そ鯉叢舞薪響嫁編の織灘掃 曹一　曹曹冒　冒　層　騨　噂　辱　F　一　■　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　ロ　一　，　ロ　冒　F　F　，　鱒　一　幽　一　一一一曹6曹　ロ　ロ　一　薗冒　ロ　一　冒　曹　膚　曹　甲　一F　一　幽　一　曹一一一　一　■　璽　一

との相互啓発等によるFDの と技術部との相互啓発等を利 つた。

推進を図る。 用した教材開発を図る。

③教員の研修を実施するため ロて1揖疲がち更施め泥あ～層一f6辱…度
曹　曹　曹　一　一　一　一　一　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　冒　o　曽　o　噌　曾　騨　，　，　帰　騨　一　一　■　曹　■　■　■　■　ロ　曹　ロ　一　一　一　ロ　ロ　層　冒　一　顧　鱒　一　一　■　一　一　一　曹　曹　ロ　一　層　ロ　嘘　o　●　甲　一　■　一　一　一　一　一　ロ　一　一　一　一　一　一　脚　顧　卿 一一一一曹曹一一一曹曹曹曹冒ロ胃’ロ冒一騨一一一　曽一一一曹一一曹冒一一圃冒一騨臼曽幽一一一一一一曹一一ロ曹一一一一曹一一一一 ∴鼈鼈齧`

に，「創造教育開発センター は年度計画なし）
（仮称）」の設置を検討する。．

一一一一一冒冒曹口冒ローロー一一冒冒冒需一曹畜一騨一一轄鱒甲一一曹一
一　曹　曹　曹　一　一　一　一　一　一　ロ　一　冒　冒　塵　塵　曽　曽　一　騨　■　8　一　曽　一　一　一　一　■　一　■　一　ロ　冒　一　一　ロ　ロ　ロ　ロ　冒　，　噌　，　・　鱒　一　一　一　■　ロ　ロ　ロ　一　ロ　一　ロ　ロ　曽　鱒　9　”　鱒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　ロ　一　冒　，　胃　F

　　　，「
黶C一一一曽一一曹一曹曹一ロ曹一一冒一ロ冒胃Fr一，曹一一璽一一ロー一冒ロロ冒冒冒冒一 秩|P一曹曹曹一一■一■一塵一一一一曹曹曹一一一

○　学内共同教育センターに関す ○　学内共同教育センターに関す
る具体的方策 る具体的方策
①　複数の教育支援センターを ①複数の教育支援センターを 5つのセンターで構成する教育研究センター機構全体の運営に関し必要な事

より機動的に活動ができるよ より機動的に活動ができるよ 項を企画・立案するため，教育研究センター機構運営本部を設置した。

う，平成16年度に教育研究 う．，教育研究センターの運営
センターの運営機構本部を設 機構本部を設置する。
下し，センターの教職員の配
置については，常に有効に配
置するよう随時見直す。

5

∫一へ、

一12一



（ ．（、

名古屋工業大学

1　大学の教育研究等の質の向上
1　教育に関する目標
（4）学生への支援に関する自標

中

期

目

標

○　学生の学習支援や生活支援等に関する基本方針
　①教員と事務職員の協力による学生の修学指導体制の充実を図り，学生の学習面と生活面を総
　　合的に支援する。
　②学生への経済的支援の充実を図る。
③就職指導体制の整備を図る。

中期計画 年度計画 計画の進行状況等

○　学習相談・助言・支援の組織 ○　学習相談・助言・支援の組織
的対応に関する具体的方策 的対応に関する具体的方策
①平成14年度に設置した
@「学生なんでも相談室」に加

①　「学生なんでも相談室」に
@加えて，更に学習相談・助言

　既存の学生なんでも相談室の機能を強化するとともに，修学相談・履修相談を充実するため，学習相談室を設置（平成17年3月）した。
．騨

えて，更に学習相談・助言体
ｧを一層充実するため，平成17年度までに教員とTAに

謔驕u学習相談室」を設置す

体制を一層充実するため，教
�ﾆTAによる「学習相談室」を設置する。

学生なんでも相談室　インチ一型ー（受付担当者）　2名　　　　　　　　　　カウンセラー（非常勤）　2名

@　　　　　　　　　学生なんでも相談員　6名　相談件数　707件学習相談室（平成17年4月から配置予定）

る。
インテーカー　2名
基礎学習相談員　7名
専門学習相談員　6名

②教員によるオフィスアワー
@の一層の充実を図る。
B　中期目標期間中に，建物毎

曹一 A…教員τ三’ま一る’牙ラ7ズヲウニ縛
@　．を実施する。一て「17年度力、ぢ鶏めヲ三あ「，9－f6年夏

一捌漏牙ヲ7ズアウ＝騰暢罷鍔〉偲離鞠繭u；一実施した。一一■一一一一曽甲顧胃冒冒一一一一一■9F一刀冒冒一毛ローロー一一曽一一一一｝r騨一一一一曹一一曹曽一一一一一一一一，四一一一一一曹一一一一一一一幽一r”籍ロ

冒一冒一曹一曹一曽凹一一「，冒冒ロー ｧ■一一一一一，層一冒冒■一■■一一圏一一r胃一一一璽曹髄塵一騨冒一曹一曹一一曽一一一F曹曹一一一

`曹一曹■@一　一　凹　一幽嘔層F曹曹一曹曹曹一一卿　一辱冒　冒　冒　一　一一　一　一　一　曽騨　一　r　，曹一曹　一　一　■　一　曽一　一一　，響　曹曹曹曹曹曽　一　一　一　r　需　冒　一　一一　一

の学生のコミュニケーション は年度計画なし）
スペースの拡充を図る。

④　図書館において学生向けの
@図書・雑誌等の充実を図る。
D　中期．目標期間中に，現在実
@施している図書館の土曜，日
@曜開館の増加及び夜間開館の

’曹 Bロー図書館｝こおし三そ寧’生両iテマ万
鼇C図欝書藷礫高藷鶴喬雛　　長ずる。

一一 ﾕ…再図著購自費凹石百：万円「’幽門雑誌及びデ；ダ尽＝ズ購ス賓門門百方巴誓靴講鰐惚鷺叢聴講揚二百罫脚て羽賑で開館延長した。（従来は，週2日は22時まで，その他は21時まで。） 一一 @一一一一　一　一　一　一　鴨一　一　冒一一一冒一一一髄一幽一　胃　冒　一　一　一　一　一　一　一　鞠　一　騨糟曹一曹一一　一　謄曹　一　F　F　冒　冒　■　一　■　一　一　一　一　一　，　一　一　冒　一　■一　■

鼈鼈鼈鼈黶 @■　一　一　，　膠一曹曹曹一　一暫一　一F一　騨ロ　冒　一　一曹　一　一　一一　幽　一　r　冒　冒　■　一　一　一　一　一　一　一　一　r　一　冒曹一　曹一一一一一　胃響　一曹一　一曹一一一　幽

一層の充実を行うなどによ
り，学生の需要に応じたサー
ビスの向上を図る。

曹冒冒一一一一「一一．．冒讐塵一薗一一一一一一一「一●，■一曽一一一 一　一　一　一　一　一　一　【　9　卿　．　脚　．　冒　舳　一　ロ　一　冒　一　■　一　■　一　一　卿　曽　曹　冒　冒　冒　冒　一　ロ　一　■　一　■　一　■　■　一　騨　■　，　曽　■　冒　塵　ロ　ロ　冒　冒　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曽　鱒　鴨　冒　一　噛　一　一　一　一　一　一　一

一一零一霞冒曽，一一一一一一一一一，■．層曽一一一一一一一噂噂曽ロローーロー一■一■，冒冒ロロー一一一一一，”9冒ロ冒一一一一騨，鱒卿
＼

○　生活相談・就職支援等に関す ○　生活相談・就職支援等に関す
る具体的方策 る具体的方策

・①学生生活の充実のため，1課 ①学生生活の充実のため，課 ・　「学生等の表彰に関する要項」により，学生等を表彰した。
外活動（部活動，自治会，ボ 外活動（部活動，自治会，ポ 学長表彰　19名（件）　　学生部長表彰　13名（件）
ランティアなど）を奨励し，
x援を行う。

ランティアなど）を奨励し，
x援を行う。．

・　クラブ活動については，本学の他，在学生の保護者で組織する後援会及び本学の卒業生を主に構成される名古屋工業会から以下のとおり援助を行っ

た。　本学　1，109万円　　後援会　667万円　　名古屋工業会　91万円
・　「クラブ紹介」の冊子を作成し，新入生にPRを行った。
・　各サークルのリーダーを中心に「サークル活動リーダートレーニング」を
実施した。

平成17年8月23日・24日　木曽駒高原セミナーハウス
参加学生　32名

②　「学生なんでも相談室」，
’一 A一一一r寧生な万で’も相談一室r層 1…肇欝ぎ葦凝嚢甚謎讐星観馨暑慧奎壼差羅饗軸、ち羅

ロー■■曹曽一一一一胃一冒ロ■■曹曽一一P腎冒一ロー一一一r一胃一一一一曽一一7胃需曹曹一幽一F一冒一層一一一一F需曹曹一一一＿r冒一

安全・保健センターの学生相 安全・保健センターの学生相 センターの修学指導コーナーに設けた。　相談件数；707件
談室，メンタルチェックの自 談室，メンタルチェックの自 ・　教員を「クラス担当委員」．として指定し，学生の生活，修学などの相談に
己診断等の有機的結合による 己診断等の連携を図り，相談 応じている。　　　　　　16年度；　79クラス　1、45名

甲
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相談体制の整備充実を図る。 体制を整備する。 ・　安全・保健センター内に「学生相談室」を設け，メンタル面での相談に応
じている。　　　　　　　　　　相談件数；635件

・　「学生支援システム検討WG」を設置し，学生支援システムの改善につい
＿て槍劃一しな9一＿＿＿一＿一＿＿＿＿．＿．＿＿。＿一一一一一一＿一」．＿一＿＿ 嘔一一一一■■曹一曹一冒冒需”一ρ．ρ一一一一冒囲口騨一曹曹一ロ騨一，・，昌一曹曹層一吻一一一曹一一一冒冒冒ρ．一一曹曹曹ロー冒卿一一

③就職情報関連企業等との連 曹て1「扉度がち実施め泥あら一’i6有…夏

携強化や就職相談員，就職支 は年度計画なし）
援担当職員による就職支援活
動の充実を図るため，キャリ

　アセンターの設置を検討す
@る。
C．職業意識を高めるための教

一一 B曽一学笙描のTギマ’1〕曹ブ教脊r ∵曽一 閨uや’D’デ教育を推i進ずる’だあ；曹丁ラ’年度1ご了工学教育総否モツダニ］「を「設
一　＿＿　一一　一　一　一冒冒曹，，曜　一　一　一　凹　一　■　一　一　一　冒r　F　一　一　曽曽曹　一曹　ロ噛　F一　一　一　一　一　瞥　一　一　一冒　冒　一”　一　一　一　一　幽　一　曹　一　一　一　■　P　辱　一　一　曽曽　一

育を行うとともに，学生の資 の更なる推進について検討し 置し，この中に「キャリアオフィス」を設置することを決定した。
格取得のための支援を充実す
驕B

　　充実を図る。

｡一一一一■一一ロロ冒一一一一冒薗。．●go””，一一一一ロー一一
ロ　ロー　冒　一，一　曽　囎　，　霞一　一　一一　一　一　昌一　一　一　一一一　一　一　舳　一　〇　騨　●　■　一　ρ　一　一　一　一　一　一　一　ロー　一　曽　o　一　口　■　一　一　一　一　ロ　ロ　ロ　胃　一　一　■　一　■一曹一一一　一　闇　噌　”　一　一　一一一一一一 冒　圃　，　騨9一一一一曹冒　ロー一，¶　ロ　一　■一　一　一曹曹曹冒　ロ　ロ需　一一一一一一一冒冒　ロ　胃　F　一一　一　一　一　一　曹曹曹　ロ　一　冒　冒　｝　藺　一　一　■　一　一　一■　一　一　一　冒

○　経済的支援に関する具体的方 ○　経済的支援に関する具体的方
．一 y

策 策

①　中期目標期間中に，奨学金 G7年度から実施のため，16年度
の充実を図るため，学内奨学 は年度計画なし）
金制度の導入を検討する。

一一一一一一一一薗一曽曽暫一■一一冒曹一曹曹雪一胃F－F｝一一一曽薗 曹曹一一一一一一ロ需ロ冒，一一一＿一曹曽曽一一一層ロー冒辱＿辱＿＿＿曽曹曽璽一曹曹一冒F胃一一一一曽曹曹需騨，　幽曽曽一一曹曹ロ回胃一一一一一■一冒冒一一”
一　一　一　一曽一　一　盟曹騨＿一　一曽曽一一一曹曹曹r－　r一　幽　一　一　一　曹曹，　一　F　r　一　一　一　一　曹一　一　曹　一　一　一　騨　”　F　一　一　一　一　曽　一　一　曹　一　一　胃　一　冒　一　一　一　曽一

○社会人・留学生等に対する配慮

@①社会人学生への学習支援体

○　社会人・留学生等に対する配

@慮
i17年度から実施のため，16年度

　制の一層の充実を図る。
A　中期目標期間中に，現在実
@施している図書館の土曜，日

一一

ｪ離認薇鹸鯖間を莚　　長ずる。

”冒 嚼ﾎ；隼’rび肩がち∫’通常期”（授葉爾講期間）「万平日至〒；でだうい＝で汀百ゼ蒔ま’

ﾅ開館延長した。（従来は，週2日は22時まで，その他は21時まで。）

冒Fr一一一一曽一曹一一冒胃一一一一一一一一一一一胃一一一一一一一一一一一一PF一一一一璽謄璽一一一冒一一一一一一一一一一一一一 Aー曹

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髄
曜開館及び夜間開館の一層の
[実を行うなどにより，社会

，「

人学生の図書利用サービスの
　向上を図る。
B　中期目標期間中に，外国人 一て17奪度が’ら翼施め泥硬∫1’f5有…度

辱＿P幽一昌6一一一一一一冒冒冒”一一一一■一一一一一一ロ60曽囎鱒騨一一【一一一一一冒一一囎一一一一一一一一曽曽噂鱒一一一一一曹一一冒辱一騨一一一一一曹一冒
騨曹”　騨一　一　一　■　一　■　一　一　冒　曽　●　●　●　■　一　一　一　一　一　一　ロ　ロ　膠　”　鱒　騨　凹　一　一　一　一　一　冒曹曹冒冒　ロ　回　卿　脚　「　■　■　一　一　一　一　一　ロ　層　冒　軸　騨9　噂　一　一　一　一　一　一　一

研究者，留学生等の滞在施設 は年度計画なし）
　の充実を図る。

C本学独自に設けた「留学生
@後援会」による留学生への支

幽噂 A…本学独百だ設τテだT留孕互
@　後援会」による留学生への支

二…滉ｻ手生事業笈び貸得事業を実施σだ；冒…軍成丁6庫削回講濯じ一’……
E　留学生後援会賃貸住宅連帯保証事業を実施した。　平成16年度；58件

一冒騨噂騨一一一一一一一一曹一，嚇卿一一曹一曹一一一一一一”“一一曽曹曹■一一一冒ロー一冒7駒，．．，■■一一一一一一ロロ暫需冒一，．■一

援制度の充実を図る。 援を実施する。 ・　災害援助対策基金（50万円）を設置した。

／｛～_

＼　　　〆
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名古屋工業大学

1　大学の教育研究等の質の向上
2　研究に関する目標
（1）研究水準及び研究の成果等に関する目標

中

期

目

．標

○目指すべき研究の水準に関する基本方針
　①世界の「ものづくり」の中心地である中京地区の工学のリーダーとして，．工学と産業技術の先
　　難役にふさわしい世界最高水準の研究を推進し，工学の知的中核としての役割を果たす。

　②工学技術の研穽を通じて，新技術の開発や新しい工学技術文化の創造などあ社会貢献を果た
　　す。

○成果の社会への還元に関する基本方針
　①先進的研究拠点の実現大学と都市機能が一体となった頭脳拠点への展開，産学官連携のベ
　　ンチャー創出を目指す。

中期計画・ 年度計画 計画の進行状況等

○　目指すべき研究の方向性 ○　目指すべき研究の方向性
①教員個々の自由な発想を大 ①教員個々の自由な発想を大 ・　各教員個人ごとに研究費を配分した。また，科学研究費補助金，奨学寄附 ，”

切にする，基礎研究としての 切にする，基礎研究としての 金を獲得し，これらの経費により，シーズ研究を推進した。
「シーズ研究」をより一層推 「シーズ研究」を推進する。 ・　大学研究活性化経費の配分に当たり，基礎研究の分類を設定し，若手を対象

進ずる。 として14件を採択し、研究費を重点配分した。
o

②社会的要請に基づく次世代
辱一 A…社套酌要請に基ヲぐ茨世代冒 冒ロ fラフ’ぞフペ＝’ジヨfジモ’ジ　二天孕院▽B工訥蔀門におτ∫ぞ「’薪iだな産業め面 一一一 秩｡一■一一噂一幽駒，鱒●曽。．．ロ冒ロロ冒冒冒冒曹曹一一一一曽■■一一尊縛一曽冒響冒冒一一一曹曹一曹曹曹一一一ら，胃rロ冒ロー

産業の創出につながる・「ニー 産業の創出につながる「ニー 出を目的とした研究プロジェクト5件を採択するなど，ニーズ研究の推進に努
ズ研究」を平成15年度に設 ズ研究」を「テクノイノベー． めた。また，・学外機関等との共同研究174件，受託研究37件，計211件
増した．「テクノイノベーショ ションセンター」を中心に推 の実施などで，ニーズ研究を推進した。
ンセンター」を中心に強力に 進ずる。
推進する。

③既存の産業構造や学問体系 一（17回忌がぢ巽：施のだあ；一’f6年度
一　一　，　冒　｝　騨　謄　，　一　一　一　曹　一　一　一　一　一　一　曹　曹　曹　曽　9　一　一　曽　一　一　一　一　一　F　｝　r　胃　胃　ロ　冒　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　一　一　■　一　■　一　一　一　一　一　一　一　一　．　一　一　一　一　一　｝　一　＿　＿　卿　＿　F　，　p　r　冒　一 需　冒　曹　曹　曹　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　曽　幽　回　鴨　辱　騨　冒　一　冒　一　曹　曹　曹　曹　一　曹　一　一　一　一　一　一　｝　一　胃　胃　冒　ロ　ロ　一　ロ　一　■　曹　■　一　一　一　一　一　一　一　＿　r　冒　一

に拘束されず，異分野との融 は年度計画なし）
合や新しい価値創造につなが
る研究を組織的に推進する。

④新産業の創出など地域産業
’圏

B一曹新産藁の一思田三王三里産業二 一冒f…ラフ「イ’7フミ：＝’ジぎジゼジ　二i則可研究蔀再がゴニデマネニ下’σだ巽同研究 冒　冒　冒　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　■　一　一　一　噂　，　脚　層　冒　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　，　”　辱　o　o　冒　一　層　ロ　ロ　一　一　■　一　一　曹　曹　曹　一　一　甲　．　騨　讐　・　幽　冒　一　ロ

をリードするとともに，産業 をリードするとともに，産業 ・受託研究の実施，企業からの寄附金により設置した寄附講座・寄附研究部門
界との連携を積極的に行い， 界との連携を積極的に行い， の活動を通じて「ものづくり」に関する研究を推進した。
中京地区にある工科系単科大 中京地区にある工科系単科大
学としてふさわしい「ものづ 学としてふさわしい「ものづ
くり」に関する研究を推進す くり」に関する研究を推進す
る。 る。

⑤　国家的・社会的課題である ’「④”画家的∵紐套四丁’題で毒 鱒“

囀�嚔ｮ工業天學ヲ百ジ三グ下研究所設麗規程」’及び膠丁名舌屋土業天學ヲ百
一　．　．　，　．　・　．　噛　曽　層　冒　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　一　ロ　一　一　一　一　一　一　一　一　辱　騨　o　o　膠　ロ　幽　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　騨　”　曽　儒　o　曽　一　曹　一　冒　一　一　一　■　，　一　一　璽　●　o　曽　ロ

ナノテクノロジー・材料分 るナノテクノロジー・材料分 ジェクト研究員の取扱いに関する規程」を制定し，16年度に2研究所を設置
野，情報通信分野，環境分野， 野，情報通信分野，環境分野， した。更に，ナノテクノロジー，材料分野の4研究所を17年4月1日付けで
ライフサイエンス分野などの ライフサイエンス分野などに 設置することを決定した。
研究を推進し，世界のトップ ついて，学内のシーズ研究を

　レベルの研究拠点を目指す。　　　　　　　　　　　　　ずF

E　国などによる競争的・戦略

　　組織化した学内研究所を立ち
鼈鼈鼈黶D上．げる、一　　　　　一

i17年度から妻施め泥’あ～一’正6輩震「
響　冒　曽　冒　冒　冒　ロ　冒　冒　冒　ロ　曹　曹　■　曹　曹　曹　曹　一　曹　一　曹　曹　一　一　9　一　一　凹　一　ゴー　一　一　一　一　，　一　r　F　r　，　，，　冒　曹　曹　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　■　■　一　■　一　一　一　曽　曽　一　一　一　一　一　一　一　F　臼　一　辱　7　一

響一曹騨回ロー一■■■■■一璽一一一一幽一一一層 }曹一曹一一一一一一一一一一冒胃冒曹一曹一一一一一一一胃層一胴曹一曹曽一曽一一一，一需

的大型プロジェクトの資金獲 は年度計画なし）
得へと発展する研究に組織的
に取組む。

一■一一一一騨一「，凹鱒騨一，噂・．鱒脚卿幡。，曽■腫一幽一．幽一一 曽　一　ロ　曹　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　■　■　一　一　一　帰　騨　辱　．　卿　髄　．　．　曽　塵　塵　．　冒　ロ　ロ　ロ　一　冒　一　一　一　一　一　ロ　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　一　噌　一　一　騨　一　噌　曽　噂　冒　回　層　冒　一
冒　ロ　ロ　冒　一　一　一　ロ　一　■　■　■　■　一　一　凹　■　騨　回　騨　一　一　一　一　一　曹　曹　曹　一　一　■　，　囎　軸　曽　一　一　曹　一　一　一　一　曹　■　一　一　騨　胃　胃　一　曹　ロ　一　■　一　一　r　響　轄　一　冒　ロ　一　一　一　一　一

○　大学として重点的に取り組む ○　大学として重点的に取り組む
領域 領域
①狭義の工学の枠を超え，異 （17年度から実施のため，16年度

分野との融合による新産業の は年度計画なし）
創出につながる新しいプロジ
エクト研究

②防災・環境など時代に応じ
’曹

@…地域襟ど蓮携∵協万uそ’ ；’一一 ､強曹県刃谷市だお醇デる一一「百至防：災会活動支援事業］吻ご本学教：員が統括ゴ＝辱 ”一冒一一一冒一’ 謌鼈鼈鼈鼈黶|，，曹冒’曹一”一曽一一’∵曹曹一’一一　一“胃，一一一’一曹　一一一’”藺一一｝胃一一一

て地域社会と連携・協力して 推進する「地震防災合同プロ ディネーターとして参加し，地震防災プロジェクト研究を行った。 ユ
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推進するプロジェクト研究 ジェクト」，「堀川・布民が
っくるインフラ研究会」。・

③　国家的・社会的課題である”（1㌃鞭がち更施めだあ丁’f“年度
ナノテクノロジー・材料分
野，情報通信分野，環境分野，
ライフサ．イェンス分野につい
て，学内のシーズ研究を組織
化したプロジェクト研究
　i　新機能デバイス，新機
　　能材料，微細加工，微細
　　制御など，原子・分子レ
　　ベルのナノ・スケールでの
　、制御に基づくナノテクノ
　　ロジー・材料分野
　ii　次世代コンピュータ技
　　術，マルチメディア通信
　　技術，知能システム技術，
　　メディア情報処理技術な
　　どユ．ビキタスネットワー
　　ク社会を実現するための
　　情報通信分野
　揃　環境保全，資源・エネ
　　ルギーの有効利用，自然
　　エネルギー利活用，ゼロ
　　エミッションタウンなど
　　の人間社会や自然環境と
　　の調和をめざす環境工学
　　分野
　iv　生命機能解明，遺伝子
　　工学，生体適合性材料，
　　バイオセンサー，遠隔医
　　療，遠隔介護などのライ
　　フサイェンス分野

④21世紀COEプログラム
　「環境調和セラミックス科学
　の世界拠点」の研究

⑤名古屋大学医学部や名古屋
　市立大学医学部などの協力に
　よる医学と工学を連携したプ
　ロジェクト研究

○　成果の社会への還元に関する
　具体的方策
　①研究環境が競争的．・戦略的
　　重点化する中で，先進的研究
　　拠点の実現，大学と都市機能
　　が一体となった頭脳拠点への
　　展開，産学官連携の新産業創
　　出羽へ挑戦する。
1②大学で生まれた知的財産
　　を，平成15年度に設置した
　　テクノイノベーションセンタ
　　一（知的財産本部）で一元的
　　に管理するとともに，積極的
　　に社会への技術移転を図る。
③テクノイノベーションセン

　　ターのもとで，平成15年度
　　に設置したインキュベーショ
　　ン施設の充実を図り，共同研
　　究センター，大学院ベンチャ
　　一・ビジネス・ラボラトリー
　　と一体的に運営し，新産業に
　　結びつく技術を生み出すとと
　　もに社会とのリエゾニング機
　　能を強化する。

　は年度計画なし）

一F A’一7了世紀層ごδEラ『百グラ＝ム’

　　「環境調和セラミックス科学
　　の世界拠点」の研究

一③9一名舌屋天學医學三一や名舌屋冒

　　市立大学医学部などの協力に
　　よる医学と工学を連携したプ
ー一一一一旦ジニクート．研究＿＿．，．一一一．一

〇　成果の社会への還元に関する
　具体的方策
（17年度から実施のため，16年度

　は年度計画なし）

冒一 @’“胃天學；ざ笙まれだ知曹的貝田産’一一

　　を，テクノイノベーションセ
　　ンター（知的財産本部）で一
　　元的に管理するとともに，積
　　極的に社会への技術移転を図
　　る。
一’ A…デクフマフ7ミニ’ジ互ジモフ
　　ターのもとで，共同研究セン
　　ター，大学院ベンチャー・ビ
　　ジネス・ラボラトリーを一体
　　的に運営し，テクノイノベー
　　ションセンター共同研究部
　　門，大学院VBL部門とする。

・　本学教員が中心となり発足させた，「堀川・市民がつくるインフラ研究会」
　においてワークショップを行った。
・　堀川ライオンズクラブと共同で「市民参加型水質調査」の実施及び水質浄

一一一化工ヨ旦丞ツ上亙作成レたρ一一一一一一＿．＿＿一一＿一＿一．＿，一一一一一．一＿一一＿…

唱一 ｹ耳鞭た採択1ざれだ著｝r琶紀℃σ百ヲ百1グヲ云マ環境調和セラミックス科
学の世界拠点」により，新規な無機機能材料や無機・有機ハイブリッド機能材
料などによる環墳調和材料の研究開発を推進した。仏・リモージュ地域に立地
する国立セラミックス工学大学院大学及びリモージュ大学を中心とする教育研
窒機閨ζ倉1回でこ二同地においてシンポジウム亙開．催レた。
　医學；エ学を運携’ざぜだ丁外：科手：術支援ジステム」，’r医學教脊葡1「練ジヌ「デ

ム」を開発した。主な成果は，①直感的操作可能な遠隔力覚臨場感手術システ
ムの開発②組織内埋入型下顎骨自動延長装置の開発③歯科医療への工学的支援
一．（歯冠植綴物のPAP∠q廻とムエー現実盛を一思いた塗療訓練之スーテム）＿＿＿一一＿

7一曽 c耗グ7イフ応：＝ジ百＝シ：ゼジ　二1ご知財管理蔀門を葺ぎ，ロ曹知的財産管理を二＝

元的に行った。

・　16年度の特許出願件数は106件。
・　外国出願権1件を企業に有償譲渡した。

・一一ｧ同研究モジ　＝曹∫’天孕院一ペジチ予一二丁ピジ「ネーズ∵ラポラ下1」＝ロをデ〃フマ”

ノベーションセンターの共同研究部門及び大学院VBL部門とし，一体的に運
営した。
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（④大学院の研究成果を発表す ③大学院の研究成果を社会に 「二　卉究のフロンティア」を抜本的に改め，中部経済産業局，愛知鋳　　1
るため，平成11年度から実
{している「工学教育テクノ

公開する場としての「工学教
辜eクノフロンティア」を中

古屋市守との連携のもと，全学の取組みとして，研究成果を一般に公開する1名工大テクノフェア」を11月1日に開催した。ブース形式で「自然と科学の融

フロンティア」の一層の充実を図る。1

部経済産業局との連携のもと
ﾉ進める。

合」を掲げるメインテーマ発表16件，二般発表44件の成果発表，「人間型ロボットの運動制御技術の歩み」と題した総合講演の開催及び学生が製作に取

組むソーラーカー，フォーミュラーカーの展示などを行い，約700名（企業

曹一曹一一一一一一胃冒冒一冒曹冒曹一一一一一一一辱rF冒，一一一一■
から丑ま麹一3－qΩ名）一一の参迦堕ミあ2た9＿＿＿＿＿一一一＿＿＿＿＿＿．一＿一

一一薗一騨ρ曽FFF辱胃一雪，騨需一需一冒一冒一冒ロロー冒一一一曹曹曹曹曹■一一曹一■■曹曹曹9曽謄一曽曽一噂曹曽幽一一辱F冒冒冒冒曹

○　研究の水準・成果の検証に関 ○　研究の水準・成果の検証に関
する具体的方策 する具体的方策
①平成16年度に研究全般に ①研究全般に関する企画・立 研究全般に関する企画・立案機関として「研究企画院」を設置し，プロジェ

関する企画・立案機関として 案機関として「研究企画院」 クト研究所設置規程の整備及び大学研究活性化経費の配分方法の検討・審査を
　「研究企画院」を設置する。
A・「研究企画院」において， 一一

Aを鴨葬輻院］τ郡℃；・一 行った。’”r研究杢画院〕’噛｝ビおし玉そ丁’先導すりミrぎ努野芝…τノて材料需発分野’翻葛げる乏’ど
一一■一一一一一一ρ騨騨，”一一〇一一軸瞳一一曽咀一■冒，冒曹曹冒ロ冒曹冒曹一一■一■■一一一一一一用一，o一曽卿冒冒冒一冒冒冒一一一

先導すべき分野・プロジェク 先導すべき分野・プロジェク もに，大型プロジェクト研究を推進するため，外部資金により設置する「名古
　．ト戦略の策定を行う。

B各教員及び学内プロジェク
一て1㌃鰻黎難喬鶏抽轍 屋工業木堂ズ旦ジェ久h班究所醍置規程⊥．を卸定．レ准、＿＿＿一＿一＿＿，一一

騨騨一騨一一一“，．9卿噂，冒一一一一一曽一幽ロー一一一一一一一一一一■■一■一一一一一，騨一■璽脚。ロ塵暫ロロロロー■一一■一一一一

ト研究の研究成果を定期的に は年度計画なし）
評価し，研究水準を常に把握
するとともに，評価結果を研
究費等の配分に反映させる。

’
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名古屋工業大学

1　大学の教育研究職の質の向上
2　研究に関する目標
　（2）研究実施体制等の整備に関する目標

中

期

目

・標

O研究者等の配置に関する基本方針
　①「工科大学構想」に基づき，一人一人が自律した研究者として研究を遂行し，かつ学際的プ
　　ロジ土クトを組織しやすくすることを目指すために，これまでの講座制にとらわれない研究者
　　配置を実施する。
　②技術職員は，技術全般を見渡せる研究支援者として，全学的視点から配置する。

○研究環境の整備に関する基本方針
　①学際的な研究プロジェクトを推進し，研究資金を適正にかつ重点的に配分する。
　②研究の場を確保するため，施設の有効活用を推進する。
　③大型研究設備の計画的整備を図るとともに，設備を有効的・効率的に運用する。

○研究の質の向上システム等に関する基本方針
　①適切な研究活動に関する評価を実施する組織を整備し，多様な評価軸の設定や学際性を酒養
　　するシステムを適切に機能さ．せる。

，，

中期計画 年度計画 計画の進行状況等

○　適切な研究者等の配置に関す ○　適切な研究者等の配置に関す
る具体的方策 る具体的方策
①　「工科大学構想」を実現す ①教員組織である領域の運営 教員の研究活動・生活の場として運営している領域は，研究活動のみの場と

るために，平成15年度から 方法等について見直す。 して運営するよう見直し，16年10月から実施した。領域は，教員相互の研
教員組織を「研究系」（4領 究親睦の推進，研究プロジ土クトの推進などを行うことにした。会議や諸行事
域からなる）として一元化し の連絡，予算の執行などの日常的な業務は，教育類（学科の教育を担当する教
た。これは，従来の学科・講 員組織），独立専攻，センターで行うことにした。
座という枠組みを離れ，研究
活動・生活を中心に教員を組
織した。この運営方法等につ
いては，平成19年度までに
より充実を図るため見直す。

曹曹曹曹曹曹曹■冒口冒需冒胃F一一一F一一一一一曹曽一一一一曽曹一一ロロー冒一一一腎FF，一甲一一一一一一一幽一薗　一一一一一曽曹■一

②平成16年度末までに，重
一一 A”重煮領域ロの研究’を推進ずる一 冒圃送ｧ天學法天名舌屋エ業天學ブ百ジゴク下蒋任教授め選考に関ずる規程を制

点領域の研究を推進するため ための先端研究者を特任教授 定し，1名を採用した。
の先端研究者を特任教授（仮 （仮称）として採用する制度
称）として採用する制度を設 を設ける。．

　ける。

B平成16年度末までに，競
曽一 B…競争酌資金にまる著羊め荏’ 冒ロｼ舌屋三業天寧プ百ジ至’グド研究頁の取扱“に関ずる窺程を制定τ∫1一孕界の

曹曹一　曹冒　■　一一　一曹　一　一騨　甲胃一　一　一　一　一　一　一．一　一　一＿　一　一　一　一　一　一　■　一一一曹曹曹　■　一　冒　冒　騨需　需　，　r　－　F　一　一　一　F　F　一一　一一　｝　一　一　一　一一　一　一

争的資金による若手の任期付 標付研究員等の積極的な採用 研究者，博士の学位を有する者を任期付職員又は非常勤職員として，採用でき
研究員等の積極的な採用制度 制度を確立する。 るこどとした。

　を確立する。

C研究をより充実したものと ”④”研究毫…’ま騨り噂口実’σだも～δτ ；… Z術職頁のあ万万にうτ∫で検静を行しミ；一名吉屋エ業天三￥技葡蔀組織規程’を’ ρ騨“一噂幽一「曽一一曹■一曹一曹曹一一曹一一■一冒冒一ロロ冒冒，冊一FF一一．幽口尊甲騨「一一一一一曹曹一一一一一曹一■一一一一一一

して実践するために，全学的 して実践するために，全学的 制定し，平成17年4月から学長が指名する副学長を技術部長とし，．‘技術課

視点に立った技術職員の再配 視点に立った技術職員の再配 を設置すること，技術課長及び技術主幹を配置することを決定した。

置を平成16年度末までに行 置を行う。 ・　技術課内に技術班を設置し，各班ごとの業務を明確にすること及び業務依
　う。

D　大学．として重点的に取り組
冒一 D’一天学どじ「で重点醐ご取り『組 蓄羅幕虹鱒製藩輩諜客畢祐崩冥縫三三 一一■一■一一曹一曹一謄刷一胴冒冒胃騨囲需騨層，F一一一一一一一一一一一一一一一一一一曹一一曽一一一一一一一一璽■一璽■璽■一一一曹・

む研究にRAを重点的に配置 む研究にRAを配置する。 した。

する。
薗冒冒響，｝一一一一■一一一曹一冒冒冒曹一F糟脚轄一一一一一一■ロ

需　一　■　一　，　，　顧　一　一　■　一　一　曹　冒　冒　一　ロ　冒　冒　脚　冒　，　F　一　曽　一　■　■　曹　一　曹　曹　曹　一　一　一　曹　一　冒　冒　脚　圏　一　一　髄　■　■　曹　一　一　一　一　ロ　冒　ロ　ロ　ロ　冒　一　冒　，　”　鞠　．　ρ　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　一　一　一 一一一ロロー冒冒冒一冒悼鴨冒即脚韓騨F9一一一一一幽一9一■一一一■一一一一一一一曹曹■■■一一■一一一一一一曹冒曹一一曹ロロー一一曹

○　研究資金の配分システムに関 ○　研究資金の配分システムに関
する具体的方策 する具体的方策
①本学の目指す方向に合致し G7年度から実施のため，16年度

た学際的研究プロジェクトの は年度計画なし）

積極的な学内提案を促した上
で，「研究企画院」が複数の
研究プロジェクトを選定し，
､究資金を重点投資する。

r「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／へ
「

、

、＼　　　　〆
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②研究資金を重点的に配分す
　る研究分野については，「研
　計器画院」において社会の動
　向に応．じて随時見直す。

③教員の研究意欲と大学全体
　の活性化を図るため，プライ
　ンドレフリー制度を取り入れ
　た「大学研究活性化経費制度」
　を一層有効的に機能させると
　ともに，更なる運用方法の改
　善について平成16年度末ま
　でに検討する。

○　研究に必要な設備等の活用・
　整備に関する具体的方策
　①「研究企画院」「産学官連
　　携本部」及び「施設マネジメ
　　ント本部」において，学内研
　　究の流動性を高めるためオー
　　プンラボの拡充整備，大学院
　　ベンチャー・ビジネス・ラボ
　　ラトリーの有効活用，施設の
　　スペースチャージ（施設使用
　　料）制の導入などを検討し，
　　平成16年度末までに実施す
　　る。

②「研究企画院」及び「テク
　　ノイノベーションセンター」
　　において，学外施設の活用や
　　連携等も考慮に入れた上で大
　　型研究設備の計画的整備に関
　　する基本方針を策定し，大型
　　研究設備の計画的整備を図
　　る。

③「研究企画院」及び「テク
　　ノイノベーションセンター」
　　において，現有の大型研究設
　　備の有効的・効率的な運用に
　　関する基本方針を策定し，大
　　型研究設備の有効的・効率的
　　な運用を推進する。

○　知的財産の創出，取得，管理
　及び活用に関する具体的方策
①平成15年度に設置した

　　「テクノイノベーションセン
　　ター」を通じて，研究の成果
　　を知的財産の創出に結びつけ
　　る。

②「テクノイノベーションセ
　ンター」において，知的財産
　の適正な管理を推進し，知的
　財産の有効な活用及び実用化
　を図る。
③産学官連携の環境整備とし
　て，「テクノイノベーション
　センター」において，利益相
　反及び知的財産に関する学内
　ルールを平成16年度までに
　確立する。

○　研究活動の評価及び評価結果
　を質の向上につなげるための具
　体的方策
①平成17年度末までに，全

　　教員の個人評価の中で研究に
　　関する評価を試行し，平成1
　　8年度から実施する。

『嶺痒度以降翼憎めだあ1，曽冒f6有…度

　は年度計画なし）

一①’一教員め研究慧欲’乏天学至捧r

　　の活性化を図るためジブライ
　　ンドレフリー制度を取り入れ
　　た「大学研究活性化経費制度」
　　を一層有効的に機能させると
　　ともに，更なる運用方法の改
　　善について検討する。

○　研究に必要な設備等の活用・
整備に関する具体的方策
①「研究企画院」「産学官連
　携本部」及び「施設マネジメ
　ント本部」において，学内研
　究の流動性を高めるためオー
　プンラボの拡充整備，大学院
　VBL部門の施設の有効活
　用，施設のスペースチャー
　ジ（施設使用料）制の導入な
　どを検討し，実施する。

冒て17年度がら翼施あ泥あら一一f6有…度

　は年度計画なし）．

9てi7鞭がち巽1施めだあ丁’fδ年度

　は年度計画なし）

○　知的財産の創出，取得，管理
及び活用に関する具体的方策
①学内で創出した研究の成果
　は「テクノイノベーションセ
　ンター」を通じて，まず仮基
　礎出願し，その後実用化の市
　場調査を行．つたうえで本出願

一一Aを鶏誰講麓蒲実寸
　　実用化を図るため，職務発明
　　等の実施により得た収益の配
　　分方法を発明者のインセンテ

ー一B孟二二紅藻轟朧τ
　　て，「テクノイノベーション
　　センター」において，利益相
　　反及び知的財産に関する学内
　　ルールを策定する。

○　研究活動の評価及び評価結果
　を質の向上につなげるための具
　体的方策
（17年度から実施のため，16年度

　は年度計画なし）

（＼ ．ρ＼

冒一 V孕研究活性花経費の蓮掬労法を検討じ「冒墓本万針を定拓だ；ロ冒ロロ冒曹曹曹曹曹曹曹一一一

・　「特別研究」として，「独創的・洗駆的」，「地域社会連携・協力」を行う
研究について，ブラインドレフリーによる審査を行った。

・　「一般研究」として，「独創性に富む研究」について外部資金獲得実績，
社会的活動を重視した審査を行った。

・　「基礎研究」の枠を新設し，応用研究以外の分野に配慮した。
・　16年度は99件の申請に対して26件を採択した。

　外部資金を獲得した教員が優先的に使用できるオープンラボを新たに3
室，100．㎡整備した。
　大学院VBL部門の施設配分に当たり，専攻ごとの配分から，より流動
．性の高い」テーマを重視した配分に改めた。
　施設のより一層の流動化を図るため，スペースチャージ制度導入を決定し
た。これに伴い「名古屋工業大学における施設の有効活用に関する規則」を
見直し，スペースチャージ（課金対象）範囲を明確にした。

・　仮基礎出願，市場調査を行ったのち，弁理士を通じて本出願を行う手法を
確立した。年間の仮基礎出願は54件。

・　仮基礎出願ののち，名古屋工業大学研究協力会及び中部TLOへ情報開示
を行い，特許の活用，実用化を図っている。

’” 注送ｧ天学法ス名1下屋螺天學職務発明規程〕’一を制建一〔7，【『ぞめ窺程の甲で薗’一

職務発明等の実施により得た収益の配分方法を，①発明者30％②発明者が指
定する本学の組織又は事業10％③法人30％④テクノイノベーションセンタ
ー知財管理部門30％と規定し，配分方法を確立した。

7ロ冒 ﾑ国暁天學奮川名舌屋一工業天吻血益霜「反や累’ジヌジ下窺程」’を’制定じ丁一箏

長のもとに「利益相反マネジメント委員会」を設置した。
・　「国立大学法人名古屋工業大学職務発明規程」を制定し，職務発明に係る
知的財産は法人に帰属することとした。

・　職務発明の認定等を審議するため，「知的財産委員会」を置くこととした。

一19一
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②．全教員の個人評価の中の研 ’n暮年度以降葵施め泥あ’，一’正6有…度’ 一璽’一一幽｝｝一鞠’曹曽冒’冒冒曽曽冒一一冒冒冒ロ冒ロロロロロ冒冨曹曹，”讐’…一雫’雫” A’’”ロロ冒曹ロ冒冒噛一曹冒’噌「一一’’’’”
一　一　一　一　冒　ロ　ロ　一　冒　冒　ロ　冒　ロ　曽　冒　冒　層　”　，　圃　．　幽　一　一　r　一　曹　一　一　■　ロ　ロ　一　一　一　冒　曹　ロ　曽　ロ　o　鴨　r　9　一　「　曹　曹　曹　一　一　■　■　一　一　一　一　一　一　一　曹　冒　冒　ロ　o　一　，

究に関する評価結果を踏ま は年度計画なし）
え，高い評価を得た教員には，
研究費及び研究環境等の整備
などの研究支援の充実を図る
など，適切な措置を講ずる。

③　知的財産権を研究業績・実 一て悩牢度一以降実施のだあ丁了6年度 一盟一冒一曹ロー■■璽一一一一璽■■曹一一曹璽璽■■璽璽曹曹一一曽曽一曽一一曹髄曽一曹曽一一曹一一冒冒冒胃F一，一一一一一幽曽一一一一曹，一，一曹一冒胃F，F ，一r一一一一一一一一幽伽一一曹曹曹一一一一一一一冒ロ冒胃冒冒一一一一一，一　一一一一幽一一一一一一曹一一一一一曹冒一冒”層F，一一一

績として評価するシステムを は年度計画なし）
確立する。

璽一曽曽一一一一一一一F一一■幽一一辱回響－胃，騨膠胃一口曜ロー冒， rw胃層一一一一層一曽ロr膠胃ロ冒一ロ冒曹曹一一一一ロローローローロ曹一曹曹一一，胴r”F一一一一一畠藺一嘘一曹一曹一曹一一一曹冒層膠一辱P一一一一一一一一一 曽曹一■一一一一一一一一一層一冒冒冒冒冒胃冒胃冒P早一一一一一一一一一一一一曹曹冒一一一一ロー冒一一，需，FFF騨｝膠7F｝一F幽一一

○　学内共同研究センターに関す ○　学内共同研究センターに関す
る具体的方策 る具体的方策
①複数の研究センターや研究 ①複数の研究センターや研究 5つのセンターで構成する教育研究センター機構全体の運営に関し必要な事

支援センターをより機動的に 支援センターをより機動的に 項を企画・立案するため，教育研究センター機構運営本部を設置した。
活動できるよう平成16年度 活動できるよう教育研究セン
に教育研究センター機構運営 ター機構運営本部を設置す
本部を設置し，センターの教 る。

職員の配置については，常に
有効に配置するよう随時見直
す。

／．「幽、
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へ （．

名古屋工業大学
1　大学の教育研究等の質の向上
3　その他の目標

（1）社会との連携，国際交流等に関する目標

中

期

目

・標

○教育研究における社会との連携・協力，国際交流等に関する基本方針
　①　　　地域社会に開かれた大学を目指す。
②地域社会・産業界との連携・協力のための組織を整備する。
③　　　地域の需要に応じ，公開講座やセミナーの開催などの社会貢献を推進する。

　④企業や自治体の求めに応じ，高度研修や技術指導を行う体制を構築する。
⑤　　　「工科大忌構想」に基づいて，産学官連携を進めるとともに，研究成果を産業界など社会に

　　積極的に還兀する。
⑥学術交流協定校をより一層増やすとともに，外国人研究者，留学生等の受け入れ体制の整備

　　充実を図り，国際交流を積極的に推進する。
⑦世界研究拠点に相応しい国際共同研究．・国際研究集会を積極的に実施するなど，国際的な連

　　携協力を推進する。

中期計画 年度計画 計画の進行状況等

○　地域社会等との連携・協力， ○　地域社会等との連携・協力，
社会サービス等に係る具体的方
�@　生涯学習ド高大連携，公開

社会サービス等に係る具体的方
�i17年度から実施のため，16年度

ワ騨

講座などの企画立案組織及び は年度計画なし）
外部との窓口としての機能を
持つ「創造教育開発センター
（仮称）」の設置を検討する。

②公開講座やセミナーなどを
@積極的に開催する。　　　　r，

一一 @…公開講脚モ：ミ：ヂ＝などを喩

@　開催する。

；曽冒一 �P勇ヨ「講座i竃…冒1－2一イ奪≡■て脅電蓮≧妻≡；講著薮　；■2一ぞ「〕〔名）一一実施τンラ…三♂曹一一一”””，冒冒冒冒一一一一一一一

E　学外におけるサテライトセミナーを3件（総受講者数：200名）実施した。・　企業等の技術者・研究者を対象にした高度技術セミナーを1件（受講者数

一　凹　一　脾｝一響一　冒一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　層　－　騨　一　一曹曹曹曹一一　■一　一　r　一　層　r　ロ　一　一　一　一　一　一　一句騨騨騨冒一冒　■曹一一一　一　一　r　r　胃　一一　一　■　一

：7名）実施した。
・　研究者・技術者を対象とした講演会を4件（総受講者数＝91名）実施し

③　中学生，高校生を対象とし 『” A曹一中學i£，冒冒高校召…を対象芝τロ

＿た、．16年度ぼ」一次の事薬を巽1施じだ；一一一曹一一層’一ロロロ冒曹一曹曹曹’一一’一曽曽”7冒冒’冒冒一冒一一一’一”一

一一一一F冒冒層冒ロー一一一■藺一一一一一一一冒曹曹曹曹一曽一一雫F冒需冒一曹曹■一一一一一一一一一一ー■■■一一一一F＿一，曹一■一

た出張授業，体験入学，もの
ﾃくり技術講習会等の事業の
[実を図り，初等中等教育に
v献する。

た出張授業，体験入学，もの
ﾃくり技術講習会等の事業を
ﾀ施する。

・　出張授業（全国の高校へ出向き，派遣教員の専門分野をわかりやすく講義することにより工学部進学への動機付けを目的としている）

@　実施状況：51高校　派遣教員数；61名　受講高校生；2385名・　体験入学（高校生が本学で授業，実験に参加して工学のおもしろさを実感

し，将来の進路選択の参考とすることを目的とする）；
平成16年8月23日，24日　　高校生76名参加
講義4テーマ，実験9テーマで実施．した。

・　ものづくりに挑戦（中学生を対象に実際にものをつくることの楽しさを
実感させることにより，理科離れの解消の二助になることを目的とする）；

平成16年8月3日～5日　’中学生112名参加　　　　一

④国・地方公共団体や経済団
@体等の審議会，委員会の委員，
@研究会等を通じて，政策形成
@への参画や技術教育サービス

一一

B…国7地方公棄団体：恩経済団
@　体等の審議会，委員会の委員，　　研究会等を通じて，政策形成　　への参画や技術教育サービス

一一
ロ曹冒曹曹一一一膚一「一一，冒ロロロ曹一一一一一曽一｝，響一曹曹曹嘗曽一幽一冒冒一一一曹一曹薗 昼ｨ一r冒曹曹曹一一一一一一胃ロ冒冒一・

　に貢献する。
D　中期目標期間中に，図書館

　　に貢献す1蛋．一④【図書館の至i所蔵1資料を公蘭一

；”二図薯の遡及ス：万を約一f’4層ギ件実1施｛y∫一目録1の整備をそ〒ぢだ；辱’…”鍾冒一一曹一一一 一一一9噂－轄冒ロ冒曹曹曹曹一【一「“嘘冒一一一一一一■曽，胃一冒一一一一一一一一一一曹一一曹曹一一騨噂一冒ロロー一一■凹r”一冒一一

の全所蔵資料を公開するため するため目録の整備を行い， ・　一般市民向けに図書館の利用案内をウエブで提供した。16年度学外利用
目録の整備を行い∫．平成15 一般市民に貸し出す。 者数1，219人，学外者貸出数362冊。
年度から実施している一般市

　民向けへの貸出制度を充実す
@る。
E本学と名古屋市鶴舞中央図

一一 D…奉学乏名「舌屋市鶴舞中英図『 7ロ冒 �揩ﾇ名舌屋布額舞軍英図書館乏一め問で租互利用協定を締結’σだ5一一一『”一 一一一一一一一一一一冒ローロ冒曹曹一一一一胃冒冒一一一一一一一口r一一一一凹幽騨，冒一曹一一薗凹一一r曹曹■■■幽一回冒ロー一9騨層冒

書館などとの鶴舞地区図書館 書館などとの鶴舞地区図書館 ・　コンソーシアムについては，東海4県の大学図書館と公立図書館が参加す
コンソ「シアムを平成16年 コンソーシアムを構築し，相 る東海地区図書館協議会を設置し，館種を超えた連携協力を実施するための
度に構築し，相互利用制度の 互利用制度の検討を進める。 制度を作ることとしており，現在連携作業部会で具体的なプランを作成中で
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検討を進める。

⑦瀬戸市と共同で行っている
　「国都・瀬戸ルネッサンス事
　業」などの地域貢献事業を推
　進ずる。

○　産学官連携の推進に関する具
　体的方策
①「産学官連携本部」で，今

　　までの砕組みにとらわれない
　　新しい産学官連携を推進する
　　方策を検討し，平成16年度
　　までに公表する。
②「テクノイノベーションセ

　　ンター」のもとで，平成15
　　年度に設置したインキュベー
　　ション施設の充実を図り，共
　　同研究センター，大学院ベン
　　チャー・ビジネス・ラボラト
　　リーと一体的に運営し，　新
　　産業に結びつく技術を生み出
　　すとともに社会とのリエゾニ
　　ング機能を強化する。
③共同研究センター・セラミ

　　ックス基盤工学研究センター
　　・大学院ベンチャー・ビジネ
　　ス・ラボラトリーが開催して
　　．いる成果報告会，講演会，高
　　度技術者研修等の専門家向け
　　講座の一層の充実を図る。

④200社以上が参加してい
　　る名古屋工業大学研究協力会
　　と共同で開催している，共同
　　研究センターにおける研究会
　　・セミナー等を更に充実す
　　る。

⑤企業等産業界の人材を積極
　　的に活用し，産学連携・もの
　　づくり教育などを強化する。
⑥：ホームページにより発信し

　　ている研究者や研究情報の検
　　索サービス「研究者情報検索
　　サービス」を充実する。

○　地域の公私立大学等との連携
・支援に関する具体　的方策
　①愛知学長懇話会を通じた愛
　　知県下47大学との単位互換
　　事業をはじめとする教育連携
　　。支援事業を一層強化する。

○　留学生交流その他諸外国の大
　学等との教育研究‡の交流に関
　する具体的方策
　①「留学生センター」の機能
　　を充実すると共に，国際交流
　　を推進するため「国際交流セン
　　ター（仮称）」を平成17年度
　　に設置し，外国人留学生，外
　　国人研究者の受け入れ体制並
　　びに本学の研究者，学生の海．

’一 E”瀬芦市一ど共同で行’∈∫そi～る’

　　「陶都・瀬戸ルネッサンス事
　　業」を推進する。また，瀬戸
　　市以外の地方公共団体との技
　　術・文化協力についても検討
　　する。

○　産学官連携の推進に関する具
　体的方策．
　①「産学官連携本部」で，今
　　までの枠組みにとらわれない
　　新しい産学官連携を推進する
　　方策を検討し，公表する。

一’ A…riチラアイ’フペニ：‘ジ…fジゼ

ンター」のもとで，共同研究
センター，大学院ベンチャー
・ビジネス・ラボラトリーを
一体的に運営し，テクノイノ
ベーションセンター共同研究
部門，大学院VBL部門とす
る。

曹’ B「’…巽同研究’部門∵天1學院▽’官’

　　L部門・セラミックス基盤工
　　学研究センターにおいて成果
　　報告会，講演会，高度技術者
　　研修等の専門家向け講座を実
　　施する。

曜一 C’ゼ石で往以王が紐革し：そτ～’

　　る名古屋工業大学研究協力会
　　と共同で開催している，共同
　　研究部門における研究会・セ
　　ミナー等を実施する。

一（豆7奪｛度が弓実施のだあ；一頃6年度

　は年度計画なし）

一’ D”ボニ：ムス1薗ニジたま胴り冒発信“じ’

　　ている研究者や研究情報の検
　　索サービス「研究者情報検索
　　サービス」を充実する。

○　地域の公私立大学等との連携
　・支援に関する具体的方策
　①愛知学長懇話会を通じた愛
　　知県下47大学との単位互換
　　事業をはじめとする教育連携
　　・支援事業を実施する。

　ある。鶴舞地区の図書館もこの中に包含され，より広範囲の相互利用が図れ

・一ﾙ齢季無縫轟轟議轟艶uて櫛三期挽廟期研
　究，技術者講習会，瀬戸市セラミックス企業見学会及び技術者交流会を実施
　した。

・　地域貢献特別支援事業が16年度で終了するため，瀬戸市との新たな事業
　展開を図るため，連携協定を締結した。
・　地域貢献事業をさらに推進するため，瀬戸市に加えて，愛知県犬山市及び

一＿財団法．ム各責屋都．市産業振興公社と．も連携協定を緒結一しく」左、＿＿一一一．一＿＿

　本学と企業との間で，特定の分野を定めて研究等の交流を行う「分野別連携」
：方式を導入した。この協定は，守秘義務協定のもとで，本学のもつシーズと企
業等がもつニーズについて互いに交流し，連携を図ることにより，早期に幅広
い産学連携体制等を構築するものであるる
＿L6盤一は旦i薩と績結。．
　共同研究センター，天三三ペジヂモ「；丁セ’ジネ「ズ∵ラポラ下1」ニニをデ渉フマ’

ノベーションセンターの共同研究部門及び大学院VBL部門とし，一体的に運
営した。

；”曹 猿l丁研究蔀再が甲心隔靖i一り’；幽企i業等め技術著∵研究著を対i勲ごじだ高度疲

　術セミナー（受講者数：7名）を実施した。
・　大学院VBL部門が中心となり，「名工大テクノフェア」を実施し，研究

　報告，講演会を実施した。
・　岐阜県多治見市に設置しているセラミックス基盤工学研究センターにおい

　て，多治見市と近隣の4試験研究機関の成果発表会と同時に研究成果発表会
＿を開催レ准2
．　’28の研究⊇ゲ：ル：＝プを設置し；ロ研究蒼を吾’9画”（籍参加著薮1マ吾一7’6一唇，’

　実施した。
・　講演会を1回（受講者数；34名）実施した。
・　学外におけるサテライトセミナーを3回（総受講者数；200名）実施し

　た。

”四二玉「ベニジ1ごまU発信一｛二7てて玉：る”『「研究著1門川索ザ＝ビズ丁鷹騨砺究著の

最近の研究成果の紹介，現在の研究内容の紹介，希望する共同研究テーマなど
を掲載し，研究者の研究成果などをアピールする項目として，「研究内容」の
項目壷駈．たに設互なら＿一一一一一一一一一一一＿一一＿＿＿一＿＿一一一一一一一一．一．＿．一一＿＿

；　愛知学長懇話会を通じた愛知県下4・7大学との単位互換事業を実施した。
　　　本学の開放科目：11科目　　本学からの派遣学生1名　　2科目受講
　　　　　　　　　　　　　　　　　特別聴講学生受入れ18名　6科目受講
・　スーパーサイエンスハイスクール（一宮高校）の協力大学として，講義，

　実験講習会を行った。
　　　特別講義　1件，実験講習会　5テーマ，特別研究　3テーマ
・　愛知県教育特区の実施大学として，「知の探検講座」を担当し，講義，実

　験を行った。
＿＿．誰義一一2件、一一実験．二．6丘＝エー一＿高校生．．費2．Ω名カミ参加．一．＿＿＿一一

○　留学生交流その他諸外国の大’
学等との教育研究上の交流に関
する具体的方策
①現在ある「留学生センター」
　の機能の充実を図るため，「留
　学生センター」を発展解消し，
　国際共同研究などの企画，立
　案を行うとともに，本学の特
　色である産学連携を国際的視
　点で行う「国際交流センター（仮

・　現在ある「留学生センター」の機能の充実を図るため，「留学生センター」
を「国際交流センター」に改組拡充することを検討し，17年4月に設置する
ことを決定した。

　国際交流センターでは，国際社会に貢献できる人材の養成及び国際的視野に
立った産学官連携の推進を図ることとしている。

備　ﾀ彦ン離離講鑑黙答書ぞ躍講難藏∵
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外派遣の充実を図る。 称）」の設置について，事務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　ノへれ詞　魯術振興課及び国際交流課とすることを決定した。　　　　　　｛

②外国人留学生については，
@多様な国・地域からの受け入　れを図る。

一一

A三姫難華笙た騨享箭一　　多様な国・地域からの受け入　　れを図るため「日本留学フェ

7’『 ｨ翼プ百グラ：ム「推進ラ三一ブ’て否伺観明套アーに一参加’じ）ゼ♂’一’一’一’“辱’【’騨’……曽

@　平成16年10月2日　　韓国ソウル　慶煕大学　　韓国学生参加者22名
@　　　　本学出席者3名，韓国学生参加者22名

冒薗冒一ロロ冒曹冒一一一一曹一■一一一一一■一一一一”昌卿一卿卿辮鱒■■■■曽圃齢ロ冒璽冒冒冒。冒曹層一冒冒一冒冒ロー一一一一一■一一

ア」等へ参加する。 ・　外国人留学生のための進学説明会へ参加した。
外国人留学生のための進学説明会へ参加した。

一

東京会場　本学出席者　3名　　留学生参加者　83名

③　「留学生後援会」の拡充を 冒て1r匹年度がら翼：施めた1あら一一f6年度’
＿一一一一一2竺阪会量一一杢誉出」童者一一∫｝名＿＝．留学生参加者＿宣旦名＿＿一一一一一一一一

■　一　■　脚　F　”　一　騨　響　冒　一　冒　圏　一　冒　一　冒　一　曹　曹　一　■　■　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　”　騨　，　，　F　一　胃　F　噂　冒　曹　一　一　ロ　一　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　騨　騨　鱒　冒　冒　冒　冒　冒

図るとともに，民間等からの は年度計画なし）
留学生への支援の拡大などを
図る。

④　中期目標期間中に交流協定 一て「｝7奪r」蔓がち難∂5テ三＝あ「」曹一f6輩蔑 一　一　一　一　一　一　一　一　一　，　，　一　駒　一　曽　一　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曽　一　一　一　・　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　霞　騨　r　■　”　曽　■　曽　ロ　層　ロ　ロ　冒　冒　冒　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　辱　一
一　帰　鴨　”　o　冒　o　噛　■　幽　圏　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　【　一　，　「　「　騨　鱒　讐　曽　－　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　糟　囎　9　曽　一　冒　冒　ロ　一　一　一　一　一　一　一　■　一

の見直しを図るとともに，本 は年度計画なし）
学の特色に合った新たな外国
の大学等との交流協定を締結
する。

⑤交流協定校との学生交流を
@推進するとともに，交流協定

冒’ B…交流協定稜ど～δ交流を推進　　する「国際大学交流セミナー」 一’一 �ｬ協定殺芝1万交流を’擢進ずる凹T国際丁寧交流モ’ミーチニ〕∵を歪画一じ，幽一て独ザ日本学生支援機構へ平成17年3月に申請した。 ，　冒　盟　一　一　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　脚　　一　F　噂　，　冒　冒　冒　ロ　冒　ロ　ロ　冒　ロ　ロ　ロ　■　■　璽　一　曽　曽　一　一　一　一　F　，　”　冒　曹　曹　曹　一　一　■　■　一　一　一　一　幽　一　F　P

校からの留学生の受け入れに を企画し，（財）日本国際教
当たっての授業料不徴収措置 育協会へ申請する。
を拡大する。また，交流協定
校以外の大学とも学生交流の
推進を図る。

⑥　21世紀COE等による国
曹一 C…冨丁世紀じσEだよる国際’ 7’吻 窒ei「世紀ヒiてyぢ笈び文蔀科学省1晒域貢献特珂支援事業”「名士天；’瀬戸市：ゼ 一9塵一一一辱冒需一冒。冒冒ロ冒層曹冒冒曹曹曹曹■一一一一一藺FFr－F層胃需冒冒冒ロー曹曹一曹曽一一藺一一一」｝胃一一一曹一曹一一曹

際共同研究，国際研究集会等 シンポジウム，瀬戸市と共同 ラミックス文化支援事業」の国際連携活動として，EUにおけるセラミック 9

を積極的に実施する。 で行っ・ている「幽霊・・瀬戸ル ス研究拠点である仏・．リモージュ地域に立地する国立セラミックス工学大学
ネッサンス事業」による国際 院大学及びリモージュ大学を中心とする教育研究機関と本学及び瀬戸市によ ’．

ワークショップを開催する。 り，同地で合同シンポジウムを開催した。研究発表として，19件の基調講
また，平成17年度に迎え 演，97件のポズター発表を行った。 ’

る本学の創立100周年の記 ．・　創立100周年記念事業として，国際シンポジウムを開催するため，創立
念事業として，「工科大学・ 100周年記念事業委員会国際フォーラム部会において開催に向けた検討を
次の100年・世界会議（仮 開始した。

⑦在外研究員の派遣，大学院
一一D鰹羅鼎鵬難癖轟 ’＝’” C外亮回教脊研究実践支援プヒi≡デヲ云たま一67ζ名を派i遣じだ；「’一一”一一’ 一　一　・　甲　”　冒　冒　冒　一　一　一　一　ロ　一　ロ　一　■　一　一　一　一　一　薗　輌　一　曜　r　冒　冒　冒　曹　一　曹　ロ　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　卿　回　一　一　冒　一　一　一　一　一　■　一　藺　臼　r　F　一　ロ　ロ　冒　一　一

ベンチャー・’ビジネス・ラボ
宴gリーの海外研究開発動向

VBL部門の海外研究開発動
?調査派遣等の国際学術交流

・　大学院VBL部門海外研究開発動向調査派遣として，教員1名を半年間，米国カリフォルニア大学に派遣した。

調査派遣等の国際学術交流の を実施する。
充実とその活用を図る。

，暫冒曽一一曹曹曹曹曹層凹一，●騨糟層。一一一冒一一冒曹冒一一一一凹 一　｝　F　¶　－　冒　冒　一　ロ　一　一　一　一　■　■　一　■　願　一　一　噂　一　騨　騨　曽　曽　”　ロ　ロ　冒　冒　曹　曹　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　，　岬　一　需　冒　一　一　曹　曹　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　藺　r　冒　r　胃
一ロDロロー 堰[一■一一■一一凹一一鞠騨，需響一－一一一一一一一一一一一一一一F需冒曹冒曹曹一一一一一一■甲一一，一一曹曹一一一一一9一

○　教育研究活動に関連した国際 ○　教育研究活動に関連した国際
貢献に関する具体的方策 貢献に関する具体的方策
①本学教員を，国際協力機構 ①本学教員を，国際協力機構 国際協力機構が実施するプロジェクトのうち，「マルチメディア教材開発」

等が実施する技術協力事業に が実施するプロジェクトに長 のため，長期派遣専門家として教員1名をマレーシアに派遣した。（派遣期間
　積極的に派遣する。

A学術振興会，国際協力機構

　　期派遣専門家として参画させ
@　る。一n7年度がち葵施め泥あ～一”正6犀凌1

：　1　5．　5．　1　1～1　6．　5．　1　0）

`　冒　曹　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　｝　一　胃　F　謄　一　層　冒　冒　冒　ロ　冒　一　ロ　冒　一　冒　一　■　一　9　9　曹　一　曹　一　幽　躰　胃　一　胃　冒　冒　冒　冒　一　曹　一　一　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　曽　一　F　r　r　r　層　一　冒　一　冒　ロ　ロ ロ　曹　曹　一　一　一　一　凹　一　一　一　一　一　一　胃　回　一　ロ　冒　冒　一　一　一　一　曹　一　9　曽　一　一　一　甲　騨　騨　冒　ロ　ロ　一　一　一　一　一　一　一　一　一　幽　一　，　胃　一　冒　曹　一　曹　曹　■　■　一　一　一　一　F　腎　｝　曹　一

等が実施する．国際協力事業の は年度計画なし）
委託業務について，その受託
について積極的に取り組む。
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名古屋工業大学

1　大学の教育研究等の質の向上に関する特記事項

1　教育　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　1．学　部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　　（D学科の再編整i備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　≡

　　①近年の工学分野における高度化・先端化，及び境界領域における多様化・複1
　　　雑化に対応し，　　　　　　　　　　　とりわけ生命・環境・エネルギー・材料・IT・デザイン分野≡
　　　　を取り込むことにより，産業界のニーズに応えるため，平成16年4月に工学i
　　　部第一部8学科を7学科に，工学部第二部4学科（1学科を名称変更）に再編＝
　　　整備した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　②第一部は，生命・物質工学科，環境材料工学科，機械工学科，電気電子工学1
　　　科，情報工学科，建築・デザイン工学科，都市社会工学科の7学科である。各≡
　　　学科には，各専門分野の基礎基本知識を体系的に習得できるように，それぞれ＝
　　　　2～3のプログラムを置いている。プログラムは，2年次から学生の希望によ＝
　　　　り選択することにしている。　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　≡
　　③第二部は，物質工学科，機械工学科，電気情報工学科，社会開発工学科の41
　　　学科である。　　　　　　　　　　　　．　　　　’　　　　　　　　　　1

　　（2）工学創成プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　①第一部には，学生自らが目標を持ち，組み立てた学習計画に沿って学ぶ工学i
　　　創成プログラムを設置している。このプログラムは，環境やエネルギーなど複i
　　　合技術分野で求められている，専門性に自主性や幅広い視点を備えた人材の育＝
　　　成を図るためのものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　②工学創成プログラムは，本学の各学科が開講しているすべての専門科目を履i
　　　修対象とすることが可能である。指導を受けたい教授会は助教授を専属アドバ≡
　　　イザーに指名し，その指導の基に独自の学習計画を組み立て，履修していくも＝
　　　のである。　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　≡
　　③学生は，アドミッション・オシィス入試により，入学時から工学創成プログi
　　　ラムを選択できる他，第2年次からも選択できることになっている。　　　　≡
　　④17年4月から2名の学生がこのプログラムを選択することを決定した。2≡
　　　名とも2年次からこのプログラムを選択することになったものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このう1
　　　ち1名の学生は，噴水のデザイン・設計を目標としており，他の1名は，交通≡
　　　や人の流れなどの諸問題に対してアプローチするオペレーション・リサーチに≡
　　　取り組むことを目標としている。　　　　　　　　〆　　　　　　　　＝H

2．大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　i
（1）専攻構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　≡
①本学の工学研究科は，学部に基礎を置き，学部で学んだ専門分野を更に深くi

　　学ぶ，物質工学，機能工学，情報工学，社会工学の4専攻と，学部に基礎を置＝
　　かず，学際的，横断的な分野を学ぶ，独立専攻である都市循環システム工学専i
　　攻と産業戦略工学専攻で構成している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
（2）産業戦略工学専攻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　量
①本学では，一世紀に及ぶ工学教育の実績をもとにMOT（技術経営）教育を1

　　専門的に行う産業戦略工学専攻を設置している。軽営戦略，マネジメント，マi
　　一ケティング，知的財産など経営感覚を備えた高度な能力を有する技術者の養≡
　　成を目指すものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡
②本専攻には，社会人を対象に，1年間で修士の学位取得が可能な短期在学コ1

　　一スも設置している。　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　1
③本専攻は，主として社会人については職業経験によって得られた固有技術を≡

　　体系的に整理し，産学連携による技術イノベーションに導き，知的所有権や経≡
　　営門センスの能力育成を通じて，キャリアアップを図り，新たな起業，既存企＝
　　業のイノベーションや業種転換・新プロジェクト創rへ1できる先進的な経営感　i

覚を有する技術者の養成を目指すものである。また，学部新卒学生については，
長期インターンシップなどにより，実践実用的側面の教育，市場や経済評価を踏
まえた技術開発等の教育を行うものである。

3　学生相談体制
（D相談体制の整備充実

　①学生なんでも相談室，学習相談室，クラス担当委員を設置し，安全・保健セ
　　ンターにおける健康相談（身体面及び精神面），学生部職員による相談を含め，
　　これらを連携して，様々な学生からの相談に対応できる体制を整備している。
　②　学生部の中に置いてある学生なんでも相談室のインテーカー（受付担当者：
　　学生部職員）2名は，学生から相談があった場合，その相談内容に応じてふさ
　　わしい相談担当者を紹介している。学業に関することであれば学習相談室又は
　　クラス担当委員を，身体面や精神面に関することであれば安全・保健センター
　　を紹介することになる。
　③学生なんでも相談室には，インテーカーの他，6名の相談員（本学教員）及
　　びカウンセラー（非常勤）2名を配置して，学生の相談に応じている。・
　④学習相談室は，17年3且に設置した。専門科目であれば専門学習相談員
　　　（本学教員の中から配置）が質問内容に応じて各学科の教員を紹介する。数学
　　・物理・化学・英語の基礎的な内容については，基礎学習相談員（本学教員や
　　ティーチングアシスタントの中から配置）が対応する。
　⑤クラス担当委員は，各学年の各学科ごとにそれぞれ各学科の教員を配置し，
　　学問的指導から一身上の問題についても相談に応じている。　　　　　　　“
　⑥安全・保健センターでは，身体面については本学の医師が，精神面について
　　は本学の精神科医師及び臨床心理士（非常勤）がそれぞれ相談に応じている。

（2）ハラスメント相談
　　ハラスメント相談員として21名の本学教職員を配置し，アカデミック・ハラ
スメント，セクシュアル・ハラスメントの相談に応じている。また，セクシュア．
ル・ハラスメントについては，ティーペック株式会社セクハラ相談室による学外
相談窓口も開設し，相談に応じている。

研究

’11演誌賊難辮甦よる新じ、輔領域を開拓するとともに，纏業の倉旺

　出を目的として，複数の研究者の協力の下に研究を推進するため，プロジェクト
　研究所制度を設けた。
（2）このプロジェクト研究所は，学際プロジェクトや産学官連携に資する研究を推

　進ずるもので，研究に要する経費は，各年度2，000万円以上の外部資金をもって充
　て，設置期間は3年以上5年以下とすることが条件である。
（3）研究所は，本学の教授又は助教授が研究代表者となり，分担者は，本学の教員，

　学外の研究者，ボスドクで構成するものである。
㈲学外の研究者，ボスドクはプロジェクト研究員として雇用できるものである。・

　学外の研究者の身分は任期付職員又は非常勤職員であり，ボスドクは非常勤職員
　である。また，学外の研究者は，「プロジェクト教授」，「プロジェクト助教授」，「プ
　ロジェクト助手」と呼称できることにしている。
（5）研究所の設置は，研究代表者から学長に申し出て，学長が決定するものである。

　16．年度に2研究所を設置した。更に4研究所を17年4月1旧に設置すること
　を決定した。
（6）このプロジェクト研究所制度は，大学に若手研究者を確保していくことにより

　大学における研究「《性化と推進を図っていくことも狙いとしているものである。
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へ

　　また，企業におけるリスクを伴う中・長期の研究開発環境の困難性を解決でき’るも，
　のとの期待もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

皿　社会との連携　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　1．分野別連携協定の締結　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　（1）分野別連携協定は，これまで他大学が民間企業との間で締結してきた包括協定i
　　　とは異なり，分野を定めた協定を締結し，大学がもつシーズと民間企業等がもつi
　　　ニーズについてお互いに交流しかっ連携を図ることにより，早期に幅広い産学連三
　　　携体制を構築するものであり，これまでにない新しい形の協定である。　　　　　1
　　（2）協定を締結する時点で守秘義務協定を併せて締結し，交流するものである。こi
　　　の結果に基づき，研究テーマ毎に共同研究契約や受託研究契約を改めて締結してi
　　　いくことになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　（3）この連携協定は，研究面のみでなく，相互に教育する目的でそれぞれ講師を派i
　　　遣するなどの教育面での連携，インターンシップの実施，シンポジウムや技術交i
　　　流会などの社会活動の共同実施などの社会面を含めた協定となる場合もある。　　i
　　　　16年度は，　　（4）　　　　　　　　　　3件の協定を締結した。このうちの1件は，研究面，教育面，社i
　　　会面を含めた協定となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　2．地域との連携　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　（D愛知県瀬戸市との連携　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　①愛知県瀬戸市とセラミッグズ文化支援事業連絡協議会を設置し，セラミックi
　　　　スにかかわる産業・文化活動の活性化を図るために，産学官の連携による研究i
　　　　開発，人材育成，産業・文化の情報発信及び瀬戸市と姉妹都市であるフランス：
　　　　のリモージュ市との国際交流を推進している。　　　　　　　　　　　　　　i
　　　②この連携は，文部科学省の地域貢献特別支援事業に採択された事業に基づくi
　　　　ものであり，この事業は16年度で終了する。．17年度以降さらに瀬戸市と連i
　　　携していくため，17年3月に，産業振興に係る分野で連携するために連携協　1
　　　　定を締結した。
　　（2）愛知県犬山市との連携　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　①愛知県犬山市と産業，文化，教育，学術の分野で協力するために，相互友好i
　　　　協力協定を16年7月に締結した。　　　　　　「　　　　　　　　　　　　1
　　　②協力事項は，産業振興に向けての産学官連携の推進，情報化に関する諸問題i
　　　　への対応，環境や福祉に関する諸課題への対応，生涯学習に関する諸課題へのi
　　　　対応，学生の課外活動，インターンシップ等による地域との交流などである。i
　　（3）　’財団法人名古屋都市産業振興公社との連携　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　①財団法人名古屋都市産業振興公社と地域の産業振興を図るために，連携協定i
　　・　を17年3月置締結した。　　　　　　　　　　　　　．　　　　　i
　　　②連携事項は，産学行政連携による研究開発の推進，産業技術に関する見本市1
　　　　・展示会，講演会，シンポジウム等の開催，地域の中小企業の支援，産業技術1
　　　　に関する人的交流及び情報交換などである。　　　　　　　　　　　　　　　1
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名古屋工業大学

II’業務運営の改善及び効率化
1　運営体制の改善に関する目標

中

期．

目

標

○効果的な組織運営や戦略的な学内資源配分の実現等に関する基本方針
　①学長がリーダーシップを発揮しつつ，全学的視点に立った機動的な大学運営をボトムアップに充分な
　　配慮をしっっ遂行できる運営体制を整備する。
　②教員と事務職員が協力して効率的な大学運営ができるシステムを構築する。
　　　学内資源の有効配分のため，業務の適正な評価と改善を行う。　③
　④大学運営に社会の意見を積極的に反映させるための取り組みを進める。

中期計画 年度計画
進行

�ｵ
判断理由（実施状況等）

ウェ

Cト

○．全学的な経営戦略の確立に関 ○　全学的な経営戦略の確立に関
する具体的方策
@学長の下に「運営会議」を
@設置し，大学運営に関する基
@本方針等について企画立案す
@る。

する具体的方策
@学長の下に「運営会議」を
@設置し，大学運営に関する基
@本方下等について企画立案す
@る。　　　　　　　　、

皿 　運営会議を設置し，以下の事項について企画立案した。これらの
枕?については，担当企画院等，経営協議会又は教育研究評議会で
R議の上，16年度に実施又は17年度からの実施を決定した。
@・工学教育総合センターの設置　・共通教育実施本部の設置・プロジェクト研究所及びプロジェクト研究員の設置

1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽
u，

・特任教授制度の設置　　　　　・国際交流センターの設置
・領域の運営方法等の見直し・16年度補正予算及び17年度予算配分（案）・授業料の改定　　　　　　　　「・技術部の組織再編

一一一一一一一一一曹一曹r一一一一凹一一曹一回一一一一一一一一曹P一 凹璽一一

1二創∴貧工記ヒ…芒＝班究の立上げ．，一∴＿＿．一＿．一．一＿一一一＿一
一一一一一

冒冒一一＿曽曽曽曹謄F辱一鍾一曹曹，曹一一一曹一一胃F一一曽曽一曹r一一一一一一一一｝　■一一曹曹曹層謄一一一一曹璽謄一需辱一一幽一一

○　運営組織の効果的・機動的な ○　運営組織の効果的・機動的な
運営に関する具体的方策
@　「運営会議」において企画
@及び立案された基本方針に基
@づき，又は自ら全学的視点で
@各々の課題ごとに具体的な企
@画及び立案を行う機関とし
@て，平成16年度に以下の企
@画院等を設置し，役員会，経
@営協議会，教育研究評議会と
@の連携による効率的・機動的
@な大学運営を実現する。
@　i　教育企画院：教育活動
@　　の基本方針の企画立案，

運営に関する具体的方策
@　「運営会議」において企画
@及び立案された基本方針に基
@づき，又は自ら全学的視点で
@各々の課題ごとに具体的な企
@画及び立案を行う機関とし
@て，以下の企画院等を設置し，
@役員会，経営協議会，教育研
@究評議会との連携による効率
@的・機動的な大学運営を実現
@する。
@　i　教育企画院：教育活動
@　　の基本方針の企画立案，

皿 　「教育企画院」，「研究企画院」，「人事企画院」、「施設マネジメ
@　　　　「産学官連携本部」，「安全衛生・危機管理対策本部」，ント本部」，「教育研究センター機構運営本部」及び「全学評価室」を設置し，

��?，経営協議会，．教育研究評議会と連携し，以下の事項につい
ﾄ16年度に実施又は17年度からの実施を決定した。
@　・工学教育総合センターの設置
@　・共通教育実施本部の設置
@　・プロジェクト研究所及びプロジェク．ト研究員の設置
@　・特任教授制度の設置
@　・スペースチャージ制度の導入
@　・国際交流センターの設置
@　・自己点検・評価実施要項の作成

1．

教育課程の編成，アドミ 教育課程の編成，アドミ
ッションポリシーの策 ッションポリシーの策
定，学生交流の推進，学 定，・学生交流の推進，学

生経費の配分方針の策定 生経費の配分方針の策定
等 等

．ii　研究企画院：研究活動 ii研究企画院：研究活動
の基本方針の企画立案， の基本方針の企画立案，

プロジェクト研究の推 プロジェクト研究の推
進，研究活性化経費の配 進，研究活性化経費の配

　分方針の策定等
ﾜi　人事企画院＝教員の採

分方針の策定等
gi　人事企画院：教員の採

用，昇任人事等基本方策 用，昇任人事等基本方策

の決定，教員評価，その の決定，教員評価」その
他教員の人事関連課題の． 他教員の人事関連課題の

　総合調整等
hv　施設マネジメント本部

　　　　総合調整等．　　Iv　施設マネジメント本部

：大学全体の施設整備の 大学全体の施設整備の 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ﾋ、、 〆一一 A、 7

企画立案等
磨@産学官連携本部：産学

企画立案等
磨@産学官連携本部：産学 1

1
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官連携活動，知的財産の 官連携活動，知的財産の
．へ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（

基本方針の企画立案等 基本方針の企画立案等
vi安全衛生・危機管理対 vi　安全衛生・危機管理対

策本部：大学全体の安 策本部：大学全体の安全
全衛生及び危機管理全 衛生及び危機管理全般に
般に係る事項 係る事項

壷　教育研究センター機構 述　教育研究センター機構
運営本部：教育研究関係 運営本部：教育研究関係
センターの運営方針等の センターの運営方針等の
企画立案等 企画立案等

頭　全学評価室：大学全体 面　全学評価室：大学全体
の評価に係る事項 の評価に係る事項

②企画院などの設置により平 A’一歪面院ぼどめ設置1｝～rよぢ孕 o一一■幽M ’”Q騨σめ各種萎頁圭…1を見直じ；一課1題ご芝1ご3「づめ企衝院f’耳づの示 ．一一一卿P 一一口．一一．一9－09一曽冒，冒曽冒曽冒一一圏一一一嚇一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一響駒卿一一騨一層一一■■一一一一一

成16年度に学内の各種委員 内の各種委員会を見直し，実 部，一つの室及び「教務学生委員会」，「入試委員会」．「研究国際
会を見直し，実務委員会を設 務委員会を設置する。 交流委員会」など12の実務委員会を設置した。
置する。

一一曹一曹一一曹■一凹藺一冒囲ロロー一曹曹曹曹一曹一9－F騨冒曽冒一 冒曹曹一 一一一一一一一一一一F一一騨，｝冒冒ロ冒ロ冒冒冒曹曹曹一曹一一一一曹一一膚一一一一一幽曽響F一一一一一FFF一，rr臨一■脾臨一騨尊r 噸胃顧辱胃 胃需，冒需冒冒ロロ冒ロー冒冒冒冒ローロローロー一曹一冒曹曹曹曹曹曹一冒一曹曹曹一■■一一一一一一，噂｝騨一一，一一曹冒曹■■■■一■一

○　教員・事務職員等による一体 ○　教員・事務職員等による一
的な運営に関する具体的　方策 体的な運営に関する具体的方策

層①学長の下に置く「運営会議」 ①学長の下に置く「運営会議」 皿 運営会議に事務局の3部長（総務・財務・学生）が毎回陪席し， 1

に事務局の各部長が陪席し， に事務局の各部長が陪席し， 副学長，附属図書館長など教員とともに，プロジェクト研究所の設
大学運営に関する基本方針等 大学運営に関する基本方針等 置，特任教授制度の設置など大学運営に関する基本方針の検討に，
の企画立案の検討に参画する の企画立案の検討に参画する 事務局の立場から参画することにより教員組織と事務組織の連携を
ことにより，教員組織と事務 ことにより，教員組織と事務 強化した。
組織との連携を強化する。 一一一一蛆織との連麹…強ゴ下する、．＿

9－9曹
＿運営会議の撞成員基一堂長、埋裏、劇堂長，」糧図書館長である3一

．・■．一 ●一一舳，冒一冒冒冒，一一一一冒一一一一一一一一冒冒冒冒冒冒一一曹曹一一一一一一一一一一．，騨尊葡一冒冒一冒冒曹冒曹一一一一 V一一，鞠

○　全学的視点からの戦略的な学 ○　全学的視点からの戦略的な学
、

内資源配分に関する具体的方策 内資源配分に関する具体的方策
ワ質

①資源を有効に配分するた ①資源を有効に配分するた 皿 16年度補正予算及び17年度予算について，運営会議で原案を 1

め，「運営会議」において資 め，「運営会議」において資 作成し，経営協議会での審議，教育研究評議会での協議の上，学長
源配分方針案を作成し，経営 源配分方針案を作成し，経営 が決定し，資源の有効配分を行った。
協議会あるいは教育研究評議 協議会あるいは教育研究評議
会で審議し，学長が決定する。 ．＿会：で蜜議レ．．学長が迭齢する、

■一一P一 一「鱒鼻””．冒嘘一曽ロ冒ロロロー一一一一一一■一ロ■一一■曹曹一曹曹，■■辱一鱒一ρ辱卿霜尊騨一9肩卿■o璽■駒鴨一鼎一一腫一一■■ ，．．●● ●　o　曹　讐　．　瞳　冒　冒　冒　一　冒　ロ　ロ　ロ　一　ロ　ロ　一　一　ロ　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　【　騨　鱒　「　一　．　o　曽　鍾　■　圏　一　■　一　一　一　一　曹．曹　一　一　一　一　一　一　■　騨　一　騨　一　冒

○　学外の有識者・専門家の登用 ○　学外の有識者・専門家の登用 、

に関する具体的方策 に関する具体的方策
①平成16年度から，経営協 ①経営協議会に学外の有識者 皿 企業関係者，教育関係者，本学卒業生など学外の幅広い分野から 1

議会に学外の有識者の参加を の参加を企業及び地域社会に 13名の有識者に委員を依頼し，その意見を積極的に取り入れ，大
企業及び地域社会に依頼し， 依頼し，その意見を積極的に 　　　　　　　　　　　　　　　　　　’w運営に反映させる体制を確立した。（16年度は5回開催）
その意見を積極的に取り入 取り入れ，大学運営に反映さ
れ，大学運営に反映させる体 せる体制を確立する。
制を確立する。

一ρ9．．昌曹。冒曽曽冒一〇〇徊冒一一一一一一一一一一一一一一辱一一 辱”騨． 一，”一”贈一一〇冒。曹一曽一一一一ロ冒冒ロ冒冒一曹一一曹一一曹一一一一一一一一一一一一一一一一「雫ρ■雫●，卿，”卿鱒一■■一一，卿 鱒卿紳臼需 ，　囎　曹　噛　■　璽　一　ロ　一　一　一　ロ　ロ　圏　冒　一　ロ　冒　ロ　冒　一　冒　一　一　一　一　曜　一　一　．　辱　卿　口　璽　鱒　騨　即　冒　噛　■　冒　一　一　冒　一　ロ　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　騨　鱒　鞘　一　冒　一　曽　冒　ロ　一　一　一

○　国立大学問の自主的な連携・ ○　国立大学間の自主的な連携・
協力体制に関する具体的方策 協力体制に関する具体的方策

π

①国立大学全体の連絡・協議 ①国立大学全体の連絡・協議 皿 国立大学全体の連絡・協議等のための自主的・自律的な連合組織 1

等のための自主的・自律的な 等のための自主的・自律的な である「社団法人国立大学協会」に参加して，国立大学問の連携・
連合組織に参加して，国立大 連合組織に参加して，国立大 協力を推進した。
学問の連携・協力を推進す 学問の連携・協力を推進す
る。 る。

ウェイト小計 7
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名古屋工業大学

il　業務運営の改善及び効率化
2　教育研究組織の見直しに関する屋標

・中

期

目

標

○教育研究組織の柔軟かつ機動的な編成・見直し等に関する基本方針
　①教育研究の進展や社会的要請に応じ．，適切な評価に基づいた教育研究組織の弾力的な設計と効果的な
　　改組転換を進める。

中期計画 年度計画
進行

�ｵ
判断理由（実施状況等）

ウェ

Cト

○　教育研究組織の編成・見直し
ﾌシステムに関する具体的方策

@①平成16年度に設置する
@　「教育企画院」，「研究企画院」
@　及び「全学評価室」において，
@　教育研究組織の点検・評価を
@　実施し，その結果を受けて組
@　織の見直しを図るなど必要な
@　措置を講ずる。

宦@教育研究組織の見直しの方向
@性　　　　　　　　　．
@①．平成15年度に再編整備し
@　た専攻及び平成16年度に再
@　編整備する学科については，
@　・「教育企画院」において学部
@　・大学院の教育全般について
@　詳細な点検を行い，その結果
@　を基に中期目標期間中に新た
@　な再編整備をも検討する。
C②平成15年度から実施した
@　4領域に一元化した研究組織
@　「研究系」について，「研究
@　企画院」においてその有効性
@　等を随時評価し，一層効果的
@　な研究組織とするために必要
@　に応じて検討する。
B教育研究センター機構運営

@　本部において，教育研究セン
@　ターの組織を点検・評価し，
@　必要に応じて見直す。

○　教育研究組織の編成・見直し
@のシステムに関する具体的方策
@（17年度から実施のため，
@16年度は計画なし）

`■騨■一一一一雫一一一一月一一一一一一一一，騨一ρ■一一一一一一一

Z　教育研究組織の見直しの方向
@性
@①工学部第一部8学科・第二
@　部4学科を，工学部第一部7
@　学科．・第二部4学科に再編肇　　備する。

uて掘年度以降実施め泥硬∫，”工6璋度噛

@は年度計画なし）

｣’A幽’籔育研究＝ゼジ　二機構蓮膏

@　本部において，情報メディア
@　．教育センターと情報ネ．ットワ

@　「クセンターの再編整備につ
@　いて検討する。

一一一一

一∴一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一一一

@工学部第一部8学科・第二部4学科を，工学部第一部7学科・第二部4学科に再編整備した。

黶｡一一■■一一曹一冒曹冒曹曹曹一一ロー曹ロロロローロ曹一一冒一冒ロ，層辱噂”一一■一一■一一曹曹一曹一曹冒一一冒。”胃鱒幽一一一一一

cf’6三度ほ；曹検討体制「を整備ずる’ご～三を評画じだもあであ一り；一顎

迪､究センター機構運営本部の下に，総合情報センター（仮称）設
u検討ワーキンググループを設置し，情報メディア教育センターと
﨣�lットワークセンターの再編整備についての検討体制を整備し
ｽ。

一一曹一一

@2

鼈鼈鼈鼈黶

f了’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

@　　，「

qqh鼈鼈黹香[冒ロー一冒一胃騨冒，一層一一曜脚一一一一一曹曹曹曹曹一一■■一一一一一一一一冒一冒，一冒冒一需冒冒一一一回冒冒曽冒冒圃

鼈鼈鼈齣h鼈鼈鼈齣v`冒冒冒一冒一ロ噛層，ρo騨卿一一■一一一一一一一一曹曹一一■■一一一ロロロロー冒一一一一冒ロ。曹冒冒冒冒冒響，冒

鼈鼈鼈鼈鼈黶｡冒冒口冒一需騨F一一一FP”辱早一F一一■　一一一一薗一一曹一一曹曹曹■一一一一一一曹冒曹■冒一一一一曹一一，曹一■一冒
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名古屋工業大学

11　業務運営の改善及び効率化
3　人事の適正化に関する目標

中

期

目

標

○　戦略的・効果的な人的資源の活用や非公務員型を活かした柔軟かつ多様な人事システムの構築等に関す
　る基本方針
　①教員の流動化を向上させるとともに，教員構成の多様化を図る。
　②　　　教員採用の際には，研究能力，教育能力や必要に応じて業務の特性を重視した選考を行う。
　③事務職員の流動性の確保と専門性の向上を図る。
　④　　　技術職員の定期的研修や流動化，専門性の向上を図る。

中期計画 年度計画
進行

�ｵ
判断理由（実施状況等）

ウェ

Cト
○’人事評価システムの整備・活 ○　人事評価システムの整備・活

用に関する具体的方策 用に関する具体的方策
一

①平成17年度末までに，全 ①教員の個人評価について， 皿 教員の個人評価について，評価者，評価内容，評価方法などを具 1

教員の個人評価（教育，研究， 評価者，評価内容・方法など 体的に定めた教員評価実施要領を制定し．た。
社会貢献，産官学連携への貢 具体的事項について検討す ’

献，大学運営への貢献等）を る。

試行し，平成18年度から実
施する。

②教員評価の方法は随時見直 冒（19鞭以降実1施のだあ；’曽f6年度’ 一一一ロー 曹　一　一　■　■　，　．　曽　o　冒　冒　冒　一　一　一　一　ロ　■　一　一　騨　一　一　一　璽　一　・　一　曽　轄　ロ　璽　冒　冒　冒　一　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曽　一　一　吻　一　噂　一　冒　冒　曽　ロ　ロ　冒　ロ　冒　一　冒　曹
冒冒一一 ■　■　■　一　一　■　一　9　凹　■　，　噂　一　噂　葡　需　，　一　ロ　一　一　ロ　一　一　冒　曹　一　一　一　一　一　噂　一　一　，　騨　”　冒　ロ　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　，　一　冒　ロ　一　一　一　一　一　■　一　一　騨　鱒　需　曹　一　一

す。 は年度計画なし）

．③事務職員の業務実績や適性 ロて17；年盛がち更施め泥’あ「」一f6年震「 一曽一， 脚　ロ　冒　冒　冒　一　ロ　一　一　■　曹　一　一　一　一　一　一　，　冒　層　ロ　ロ　冒　冒　曹　曹　一　曹　曹　一　■　曽　一　一　一　，　，　冒　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　ロ　一　一　一　璽　一　一　一　■　一　一　一　一　一　口　・　騨　鍾

冒冒ーロロ 冒冒一曹■ロロ曹一ロ曹一一一一一幽一一騨冒一，曹ロー一■曹一 D曹一曽一F，｝騨一一一一一一一一一一一一一騨一騨冒冒一一一■謄一一脚r，，一

について，現在の勤務評定の は年度計画なし）
方法を基本として評価するシ
ステムを構築すると

一　〇　一　■　■　一　一　■　．　”　・　．　■　一　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　・　一　，　．　o　曽　薗　塵　一　ロ
一一■一 一　一　一　．　騨　讐　一　ロ　薗　一　一　ロ　一　一　■　一　一　一　一　「　一　騨　「　●　讐　冒　9　一　冒　圏　ロ　冒　曹　■　ロ　曹　一　一　一　一　■　一　一　一　甲　鞠　r　口　，　騨　響　冒　冒　一　一　曹　一　一　冒　冒　冒　曹　曹　曹　一　一　一

一一一一雫 ■　一　”　ロ　曹　〇　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　噂　申　縛　回　幽　ロ　ロ　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　一　騨　騨　口　冒　冒　冒　ロ　一　一　一　一　一　■　一　騨　9　卿　層　曽　曹　一　一　一　一　曹

○　柔軟で多様な人事制度の構築 ○　柔軟で多様な人事制度の構築
に関する具体的方策 に関する具体的方策
①　人事の評価基準を広く公表 （17年度から実施のため，16年度

し，学内外から意見を聴取す は年度計画なし）
るなどの方法により，評価基
準を絶えず見直す。

②平成16年度に，教員の資
冒’ @一’教員め資賓両王め「だあ；一ザ ’π一 一「Uバデ7万万制度を羅立ずる’だあ「’四天弘めザノバデ7カ）Fだ関ず 曹一曹一曹@1 曹　曹　一　一　曹　一　一　一　騨　幽　一　一　騨　騨　，　一　，　，　曹　冒　曹　曹　曹　曹　一　一　一　一　一　凹　一　一　一　r　r　一　冒　冒　冒　一　曹　一　一　一　一　一　一　幽　一　F　－　冒　一　一　一　一　一　一　一　凹　幽　一　一　＿　－　一　冒　一

質向上のため，サバティカル バテイカル制度を設ける。 る規程等などの資料収集を行った。
制度を設ける。

一一一一一一一脚，層冒ロロローロー一曹一曹一■一一■一9一一■一口臼 需，冒一 一一一一一一■一■■一，，ロー騨冒冒冒一ロー一一一一一一■一一■一一一一悼●“噂冒層冒冒冒冒一曹一一一一一一一一一一一曹一一曹曹一一一 一一鱒一一 一　騨　一　ロ　一　胴　謄　一　冒　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　噂　聯　，　ロ　一　一　一　一　曹　一　一　曹　ロ　一　一　一　一　一　尊　P　曽　冒　一　冒　一　曹　曹　曹　曹　曹　一　一　一　，　r　一　層　ロ　一　一　一　曹　曹　一　一　一　一　一

○　任期制・公募制の導入など教
@員の流動性向上に関する具体的

○任期制・公募制の導入など教　員の流動性向上に関する具体的

方策 方策
①既に行っている任期付き教 ①学内センターの任期付き教 皿 10月1日付けでテクノイノベーションセンターの助教授1名を 1

員に加え，平成16年度以降 員を増加する。 任期付きで採用し，留学生センターの助教授ポスト「1」を任期付
の学内センターの新規採用教 きとした。
員については，その任に応じ
任期付きとするとともに，任
期付き教員の拡大について検
討を進める。

②平成15年度に確立した公
’一 A’”公田制度’を擢進ずる弘一一一曹一一一 一1五’ 『一卿�蛯�蛯t泥；”（天事稟揮耳’i再勝のち毛丁’百’f祥を莫施）’卿萸に 口冒口冒冒@1 曹曹曹曹一一一一曹一一P，．曽ロ ､ロ冒ロー一一一一一一一・●o讐一幽一一■一■一．oロ冒一一一一一一轄鴨葡一冒曹一一，・r一一一一一騨r

　募制度の推進・充実を行う。
B教員構成の多様化を図るた ”③一教員構成め多様花を図るだ 曹皿一 墾畿子告白憎憎守門薯藷譲麟牢嫉撃経瀦H 曹一一一一@1 曹一帰「ρ騨璽囎冒薗一ロー一一一■一■ρ一一噂層ロロー一一一一一一鱒．．曽一一■一■，一，o一一一一一一一冒一一一冒■一r鱒冒一一■一■

め，他大学及び企業経験者か め，他大学経験者を採用する。 名，行政機関経験者1名がおり，教員構成の多様化が図れた。
らの採用を積極的に推進す

　る。

C平成16年度末までに，重 ”④一一重点領域の研究を擢進ずる一 冒1π一 一”聡?天孕法天名舌屋：至業天…野ヲEfジ三ラ下’特任搬め選考「｝ご関ず 一■一一一@1 一幽 u一一謄冒冒ロ冒曹曹一一一一凹幽圏一一一胃一一一曹一一藺一層冒ロ曹曹曹一一一胃冒ロー一一一一一r一一一凹一一胃一曹一一一r冒一曹一一

点領域の研究を推進するため ための先端研究者を特任教授 る規程を制定し，1名を採用した。
の先端研究者を特任教授（仮 （仮称）として任期付で採用 7

称）として任期付で採用する する制度を設ける。
！

5
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制度を設ける。

⑤平成16年度末までに，競
　争的資金による若手の任期付
　研究員等の積極的な採用制度
　を確立する。

○　外国人・女性等の教員採用の
・促進に関する具体的方策
　①外国人，女性の教員採用を
　　積極的に推進する。外国人教
　　員については，国際公募をす
　　るなどの方法を導入する。

○　事務職員革め採用・養成・人
　事交流に関する具体的方策
　①事務職員，技術職員の採用
　　は，東海・北陸地区国立大学
　　法人等職員採用試験及び面接
　　によるものとし，専門職につ
　　いては資格や面接による。

②大学運営の各専門分野のス
　ペシャリストを養成するた
　め，語学，国際交流，労務管
　理，財務会計，知的所有権等
　の業務に関する専門研修の機
　会を設ける。
③事務職員（幹部職員を含
　む。）の専門性と経営能力を
　高めるため，既に実施してい
　る企業等における実地研修を
　充実する。

④平成16年度に，大学院等
　での高度専門研修の研修制度
　を確立する。
⑤研究協力及び経営労務管理
　などの分野は，専門性の高い
　人材を採用する。なお，この
　実績を勘案し，国際交流等の
　分野についても拡大を検討す
　る。

⑥国立大学法人間との人事交
　流を積極的に実施するほか，
　私立大学・地方公共団体・民
　間企業との人事交流について
　も検討する。
⑦技術職員の資質向上，業務
　分担，学内配置について充分
　な検討を行い，専門的な技術
　職員の養成を図るとともに，
　資格取得の方策を講じる。
⑧技術職員の技術力をより高
　めるため，専門技術研修を実
　施するほか，学外で開催され
　る高度技術研修にも参加させ
　る。　　　．

○　中長期的な観点に立った適切
　な人員（人件費）管理に関する
　具体的方策
　①教員の人員管理は「人事企
　　画院」で行い，併せて大学全
　　体の職員の人員管理を役員会
　　で行う。

　②事務等の効率化・合理化に
　　よる職員の再配置を行う。

○　教職員のハラスメントの防止

⑤競争的資金による若手の任
　申付研究員等の積極的な採用
　制度を確立する。

σ’1外’国天∵女穫等め教：頁一採用め曽

　促進に関する具体的方策
（17年度から実施のため，16年度

　は年度計画なし）

○　事務職員等の採用．・養成・人
事交流に関する具体的方策
①事務職員，技術職員の採用
　は，東海・北陸地区国立大学
　法人等職員採用試験及び面接
　による。

一て、γ年度が’ぢ実施め泥琶∫「辱f6右…度

　は年度計画なし）

一一 A鞠事務職頁て幹部職頁を否一’
　　む。）の専門性と経営能力を
　　高めるため，企業等における
　　実地研修を実施する。

一③曹回天勤皇奪でめ喬度専門研修
　　の研修制度を確立する。

（17年度から実施のため，16年度
は年度計画なし）

一④’”国立天i享洪天簡τの天事菱

　　流を積極的に実施する。

冒て1γ年’度が’ら更埋めたあ一，璽’f昨1蔓

　は年度計画なし）

一’ D…疲術蔵頁の技術万をより喬
　　めるため，専門技術研修を実
　　施する。

○　中長期的な観点に立った適切
　な人員（人件費）管理に関する
　具体的方策
　①教員の人員管理は「人事企
　　画院」で行い，併せて大学全
　　体の職員の人員管理を役員会
　　で行う。
一て1㌃：牢度ゐヨぢ葵：営めだあ；一一f6右…度

　は年度計画なし）

○　教職員のハラスメントの防止

皿

皿・

’曹闡w

曹正’

聯r

’『

皿

　名古屋工業大学プロジェクト研究員の取扱いに関する規程を制定
し，学外の研究者，博士の学位を有する者を任期付職員又は非常勤
職員として，採用できることとした。

・　東海・北陸地区国立大学法人等職員採用試験及び面接により，
　16年度に事務職員4名を採用し，17年度に1名を採用するこ
とにした。

・　財務会計の専門的かつ即戦力となる職員を採用するため，資格
や資質を面接を通して選考し，17年度にL名を採用することに

　した。

ロ曹 末ｱ職員の専門性セ…経営能勇を蕎あるた屍∫∫一例璋丁丁じそ1Nる’企

業派遣実地研修を今年度も実施した。

”天学院等で’の高度専門研修め研修制度を羅立：ず＝る鞠だあ冨と；”放送天

学等の大学院に係る資料収集を行った。

一’ 譌ｧ天寧法天等商芝の天事交流を丁田τ‘だ」一て木享がち二天學等
への出向者3名，他大学等からの本学への出向者7名）

一一 N忌も参：垣じで実施σてし～る東海∵乖藤地区国立天学法相専意術

専門職員研修及び教室系技術職員合同研修に，本学から3名参加さ
せた。

・教員については，人事企画院で，15年度の大学全体の定員数
の範囲内で管理を行った。

・大学全体の職員の人員管理については，役員会で行った。

一30一
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等に関する具体的方策 ．等に関する具体的方策
・（ _ ．（

①平成16年度にハラスメン
@トの防止，情報セキュリテ
@ポリシー，倫理等，教職員が
@守るべきガイドラインを定め
@学内外に周知・公表する。こ
@のガイドラインは社会情勢の

①ハラスメントの防止，情報
@セキュリティポリシー，倫理
@等，教職員が守るべきガイド
@ラインを定め学内外に周知・
@公表する。

皿 　国立大学法人名古屋工業大学ハラスメントの防止に関する規程及び国立大学法人名古屋工業大学役員及び職員倫理規程を制定し，本学の規則集に掲載するとともに，この規則集をホームペー

Wに掲載することにより学内外に周知・公表した。・　名古屋工業大学情報セキュリティポリシーを定め，ホームペー

Wで学内外に周知・公表した。

よ

変化に伴い随時見直す。さら
に，広報活動・講演会開催な
どを一層強化し定期的受講を
義務づける。　　　　　　．．

ウェイト小計 14

31



名古屋工業大学

ll業務運営の改善及び効率化
4　事務等の効率化・合理化に関する目標

中

期

目

標

○事務処理の効率化・合理化，事務組織の機能，編成の見直し等に関する基本方針
　①事務組織・職員配置の再編合理化を進める。
　②各種事務の電子化等により，事務処理の簡素化・迅速化を図り，電子事務局化を．目指す。
　③外部委託等を積極的に推進するd

中期計画 年度計画
進行

�ｵ
判断理由（実施状況等）

ウェ

Cト

○　事務組織の機能・編成の見直
@しに関する具体的方策
@①担当理事の業務分掌に応じ
@　て，事務組織としての一体性
@　を確保しつつ，教育研究・管
@　理運営に必要な事務を遂行で
@　きる事務体制を確立する。
A平成16年度から，事務局

@　は総務部，財務部及び学生部
@　の編成とし，各部に置く各課
@　の事務分掌及び職員配置は，
@　課長の判断により毎年度見直
@　しができる柔軟な体制とす
@　る。さらに，平成17年度か
@　ら，総務部，財務部，学生部
@　及び研究協力部に再編する。
B領域の各事務室について，

@　平成16年度末までに在り方
@　を見直す。

@④学務事務，経理事務などに
@　ついて可能な限り事務の電子
@　化を図り，電子事務局化を推
@　進ずる。、
D各部における単純事務作業

@　の外部委託を推進すると共
@　に，企画立案スタッフを充実
@　する。
E全学的な視野に立ち，柔軟

@　な技術支援体制を確立する。

○　事務組織の機能・編成の見直
@しに関する具体的方策
i17年度から実施のため，16年度

@は年度計画なし）

皷�ﾚ事務局福総務蔀；一層財務蔀及

@　び学生部の編成とし，各部に
@　置く各課の事務分掌及び職員
@　配置は，課長め判断により毎
@　年度見直しができる柔軟な体
@　制とする。

v` A「領域め客事務塗1ヒ「うしヨそ；”’

@　在り方を見直す。

黷ﾄ「1〒匹年度がち募ぎ施めヲ三篭ら　一f6石…フ妻ゴ

@は年度計画なし）

黷ﾄ17年度がち更施めた諺「1－16年震「　は年度計画なし）

浮ﾄ掘年度以降葵施あ泥衝「’f6輩度

@は年度計画なし）

・一隔一辱一

@皿

f一 u”

?，，一一一

�C”｝一一

C冒「曽鱒騨

”事務局｝ま総務蔀；”財務部及：ぴ學生蔀1の編成セ…τ；”各部1三「豊ぐ各課

ﾌ事務分掌及び職員配置は，課長の判断により毎年度見直しができ
髀_軟な体制とすることを計画したものである。「名古屋工業大学
末ｱ組織規程」を制定し，課には係長を置くことができることのみ
�K定し，課内の事務分掌及び担当職員の配置は課長の判断により
sう柔軟な体制とした。

h4領域それぞ紅に設置’ひで6る事務室1と’う6そ；”r百瑚籍の天璽

?修に併せて，18年度までに19号館の1か所に統合することを
?定した。統合により学生サービスの向上及び事務の効率化を図る
黷ｱとにレた凸．＿一一一＿＿一一＿＿＿一一一＿＿一一＿一一一一＿＿＿＿一
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@　　　　　　　　　　　ウェイト総計

．2．26

一一

〔ウェイト付けの理由〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．．　　　　　　　　　　　　　　1
　　本学は，平成15年度から大学院工学研究科の専攻の再編整備，教員組織である領域の設置などの改革をi
　進めてきた。工学部の学科の再編整備もこれら山連の改革の中で進めてきたものであり，重要な項目である1
　のでゴウエイト付けしたものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　．　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／『．＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一32一

／、



へ （
11　業務運営の改善及び効率化に関する特記事項

1．効果的・機動的な大学運営
　　運営会議，企画院等を設置し，大学運営に関する基本方針等の企画及び立案を行うi

誌臨監鍵響瀞繕い・役員会・経営騰会解研究評議会と醗し・i

（1腫営蟻の設置　　　　　　　　　　　　；
　　①学長の諮問機関として「運営会議」を設置している。この運営会議は，1学長のi
　　　まめに応じ，大学運営に関する基本方針等の企画及び立案，学内の意見調整を行i
　　　っものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　②構成員は，学長，理事，副学長，附属図書館長である。また，事務局の総務部i
　　　長，財務部長，学生部長は，陪席することになっている。　　　　　　　　　　1
　　③16年度は，夏季休業期間を除き，ほぼ毎週開催し，企画立案にあたってきた。i

・（2）企画院，本部等の設置　　　　　　　　．　i
　　①運営会議において企画立案された基本方針に基づき，又は自ら全学的視点で各i
　　　々の課題ごとに具体的な企画及び立案を行う機関として，教育企画院，研究企画i
　　　院，人事企画院，施設マネジメント本部，産学官連携本部，安全衛生・危機管理1
　　　対策本部，教育研究センター機構運営本部，全学評価室を設置している。
　　②この企画院等の院長，本部長等は，各理事及び副学長が分担して務めている。i
　　　なお，人事企画院のみは，．学長が院長である。　　　　　　　　　　　　　　　1

　⑧効果的・機動的な大学運営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三3．
　　①運営会議において企画立案された基本方針に基づき，各企画院等で具体的な事i

　　　護賃霞継傘麗籔難馨誕雛蝉茸馨矯廃魏盤笠案灘輝輝i
　　　である。

　　②また，各企画二等での審議において，学内の意見調整が必要なことが生じた場i
　　　合には，運営会議で審議し，意見調整を図っている。　　　　　　　　　　　　1
　　③運営会議及び各企画三等で企画立案された事項を役員会，経営協議会，教育研i
　　　究評議会で審議し，学長が決定している。　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　④このような審議過程を経て，工学教育総合センタ」の設置，共通教育実施本部i
　　　の設置，プロジェクト研究所及びプロジェクト研究員の設置，特任教授制度の設i
　　　置，国際交流センターの設置，領域の運営方法等の見直し，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16年度補正予算及1
　　　び17年度予算配分（案）の作成，授業料の改定，技術部の組織再編，創・省工1
　　　ネルギー研究の立上げなどを16年度に実施し，また17年度から実施することi
　　　を決定した。　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　⑤なお，運営会議に事務局の各部長が陪席し，企画立案の検討に参画することにi
　　　より，教員組織と事務組織の連携を強化し，業務の執行が円滑に行うことができi
　　　るようにしている。　　　　　　　　　　　　．　　　　　．　　　　　　　i

2深軟な獺繍の編制と獺数の＿元的管理　　　　　　　i
（1）領域の設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　①平成17年1月28日に中央教育審議会から出された「我が国の高等教育の将来i
　　　像（答申）」において，大学設置基準の講座制や学科目制に関する規定を削除して，1
　　　教員組織の基本となる一般的な在り方を規定し，具体的な教員組織の編制は，各1
　　　大学が自ら教育・研究上の実施上の責任を明らかにしつつ，より自由に設計できi
　　　るようにすべきであることが提言されている。　　　　　　　　　　　　　「　1
　②本学ではこの提言に先駆け，教員組織は，平成15年4月に，従来の縦割りの学：
　　　問分野による学科組織から離れて，異分野の教員が交流する横断的，学際的な教i
　　員組織である領域に改めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　③この領域は，研究系組織．として大学院に置くものであり，おもひ，しくみ，っ
　　くり，ながれの4領域である。各教員は，この4領域のいずれかに所属し，その
　　専門分野に応じ，学科，専攻の教育を担当する，あるいはセンターの業務を担当
　　するという柔軟な教員組織である。

（2）教員数の一元的管理
①教員数の管理は，学長が院長を務める人事企画院を通じて大学全体で一元的に管

　回し，必要なところに適切に配置している。
②各領域長，教育類長（学科長），専攻長等は，その教育研究に必要な教員が生じ1

　た場合には，必要な教員像を学長に申し出ることになっている。学長はその申し出
　　を受けて，必要性を判断し，必要と認めた場合は，人事企画院に諮り，具体的な教
　員選考を進めることにしている。
③16年度は，．テクノイノベーションセンタニの共同研究部門担当の助教授を文部

　科学省から迎えた。また，入学，学習，卒業及び就職までを総合的な見地で連続性
　　を持った取組みを継続的に推進するために，17年4月に「工学教育総合センター」
　を設置することを決定したが，入試業務に精通した教員を教授として本センターの
　担当とすることを決定「した。
④このように必要なところにその業務を担当するにふさわしい教員を適切に配置し

　ているが，領域という柔軟な教員組織を編制し，教員数を大学全体で一元的に管理
　　していることから，可能となったものである。

　外部有識者の活用
　　企業関係者，教育関係者，本学卒業生など学外の幅広い分野から13名の有識者①
　に経営協議会の委員を依頼した。

②16年度は，経営協議会を5回開催し，中期目標の意見中期計画及び年度計画，
　予算配分，授業料値上げなどについて審議した。
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名古屋工業大学

l11財務内容の改善
1　外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標

中

期

目

標

○外部資金増加に関する基本方針
　①科学研究費補助金など外部研究資金の自己収入の増加を図る。
　②学外に対する教育研究サービスの実施により，自己収入の増加を図る。
　③産学官連携による技術指導知的財産からの増収を図る。

／

中期計画 年度計画
進行

�ｵ
判断理由（実施状況等）

ウェ

Cト

○　科学研究費補助金，受託研究， ○　科学研究費補助金，受託研究，
奨学寄附金等外部資金増加に関 ．奨学寄附金等外部資金増加に関
する具体的方策 する具体的方策
①平成16年度に「研究企画 ①　「研究企画院」及び「産学 皿 次の方策を策定し実施じた。

院」及び「産学富連携本部」 官連携本部」において，競争 ・　競争的資金の公募情報をデータベースとして整備し，学内情報
において，競争的資金を戦略 的資金を戦略的に獲得する方 ネットワークを通じて全ての教員に周知した

■，

的に獲得する方策を策定す 策を策定する。 ・　公募内容に合致する研究実績を有する教員には個別に働きかけ
る。 を行った。

・　科学研究費補助金の申請を大学研究活性化経費申請の条件と
するとともに，外部資金の受入実績を同経費の採択に当たっての
評価点とした。

②　「研究企画院」及び「産学
一一 A一一丁研究歪画院］’1及7び丁産寧 ’1▽一 ’曹 ＠�＆博曹P金一を前年度より瑠加冒ざぜる曽ごどを「評画し丁獲得Uた募蔀資 一一一一一 一曹一回曹一回胃＿一＿＿一＿＿幽昌昌一一昌昌昌昌昌昌騨騨一一一一藺幽一一一一凹一一一曹曹一冒一需F一，F一一一一一一幽一一一一幽髄一薗

官連携本部」を中心として，． 官連携本部」を中心として， 金は，約18億1千万円で，前年度の約15億7千4百万円と比較
科学研究費補助金，共同研究 科学研究費補助金，共同研究 して約15％増となり，年度計画を上回った。
費，受託研究費，奨学寄附金 費，．受託研究費，奨学寄附金

など外部研究の件数と資金 など外部資金を積極的に獲得
を，中期目標期間中に現在よ する。

り．更に増加させる。
一　一　一　■　■　■　一　一　一　一　昌　一　一　曹　一　冒　冒　一　一　一　一　一　騨　F　騨　ロ　一　一　一　一　一　■　一．一

一一一曹
冒　一　曹　願　甲　騨　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　ロ　冒　一　冒　，　，　鳴　，　，　尊　髄　騨　一　一　一　一　曹　一　一　冒　冒　冒　一　噂　．　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　一　曹　冒　，”　卿　噂　凹　一　■　■　一　■ 一ローロロ

胃　－　騨　騨　層　，　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　一　一　”　響　噂　F　一　噂　一　一　曹　曹　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　一　冒　一　一　〇　一　吻　騨　顧　，　騨　一　一　一　一　一　一　曹　曹　一　ロ　一　一　一　一　一　冒　ロ　一　冒　冒

○　収入を伴う事業の実施に関す ○　収入を伴う事業の実施に関す
る具体的方策 る具体的方策
①特許，技術指導等による収 G7年度から実施のため，16年度
　入増加を図る。
A工学専門技術に関する高度

一．は生曳計画な一レL＿一＿＿＿
@工学専門技術に関する高度

一一一一冒DHI ”’ 樗秩u’企白白の研究著∵技術著’を対象1と鞠’催uそτゴる高度技術”曹 ，騨一一一 曽曽曽一一一一曹一冒一一口冒口冒一F一幽一一一一9■冒■■一口冒冒冒胃胃一一F一一一一一一凹一曹曹曹一一一冒一一一一響謄，一冒F一，P

技術セミナーや研修の充実 ・技術セミナーや研修を実施す セミナーを計画したものであり，「ナノを測る先端技術セミナー」
と，定期的開催を図る。 る。 と題して計画どおり実施した。（受講者7名）

実習を伴う実践的な技術の体得を図っているため，少人数で実施

③公開講座などの学外向け講
ロ冒 AF『公開講座などめ…裏外荷け講 一ロー曽，M

している。『F二業等め技1術者四二象’だ開催’ひで硲る公麗講座を許画しだも冒ので
一一曹曹 曹曹一一一一ロロロロロ冒ロ冒騨曽騨一噂ρ一騨曹一一一曹一■一ロ冒一需一冒冒■F観，｝幽一一噂ρ■一一一曹一■■一一曹一一■一冒ローロ冒

座の充実を図る。 座を実施する。 あり，「セラミック研究のフロンティアー機能を活かす製法と評価
法一」と題して計画どおり実施した。（受講者30名）

③民間企業等の企業等内研修 皿 民間企業等の企業等内研修のプランニングと実施を支援すること
のプランニングと実施を支援 を計画したものであり，「名古屋工業大学受託技術研修取扱要項」

④体育施設や講義室等の施設

　　する。’（費奪渡がち実：施のだあ丁’fσ年度
一一一一一

壼制定L－4朕施レたρ＿＿一一＿＿一＿＿＿一＿，＿＿＿＿一
ロロー．需 一“一R＿一幽一藺一一一一一■一一一曹一冒曹冒ロロ冒冒冒F一＿＿r一一■ 鼬覧H■一厘曹一■一一一一一一一一一曹一一ロー■一一一曹曹ロー■

について1夏期休暇中などの は年度計画なし）

長期空き期間を利用しての有
料使用の増加を図る。

ウェイト小計

／鴇．_
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名古屋工業大学

III財務内容の改善
2　経費の抑制に関する目標

中

期

目

標

○管理的経費の抑制に関する基本方針
　①　　　管理業務の見直しを行い経費の抑制を図る。

中期計画 年度計画　　　＼
進行

�ｵ
判断理由（実施状況等）

ウェ

Cト
○　管理的経費の抑制に関する具 ○　管理的経費の抑制に関する具

体的方策 体的方策
①各種保守契約内容の見直 ①．各種保守契約内容の見直．． IV 管理的経費を抑制（対15年度比）することを計画し，水道料に

し，光熱工料の節約の促進， し，節水コマの設置等による ついては大幅に削減したなど，年度計画を上回って実施した。
ペーパーレス化の推進等によ ．水の使用量削減，空調機の改 ・　電話交換業務を廃止し約145万円削減した。

，剛

り管理的経費の抑制を図る。 修による電気使用量削減，一 ・　点検保守業務契約，運転監視業務契約を集約（9件を2件）し，
斉休暇の取得（8月13日） 約520万円削減した。
などによる経費の抑制を図 ・　節水コマ取り設け（420カ所），大規模改修における教員室
る。 の手洗い廃止，節水型機器設置などにより，水道料（下水道料金 「

を含む）を約2，3a6万円削減した。（約　29％減）
・　既設空調機の室外機清掃と修繕により，負荷の軽減を図った。

’

・　一斉休暇（8月13日）の取得により，電気使用料を約18万
円削減した。

・　学内広報誌のホームページ掲載によるペーパーレス化及び広報
誌の整理により，印刷経費を約467万円削減した。

・　定期刊行物等の購入を見直し，約389方円削減した。

②エネルギ」節約のため，創
曹一 A一’奉学め星型的ヱう客ルギニヌこ ’1『 戸’ 摯ｸにお焔「」で創∵下士ネル…琴＝研究1を立ち王げ：る曹ごどを翻画し：「9 脚曽・o一 一　一　一　一　曹　一　一　曹　曹　曹　曹　一　一　一　，　鱒　9　卿　，　冒　一　一　一　ロ　曹　冒　■　曹　曹　一　一　一　一　卿　曽　一　一　一　冒　冒　冒　曹　一　曹　一　一　凹　幽　，　r　一　一　冒　ロ　曹　曹　一　一　一　■　ρ　口　．　，　一　冒　暫

・省エネルギーの実証研究プ 出力バランスの解明に始まる 研究シーズを公募の上，10件の申請から2件を採択したものであ
’ログラムを立ち上げ，学内で 創・省エネルギー研究を立ち り，計画どおり実施できた。研究テーマ：①キャンパスPCエネル

エネルギーを生み出す実証試
ｱを行う。

上げる。 ギーマネジメント②創エネルギー×創キャンパス

ウェイト小計
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名古屋工業大学

lll財務内容の改善
3　資産の運用管理の改善に関する目標

中

期

目

標

○資産の効率的・効果的運用を図るための基本方針
①大学が保有する資産の効果的・有効的な運用を組織的に図る。

中期計画 年度計画
進行

�ｵ
判断理由（実施状況等）

ウェ

Cト

○　資産の効率的・効果的運用を ○　資産の効率的・効果的運用を
図るための具体的方策 図るための具体的方策
①オープンラボの拡充整備， ①オープンラボの拡充整備， 皿 ・　外部資金を獲得した教員が優先的に使用できるオープンラボを

施設のスペースチャージ制の 施設のスペースチャージ制の 新たに3室，100㎡整備した。
導入などにより，施設の効果 導入などにより，施設の効果 ・　施設のより一層の流動化を図るため，スペースチャージ制度導

■，．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　、的・有効的な運用を図る。 的・有効的な運用を図る。 入を決定した。これに伴い「名古屋工業大学における施設の有効
活用に関する規則」を見直し，スペ」スチャージ（課金対象）範
囲を明確にした。

”③一薪設じ泥マ’ジ四三スご＝ジヨ 齢冒冒”嚇M ’鞠 sジギ三ジミ＝ジ…fジ施殼1だほ；’末学あ教：寅まだほ；”園生が起：業じ ロ嘘曽層 ρ　一　一　幽　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　曹　曹　一　曹　一　ロ　曽　一　一　冒　曹　一　・　“　．　9　一　一　一　一　一　■　一　■　一　曹　■　一　ロ　一　一　曹　一　齢　冒　冒　ロ　，　一　，　冒　層　冒　一　脚　層　一　軸　層　一　一　騨　．　巳

ン施設の有効活用を図る。 た設立3年未満のベンチャー企業，ベンチャー起業を計画している
個人又は団体等が使用できるように10オフィス（室）を用意して
いる。この10オフィスすべてが活用され，このうち2つのオフィ

②大型研究設備などの共同利 一②…天型研究∵計測；舐験設備「 ’血冒 冒；… 瘁迺D度ぼ「’効東的∵肴効酎な蓮用憲図る泥あ1，璽讐ず葵憲調査 一冒一冒一
騨　一　曽　臨　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　曹　鴨　冒　冒　回　辱　一　一　一　一　一　一　曹　一　曹　曹　一　一　一　冒　曹　一　ロ　ロ　一　一　一　一　一　響　一　需　冒　　，　一　ロ　一　，　一　幽　一　一　一　一　一　一　■

用の推進によ’り，設備の効果 の効果的・有効的な活用方法 を計画したものであり，順調に実施できた。
的・有効的な運用を図る。 を検討する。 ・　1000万円以上の大型研究用設備・施設の所有状況，利用頻

度等についてアンケート調査を実施し，その結果を集計・分析し
た。

ウェイト小計

〆．’、＼
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Ill財務内容の改善に関する特記事項

Ill財務内容の改善に関する特記事項

1　外部資金の積極的な獲得　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　、
　（1）外部資金の獲得方策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　外部資金を積極的に獲得し，研究の推進・活性化，産学連携の推進などを図るた三
　　め，次のような方策を行っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　①競争的資金の公募情報を各教員に通知している。従来は，領域長，教育霊長（学i
　　　蜀江），センター長などを通じて各教員に通知していたが，確実に又速やかに公募i
　　　情報を伝えるために，各教員に直接通知するように改めたものである。　　　　　1
　　②学内ホームページに競争的資金の公募情報を掲載し，常時，情報を得ることがi
　　　できるようにしている。各省庁の競争的資金制度・公募状況，財団等の公募状況，i
　　　研究開発・技術開発に対する補助制度の案内などを掲載している。　　　　　　　i
　　③　　　　競争的資金の公募内容に対応する研究実績を有する教員に対し，学術担当理事1
　　　等から当該教員に申請を推奨するなど積極的に働きかけている。
　④本学では，研究環境が競争的・戦略的重点化する中で，先進的研究拠点の実現i
　　　大学と都市機能が一体となった頭脳拠点への展開，産学官連携の新産業創出などi
　　　への挑戦をするとともに，外部資金の導入支援を目指した大学研究活性化経費を1
　　　設けている。この経費は，前年度に科学研究費補助金，・科学技術振興調整費等のi
　　　申請実績があることを申請要件にしている。また，科学研究費補助金等の受入実i
　　　績を採択審査にあたっての評価点に加えている。　　　　　　　　　　　　　　1

　（2）外部資金の積極的な獲得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　①上記のように外部資金の積極的な獲得に努めた結果，約18億1千万円を獲得i
　　　することができた。この金額は，15年度の約15億7千4百万円と比較すると，i
　　　約15％増であり，15年度実績を大きく上回ることができた。また，18億1i
　　　千万円は，16年度の運営費交付金の約33％に相当する。　　　　　　　　　1
　　②このうち，共同研究は174件，受託研究37件の合計211件であり，15i
　　　年度の約12％増であった。（15年度はそれぞれ，151件，38件の合計181
　　　9件。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　③また，共同研究の中には，宇宙航空研究開発機構（以下「JAXA」）との共同i
　　　研究も含まれている。日本が参加している国際宇宙ステーション計画の利用促進i
　　　の一環として，JAXAが新たに設置した国際宇宙ステーション応用利用研究拠1
　　　点推進制度による共・同研究を実施することになったものである。今回，本学に設i
　　　置される応用利用拠点は，国際宇宙ステーションでの微小重力場を利用し地上でi
　　　は作製が困難な新素材の創成を目指すものである。本共同研究は5年間実施され1
　　　る予定である。　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　・i

2　学内予算配分の基本方針の策定等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　1
　（1）学内予算配分の基本方針の策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　①学内予算配分にあたり，収入予算，支出予算などの基本方針を策定し，学内配分i
　　を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　1
　②収入予算については，自己収入の増減が直ちに支出予算に影響することになり，i
　　適切かつ確実な収入、の確保が必要なことから，収入予算区分毎に収入目標額を設i
　　　輸することとした。　　　　　　　　』　　　　　　　「　　　　　　　　　　i
　③支出予算については，人件費は総額管理により適時適切に見直しを図り抑制に努i
　　めることとした。物件費については，従来の予算管理，配分，執行を大幅に変更す1
　　ることは混乱を招く恐れがあるため，前年度配分額をベースに配分することとした。1
　④また，支出予算の配分に当たっては，年度途中の収入不足等の不測の事態及び教i
　　育研究計画の進捗状況の変動に対応するため，期首において予算の5％を留保し，i
　　予備費を計上するとともに，10月以降に本学の財政状況を考慮し，必要に応じ：
　　て当初予算の補正を行い，調整の上追加配分することとした。　　　　　　　　　　i

（2）学長裁量経費

　①学内予算配分にあたり「，学長裁量経費（総額約1億2百万円）を確保した。下
　　記の項目について全学から募集し，学長が選考・決定し，学内配分した。
②学長裁量経費め項目は次のとおりである。

　　・特別教育研究経費
　　　　大学教育の改革推進するための取組，新たな研究分野や領域への挑戦，幅広
　　　い萌芽的研究の推進など，今後概算要求又は21世紀COEプログラムとなり
　　　うる事項の準備として実施するプロジェクトに必要な経費
　　・教育研究改革・改善プロジェクト経費
　　　教育研究内容・体制の改善充実や国際交流の推進など，大学改革への取組や特
　　色ある大学づくりのためのプロジェクトに必要な経費
　　・教育基盤設備充実経費
　　　　教育上必要となる基本的設備で，既存設備の陳腐化対応や，先端設備の新規
　　　導入など，全学的視点からの設備の充実に資するための経費
　　・本学に新たに採用となった教員への助成
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名古屋工業大学

ハ1　自己点検・評価及び情報提供
1　評価の充実に関する目標

中

期

目

標

．○自己点検・評価に関する基本方針
　①自己点検・評価及び第三者評価を厳正に実施するとともに，評価結果を教育，研究，大学運営などの
　　改善に十分に反映させる。

　－．

?期計画 年度計画
進行

�ｵ
判断理由（実施状況等）

ウェ

Cト

○　自己点検・評価の改善に関す ○　自己点検・評価の改善に関す
る具体的方策
@　「全学評価室」が中心とな
@り，大学全体の自己点検・評
@価を定期的に実施する。

る具体的方策
@　「全学評価室」で，大学全
@体の自己点検・評価の定期的
@な実施を検討する。

皿 　前年度の教員及び学科・専攻の教育活動，センター活動，事務局，
?学者選抜，学生支援，附属図書館に係る自己点検・評価を17年
xから毎年度実施することを決定し，それぞれの自己点検・評価実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
D”

冒　冒　冒　一　”　響　P　ρ　一　一　一　一　一　一　一　■　冒　7　F　F　噂　一　一　■　一　■　ロ　ロ　o　層　卿　■　P　■ 一一冒冒

施要卿…策定レ准9＿＿＿一一＿一一＿＿一一一L＿一一一一＿．＿．一＿＿一
，噛・騨一 一一一曹一・甲一一璽ロ冒冒7一幽一一一一一冒，騨一一■ロロ冒冒F一一一一曹曹曹一層一一一嘗璽一一冒一需一一一一一一一一一ロ層一一一曽曹

○　評価結果を大学運営の改善に ○　評価結果を大学運営の改善に
活用するための具体的方策
@　　自己点検・評価結果及び
@第三者評価結果を，大学全体
@で，教育，研究，大学運営な
@どに速やかに反映させるシス

活用するための具体的方策
@　自己点検・評価結果を，大
@学全体で，教育，研究，大学
@運営などに速やかに反映させ
@るシステムを整備する。

皿 ・　自己点検・評価及び第三者評価に関する事項を大学全体で一括
ｵて担当する常設の機関として全学評価室を16年4月に設置し
ｽ。全学評価室は，学長が指名する理事，副学長，領域長，教育
ﾞ長（学科長），専攻長，センター長及び事務局の部長などで構

テムを整備する。 成している。・　16年度に全学評価室で，上記の自己点検・評価の定期的な実

{項目にあるように，自己点検・評価を実施することを決定し，
ﾀ施要項を策定した。この実施要項の中で，点検・評価蓼目に，

@「改善すべき点又は工夫すれば成果や効果があがると考λられる
_」をあげ，これらの事項があった場合，次年度の点検・評価で

@「どのような改善又は工夫を行ったかの報告」を求める項目を設
円した。

ウェイト小計

戸1_ ズ．．．． _

＼、．　〆
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名古屋工業大学

ハ1　自己点検・評価及び情報提供
2　情報公開等の推進に関する目標

中

期

目

標

○大学情報の積極的な公開・提供及び広報に関する基本方針
①　　　教育研究活動，大学運営の状況などに関する情報提供の充実を図る。

中期計画 年度計画
進行

�ｵ
判断理由（実施状況等）

ウェ

Cト
○　大学情報の積極的な公開・提 ○　大学情報の積極的な公開・提

供及び広報に関する具体的方策 「供及び広報に関する具体的方策
①平成16年度に，広報の在 ①広報の在り方等について， 皿 受験産業や広告社など学外者の意見も聴き，「名古屋工業大学広

り方等について，学外者の意 学外者の意見も聴いて「広報 報プラン」を策定した。この「広報プラン」は，「広報プランの目
見も聴いて「広報プラン」を プラン」を策定する。 的」，「広報の基本方針」，「広報の内容」，「広報の方法」，「広報計

凸り

　策定する。

A平成16年度までに，教育，
曽一 A一一害毒；’耕究；．草箒轟轟萢　芝曹 一1『 画縫認識論瀬戸略報ヲラ冴一に基ヲぎr下灘度 騨胃。ロロ o　一　冒　一　一　一　ロ　一　一　ロ　ロ　一　一　一　曹　曹　曹　一　■　■　一　一　ρ　卿　騨　鱒　申　，　一　r　稠　r　冒　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　■　一　一　伽　一　曽　騨　冒　一　一　一　一　曹　一　一　■　一　卿　一　縛　冒

研究，社会貢献などに関する に関する学内外活動情報の一 の広報計画を策定することにより，教育，研究，社会貢献などに関
学内外活動情報の一元化と発 元化と発信を図る体制を整備 する学内外活動情報の一元化を図るとともに，広報誌の発行，ボー
信を図る体制を整備する。 ．する。 ムページ，学内外での行事の開催などの方法により，情報発信を行

う体制を整備し，17年度から実施することを決定した。

③在学生の保護者に，本学に 皿 年2回（8月・2月），本学の広報誌である「学園だより」及び
おける学生生活の実態を周知 卒業生の団体である名古屋工業会の機関誌である「ごきそ」を在学
するために，本学広報誌を送 生の保護者に送付した。
付するなど，大学生活実態の また，ホームページをリニューアルし，トップ画面に「在学生の
情報を積極的に提供する。 保護者の方へ」のサイトを設け，必要な情報をすぐに得られるよう

．③学内での評価や点検に関す ’τfき津明度以降翼施め泥’あ「，讐曽曽腫’ 一一一一一

にした。■　一　■　一　「　辱　騨　鴨　一　轄　曽　曽　ロ　層　冒　曹　冒　曹　曹　一　一　曹　一　一　一　一　一　一　ρ　噂　”　脚　冒　－　冒　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　■　■　一　一　一　一　一　■　，　鱒　”　一　一　噂　轄　一　〇　一　曽

一冒冒一口 一　冒　一　曹　一　曹　曹　一　一　一　一　一　，　”　■　一　．　一　”　●　，　冒　．　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　■　一　一　一　一　騨　一　鱒　囎　，　，　ロ　冒　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　曹　一　璽　曽　卿　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一

る報告書等を広く公開する。 16年度は年度計画なし）

ウェイト小計

5

一39一



h1　自己点検・評価及び情報提供に関する特記事項

1．自己点検・評価実施要項の策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　（1）教員及び学科・専攻の教育活動，センター活動，事務局，入学者選抜，学生支援，i
　　附属図書館の自己点検・評価を定期的に実施するため，それぞれ自己点検・評価実1
　　施要項を策定した。　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　i
　（2）評価項目は，①教育活動，センター活動などを実施した結果，当初の目標は達成i
　　できたか，②活動の実施にあたり力点をおいた点，工夫を行うた点，③活動を実施i
　　した結果，改善が必要と考えられる点，又は更に工夫すれば効果があがると考えらi
　　れる点，④教育活動については，ガイダンスやオフィスアワーの実施状況などであ；
　　る。　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　（3）また，前年度に活動を実施した結果，改善が必要と考えられる点，又は更に工夫i
　　すれば効果があがると考えられる点があった場合，次年度にどのような改善又は工1
　　夫を行ったかを自己点検・評価するこ、とにした。　　1　　　　　　　　　　　　i

2．広報プランの策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　（1）教育・研究活動など大学全般の活動状況に関する情報を学外に積極的に発信してi
　　いくとともに広報活動の充実と活性化を図ることを目的として，「名古屋工業大学広i
　報プラン」を策定した。　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　i
（2）この広報プランは，①広報プランの目的，②広報の基本方針，③広報の内容，④1

　　広報の方法，⑤広報計画の策定からなっている。　　　　　　　　’　　　　　　i
　（3）広報の内容は，発信する情報の活動内容であり，教育活動，研究活動，産学官連i
　携活動，社会貢献活動，国際交流活動，管理・運営の状況などである。　　　　　　i
　　広報の方法は，情報を発信する方法であり，広報誌の発行，ホームページによる1　（4＞

　　情報発信，大学説明会の開催など学内外行事を通じた情報発信，報道機関等を通じi
　　た情報発信などである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　（5）広報計画の策定では，毎年度，年度初めに当該年度の広報計画を策定することにi
　　している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

／Fア、、
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名古屋工業大学

V　その他業務運営に関する重要事項
1　施設設備の整備・活用等に関する目標．

中

期

目

標

①教育研究の進展状況及び既存施設の点検・評価を踏まえ．長期的視点に立った施設整備を行う。

騰翻難羅鵡欝磐顯雛騰早継：纒羅纏羅鰯識馨弁を行う・
④　　安全と環境に配慮した施設整備づくりを図る。

中期計画 年度計画
進行

�ｵ
判断理由（実施状況等）

ウェ

Cト
○　施設等の整備に関する具体的 ○　施設等の整備に関する具体的

方策 方策
①豊かな教育研究環境と安全
@で快適なキャンパスライフを
@実現するため，「施設マネジ

①豊かな教育研究環境と安全
@で快適なキャンパスライフを
@実現するため，「施設マネジ

皿 ・　敷地境界のよう壁目地の破損等により，付近を通行する車両や通行人に危害が及ぶ恐れがあるため，よう壁を改修（高さ＝0．8～

P，8m，長さ；118m）し，安全を確保した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
f

メント本部」を中心に，次の
ﾏ点から施設設備の整備を図

メント本部」を中心に，施設設備の整備を図る。 ・　築後15～17年経過した1号館を対象に，外壁タイルの劣化状況調査を実施した。調査の結果，剥離がほとんど無いことが確

る。 ・　敷地境界よう壁の改修の 認できた。
・周辺地域と一体感をもたせ 実施。建物の外壁タイル剥 ・　築後36年経過した職員宿舎の耐震性能把握のため耐震診断を
た広場・交流ゾーンなど 離状況などの劣化調査，職 実施した結果，耐震指標（IS値）が文部科学省基準0．7に満
の，屋外環境の整備 員宿舎の耐震診断を実施 たなかった（0．61）ため，改修計画を作成した。

・国際交流拠点および地域社会における知的交流拠点と し，改修計画を作成する。　　　　　　　　冒

しての整備
・ナノテクノロジーなどの先
端的，高度化した研究や大
型実験に対応できる研究環
境の整備

・広く社会に開かれた大学と
して，身体障害者や高齢者

冒

等へ配慮したユニバーサル 一

デザイン対応の整備
・学生のための自学自習の場
の確保

・学生の視点からの学生生活
支援施設，課外活動施設等
の整備

・安全性，機能性を確保する
・些　　．

ための改修
・遠隔教育などの新しい教育
研究方式の導入や大学業務
の更なる電子化に対応でき 宕

るキャンパス情報ネットワ
一クの拡充整備 、

・地球環境保護のための省工
ネル三一の推進，再生資源
の活用を踏まえた整備

②　本学の教育研究体制等の 隔て「盛多二度以降更施めヲ三「きδ～一■f6孟1…夏 ■9一一 ・　曽　曽　噛　o　曽　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　ρ　騨　噂　璽　，　噸　層　ロ　冒　ロ　冒　冒　曹　冒　冒　冒　一　一　■　一　一　■　一　一　辱　r　一　”　需　．　層　曹　・　o　冒　幽　一　冒　冒　冒　冒　一　一　一　曹　一
一■一一一 嗣”．9曽一一一一一冒一曹一一一一，一〇．．冒一冒一一曹一一一騨曙，o冒一曹一曹一一一顧一ロ冒冒一一一一一一一騨一〇一一一騨鱒．曽ロー

変化を踏まえ，．「施設マネジ は年度計画なし）、
メント本部」を中心に施設長
期計画を策定する。

冒冒冒冒ロー一一一一一一一一一曹一一一一一一一塵一一ρ一一9一一冑一 脚劇r胃 冒一一冒冒冒冒ロ冒曹曹一曹曹冒曹一一一曹一■塵一一一F一冒，冒一冒一一一■一曹曹一幽一一一一一一一一一一一一冒冒冒冒一一冒ロロ冒冒一一 曹曹一一一 嘘9F一一F需冒冒一一一曹一一一曽一一一一，冒冒，曹曹曹一一一幽騨，層，曹一一一一一幽F，需一曹曹曹一一一r，雪曹一曽一rFr一一一一

○　施設等の有効活用及び維持管 ○　施設等の有効活用及び維持管
理に関する具体的方策 理に関する具体的方策
①　「名古屋工業大学における ①　「名古屋工業大学における 皿 施設のより一層の流動化を図るため，スペースチャージ制度導入 「

施設の有効活用に関する規 施設の有効活用に関する規 を決定した。これに伴い「名古屋工業大学における施設の有効活用

一41



則」（平成13年10月制定） 則」（平成13年10月制定） に関する規則」を見直し，スペースチャージ（課金対象）範囲を明
を見直し，より一層の施設の を見直し，より一層の施設の 確にした。

　有効活用を図る。

A施設利用の流動化の促進

　　査効活鳳を図る、一’鱒②．施設莉用’の流動花’め健遙’”

一面冒 冒． P庵設莉角奇流動花1万促進ど鯛亨防的修繕’（ラ噸ヌ’ジテ：チツズダを 幽一一曽－ 璽一一凹一一曹一曹一一一冒．幽辱一騨一一一一一一－冒”甲一一一一一一冒冑一■■一ロー一一冒”一凹■一一一一ロー一一臼一一■■■一一一一

と，予防的修繕（プリメンテ と，．予防的修繕（プリメンテ 実施するための財源を確保するためスペースチャージ制度導入を決
ナンス）を実施するための財 ナンス）を実施するための財 定した。

源を確保するため，平成17 源を確保するため，スペース
年度からスペースチャージ制 チャージ制度などの実施方策
度を導入する。 を検討する。．

層r－一一辱幽一幽一一璽一ロロ曹一胃一一一一一一■一冒冒騨一一一一嘗一一一冒回冒一一幽一曽一曽一曹曹一ロ帰FF一一 @一一一曽曽曽一，糟一

③　学際領域の研究や各種競争
瞬曹 B’一学際領域め研究：や喀一種競事 ’nr 曹一 J際領域の研究や：各種競争的資金にま’る研究活動の場を創出’ずる 一層一圃一

的資金による研究活動の場を 的資金による研究活動の場を ．ために，オープンラボを新たに3室，100㎡整備した。
創出するために，一層の施設 創出するために，一層の施設 一

　の有効活用を図る。
C　近隣の公的研究機関及び民
@間企業等が保有する施設と本

一ず鶉三三ケゼラ罰　　クスセンターの施設と本学施

一皿一 ”本学デ〃フマフンミ＝＝ジ…fジモロジダニ売端計測努祈蔀門ど頁羽団法天

tァインセラミックスセンターとが，計測分析機器の相互活用及び

■一一一冒
冒　”　噛　．曽9一　一　一一一　一　一一一　，騨層一一一　一一　一冒　ロ　ロ　冒　冒　曹｝　尊　騨　一　一　一　一　ロ冒　一　ロ　●　，　冒　ロー　一　■　一　一　一　一一　ロ　一　冒　冒　冒－F　申　一　一　一　■　■　■

学施設と．の相互利用を拡大す 設の相互利用を実施する。 人的交流などについて連携することを計画したものであり，連携に
る。 闘i．る協定壼：績結レた∫，＿，一一一一＿＿一＿一一一＿＿．＿一＿＿一＿一

一幽一一幽
一　■　一　一　ロ曹冒　r　停　＿一　一　幽　■　一　一　ロ　ロ　冒　曹　F　F　一　一一　曽　曹曹冒　一曹　旧　rP一　一　一一　一　■　一　一　曹一　冒　一　一　，　F　一　一　一　幽　凹　一　曹曹　一　層　冒　一　，　騨　P　一　一　一

⑤施設の劣化状況等を把握す ’て171年度が’ら夏施め泥あ『，”一f6年度 曹一曹一

るためのマニュアルづくり は年度計画なし）
と，それに基づく予防的修繕
（プリ．メンテナンス）を平成

17年度から実施する。

ウェイト小計
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名古屋工業大学

V　その他業務運営に関する重要事項
2　安全管理に関する目標

中

期

目

標

○安全管理1・事故防止に関する基本方針
　①安全なキャンパスづくりを目指し，教育研究活動が安全かつ円滑に遂行されるように，安全衛生管理
　　及び防災，防犯対策を実施する。

中期計画 年度計画
進行

�ｵ
判断理由（実施状況等）

ウェ

Cト
○　労働安全衛生法等を踏まえた ○　労働安全衛生法等を踏まえた
安全管理・事故防止に関する具 安全管理・事故防止に関する具
体的方策 体的方策 1

①　学内の全ての施設・設備を （17年度から実施のため，16年 IV ・　図書館の非常口の誘導灯を増設した。
再点検し，必要な改修を行う。 度は年度計画なし） ・　セラミックス基盤工学研究センターに，薬品を体に浴びたとき

，，

にその薬品を洗浄できるように緊急シャワーを2台設置した。
・　これらは，16年度の年度計画には挙げていないが，早急な設

②安全衛生管理体制を確立す
@る．ため，現行の「安全管理委
@員会」をより充実する形で平
@成16年度に「安全衛生・危
@機管理対策本部」を設置する。

曽’

@…安置下酒管理体制1養羅立す
@　るため，現行の「安全管理委
@　員会」をより充実する形で「安
@　全衛生・危機管理対策本部」　　を設置し，職員と学生を含め

冒曹一一一M
・璽難解朧鍬舞蔀rを難じ；一と撚蔀醗管　理委員会及び安全衛生委員会を置くことで総合的な安全衛生管理　体制を確立した。また，「安全衛生・危機管理対策本部」の業務　及び事務を行うため，安全・保健センターに専任職員を置いた。・　労働安全衛生法等において労働者に実施が義務付けられる特殊

一冒一一曹 一　一　一　一　一　，　，　・　騨　o　謄　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　一　一　一　一　一　曹　一　一　一　曹　一　騨　一　一　騨　冒　冒　曽　一　一　一　一　曹　一　曹一　一　一　昌　一　一　嘘　一　〇　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　讐　即　一　需　一

て，健康管理と安全衛生につ 健康診断などの健康管理を，職員だけでなく学生にも行った。
いて総合的管理を行う。 ・　定期健康診断又は人間ドックの結果に基づき，有所見者には医

ダ

療機関の受診結果を報告させる事で，職員一人一人の健康管理を
行った。また，健康教室を開催することで，有所見となった職員
に直接健康指導を行った。

・　定期的に作業環境測定や産業医巡視・衛生管理者巡視を行うこ
iノ とによ．り，建物及び実験室等における安全衛生管理を行った。

・　安全衛生監査により学内の安全衛生の状況を確認し，改善のた
めの対策をした。

・　労働安全衛生のホームページを学内に向け公開し，いつでも安
全衛生活動の情報が入手できるようにした。

・　全国労働衛生週間，全国交通安全運動などに際し，学内の意識
向上のため，正門に看板を掲示したり，学内各所にポスターを掲
示した。

・　適切な害虫駆除を行った。
・　心臓突然死の主な原因である心室細動時の救命のため，AED

（自動体外式除細動器）1台を学内に配備した。また，人工呼吸

③教職員の意識向上のための
ロー A…教職員傭識両王’めだあ；一’ 一血一

一；鴨善旧離羅響縞謀長購，労働災害ど事業韻任」
一一一F， 一　冒　ロ冒一一　一　一一一曹一　一一　一雫辱，一一曹曹曹一一　一　一　一　F　一　，　一　一　冒　一一一　一曽一一　申　一　一一　ロー　一　一　■　一　一　一　一　辱r曹　ロ　ロ　一　■　一　一　一　脚　胃　冒

研修会を実施する。 労働衛生に関する講習会を開 に関する講習会を教職員を対象に開催し，安全衛生，労働災害・
催する。 事故防止に対する意識向上を図った。

・　より一層の安全管理が求められるクレーン，局所排気装置及び
動力シャーに関して，技術職員が講師となり学内で安全講習会（計

④衛生管理者等の有資格者を
@増加させるため，技術職員等

一’ B’禰笙管理著等の肴賓1落著葛
@　増加させるため，技術職員等

舳皿冒

・；ユ
mmu緯紮環翻隔てi灘鱗配名）破齪　取得させた。

ロー一一一 一一一「一．一 C曽曽冒冒曹一一一一騨”．．一一一一一一一一一一鰯騨一畜冒冒一一曹一一藺鞠冒冒冒一一■ρ．一．9冒一一一一一騨．ローロー■

の免許取得，講習会等への参 の免許取得，講習会等への参 ・　学内の安全講習会の講師養成のため，技術職員を安全教育講習
加などの方策を講じる。 加などの方策を講じる。 会等に参加させた。（計2名）

・　業務に必要な作業主任者等の資格を，職員に取得させた。（計

○　学生等の安全確保等に関する σ冒學笙等そわ安至i確保等一だ関ずる一 曹一一一

＿L呈名）嘘『一＿＿＿一＿＿＝一＿一二＿一＿一＿＿＿一．一．＿＿一一一一
一一一一一 一一一一一雪需一一■一曽曽一F一，冒一冒一曹一一一一一一胃r躍一■ロー凹一一F冒冒曹冒一一一一，騨r曹曹一一＿r冒曹一一一一F謄一曹一

具体的方策 具体的方策 「

①平成16年度に，地震，火 ①地震，火災・水害時の避難 皿 ・　東海地震などの地震を中心に1火災などの起こりうる災害時に

▽43一、



災・水害時の避難・誘導体 ・誘導体制，学生・教職員の おいて，避難・誘導体制，学生・教職員の安否確認等，安全確保を
制，学生・教職員の安否確認 安否確認等，大学の教育研究 最優先とした「名古屋工業大学防災マニュアル」を作成し，従来
等，大学の教育研究・運営に ・運営に至る全般的危機管理 の消防体制を組み込んだ一つの体制で災害に対応できるように防
至る全般的危機管理のマニュ のマニュアルを作成し，防災 災体制を整備した。
アルを作成し，防災体制を整 体制を整備する。 ・　大学全体の防災マニュアルとともに，初動としての各建物で管
備する。 理する防災マニュアルの雛形を作成した。

・　各建物の責任者で構成する館長連絡会（計2回）を開催した。
この連絡会で館長を指導することで，．館長が細やかな対応がで

②平成15年度に策定した毒 髄て丁匹年度がら翼施め泥あ’，一一f6年度’ ■凹■一

＿き．る体劃葦：確立レた四＿＿＿一一＿＿一一一一二一＿＿＿一一一一＿一＿一一
曹胃一一畠 一一一一曽■一曹一一，需冒，F一一一幽一一一一曹膠騨一P一一一一一 }ー一曹一”一一幽一一髄曹ローロ冒冒F7F一一一一一一一曹曹曹騨冒，

劇物；放射線・核燃料物質の は年度計画なし）
安全管理に関するシステムを
平成19年度までに点検し，

　一層の安全管理を図る。
B建物への入退館システムの ’て17；年度がら葵施めだ概曹’f6璃要 一1▽’ ’；ロ” h犯万ヌラ百吾を増設σだ；ロ’（：従莱ほ一§「台：∫一と矛〔だよ｝ラ丁従莱 一曽■一一 ’ロ”冒一一…一一’一’曹冒冒冒…’曽一一一’”一 jー’一…’一一．一一一一ロ．冒一一p’．一一’’’’”ロ

設置，防犯カメラの設置，街 は年度計画なし） は監視できなかったエリアも監視することが可能となった。
灯の整備及び夜間警備の強化 ・　これは，16年度の年度計画には挙げていないが，早急な設置
などの防犯対策のさらなる強 が必要なことから実施した。
化を実施する。

，　冒　一　一一曹曹一一曹曹曹曹曹冒　ロ　需　騨　F　一　一　■　一　一一　一冒曹　■　一　冒　冒　冒　胃　r　一　一　一　藺　一曹　一曹曹　一曹曹，冒　瞬　冒　｝　騨　一　一一一　　一　一　幽　一　魑　一髄　■　曹

④平成16年度に情報セキ
一一

A曽稽報モ：ギ三uテ7ポリジ＝曹 一盃曹 ’層“ 囑ｼ舌屋工業天学情報ゼギ三刀一デ；～ポ’1〕ロジニ］一’を策定u；’適正な ■一一一口

ユリティポリシーを策定し， を策定し，適正な情報管理に 情報管理に関する基本方策を定めた。既存システムのうち，「授業
適正な情報管理に関する基本 関する基本方策を定めるとと 料債権管理システム」，「給与連携システム」，「資産支援システム」

方策を定めるとともに，情報 もに，情報システムの整備を 及び「情報公開システム」を整備した。
システムの整備を図る。 図る。

ウェイト小計
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名古屋工業大学

V　その他の業務運営に関する重要事項に関する特記事項

1　施設の有効活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬　安全衛生に関する取組
　施設の有効活用を推進するため次の措置を講じた。　　　　　　　　　　　　　　i
1．施設の有効活用に関する規程の制定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　（D　「名古屋工業大学における施設の有効活用に関する規程」を制定し，全学的視i
　　点に立った施設運営，施設の点検・評価に基づく効率的な利用を推進する。　　　i
　（2）同規程で，「教育研究に関する施設」を指定し，教育研究を円滑に行うために，1
　　全学的見地に立って使用面積，諸室の配分及び配置等の見直しを行い，施設使用i
　　の改善を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

2．繭紬に関する搬の分類の齪　　　　　　　i
　　①A類教員（教授，助教授，講師及び助手）が日常的に滞在し，研究に用いi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　る施設
　　②B類教員がその研究と論文指導のための教育（卒業研究，大学院）に用いi
　　　　　　　る施設（例：実験室，研究用計算機室，学生居室，ゼミ室，薬品諸等）i
　　③C類学部学生の実験実習のみに使っている施設（例：学生実験室，製図室1
　　　　　　　等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　④D類　部局の運営に必要な施設等（例：演習室，コピー室，リフレッシュルi
　　　　　　　一ム等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　⑤E類プロジェクト研究用に弾力的に使用するオープンラボラトリーの施設i
　　⑥F類複数の部局あるいは教育研究のために共同で利用する施設（例：講義i
　　　　　　　室，会議室，教育計算機用端末機室等）　　　　　　　　　　　　　i

3．共用スペースの確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　（1）校舎の新増築を行う場合は，新増築面積の20％以上をオープンラボラトリーにi
　　充てるほか，可能な限り共用スペースを設けること。共用スペースは，教員個人i
　　や特定部局が占有することなく，教育研究のために全学共通で利用するスペースi
　　とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　（2）また，既存校舎の大規模改修を行う場合は，共用スペースの確保に努めることi
　　とし，共用スペースは，可能な限りオープンラボラトリーに充てることとする。　i

4．オープンラボラトリーの確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　（1）オープンラボラトリーは，共用スペースのうち，プロジェクト的研究や，組織i
　　の枠を越えた研究活動等に対応するため，弾力的，流動的に利用できるスペースi
　　とする。17年3月現在，34室，1，433㎡を確保している。　　　　　　　　　　i
　（2）オーブンラボラトリーを使用できるのは，学際的，先端的な研究を行う学内のi
　　教員個人及び研究チーム（学外者との共同研究を含む。）とする。使用者は公募し，1
　　使用を希望する教員個人や研究チームの代表者からの申請に基づき，学長が許可i
　　する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　（3）また，使用期間は原則として5年以内であり，使用料を徴収している。　　　i

5．スペースチャージ制度の導入
　（1）施設の効果的・有効的な運用を図るため，「教育研究に関する施設」に使用料を1
　　課す，スペースチャージ制度を平成17年度から導入することを決定した。　　　i
　（2）使用料を課す対象は，「（2）教育研究に関する施設の分類」のうちのA類及びi
　　B類の施設とする。　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　（3）すべての教員に対し，その使用面積のうち25㎡を基礎控除し，25㎡を超える使1
　　用面積について，使用料を課すこととした。徴収した使用料は，施設の予防二二i
　　繕（プリメンテナンス）を実施するための財源とすることとした。　　　　　　i

1．ホームページによる情報提供
　（D職員，一学生等の安全と衛生（健康）を守るために，学内ホームページに．「安全
　　衛生のページ」を設けて，必要な情報を提供することとした。
　　（2）情報提供している主な事項は，次のとおりである。
　　①労働安全衛生法等の法令，本学の学内規定等
　　②安全を確保するため，一般的に知っておいて欲しい事項を箇条書きにまとめ
　　　た安全の心得
　　③表醗廼礫鶉薯場合に・知っておいて欲しい基本的な安全ポイントを図

　　④薬品類を使用する場合に，知っ》こおく必要がある有害性情報，応急措置など
　　　の注意事項
　　⑤定期自主検査・始業点検，日常点検の実施方法等

2．安全衛生監査の実施
　（1）労働安全衛生親等の法令及び本学の学内規定に定められた安全衛生に関する措
　　置が適切に行われているかを確認するため，安全衛生監査を実施することとした。
　（2）監査の実施は，本学にお砥て．いる安全管理者，衛生管理者，産業医等（いずれも
　　本学職員）の中から，・学長が監査員を任命して，実施することとした。
　（3）監査員は，監査を実施した結果について，報告書を作成し学長に報告する。
　　報告書には，監査で発見した改善等を要するとされたものについての対応』（案）
　　も示すこととした。
　（4｝16年度の監査の中で，「図書館に非常口の表示を追加設置する必要がある」こ
　　とが指摘された。この指摘に受けて，誘導灯を増設した。
　㈲監査ではないが，衛生管理者の巡視の中で，　「セラミックス基盤工学研究セン
　　ターに，薬品を体に浴びたときにその薬品を洗浄できるように緊急シャワーを設
　　置する必要がある。」ことが指摘された。この指摘を受けて，緊急シャワー2台を
　　同センターに設置した。

3．安全講習会の実施
　　学内における安全衛生教育として，クレーン，ドラフトチャンバー，動力シャー
　に関する安全講習会を，本学の技術職員が講師となり開催した。

汗45一



名古屋工業大学　’

W予算（人件費見積もりを含む。），収支計画及び資金計画

中　期　計　画 年　度　計　画 実　績

1　短期借入金の限度額 1　短期借入金の限度額

14億円 14億円 該当なし

2　想定される理由 2　想定される理由
運営費交付金の受入れ遅延及び事故の発生等に 運営費交付金の受入れ遅延及び事故の発生等に

より緊急に必要となる対策費として借り入れする より緊急に必要となる対策費として借り入れする
ことも想定される。 ことも想定される。

’

糊重要財産を譲渡し，又は担保に供する計画

．中　期　計　画 年度　計　画 実績

該当なし ．鞘なし 該当なし

中　期　計　画 年　度　計　画 実　績

教育研究の質の向上及び組織運営の改善に充てる。 教育研究の質の向上及び組織運営の改善に充てる。
該当なし

F
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名古屋工業大学

X　そ　　の　　他 1　施設・設備に関する計画

中　期　計　画 年　度　計　画 実績

r

F

施設・設備の内容 予定額（百万円） 財　　源 施設・設備の内容 予定額（百万円） 財　　源 施設・設備の内容 決定額（百万円） 財　　源

総額 施設整備費補助金 総額 施設整備費補助金 総額 施設整備費補助金
（168） （　28） （　45）

小規模改修 168
船舶建造費補助金
@　　　　　（　　） 小規模改修 28

船舶建造費補助金1
@　　　　　（　　） 小規模改修 45

船舶建造費補助金
@　　　　　（　　）

長期借入金 長期借入金 長期借入金
（　　） （　　） 総合研究棟改修 （　　）

国立大学財務・経営セン 国立大学財務・経営セン 国立大学財務・経営セン
ター施設費交付金 ター施設費交付金、 ター施設費交付金，

（　　） （　　） （　　）

O　計画の実施状況等　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　年度計画の予定額と実績の決定額の差は，平成16年度補正予算において，総合研究棟の改修工事が1
　　認められ，・その内，設計について実施したため生じたものである。　　　　　　　．　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　・　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

一47一

P

睾



名古屋工業大学

X　そ　　の　　他 2　人事に関する計画

中　期　計　画 年　度　計　画 実　績

1　教員 1　教員
（1）任期制の活用方針 （1）任期制の活用方針 「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」

①既に行っている任期付き教員に加え，任期付き教員の拡大につ ①学内センターの任期付き教員を増加する。 P29ド参照
いて検討を進める。 ②公募制度を推進する。 P29，参照

8鞭左回難塾性礫鵠騒講鵠灸め。先端 ③重点領域の研究を推進するための先端研究者を特任教授く仮称）
@として任期付で採用する制度を設ける。

P29，参照　　　　　一

研究者を特任教授（仮称）として任期付で採用する制度を設ける。 ④　競争的資金による若手の任期付研究員等の積極的な採用制度を P30，参照
④平成16年度末までに，．競争的資金による若手の任期付研究員 確立する。

等の積極的な採用制度を確立する』

（2）人材育成の方針 （2）人材育成の方針 「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」

①　平成17年度末までに，全教員の個人評価を試行し，平成18 ①　教員の個人評価について，評価者，評価内容・方法など具体的 P29，参照
年度から実施する。 事項について検討する。

②　平成16年度に，教員の資質向上のため，サバティカル制度を ②教員の資質向上のため，サバティカル制度を設ける。 P29，参照
設ける。

（3）人事交流の方針 （3）人事交流の方針 「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」．

①教員構成の多様化を図るため，他大学及び企業経験者からの採 ①教員構成の多様化を図るため，他大学経験者を採用する。 P29，参照
用を積極的に推進する。

（4）外国人・女性等の教員採用の促進
①外国人，女性の教員採用を積極的に推進する。外国人教員につ ㌧

いては，国際公募をするなどの方法を導入する。

（5）人員（人件費）管理 （4）人員（人件費）管理 「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」

①教員の人員管理は「人事企画院」で行い，併せて大学全体の職 ．　　教員の人事管理は「人事企画院」で行い，併せて大学全体の職員 P30，参照
員の人員管理を役員会で行う。 の人員管理を役員会で行う。

2　職員 2　職員
（1）人材育成の方針 （1）人材育成の方針．

①事務職員の業務実績や適正について，現在の勤務評定の方法を
基本として評価するシステムを構築する。

②大学運営の各専門分野のスペシャリストを養成するため，語学，
国際交流，労務管理，財務会計，知的所有権等の業務に関する専
門研修の機会を設ける。 「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」

③　事務職員（幹部職員を含む。）の専門性と経営能力を高めるた ①事務職員（幹部職員を含む。）の専門性と経営能力を高めるた P30，参照
め，既に実施している企業等における実地研修を充実する。 め，企業等における実地研修を実施する。

④　技術職員の資質向上等について充分な検討を行い，専門的な技 ②技術職員の技術力をより高めるため，専門技術研修を実施する。 ．P30，参照
術職員の養成，資格取得の方策を講ずる。また，技術職員の技術
力をより高めるため，学外で開催される高度技術研修にも参加さ
せる。

（2）人事交流の方針 「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」

（2）人事交流の方針 ①国立大学法人間との人事交流を積極的に実施する。 P30，参照
①　国立大学法人間との人事交流を積極的に実施するほか，私立大

学・地方公共団体・民間企業との人事交流についても検討する。
（3）人員（人件費）管理

（3）人員（人件費）管理 「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」

①事務等の効率化・合理化による職員の再配置を行う。 ①大学全体の職員の人員管理を役員会で行う。 P30，参照
②職員の人事管理は，役員会で行う。

〆マ＼ ／

＼　　　／
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名古屋工業大学

（参考）

平成16年度

（1）　常勤職員数 538人
（2）　任期付職員数 10人
（3）①　人件費総額（退職手当を除く） 6，087百万円

②経常収益に対する人件費の割合 60．0％
③外部資金により手当した人件費を除い 5，900百万

た人件費
④外部資金を除いた経常収益に対する上 65．40記③の割合

⑤標準的な常勤職員の週あたりの勤務時間 40時間　　分
として規定されている時間数

’

｝

！
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○　別表　（学部の学科，研究科の専攻等）

学部の学科，研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

（a｝ （b｝ （b｝／（a｝×100

（名） （名） （％）

工学部第一部
生命・物質工学科 155 158 102
環境材料工学科 95 100 105
機械工学科 185 190 103
電気電子工学科 140 151 108
情報工学科 165 171 104
建築・デザイン工学科 80 83 104
都市社会工学科 90 92 102
応用化学科 390・ 404 104
材料工学科 495 545 110
機械工学科 420 500 119
生産システム工学科 300 318 106
電気情報工学科 510 550 108
知能情報システム学科　’ 180 197 109
社会開発工学科 315 356 113
システムマネジメント工学科 120 151 126
3年次編入学 20 69 345

工学部第二部・
物質工学科 40 40 100
機械工学科 180 240 133
電気情報工学科 260 297 114
社会開発工学科 1’80 213 118
応用化学科 220 238 108

工学研究科
物質工学専攻 230 356 ．155

う、ち博士前期課程 216 313 145
博士後期課程 14 43 307

機能工学専攻 198 266 134
うち博士前期課程 186 249 134

博士後期課程 12 17 142
情報工学専攻　　　　　　　　　　　　　　／ 166 299 18平

うち博士前期課程 156 ’270 173
博士後期課程 10 29 290

社会工学専攻 140 175 125
うち博士前期課程 132 159 120

博士後期課程 8 16 200
都市循環システム工学専攻 111 126 1141

うち博士前期課程 66 72 109
博士後期課程 45 54 120

産業戦略工学専攻 30 58 193
うち博士前期課程 30 58 193

物質工学専攻 5 19
うち博士前期課程 6

うち博士後期課程 5 13 260
生産システム工学専攻 8 15

うち博士前期課程 5

うち博士後期課程 8 10 125
電気情報工学専攻 6 23

うち博士前期課程 8

うち博士後期課程 6 ！5 250
社会開発工学専攻 3 18

うち博士前期課程 0

うち博士後期課程 3 18 600
システムマネジメント工学専攻

　　　1／．「＝『執

うち博士前期課程

…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋工業大学…

…

…

　　　　15年度の専攻の再編整備前の専攻である物質工学専攻，生産システム工学専攻，電気情報工学専1注：

i．猫零講艘磁亨会蹴差華騰肇錦薯鱗齢疑奮進行が終了

i
i。計画。実施状況等

i　工審部騨騰耀鰭羅棄禦齪鐸羅躍羅能撃輪
i　②く購緯聯ちいては，編入学希望者が多、，本学。教育研究環境の許す範囲、、おいて，

i工学謙縢黎人灘綴緬離2謙雛樵磁灘孕二を
iおり難礫騰藏懸職燃翻鴨装・轍限・優秀な人材・確

i　②．外鵬灘、鷺講轡ぼ棚騰籔観。、が応留学生

i　③騰蝿警犠皇讐藻縫難瞭冒纏響塁婁撚葬
i　生が多くいるため・（騰合計56名のうち30名（53・5％））

i
i
i
i
i
i
i
i

．i

i
i
i
…

i　　　　　　　　　　．．、
…

璽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼・　’
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ρ平成16事業年度に係る業務の実績に関する報告書国立大学法人名古屋工業大学○　大学の概要（1）現況　　�@　大学名　　　　名古屋工業大学　　�A　所在地　　　　愛知県名古屋市　　�B　役員の状況　　　　学長名　松井　信行　　　　理事数　　　　　3人　　　　監事数　　　　　2人　　�C　学部等の構成　　　　学部　　　　研究科　　　　教育研究センター等�D学生数及び教職員数学生数　　工学部第一部　　　　　工学部第二部　　　　　工学研究科教職員数　教員　　　　　職員（2）大学の基本的な目標等　　　本学の基本構想は「工科大学構想」である。「工科大学構想」は，本学が，世界のもの　づくりの中心地である中京地区の工学リーダーとして，技術イノベーションと産業振　興を牽引するにふさわしい高度で充実した教育研究体制を整備し，国内の工科系大学　のみならず，世界の工科系大学と連携することにより，工科大学の世界拠点として，　異分野との融合による新たな科学技術を創成し，有為の人材を数多く世に送り出そう　　とする構想である。　　この基本構想を実現するための教育研究理念が，「ひとづくり」，「ものづくり」，「未来1　づくり」である。　　�@「ひとづくり」が目指すところは，市民としての的確な倫理感覚に裏打ちさ　’　れた人間性豊かな技術者の養成である。　　�A「ものづくり」・が目指すところは，　　　術を地域社会に還元するとともに，地域におけるものづくりの知的源泉となる　　　こどである。　　�B「未来づくり」が目指すところは，人類の繁栄と地球環境の保全など，　　　の中心課題を解決するための新しい工学を創成し，人類の幸福と国際社会の福祉に1　　　貢献することである。　　　　　　　　　　　ノへ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・工学部第一部，第二部　　　　　　　　　　　　　　　i工学研究科　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　三ものづくりテクノセンター　　　　　　　　　　　　1情報メディア教育センター　　　　　　　　　　　　i留学生センター　　　　　　　　’　　　　　　　　　iセラミックス基盤工学研究センター　　　　　　　　i極微デバイス機能システム研究センター　　　　　　iテクノイノベーションセンター　　　　　　　　　　1アドミッションセンター　　　　　　　　　　　　　i安全・保健センター　　　　　．　　　　　　　　　　i情報ネットワークセンター　　　　　　　　　　　1　　4，035人　　　　・　　　i　　1，028人　　　　　　　　　　　　　‘　i　　1，356人　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　373人　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　175人　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　2、世紀の工学を先導し，ものづくり技i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21世紀1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−1だ・名古屋工業大学　こうした基本構想及び教育研究理念を踏まえ，学長のリーダーシップの下に，特に以下の9つの事項について重点的に取り組む。12345678�H　本学は，「個性輝く大学」を目指して，「工科大学構想」を実現するため，平成13年度から大学改革を推進し，国立大学法人化を先取りした教育研究及び運営体制づくりを実施してきており，今後は，これらの新しい組織を活性化させ，未来を切り拓いていくことを目指す。　本学の創立100周年記念事業として，世界各国め知的リーダーを招いて「工科大学・次の1σ0年・世界会議（仮称）」を開催し，産業界や専門家のみの所有物ではなく市民の共有財産として深い広がりを持つ工学について，その知の創造の場である大学の役割を提言する。人類の幸福と国際社会に貢献できる人材を育成する。先見性のある，哲学を持った個性豊かな人材を育成する。だれもが，いつでも，どこでも学べる場としての大学の機能を高める。市民・産業界の知的交流を目指し，新しい知と文化の発信拠点となる。世界の工業技術の中枢拠点としての一層の向上を図る。時代を先導した工学と技術の推進役を果たす。真理の探求及び「工学技術文化」の継承と発展を通しての社会貢献を行う。多岐にわたる工学及び新技術を融合した新しい工学を創成する。人類の発展と幸福を先導する技術哲学を構築する。名古屋工業大学全　体　的　な　状　況1　平成16事業年度に係る業務の実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　平成16事業年度に係る業務の実施状況については，項目別の状況に示すように1頂i「調に実施している。各項目別の主な取組は，下記のとおりである。　　　　　　　　lH　各項目別の主な取組　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　1．大学の教育研究等の質の向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　（1）教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　�@学部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　・　近年の工学分野における高度化・先端化，’及び境界領域における多様化・i　　　　　複雑化に対応し，とりわけ生命・環境・エネルギー・材料・IT・デザインi　　　　　分野を取り込むことにより，産業界の二｝ズに応えるため，平成16年4月i　　　　　に工学部第一部8学科を7学科に，工学部第二部4学科（1学科を名称変更）1　　　　　に再編整備した。　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　i　　　　・　第一部の各学科には，各専門分野の基礎基本知識を体系的に習得できる　i　　　　　ように，それぞれ2〜3のプログラムを置いている。プログラムは，2年次1　　　　　から学生の希望により選択することにしている。　　　　　　　　　　　i　　　　・　また，第一部には，学生自らが目標を持ち，組み立てた学習計画に沿ってi　　　　　学ぶ工学創成プログラムを設置している。このプログラムは，環境やエネルi　　　　　十一など複合技術分野で求められている，専門性に自主性や幅広い視点を備i　　　　　えた人材の育成を図るためのものである。　　　　　　　　　　　　　　1　　　�A大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　・　本学の工学研究科は，学部に基礎を置き，学部で学んだ専門分野を更に深i　　　　　く学ぶ，物質工学，機能工学，情報工学，社会工学の4専攻と，学部に基礎i　　　　　を置かず，学際的，横断的な分野を学ぶ，独立専攻である都市循環システム1　　　　　工学専攻と産業戦略工学専攻で構成している。　　　　　　　　　　　　　i　、　　・　一世紀に及ぶ工学教育の実績をもとにMOT（技術経営）教育を専門的にi　　　　　行う産業戦略工学専攻を設置している。経営戦略，マネジメント，マーケテi　　　　　イング，知的財産など経営感覚を備えた高度な能力を有する技術者の養成を1　　　　　目指すものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　（2）研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　�@異なる専門分野の融合による新しい学問領域を開拓するとともに，新産業のi　　　創出を目的として，複数の研究者の協力の下に研究を推進するため，プロジェ1　　　クト研究所制度を設けた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　�Aこのプロジェクト研究所は，学際プロジェクトや産学官連携に資する研究を三　　　推進するもので，研究に要する経費は，各年度2，000万円以上の外部資金をもつ1　　　て充て，設置期間は3年以上5年以下とすることが条件である。　　　　　　1　　�B16年度に2研究所を設置した。更に4研究所を17年4月1日に設置するi　　　　ことを決定した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　（3）学生相談体制の整備充実　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　学生なんでも相談室，学習相談室クラス担当委員を設置し，安全・保健センi　　ターにおける健康相談（身体面及び精神面），学生部職員による相談を含め，これ1　　　らを連携して，様々な学生からの相談に対応できる体制を整備している。　　　i　　（4）社会との連携　・　　　　　　．　　　　　　　　一　　　　　　　　　i　　　　　これまで他大学が民商企業との間で締結してきた包括協定とは異なり，分野i　　�@　　　　を定めた協定を締結し，大学がもつシーズと民間企業等がもつニーズについて1　　　お互いに交流しかつ連携を図ることにより，早期に幅広い産学連携体制を構築i　　　する分野別連携協定を締結（3件）した。　　　　　　　　　　　　　　　i　　�A地域社会との連携・協力を進めるため，愛知県瀬戸市及び犬山市，財団法人i　　　名古屋都市産業公社と協定を締結した。　　　　　乍「へ　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82．業務運営の改善及び効率化　（1）効果的・機動的な大学運営　　運営会議，企画院等を設置し，大学運営に関する基本方針等の企画及び立案を　　行うとともに，学内の意見調整を行い，役員会，経営協議会，教育研究評議会と　　連携し，迅速な意志決定を行っている。　　�@学長の諮問機関として「運営会議」を設置している．この運営会議は，学長　　　の求めに応戊大学運営に関する基本方針等の企画及び立案，学内の意見調整　　　を行うものである。　　�A運営会議において企画立案された基本方針に基づき，又は自ら全学的視点で　　　各々の課題ごとに具体的な企画及び立案を行う機関として，教育企画院，研究　　　企画院，人事企画院，施設マネジメント本部，産学官連携本部，安全衛生・危　　　機管理対策本部，教育研究センター機構運営本部，全学評価室を設置している。　　�B運営会議において企画立案された基本方針に基づき，各企画院等で具体的な　　　事項について企画及び立案を行っている。各企画院長，本部長等は，運営会議　　　の構成員であり，運営会議での審議を踏まえて，各企画院等で企画立案にあた　　　るものである。　　�Cまた，贈爵画院等での審議において，学内の意見調整が必要なことが生じた　　　場合には，運営会議で審議し，意見調整を図っている。　　�D運営会議及び各企画院等で企画立案された事項を役員会，経営協議会，教育　　　研究評議会で審議し，学長が決定している。　（2）柔軟な教員組織の編制と教員数の一元的管理　　�@教員組織は，平成15年4月に，従来の縦割りの学問分野による学科組織か　　　ら離れて，異分野の教員が交流する横断的，学際的な教員組織である領域に改　　　めた。　　�Aこの領域は，研究系組織として大学院に置くものであり，おもひ，しくみ，　　　つくり，ながれの4領域である。各教員は，この4領域のいずれかに所属し，　　　その専門分野に応じ，学科，専攻の教育を担当する，あるいはセンターの業務　　　を担当するという柔軟な教員組織である。　　�B教員数の管理は，学長が院長を務める人事企画院を通じて大学全体で一元的　　　に管理し，必要なところに適切に配置している。このことは｝領域という柔軟　　　な教員組織を編制し，教員数：を大学全体で一元的に管理していることから，可　　　能となったものである。　�糾O部有識者の活用　　�@企業関係者，教育関係者，本学卒業生など学外の幅広い分野から13名の有　　　識者に経営協議会の委員を依頼した。　・．�A16年度は，経営協議会を5回開催し，中期目標の意見中期計画及び年度　　　計画，予算配分，授業料値上げなどについて審議した。3．財務内容の改善　（1）外部資金の積極的な獲得　　�@研究の推進・活性化，産学連携の推進などを図るため，外部資金を積極的に　　　獲得している。　　�A外部資金の積極的な獲得に努めた結果，約18億1千万円を獲得することが　　　できた。この金額は，15年度の約15億7千4百万円と比較すると，約15　　　％増であり，15年度実績を大きく上回ることができた。また，18億1千万　　　円は，16年度の運営費交付金の約33％に相当する。　　�Bこのうち，共同研究は174件，受託研究37件の合計211件であり，　　　15年度の約12％増であった。一2一（　（2）学内予算配分の基本方針の策定等　　�@　学内予算配分にあたり，収入予算，支出予算などの基本方針を策定し，学内i　　　配分を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　1　　�A学内予算：配分にあたり，学長裁量経費（総額約1億2百万円）を確保した。i　　　本経費の項目について全学から募集し，学長が選考・決定し，学内配分した。i4．自己点検・評価及び情報提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　（1）自己点検・評価実施要項の策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　教員及び学科・専攻の教育活動，センター活動，事務局，入学者選抜，学生支i　　援，附属図書館の自己点検・評価を定期的に実施するため，それぞれ自己点検・i　　評価実施要項を策定した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　�A広報プランの策定　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　教育・研究活動など大学全般の活動状況に関する情報を学外に積極的に発信i　　していくとともに広報活動の充実と活性化を図ることを目的として，「名古屋工業i　　大学広報プラン」を策定した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15．その他の業務運営に関する重要事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　（1）施設の有効活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　�@「名古屋工業大学における施設の有効活用に関する規程」を制定し，全学的i　　　視点に立った施設運営，施設の点検・評価に基づく効率的な利用を推進する。　i　　�A　　　　校舎の新増築を行う場合は，新増築面積の20％以上をオープンラボラトリーi　　　に充てるほか，可能な限り共用スペースを設けること。共用スペースは，教員1　　　個人や特定部局が占有することなく，教育研究のために全学共通で利用するス1　　　ペースとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　�Bまた，既存校舎の大規模改修を行う場合は，共用スペースの確保に努めることi　　　とし，共用スペースは，可能な限りオープンラボラトリーに充てることとする。1　　�Cオープンラボラトリーは，共用スペースのうち，プロジェクト的研究や，組織i　　　の枠を越えた研究活動等に対応するため，弾力的，流動的に利用できるスペーi　　　スとする。17年3月現在，34室，1，433�uを確保している。　　　　　　　　i　　�D　　　　施設の効果的・有効的な運用を図るため，施設に使用料を課す，スペ凸スチ1　　　ヤージ制度を平成17年度から導入することを決定した。　（2）安全衛生に関する取組　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　1　�@職員，学生等の安全と衛生（健康）を守るために，学内ホームページに「安全i　　衛生のページ」を設けて，必要な情報を提供している。　　　　　　　　　　i　�A労働安全衛生法等の法令及び本学の学内規定に定められた安全衛生に関する措1　　置が適切に行われているかを確認するため，安全衛生監査を実施している。　�B学内における安全衛生教育として，クレーン，ドラフトチャンバー，動力シャー　　一に関する安全講習会を，本学の技術職員が講師となり開催した。　　　　　　i6濫査雛の充実　　　　　　　　　　　　i　　「国立大学法人名古屋工業大学監査室設置要項」を制定し，監査室を設置した。　i監査室は，監事が行う監査の支援，財務部が行う会計経理内部監査の支援，会計監i査人との連絡調整などの業務を行うものである。．　　　　　　　・　　　　　　i一3一（、、名古崖工業大学項目別の状況1　大学の教育研究等の質の向上1　教育に関する目標（1）教育の成果に関する目標中期目標工学を基軸とし，人類の幸福や国際社会の福祉に貢献できる人材を育成する。〔学士課程〕　以下の知識，能力を身に付ける。�@基幹となる専門分野の基礎基本知識，能力。�A自らが学ぶ専門分野以外の幅広い知識能力。�Bものづくりを実践できる能力。�C自ら目標を設定できる能力。〔大学院課程〕　以下の能力を身に付ける。�@問題発見能力とその解決能力。�A基幹となる専門分野の先端技術能力。�B新しい分野を創造できる能力。�Cものづくり技術と経営能力。’．中期計画年度計画計画の進行状況等○　学部教育の成果に関する具体○　学部教育の成果に関する具体的目標的目標�@　生命科学，健康運動科学，（17年度から実施のため，16年度人間社会科学，芸術文化などは年度計画なし）の分野への関心を高め，自らが学ぶ専門分野以外の幅広い　知識，能力を身に付ける。A国際共通言語である英語に讐冒@…国際i廷通言語であ：る翼語1と’＝’”w学後；一’�e「びE曽1’こ∫．“了一P口だよ5そ一グラズ編成し：「”；Erめ一〃’ヲズ1こお1し華こも一脾，一騨卿騨，，「鱒一一一一一一一一一■一一一一ロー一噛一一一一冒冒冒曽ロ輌一一冒一冑謄層冒曽曹曽曜一“，藺．，．卿噂騨一藺餉辱脚一よる自己表現及び異文化理解r　よる自己表現及び異文化理解「学ぶ英語」から「使う英語」能力の修得をめざし，科学技術英語Ia及びができる能力，情報とメディができる能力，情報・とメディIbを履修させた。また，語彙や文法，構文など英語を正確に理解するためアを自由自在に活用できる能アを自由自在に活用できる能基礎的な力を養う演習を行い，総合的な英語運用能力の基礎づくりを行った。　力を身に付ける。B理系基礎専門分野への導　　左黒身に付．けi動一一�A國．理系墓礎，一専門券曽野べめ導一」＿情報関連の科目とレて」置籔捷術エ及び∬量．履修壼せた凡，・　理系の基礎科百である数學�e物理・一花学めそれぞ獅分野の調「自を履修ざロー一一曹曹一一一曹雪胴謄一響冒騨，”，一一一F胃F一雫騨顧一一一幽藺一曽幽幽曽一一一藺曽一一一凹幽一曽一一9一一■一一一曽曽薗一一一一入教育，基幹となる専門分野．　早教育を学び，基礎基本知識せた。で必ず学ばなければならないを身に付ける。・　導入教育として専門の基礎となる学科共通の専門科目（学科ごとに平均し基礎基本科目を学び，基幹とτて5科目10単位）を履修させた。なる専門分野の基礎基本知識　，能力を身に付ける。．C　ものづくり・経営基礎科目圏『B一もめヲぐり’丁経回塞礎科’自鱒二’卿一烽ﾟ’づぐり’二’経営基礎科巨め「5「ち丁’第「f犀茨杢学科を対象τとデザイラ慮麗冒口冒口−需胃一，需曽冒，一卿曹「一鴨一一一9一一一一一一一一一一一一曹■■一一一一一一一曹曹曹一ロロー一一一冒曹一一■一一一一一一昌■，基幹となる各専門分野を深を学び，ものづくりを実践でを育成するため「ものづくりデザイン」を履修させた。く，あるいは応用力を養う展きる能力を身に付ける。開科目，実験・演習科目を学び，ものづくりを実践できる　能力を身に付ける。D学生自らが学ぶ科目を自ら’て丁丁度がち丁丁め泥あ’，一一i6石…蔑凹　．　．　一　一　”　騨　一　一　ロ　一　一　曹　曹　曹　一　冒　ロ　冒　一　圃　ロ　冒　ロ　冒　曽　囎　，　”　，　．　．　一　鱒　一　一　雫　一　一　P　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　冒　曽　ロ　塵　卿　鱒　雫　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　卿　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一一一一一口冒曹ロロ冒冒ロー冒口層口冒。曹冒口冒冒冒需冒回P回暫曽一一讐．●”o璽騨ρ辱噂嘘●腫曽噌曹顧埠，騨脾囲口曽一一冒冒一曹一一一曹組み立てる自己設計科目を学は年度計画なし）び，自ら課題を設定して，デ一タや情報を得て，分析，考h．察して論文をまとめあげる卒業研究を行い，　自ら目標を設定できる能力を身に付ける。／へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（r曽曹曹一■一一一一一一曹一口冒一F甲F一一一一一一一一一一口層”F一一一一＿＿」　　　　＿＿＿＿＿一＿＿＿一＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿一＿一一＿一＿＿＿一＿＿＿＿＿＿一一一　　　　一一一一曹檜一ロー謄謄一口冒冒曹，胃冒一層FF一一胃一胃囲一一｝一，一一，一　一一一一一胃一胃胃F”一一一回冒冒騨胃”一曹瞬ロー一一一一一一4一○　大学院教育の成果に関する具　体的目標　�@授業科目の履修研究指導　　を通して，問題発見能力とそ　　の解決能力を身に付ける。　�A学部教育の基礎の上に立ち　　，さらに基幹となる専門分野　　の高度な内容の科目を学ぶこ　　とにより，先端技術能力を身　　に付ける。�B学部で自ら学んだ専門分野　　を深める科目を学ぶとともに　　，他分野あるいは異分野の科　　目を学ぶことにより，．新し　　い分野を創造できる能力を身　　に付ける。�C産業戦略工学専攻では，コ　　アとなる専門分野の科目，ペ　　ンチャー構築，ものづくり経　　営，産業技術経営に関する科　　目を学ぶことにより，ものづ　　くり技術と経営能力を身に付　　ける。また，主に社会人を対　　象に，それまでの職業経験を　　生かして得られた固有技術を　　体系的に整理することで，産　　学連携による技術イノベー　　ションに導くことを目指す。�D高度な工学技術に基づいた　　起業家の育成を目指す。○　卒業後の進路等に関する具体　的目標　〔学士課程〕�@基幹となる専門分野の基礎　　基本を身に付けた技術者，も　　のづくりを実践できる技術者．　　を産業界，官公庁などに送り　　出す。�A先端的な専門技術能力，．新　　しい分野を創造できる能力，　　経営能力などを身に付けるた　　め，大学院への進学を促す。　〔大学院課程〕�@先端的な専門技術能力，新　　しい分野を創造できる能力な　　どを身に付けた高度技術者，　　研究者を産業界，大学・研究　　機関，官公庁などに送り出す。�A経営能力を身につけた高度　　技術者を産業界，官公庁に送　　り出す。�Bベンチャー企業の起業を促　　す。○教育の成果・効果の検証に関　する具体的方策　�@平成16年度に学部・大学　　院の教育全般に関する企画・　　立案機関として「教育企画院」　　を設置する。　�A「教育企画院」において，　　中期目標期間中に学部教育全　　般について詳細な点検を行　　い，実施状況を明らかにする。　　この結果を基に，教育課程，　　教育内容，教育方法などにつ　　いて検討する。○　大学院教育の成果に関する具　体的目標　�@授業科目の履修研究指導　　を通して，問題発見能力とそ一�A鐸鑛藻類雛亀笠一一　　ち，さらに基幹となる専門分　　野の高度な内容の科目を学ぶ　　ことにより，先端技術能力を　　身に付け：る一。一”�B冒学i部で自ち学ん1だ専門秀野’　　を深める科目を学ぶととも　　に，他分野あるいは異分野め　　科目を学ぶことにより，新し　　い分野を創造できる能力を身一�Cに鍵暴輪士輯興ば一ゴ　．．アとなる専門分野の科目，ベ　　ンチャー構築，ものづくり経　　営，産業技術経営に関する科　　目を学ぶことにより，ものづ　　くり技術と経営能力を身に付　　ける。また，主に社会人を対　　象に，それまでの職業経験を　　生かして得られた固有技術を　　体系的に整理することで，　　産学連携による技術イノベー一ず議髪釜葉軸趨誓畿　　起業家の育成を目指す。○　卒業後の進路等に関する具体　的目標　〔学士課程〕（18年度以降実施のため，16年度　は年度計画なし）’n誓書以降実施め泥屍∫，一曹f6年度　は年度計画なし）卿鳴u：天学院課樫∫”曽冒冒冒ロロ’”一一一一（17年度から実施のため，16年度　は年度計画なし）曹て1〒匹≧葬ゴ度がち｝里雪5嘗め烹…あ一，凹騨f6奪…1豊「　は年度計画なし）『て「1〒r牟度がち〜巽｛施めヲE「あ�j曽．16≧非…度一」ま臓計画な」L＿一一一一一一．，＿○　教育の成果・効果の検証に関　する具体的方策�@学部・大学院の教育全般に　　関する企画・立案機関として　　「教育企画院」を設置する。一�A磨’r教脊歪画］院∫一τ三著ぎ‘言て一曹　　学部教育全般について点検内　　容・方法などの検討を開始す　　る。．，（（　指導教員の指導助言の下に，授業科目の履修，研究事項の決定を行い，指導教員の指導を受け，問題発見能力とその解決能力を身に付けさせた。一辱w部教育の基礎班に立＝ち丁一ざちた墓幹どな’る専門分野の’高度濤授亜科目引学ぶことにより，各専門分野における先端技術能力を身に付けさせた。曹曹w蔀で百ち孕撲専門麹野をぎ’ら≧…二子ある授業科目を亭苫ミど乏｛∫だ」冒新τノσ∫分野を創造できる能力を身に付けるために，関連専門科目として4単位以上を他分野あるいは異分野（6専攻25分野を設定）の授業科目を履修させることとした。一産業職蕗工学専攻でほ；遅∫のづ《’う疲術乏経菅能ガを’冴だるfげξだあ；冒墓ボ科目，産業技術経営，ものづくり経営，コアテクノロジー，ベンチャー構築，事例研究等を幅広く履修させた。　　　社会人対象短期在学コース（標準修業年限1年）11名入学　8名修了　　　起業家育成一般在学コース（標準修業年限2年）19名入学一各専攻’に瀬〜ぞぼ1一高蔑な工学憎憎だ墓ヲ眠だ起葉門田脊成蒼自’捲し；ζ；’工学倫理特論，　　　　　　リーダーシップ特論，技術移転論，国際経済特論，国際関係特論などの授業科目を学ぶことにより，技術者として不可欠な倫理観を養い，知的財醇保叢や起業に必要な撞業科目壼履修さ茸た、馬＿一＿＿」一一一＿＿＿＿一＿　学部・大学院の教育全般に関する企画・立案機関として「教育企画院」を設置した。冒冒冒d猫歪画院め下「｝ご書票成東∵効栗1の検証部套を’設置’じ丁藁薦め薮育活動あ「百己点検・評価方法を全学評価室と合同で検討し，17年度に実施することを決定し，自己点検・評価実施要項を策定した。一5一�B　「教育企画院」において，尊『B曽曹r教脊企画院rτ三お曹じヨそ；一一曹一ｳ青歪画院の下だ教脊颪東；一効菊の検証蔀蚕を設置じ；辱天学防の教脊活動’の■　一　■　一　一　一　一　曹　一　曹　冒　”　r　r　甲　，　一　P　一　一　一　一　一　一　一　ロ　ロ　冒　冒　一　冒　曽　騨　一　一　一　一　■　■　一　一　一　一　一　〇　曽　，　一　辱　「　一　甲　一　曹　曹　■　一　一　曹　一　冒　一　冒　一　胃　脚　｝　口平成19年度までに大学院教大学院教育全般について点検自己点検・評価方法を全学評価室と合同で検討し，117年度に実施することを育全般について詳細な点検を内容・方溝などの検討を開始決定し，自己点検・評価実施要項を策定した。行い，実施状況を明らかにすする。る。この結果を基に，中期目1L標期間中に教育課程，教育内容，教育方法などについて検討する。曽＿一富幽一曽謄曹謄璽曹曹曹一曹，一，辱辱＿一＿F一一曽曽一一■冒冒，7，一F一一一一一一曽一一一曹一一曹騨，需｝”一一一一一一■一一一�C　「教育企画院」において，一U7奪度がち更施の泥あ丁’f6年度一一F需層F，F一F一騨FF一冒胃一FF彌F｝F幽一一F甲一一一一一一一一一“＿曽一藺一曽一曹一一曹一一一一冒冒冒一”一幽藺一一曹曹曽冒曹一曹冒冒曹胃，P一一中期目標期間中にシラバスには年度計画なし）沿った授業の実施について検証するシステムを構築する。／〆ジ＼、＼　　　／一6一（．（．名古屋工業大学1　大学の教育研究等の質の向上1　教育に関する目標（2）．教育内容等に関する目標中期目標○アドミッションポリシーに関する基本方針　〔学士課程〕　　�@進取の気風に冨み，創造することに強い意欲を持つ学生を入学させる。　　�A「ものづくり」への強い興味を有する学生を入学させる。　〔大学院課程〕．・　　�@・21世紀の工学を先導する意欲があり，自ら新しい分野を開拓しようとする，積極的でか　　　つ柔軟な思考を有する学生を入学させる。○教育課程，教育方法，成績評価に関する基本方針　〔学士課程〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　�@幅広い知誠基幹となる専門分野の基礎基本知識を身に付けることができる教育課程を編　　　成する。　　�Aものづくりを実践できる能力，自ら目標を設定できる教育課程を編成する。　　�B各授業科目に相応しい授業形態による教育を実施する。　　�C適正な成績評価を行う。　〔大学院課程〕　　�@基幹となる専門分野の先端技衛能力，新しい分野を創造できる能力を身に付けることがで　　　きる教育課程を編成する。　　�Aものづくり技術と経営能力を身に付けることができる教育課程を編成する。　　�B問題発見能力とその解決能力を身に付けることができる教育課程の編成学生個人に応じ　　　たきめ細かい研究指導を実施する。　　�C各授業科目に相応しい授業形態による教育を実施する。　　�D適正な成績評価を行う。’中期計画年度計画計画の進行状況等○　アドミッション・ポリシーに○　アドミッション・ポリシーに応じた入学者選抜を実現する．た応じた入学者選抜を　実現するめの具体的方策ための具体的方策〔学士課程〕〔学士課程〕�@受験生の能力，適性等の多�@受験生の能力，適性等の多・　第一部においては，次のとおり実施した。面的な評価を行う観点から，面的な評価を行う観点から，・AO入試は，建築・デザイン工学科と工学創成プログラムで実施。AO入試，社会人特別選抜なAO入試，社会人特別選抜な・推薦入学は，建築・デザイン工学科以外の全ての学科で実施。どを含めた多様な入学方法をどを含めた多様な入学方法を・　第二部においては，推薦入学，社会人特別選抜（編入学）及び社会人特積極的に実施する。これらを積極的に実施する。これらを別選抜（AO入試）を全学科で実施した。ヒ円滑かつ適切に行うため，「ア円滑かつ適切に行うため，「ア・　本学のアドミッションポリシーに応じた入学者選抜を実現するため，「アドミ．ッションセンター仮称）」ドミッションセンター」を設ドミッションセンター」を設置した。を平成17年度までに設置す旧する。・　更に，入学，学習，卒業及び就職までの総合的な見地で連続性を持った取る。り組みを継続して推進するために「工学教育総合センター」を設置し，「アドミッションセンター」は，この中に「アドミッションオフ．イス」として，�A工学を先導する魅力のある雫旧A”エ學を冤導ず：る悪ガのあ＝る一・ユ?籔罐遠慮鮮血≒軸漢施τ泥一一（参瀦謂石一σぎ名プ；一9　一　冒　一　．　幽　一　一　一　一　冒　曹　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　■　，　一　一　〇　曽　冒　曽　冒　冒　一　冒　一　一　一　一　■　一　一　一　一　ρ　輔　一　曽　■　一　一　一　一　一　一　一　■　一　辱　尊　噌　騨　囲大学としての情報発信を充実大学として，県内はもとより・　本学への入学者の出身校地域は，東海地域が約8割をしめ，とりわけ愛知させ，受験生の量と質を高め全国に向け，教育界，産業界，県出身者が約6割に至っている。このため，本学受験への動機付けすることる。．本学卒業生の協力も得て大学及び本学の全国的な知名度を高めることを目的として，愛知県外での大学説説明会を開催するなどの情報明会を北陸地区（金沢市及び福井市）で開催した。開催に当たっては，教育発信の充実方策を検討する。委員会，「本学同窓会（名古屋工業会役員，開催地区代表者）などの協力を得�B常に時代の要請・社会の変”�B…常に時代の要請’＝’旧套乙δ変’一・工丁半羅難講碧白白珍覆薯響論郡背徽節彌辱．一辱■「．卿曽讐．一一璽冒曽冒冒葡一ロー一一一一一一一■一一一一，一一嚇曹一■一一一一一一曹一一一一一騨冒冒冒噛冒冒一一■r一噌冒需ロ化に応じた人材の育成を図る化に応じた人材の育成を図る師を招き，また，高等学校側と大学側の現状報告を行って，相互理解を深めため及び本学のアドミッショため及び本学のアドミッショる目的で「入試セミナー」を開催した。ンポリシーの周知を充実するンポリシーの周知を充実する・　高等学校教諭を対象に，入試状況及び卒業生の進路状況等に関する情報提ため，積極的に高等学校や予・　ため，高等学校や予備校との供，意見交換を行い，高等学校生徒の進路指導に資するため，「高校教諭と備校との連絡をとる。意見交換を推進する。の懇談会」を本学で開催した。「一7一�C社会人・留学生を含め多様　な学生を受け入れ，いつでも　学べる体制とする観点から，　学生の入学定員を適切に措置　する。〔大学院課程〕�@他大学，．社会人や留学生な　ど，多様な学生を受け入れる　ため，入試制度の改善を図る。�A社会人や留学生などの学生　の教育に対する要望に応える　観点から，学内における学生　の適正な配置を検討する。�Bこれらを円滑かつ適切に行　うため，「アドミッションセ　ンター（仮称）」を平成1．7　年度までに設置する。○　教育理念等に応じた教育課程　を編成するための具体的方策　〔学士課程〕．�@科学技術英語，人間文化，　　健康運動科学科目を置く。　�A理系基礎科目，専門分野へ　　の導入科目，基幹となる各専　　門分野の基本科目，準基本科　　目を置く。　�Bものづくり・経営基礎科　　目，基幹となる各専門分野を　　深く，あるいは応用力を養う　　展開科目，実験・実習科目を　　置く。　�C学生自ら学ぶ科目を自ら組　　み立てる自己設計科目を置　　く。　�D学部教育の集大成として，　　自ら課題を設定して，データ　　や情報を得て，分析，考察し　　て論文をまとめあげる卒業研　　究（第二部については卒業研　　究ゼミナール）を置く。　〔大学院課程〕　�@基幹となる各専門分野の専　　門科目を置く。　�A工学倫理，環境問題，国際　　関係などの共通科目を置く。　�B英語での発表力を付けるた　　めのプレゼンテーション科目　　を置く。．�Cゼミナール，実験実習を通　　じて修士論文に繋げるコロキ　　ュウム，専門演習，実験実習　　科目を置く。　�D大学院教育の集大成とし，　　博士前期課程には修士論文の　　作成，博士後期課程には博士　　論文の作成を課す。　�E産業戦略工学専攻（博士前　　期課程）は，以下の教育課程　　を置く。　　・　ベンチャー構築，ものづ　　　くり経営を学ぶ基本科目　　・　知的所有権，経営管理を　　　学ぶ技術経営科目噛一Cロ’韓藍天’：’留草璽…’を含あ多様’　　な学生を受け入れ，いつでも　　学べる体制とする観点から，　　学生の定員配置や教育体制に　　ついて検討する。〔大学院課程〕�@他大学，社会人や留学生な　　ど，多様な学生．を受け入れる一て毒齢灘護蝋　籍　は年度計画なし）曹曹A曹曹二天試を再話がう適域「に行ぢ　　ため，「アドミッションセンー　ター」を設置する。Q　教育理念等に応じた教育課程　を編成するための具体的方策　〔学士課程〕　�@科学技術英語，人間文化，一一A健筆難縣窯業青髭凱．�A黒星牌1癩細螺一♂晶晶縷難需碁髭　　めのプレゼンテーション科目　　を置く。二一C「ゼミチニヲ跡一実験葵習を通　　じて修士論文に繋げるコロキ　　ュウム，専門演習，実験実習一♂網野志州彙天蔵どじ1一　　博士前期課程には修士論文の　　作成，博士後期課程には博士一ザ嘉鐵器奎肇転礪壬箭　　入試セミナー（FD研究会と併催）平成17年3月10日（木）　　　　　　　　　参加者　講師2名，高校教諭8名，本学教員39名　　高校教諭との懇談会　　．平成16年11月29日（月）；一一一謗O蔀にお翫ぞ纏葵繍簸一（鶴首斑蜘雛撚葡入試）を全学科で実施している。主にこれら社会人特別選抜からの入学者については，外国語は能力別クラス分けで対応，「数学」「物理学」「化学」は，高校教諭に講師を依頼して，入学前の3月と夏季休業期間中に補習授業を実施している。・　第一部においては，私費外国人留学生特別選抜を全学科で実施している。　博士後期課程においては，他大学，社会人や留学生などに対して選抜機会を拡大する観点から，これまで実施していた8月選抜に加え，18年度選抜から2，且選抜．を全専攻1で実施する．ことと．しな。一一一一一一＿＿一＿一＿＿一一一＿＿＿一一一一一{学のアドミ「ヅジ…fジボり’ジニ1ご応15泥ブ＝学著選抜を実現ずる泥あ丁了ア’ドミッションセンター」を設置した。　　の導入科目，基幹となる各面　　門分野の基本科目，準基本科　　悪騒置く。．一＿＿一�B’ものヲくり・経市警礎科’一一　　目，基幹となる各専門分野を　　深く，あるいは応用力を養う　　展開科目，実験・実習科目を　　置く。9’C一纏黙認ぢ學ぶ忌門一を百ぢ組　　み立てる自己設計科目を置　　く。曹’D…学堂教脊の集天〕翼どし：そ；’一　　自ら課題を設定して，データ　　や情報を得て，分析，考察し　　て論文をまとめあげる卒業研．　　究（第二部については卒業研一…o籔院韓1乏一査置く舟一一　�@基幹となる各専門分野の専　　　科　を置く。期課程）は，以下の教育課程を置く。・　ベンチャー構築，ものづ　くり経営を学ぶ基本科目・　知的所有権，経営管理を　学ぶ技術経営科目　科学技術英語，人間文化，健康運動科学の科目を置いている。一理系灘科百薄門分諜譜夫雛残紅雀輪講鑑蘇羅一戸基本科目を置いている。　　　　　　（第一部；資料編P3，4，第二部；資料編P27，28参照）一’烽ﾟ＝う「ぐり’∵経膏基礎科’自’，一一基幹苫なる各：専「阿分野を…’深ぐrあるτ∫ほ応用ヲ∫を養う展開科目，実験・実習科目を置いている。・　　　　　　（第一部；資料編P1，4，5，第二二部；資料P28参照）一一{互…百ら’が学翻目を百ぢ組み立；でる百己設許科目『て2幽び単位’を膠得）’を’置・いている。’”w蔀薮脊め集天歳どUそ；’百’ぢ課題を設定じそ7デニ　や情報1墾得で「一分析；冒考察して論文をまとめあげる卒業研究（第二部については卒業研究ゼミナール）を置いている。　基幹となる各専門分野の専門科目を置いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　一＿一＿＿（資虚言一P．aエ2．4澄参題）＿’ロ冒ｼ張倫理」環境季題「一壁際蘭係液「どの共通科目を置いている。一嬬機三三棚のヲジゼジデニ誕謬鵬謡回る」一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料編P38参照）’ゼミチ＝∫ル「一実駿実習を通じそ修壬論文だ繋げる’ゴ百年三’ヴ云1一専門演習7実験実習科目を置いている。　　　　　　　　　　　　（資料編P38参照）…天学院教脊の集天成どしそ；’二王前期課程には修士論文の作成，博士後期課程には博士論文の作成を課している。’曹P産業戦略土学専攻一（博…E箭期課程）「ぼ」．以下の教脊課程’を置τ〜ぞ。∫る’鱒’一’一’　　・　ベンチャー構築，ものづくり経営を学ぶ基本科目　　・　知的所有権，経営管理を学ぶ技術経営科目　　・　各分野のコアとなる専門科目であるコアテクノロジー科目　　尋購撫無調プレゼンテーション麟インター孕一8一’筆・　各分野のコアとなる専門科目であるコアテクノロジー科目・コロキュウム，事例研究，プレゼンテーション，長期インターン．シップで構成する共通科目・　集大成とし，修士論文の作成又は特定の研究課題についての研究成果の報告書　（リサーチペーパー）の作成を課す。○　授業形態，学習指導法等に関　する具体的方策　〔学士課程〕�@各授業科目の性質により，　　講義，演習，実技，実験実習，　　少人数ゼミなどの形態による　　授業を実施する。�A外国語科目では，学生の習　　熟度に応じてクラス編成した　　授業を実施する。�B理系基礎科目の補習教育を　　実施する。（第二部（夜間学　　部）では実施中）�C自己設計科目は，学生に自　立性を持たせるため，学生自　らが授業科目（10科目20単位）　を選択して学ぶ。�D4年次の年度当初に各学生　の指導教員を決め，1年間を　かけて，ゼミ，個別指導など　の方法により，学生個人に応　じたきめ細かい卒業研究指導　を実施する。〔大学院課程〕�@各授業科目の性質により，　講義，演習，実験実習，少人　数ゼミなどの形態による授業　を実施する。�Aプレゼンデーション能力及　び外国語のコミュニケーショ　ン能力を育成する授業を実施　する。．�B大学院に入学と同時に各学　生の指導教員を決め，各学生　の研究課題に繋げる授業科目　を選択して学ぶよう指導す　る。�C指導教員は，奨学生の在学　期間を通して，ゼミ，個別指　導などの方法により，学生個　人に応じたきめ細かい研究指　導を実施する。○　適切な成績評価等の実施に関　する具体的方策〔学士課程〕　�@授業科目は，出席状況レ　　・　各分野のコアとなる専門　　　科目であるコアテクノロジ　　　一科目　　・　コロキュウム，事例研究，　　　プレゼンテーション，長期　　　インターンシップで構成す　　　る共通科目　　・　集大成とし，修士論文の　　　作成又は特定の研究課題に　　　ついての研究成果の報告書　　　（リサーチペーパー）の作　　　成を課す。○　授業形態，学習指導法話に関　する具体的方策　〔学士課程〕　�@各授業科目の性質により，　　講義，演習，実技，実験実習，　　少人数ゼミなどの形態による一一ﾚ葬講籍毛蔵一笹生の習　　熟度に応じてクラス編成した　　授業を実施する。曹一B『嘘第三蔀”（夜間學蔀ア’たおい’　　て，理系基礎科目の補習教育　　を実施する。（17年度から翼施めだあ’，一一f6年蔑は年度計画なし）’て1顧疲以降更癒δ泥あ丁一16輩度’　は年度計画なし）一“’ﾑ天学院諫程ガ’曽’曽曹冒冒一”一一一一　�@各授業科目の性質により，　　講義，演習，実験実習，少人　　数ゼミなどの形態による授業　　を実施する。一『A’ヲジゼージデニジ’自’ジ能勇及’　　び外国語のコミュニケーショ　　ン能力を育成する授業を実施一ず美鞭ぴ響町門門　　生の指導教員を決め，各学生　　の研究課題に繋げる授業科目　　を選択して学ぶよう指導す　　る。…�C冒冒指導教頁’ぼ「’各寧i鱒笙∂5在寮F　　期間を通して，ゼミ，個別指　　導などの方法により，学生個　　人に応じたきめ細かい研究指　　導を実施する。○　適切な成績評価等の実施に関　する具体的方策〔学士課程〕　�@授業科目は，出席状況，レ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（、　　集大成とし，修士論文の作成又は特定の研究課題についての研多　忌　り報告書（リサーチペーパー）の作成を課している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料編P46参照）　各授業科目の性質により，講義，演習，実技・実験・実習，少人数ゼミなどの形態による授業を実施しており，その比率は，第一部及び第二部併せて以下のとおりである。一瑠藷謂舗羅齢薗、i鴇i携篶謝撫難螺無調その編成は，以下のとおりである。　　　　第一部；　上級2クラス，中級10クラス，基礎2クラス第三蔀・醤　輸楢號鰯鍵繍轟習癬蓬i垂鍮だ」一一一　平成16年8月6日〜30日　推薦入学，社会人の学生対象に，高校教諭に依頼し，実施した。　　　　数学　：　期間中6日間　　24時間　　　参加者27名　　　　物理　：　期間中4日間　　16時間　　　参加者27名　　　　．化学　：　期間中3日間　　12時間　　　参加者20名　平成17年3月2日〜31日　推薦入学，社会人の入学予定者対象に，高校教諭に依頼し，実施した。　　　　数学　：　期間中8日間　　32時間　　　参加者28名　　　　物理　：　期間中3日間　　12時間　　　参加者28名＿＿＿∫ヒ裳＿L一遡閲∫霞目問＿一一坦瞳閲一＿＿参加置建名＿＿＿＿＿一一　各授業科目の性質により，講義，演習，実験実習，少人数ゼミなどの形態による授業を実施しており，その比率は，全専攻で以下のとおりである。　　　　　（講義；88器　演習：5％　実験実習；2％　少人数ゼミ；5％）．’『窒oゼ’ジデニヲーi…’ジ能万及一び外国語rのゴミ三＝三ゲニジゴジ能分喜熟成する綿業として，各専攻にプレゼンテーション科目及びコロキュウム科目を実施している。一一V学院だヌ浮乏’同蒔だ吝寧生め｝旨琿薮員を腐謎∫「9各寧蛋の研究課題に繋げるよう，履修計画表に研究テーマを申告し，授業科目を選択して履修するよう指導している。”指導薮頁ほr學笙め研究デニマiと〕芯’じτ一ゼミ丁曹個別据導∵助習などめ芳法により，学生個人に対してきめ細かい研究指導を実施している。授業科目は，出席状況レポート提出，試験結果などにより判定し，秀，優，一9一’ポート提出，試験結果などにポート提出，試験結果などに良，可の評定で単位を授与している。より判定し，秀，優，良，可より判定し，秀，優，良，可　の評定で単位を授与する。A卒業研究は，研究成果をま一て1躍蛋磯驕三三鞭一　噌　．　o　曽　・　髄　騨　鱒　卿　噌　冒　噂　一　噌　鴨　，　一　一　璽　ロ　，　藺　騨　噂　一　・　．　騨　■　騨　騨　一　ρ　一　辱　一　一　一　■　■　一　曹　一　一　一　ロ　ロ　曹　冒　ロ　冒　”　静　〇　　一　薗　璽　曹　一　P　一　一　ロ　ロ　一　ロ　ロ　冒　曽　ロ　層　層　9　”　9　，　■■　一　■　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　酌　冒　g　o　一　駒　卿　璽　騨　一　一　一　一　一　曹　曹　ロ　ロ　一　冒　冒　　F　一　騨　幽　一　9　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　曹　一　ロ　曹　一　冒　，　曽　噴　｝　一　一　，　一　曹　曹　一とめた論文内容を審査のうは年度計画なし）え，合否を判定する。審査に　あたっては発表会を実施す@る。B平成16年度にGPA制度層一A…ごP】ぺ子訂度を導天じ「曽學杢膚’一�業零「免除め際，”学業成績優秀著聯『定たてy戸A蓬活：再じだ＝曹層ま1だ∫｝二蔀の曽曽曽曹一一一曹冒雪一胃謄一FF−P一一一一一一一幽曽一一ロー曹曹一騨層一胃F−F一一一一幽一一一曽一一■一一ロー一冒，冒謄需，一F一一を導入し，学生指導に活用す指導に活用する。学科において，1年次から2年次への進級の際に行う系プログラムへの配属の調る。整資料．と一レてΩ2．△一を活用．レな2＿。＿＿甲『＿一一＿一一＿＿＿．＿．一記一一一＿＿一冒曹一層冒冒冒。冒一9一”一一一，，一一一一一一曹一曹ロロ冒¶曽F騨，胃一胃一幽一凹一一一一一一一一一曹曹曹ロー一一冒，一一一，胃，一�C平成19年度までにGPA曹て1習年度以降妻施のたあ一，’一f6年度’制度の評価を行い，その結果は年度計画なし）に基づき見直しを図る。一　一　■　冒　o　ロ　響　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　曹　一　一　一　一　一　冒　冒　ロ　ロ　冒　一　ロ　．　曽　甲　騨　脚　，　凹　一　■　一　■　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　一　一　冒　冒　一　曽　冒　■　顧　脾　騨　“　卿　弊　一〔大学院課程〕’て天學院課程〕’’’”一’一’一一一一一一一曹一曹一一一一一一一一一ロー一一一ロロロ冒一冒一ロ冒圃嘘曽噛一冒一●o“，「ρ一一■一一一一■一■一一一一■ロ冒一曽一｝●一孕唱凹一一一一■一一一一一一一冒�@授業科目はう出席状況レ�@授業科目は，出席状況レ授業科目は，出席状況，レポート提出，試験結果などにより判定し，優，良，ポート提出，試験結果などにポート提出，試験結果などに可の評定で単位を授与している。より判定し，優，良，可の評より判定し，優，良，可の評　定で単位を授与する。．�A修士論文（産業戦略工学専　　定で単位を授与する。””�A””修壬論文’（産業職略エ学専圏』C壬講文一て産業職略工季専攻ほ1〕ザFチペ＝バニも習むダ及び博王請文ば”一一ロー需扁帽需冒FF一一一一一一一一曹曽一曽一一一曹曹曹曹冒P胃，一一一一一一一一膚曽曽一一曹曹一曹口■ロー，一“一FF一一一■一一　攻はリサーチペーパーも含攻はリサーチペーパーも含各学生毎に審査委員会（修士論文は2名以上，博士論文は3名以上，で構成）む）及び博士論文は，各学生む）及び博士論文は，各学生を設置し，合否を判定している。毎に審査会を設置し，合否をｻ定する。毎に審査会を設置し，合否をｻ定する。「．へ　｝＼、．　　ノ一10一・へ，（名古屋工業大学1　大学の教育研究等の質の向土1　教育に関する目標（3）教育の実施体制等に関する目標中期目標○教職員の配置に関する基本方針　�@「工科木隠構想」の実現を図るために必要な教育課程実施に向けて，教育類への適正な教員　　配置を行つとともに，技術職員・TA等の教育支援者を有効に配置し活用する。○教育環境の整備に関する基本方針　�@学内の教育関連施設の有効活用を推進するとともに，設備の充実を図る。○教育の質の改善のためのシステムに関する基本方針　　‘　　　　　●　�@授業内容及び方法の改善を図るための組織的な取り組みを推進するとともに，．教育活動を評　　価し，質の向上に結びつけるシステムを構築する。中期計画年度計画計画の進行状況等○　適切な教職員の配置等に関す○　適切な教職員の配置等に関する具体的方策@平成15年度に「工科大学@構想」に基づき，教員を「研　究系」（4領域からなる）所@属とし，学部にあっては「学　科・教育類」を，大学院にある具体的方策@学部及び大学院の教育担当@教員の配置について検討す@る。，，．っては「専攻」を設けて，教員がこれを担当するという柔軟な教育体制とした。これを平成19年度までに点検し必、要に応じ見直す。�A技術職員，TA等の教育支@援者を授業等へ配置すること@により，学生の自学自習への一’A●覆術職頁，一一「rA等の教脊支　　懸者を授業等へ配置すること　　により，学生の自学自習への二’一層一　9　一　薗　ロ　一　F　一　冒　冒　曹　一　曹　一　一　曹　一　一　一　一　■　一　一　一　幽　胃　冒　，　一　一　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　罹　胃　冒　一　一　一　一　一　■　一　一　■　幽　一　一　一　ロ　ロ　一　一　■　■　■　一　一　幽　一　一支援体制を充実する。支援を行う。・　TAを教育支援者として各学科の実験，実習，製図科目，卒業研究，及び共通教育の演習，実験科目に配置した。配置人員　　博士後期　　50名，実施総時間数　　2549　　時間一曹冒一曹■■■一一臼一一胃一一一一曹一一一C一一■一一一一■幽幽胃−一＿＿＿＿一一＿壇生前期＿鼠昼名、，＿＿且＿一一一＿1五旦旦4∴五時置一一一一一一一一一｝F昌一曹一一一一一一■一藺一一一F一，，需一一一曹曹曹一一一k一一辱F冒謄冒ロロ■■一■一圏鱒｝¶胃。一曹一一一謄一一○　教育に必要な設備，図書館，○　教育に必要な設備，図書館，情報ネットワーク等の活用・整情報ネットワーク等の活用・整備の具体的方策備の具体的方策�@学内全施設の有効活用を推（17年度から実施のため，16年度進ずるとともに，IT化に対は年度計画なし）応した設備を充実する。�A学術情報，教育研究の支援層て博年度以降葵施あ沖津，曽冒f6隼度’一　一　一　■　「　騨　層　一　〇　一　一　曽　一　〇　曽　一　一　一　曹　一　一　一　曹　■　■　一　一　辱　，　，　o　騨　曽　一　一　一　，　曹　一　一　一　一　一一　曹　一　P　一　一　ρ　即　冒　o　冒　o　一　冒　一　ロ　冒　冒　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　一　，　雫　，　囎　一曹一一一@9　璽。一一冒一一一一一一一噂鴨嘔騨曽　冒一冒　一　一一一　■一　■一，　■　”　璽　曽　一　一　一　一　一　一　■　一一一一一騨　齢　冒　o　ロ　一　一一　一曹一　”，　o　o一冒強化のため，図書館機能の充は年度計画なし）実を図り，中期目標期間中に学内の知的情報，教育情報等のデータベース化・リテラシ一スペースの整備を図る。�B講義室の教育機器を充実す葡脚@一講義璽1の机∵椅芋を更新ロロ’一’N灰誌面に捉1ム丁講義璽の机�_噸椅芋3ゼ石脚を更新’し『だ♂諏…；一’薪だたヲ百噂顧ロ，曽一一冒一一一一■一一■一口一鱒冒一一曹一■一一藺一一一，ロ冒冒一一一一一一■一幽Fr曹冒冒曹曹■■一圏一回冒一一一一一一鱒るとともに，学習環境を整備し，学習環境を整備する。ジェクターを5講義室に設置した。　　．する。冒一一一一一一一一一一一一帰一璽，輔一■圃曽一一一一冒一一一一一一一一　■　■　一　騨　一　一　辱　，　騨　一　駒　一　舳　曽　曹　一　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　一　一　・　一　騨　．　卿　曽　一　〇　噛　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　■　一　■　一　鴨　騨　層　曽　曽　脚　一　一　ロ　塵　ロ　一　冒　冒　冒　冒　冒　一　一　一　一　一　一P一凹一，，冒讐ロロ冒冒一一一一一■雫，騨一冒一一一一一一一■■”璽冒冒曽冒一■一■■■騨噂一ロ冒冒一一一曹一一騨一曹曹曹曹曹一脚9一○　教育活動の評価及び評価結果○　教育活動の評価及び評価結果を質の改善につなげるための具を質の改善につなげるための具体的方策体的方策�@　教育の質を向上させるた�@教育の質を向上させるた教育企画院の下に教育成果・効果の検証部会を設置し，教員及び学科，専攻め，教員及び学科，専攻等のめ，教員及び学科，専攻等のの教育活動の自己点検・評価方法を，全学評価室と合同で検討し，17年度実教育活動の評価を実施し，平教育活動の評価の実施につい施に向けて，自己点検・評価実施要項を策定した。成19年度までにその結果をて検討する。r11ノ公表するとともに，必要な措置を講ずる。�A全ての授業科目についてシ一�A…至そめ捜’秦科副こづ薩ごジ；層壁一汚cでの授業稗巨だうτ〜ぞジラバうぐを作成’じラピよロロ冒藺’…一一一曹一’ロ’圃ロー”’一一”■　一　ロ　一　冒　一　一　一　薗　圃　曽　曽　・　臼　，　一　一　一　一　一　一　曹　曹　曹　一　一　冒　冒　o　ロ　，　騨　，　一　圏　曽　一　一　一　一　一　ロ　一　一　曽　需　｝　一　一　一　一　■　一　一　一　一　冒　冒　，　−　層　騨　騨　一　一　一　■ラバスを作成し，学生によるラバスを作成し，学生による・　学生による授業評価を実施し，一部をホームページで公表した。授業評価を実施し学内に公表授業評価を実施し学内に公表しているが，「教育企画院」しているが，「教育企画院」において学外への公表方法をにおいて学生による授業評価含め授業評価のあり方，活用の学外への公表方法について方法等を随時見直す。　　検討する。一■彌一一一一一一F，一一一辱辱P，FF冒，回脚一辱一一一辱辱F　一幽一一一一一一一一幽一一一一一一一曽一一一曽曽曽一■一■一一曹一一曹曹曹一一一瞬一”騨甲一F一一一一一曽璽曽曹曹曹曹曹一一”一一回一一一曽一噛一一暫璽冒冒層謄胃　囲　一　胃　r　r　r　一　一　一　一　一　幽　凹　一　曹　曹　曹　曹　曹　一　雪　層　曹　一　冒　｝　一　r　一　一　一　一　一　一　曽　一　一　　■　曹　曹　一　■　一　一　一　一　層　騨　胃　F　一　一　一　藺　一　一　一　　一　曹　一　■　一　一　曹　一　曹○　教材，学習指導法等に関する○　教材，学習指導法等に関する研究開発及びFDに関する具体研究開発及びFDに関する具体．的方策的方策�@　「教育企画院」で実施して�@　「教育企画院」で教育活動・　学生による授業アンケrトで高い評価を得た教員による授業のノウハウ集いる教育活動評価を活用し評価をもとにFDの具体的なを作成し，全教員に配布した。て，FDの推進を図る。推進を図る。・　FDの推進を図るため次のとおり，　FD研究会を開催した。平成17年3月10日．（木）　入試セミナーと併催で開催した。参加者；講師2名，高校教諭8名，本学教員39名平成17年3月14日（月）　授業の改善方法等について事例発表と質疑・意見交換を行った。�A領域において，異分野教員’一A”領域τ三蓄し∫で；冒翼分野教買一一ｽ灘三三乏翫そ鯉叢舞薪響嫁編の織灘掃曹一　曹曹冒　冒　層　騨　噂　辱　F　一　■　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　ロ　一　，　ロ　冒　F　F　，　鱒　一　幽　一　一一一曹6曹　ロ　ロ　一　薗冒　ロ　一　冒　曹　膚　曹　甲　一F　一　幽　一　曹一一一　一　■　璽　一との相互啓発等によるFDのと技術部との相互啓発等を利つた。推進を図る。用した教材開発を図る。�B教員の研修を実施するためロて1揖疲がち更施め泥あ〜層一f6辱…度曹　曹　曹　一　一　一　一　一　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　冒　o　曽　o　噌　曾　騨　，　，　帰　騨　一　一　■　曹　■　■　■　■　ロ　曹　ロ　一　一　一　ロ　ロ　層　冒　一　顧　鱒　一　一　■　一　一　一　曹　曹　ロ　一　層　ロ　嘘　o　●　甲　一　■　一　一　一　一　一　ロ　一　一　一　一　一　一　脚　顧　卿一一一一曹曹一一一曹曹曹曹冒ロ胃’ロ冒一騨一一一　曽一一一曹一一曹冒一一圃冒一騨臼曽幽一一一一一一曹一一ロ曹一一一一曹一一一一∴鼈鼈齧`に，「創造教育開発センターは年度計画なし）（仮称）」の設置を検討する。．一一一一一冒冒曹口冒ローロー一一冒冒冒需一曹畜一騨一一轄鱒甲一一曹一一　曹　曹　曹　一　一　一　一　一　一　ロ　一　冒　冒　塵　塵　曽　曽　一　騨　■　8　一　曽　一　一　一　一　■　一　■　一　ロ　冒　一　一　ロ　ロ　ロ　ロ　冒　，　噌　，　・　鱒　一　一　一　■　ロ　ロ　ロ　一　ロ　一　ロ　ロ　曽　鱒　9　”　鱒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　ロ　一　冒　，　胃　F　　　，「黶C一一一曽一一曹一曹曹一ロ曹一一冒一ロ冒胃Fr一，曹一一璽一一ロー一冒ロロ冒冒冒冒一秩|P一曹曹曹一一■一■一塵一一一一曹曹曹一一一○　学内共同教育センターに関す○　学内共同教育センターに関する具体的方策る具体的方策�@　複数の教育支援センターを�@複数の教育支援センターを5つのセンターで構成する教育研究センター機構全体の運営に関し必要な事より機動的に活動ができるよより機動的に活動ができるよ項を企画・立案するため，教育研究センター機構運営本部を設置した。う，平成16年度に教育研究う．，教育研究センターの運営センターの運営機構本部を設機構本部を設置する。下し，センターの教職員の配置については，常に有効に配置するよう随時見直す。5∫一へ、一12一（．（、名古屋工業大学1　大学の教育研究等の質の向上1　教育に関する目標（4）学生への支援に関する自標中期目標○　学生の学習支援や生活支援等に関する基本方針　�@教員と事務職員の協力による学生の修学指導体制の充実を図り，学生の学習面と生活面を総　　合的に支援する。　�A学生への経済的支援の充実を図る。�B就職指導体制の整備を図る。中期計画年度計画計画の進行状況等○　学習相談・助言・支援の組織○　学習相談・助言・支援の組織的対応に関する具体的方策的対応に関する具体的方策�@平成14年度に設置した@「学生なんでも相談室」に加�@　「学生なんでも相談室」に@加えて，更に学習相談・助言　既存の学生なんでも相談室の機能を強化するとともに，修学相談・履修相談を充実するため，学習相談室を設置（平成17年3月）した。．騨えて，更に学習相談・助言体ｧを一層充実するため，平成17年度までに教員とTAに謔驕u学習相談室」を設置す体制を一層充実するため，教�とTAによる「学習相談室」を設置する。学生なんでも相談室　インチ一型ー（受付担当者）　2名　　　　　　　　　　カウンセラー（非常勤）　2名@　　　　　　　　　学生なんでも相談員　6名　相談件数　707件学習相談室（平成17年4月から配置予定）る。インテーカー　2名基礎学習相談員　7名専門学習相談員　6名�A教員によるオフィスアワー@の一層の充実を図る。B　中期目標期間中に，建物毎曹一A…教員τ三’ま一る’牙ラ7ズヲウニ縛@　．を実施する。一て「17年度力、ぢ鶏めヲ三あ「，9−f6年夏一捌漏牙ヲ7ズアウ＝騰暢罷鍔〉偲離鞠繭u；一実施した。一一■一一一一曽甲顧胃冒冒一一一一一■9F一刀冒冒一毛ローロー一一曽一一一一｝r騨一一一一曹一一曹曽一一一一一一一一，四一一一一一曹一一一一一一一幽一r”籍ロ冒一冒一曹一曹一曽凹一一「，冒冒ローｧ■一一一一一，層一冒冒■一■■一一圏一一r胃一一一璽曹髄塵一騨冒一曹一曹一一曽一一一F曹曹一一一`曹一曹■@一　一　凹　一幽嘔層F曹曹一曹曹曹一一卿　一辱冒　冒　冒　一　一一　一　一　一　曽騨　一　r　，曹一曹　一　一　■　一　曽一　一一　，響　曹曹曹曹曹曽　一　一　一　r　需　冒　一　一一　一の学生のコミュニケーションは年度計画なし）スペースの拡充を図る。�C　図書館において学生向けの@図書・雑誌等の充実を図る。D　中期．目標期間中に，現在実@施している図書館の土曜，日@曜開館の増加及び夜間開館の’曹Bロー図書館｝こおし三そ寧’生両iテマ万鼇C図欝書藷礫高藷鶴喬雛　　長ずる。一一ﾕ…再図著購自費凹石百：万円「’幽門雑誌及びデ；ダ尽＝ズ購ス賓門門百方巴誓靴講鰐惚鷺叢聴講揚二百罫脚て羽賑で開館延長した。（従来は，週2日は22時まで，その他は21時まで。）一一@一一一一　一　一　一　一　鴨一　一　冒一一一冒一一一髄一幽一　胃　冒　一　一　一　一　一　一　一　鞠　一　騨糟曹一曹一一　一　謄曹　一　F　F　冒　冒　■　一　■　一　一　一　一　一　，　一　一　冒　一　■一　■鼈鼈鼈鼈黶@■　一　一　，　膠一曹曹曹一　一暫一　一F一　騨ロ　冒　一　一曹　一　一　一一　幽　一　r　冒　冒　■　一　一　一　一　一　一　一　一　r　一　冒曹一　曹一一一一一　胃響　一曹一　一曹一一一　幽一層の充実を行うなどにより，学生の需要に応じたサービスの向上を図る。曹冒冒一一一一「一一．．冒讐塵一薗一一一一一一一「一●，■一曽一一一一　一　一　一　一　一　一　【　9　卿　．　脚　．　冒　舳　一　ロ　一　冒　一　■　一　■　一　一　卿　曽　曹　冒　冒　冒　冒　一　ロ　一　■　一　■　一　■　■　一　騨　■　，　曽　■　冒　塵　ロ　ロ　冒　冒　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曽　鱒　鴨　冒　一　噛　一　一　一　一　一　一　一一一零一霞冒曽，一一一一一一一一一，■．層曽一一一一一一一噂噂曽ロローーロー一■一■，冒冒ロロー一一一一一，”9冒ロ冒一一一一騨，鱒卿＼○　生活相談・就職支援等に関す○　生活相談・就職支援等に関する具体的方策る具体的方策・�@学生生活の充実のため，1課�@学生生活の充実のため，課・　「学生等の表彰に関する要項」により，学生等を表彰した。外活動（部活動，自治会，ボ外活動（部活動，自治会，ポ学長表彰　19名（件）　　学生部長表彰　13名（件）ランティアなど）を奨励し，x援を行う。ランティアなど）を奨励し，x援を行う。．・　クラブ活動については，本学の他，在学生の保護者で組織する後援会及び本学の卒業生を主に構成される名古屋工業会から以下のとおり援助を行った。　本学　1，109万円　　後援会　667万円　　名古屋工業会　91万円・　「クラブ紹介」の冊子を作成し，新入生にPRを行った。・　各サークルのリーダーを中心に「サークル活動リーダートレーニング」を実施した。平成17年8月23日・24日　木曽駒高原セミナーハウス参加学生　32名�A　「学生なんでも相談室」，’一A一一一r寧生な万で’も相談一室r層1…肇欝ぎ葦凝嚢甚謎讐星観馨暑慧奎壼差羅饗軸、ち羅ロー■■曹曽一一一一胃一冒ロ■■曹曽一一P腎冒一ロー一一一r一胃一一一一曽一一7胃需曹曹一幽一F一冒一層一一一一F需曹曹一一一＿r冒一安全・保健センターの学生相安全・保健センターの学生相センターの修学指導コーナーに設けた。　相談件数；707件談室，メンタルチェックの自談室，メンタルチェックの自・　教員を「クラス担当委員」．として指定し，学生の生活，修学などの相談に己診断等の有機的結合による己診断等の連携を図り，相談応じている。　　　　　　16年度；　79クラス　1、45名甲一13一相談体制の整備充実を図る。体制を整備する。・　安全・保健センター内に「学生相談室」を設け，メンタル面での相談に応じている。　　　　　　　　　　相談件数；635件・　「学生支援システム検討WG」を設置し，学生支援システムの改善につい＿て槍劃一しな9一＿＿＿一＿一＿＿＿＿．＿．＿＿。＿一一一一一一＿一」．＿一＿＿嘔一一一一■■曹一曹一冒冒需”一ρ．ρ一一一一冒囲口騨一曹曹一ロ騨一，・，昌一曹曹層一吻一一一曹一一一冒冒冒ρ．一一曹曹曹ロー冒卿一一�B就職情報関連企業等との連曹て1「扉度がち実施め泥あら一’i6有…夏携強化や就職相談員，就職支は年度計画なし）援担当職員による就職支援活動の充実を図るため，キャリ　アセンターの設置を検討す@る。C．職業意識を高めるための教一一B曽一学笙描のTギマ’1〕曹ブ教脊r∵曽一閨uや’D’デ教育を推i進ずる’だあ；曹丁ラ’年度1ご了工学教育総否モツダニ］「を「設一　＿＿　一一　一　一　一冒冒曹，，曜　一　一　一　凹　一　■　一　一　一　冒r　F　一　一　曽曽曹　一曹　ロ噛　F一　一　一　一　一　瞥　一　一　一冒　冒　一”　一　一　一　一　幽　一　曹　一　一　一　■　P　辱　一　一　曽曽　一育を行うとともに，学生の資の更なる推進について検討し置し，この中に「キャリアオフィス」を設置することを決定した。格取得のための支援を充実す驕B　　充実を図る。｡一一一一■一一ロロ冒一一一一冒薗。．●go””，一一一一ロー一一ロ　ロー　冒　一，一　曽　囎　，　霞一　一　一一　一　一　昌一　一　一　一一一　一　一　舳　一　〇　騨　●　■　一　ρ　一　一　一　一　一　一　一　ロー　一　曽　o　一　口　■　一　一　一　一　ロ　ロ　ロ　胃　一　一　■　一　■一曹一一一　一　闇　噌　”　一　一　一一一一一一冒　圃　，　騨9一一一一曹冒　ロー一，¶　ロ　一　■一　一　一曹曹曹冒　ロ　ロ需　一一一一一一一冒冒　ロ　胃　F　一一　一　一　一　一　曹曹曹　ロ　一　冒　冒　｝　藺　一　一　■　一　一　一■　一　一　一　冒○　経済的支援に関する具体的方○　経済的支援に関する具体的方．一y策策�@　中期目標期間中に，奨学金G7年度から実施のため，16年度の充実を図るため，学内奨学は年度計画なし）金制度の導入を検討する。一一一一一一一一薗一曽曽暫一■一一冒曹一曹曹雪一胃F−F｝一一一曽薗曹曹一一一一一一ロ需ロ冒，一一一＿一曹曽曽一一一層ロー冒辱＿辱＿＿＿曽曹曽璽一曹曹一冒F胃一一一一曽曹曹需騨，　幽曽曽一一曹曹ロ回胃一一一一一■一冒冒一一”一　一　一　一曽一　一　盟曹騨＿一　一曽曽一一一曹曹曹r−　r一　幽　一　一　一　曹曹，　一　F　r　一　一　一　一　曹一　一　曹　一　一　一　騨　”　F　一　一　一　一　曽　一　一　曹　一　一　胃　一　冒　一　一　一　曽一○社会人・留学生等に対する配慮@�@社会人学生への学習支援体○　社会人・留学生等に対する配@慮i17年度から実施のため，16年度　制の一層の充実を図る。A　中期目標期間中に，現在実@施している図書館の土曜，日一一ｪ離認薇鹸鯖間を莚　　長ずる。”冒嚼ﾎ；隼’rび肩がち∫’通常期”（授葉爾講期間）「万平日至〒；でだうい＝で汀百ゼ蒔ま’ﾅ開館延長した。（従来は，週2日は22時まで，その他は21時まで。）冒Fr一一一一曽一曹一一冒胃一一一一一一一一一一一胃一一一一一一一一一一一一PF一一一一璽謄璽一一一冒一一一一一一一一一一一一一Aー曹@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髄曜開館及び夜間開館の一層の[実を行うなどにより，社会，「人学生の図書利用サービスの　向上を図る。B　中期目標期間中に，外国人一て17奪度が’ら翼施め泥硬∫1’f5有…度辱＿P幽一昌6一一一一一一冒冒冒”一一一一■一一一一一一ロ60曽囎鱒騨一一【一一一一一冒一一囎一一一一一一一一曽曽噂鱒一一一一一曹一一冒辱一騨一一一一一曹一冒騨曹”　騨一　一　一　■　一　■　一　一　冒　曽　●　●　●　■　一　一　一　一　一　一　ロ　ロ　膠　”　鱒　騨　凹　一　一　一　一　一　冒曹曹冒冒　ロ　回　卿　脚　「　■　■　一　一　一　一　一　ロ　層　冒　軸　騨9　噂　一　一　一　一　一　一　一研究者，留学生等の滞在施設は年度計画なし）　の充実を図る。C本学独自に設けた「留学生@後援会」による留学生への支幽噂A…本学独百だ設τテだT留孕互@　後援会」による留学生への支二…滉ｻ手生事業笈び貸得事業を実施σだ；冒…軍成丁6庫削回講濯じ一’……E　留学生後援会賃貸住宅連帯保証事業を実施した。　平成16年度；58件一冒騨噂騨一一一一一一一一曹一，嚇卿一一曹一曹一一一一一一”“一一曽曹曹■一一一冒ロー一冒7駒，．．，■■一一一一一一ロロ暫需冒一，．■一援制度の充実を図る。援を実施する。・　災害援助対策基金（50万円）を設置した。／｛〜_＼　　　〆14一rへ．！（名古屋工業大学1　大学の教育研究等の質の向上2　研究に関する目標（1）研究水準及び研究の成果等に関する目標中期目．標○目指すべき研究の水準に関する基本方針　�@世界の「ものづくり」の中心地である中京地区の工学のリーダーとして，．工学と産業技術の先　　難役にふさわしい世界最高水準の研究を推進し，工学の知的中核としての役割を果たす。　�A工学技術の研穽を通じて，新技術の開発や新しい工学技術文化の創造などあ社会貢献を果た　　す。○成果の社会への還元に関する基本方針　�@先進的研究拠点の実現大学と都市機能が一体となった頭脳拠点への展開，産学官連携のベ　　ンチャー創出を目指す。中期計画・年度計画計画の進行状況等○　目指すべき研究の方向性○　目指すべき研究の方向性�@教員個々の自由な発想を大�@教員個々の自由な発想を大・　各教員個人ごとに研究費を配分した。また，科学研究費補助金，奨学寄附，”切にする，基礎研究としての切にする，基礎研究としての金を獲得し，これらの経費により，シーズ研究を推進した。「シーズ研究」をより一層推「シーズ研究」を推進する。・　大学研究活性化経費の配分に当たり，基礎研究の分類を設定し，若手を対象進ずる。として14件を採択し、研究費を重点配分した。o�A社会的要請に基づく次世代辱一A…社套酌要請に基ヲぐ茨世代冒冒ロfラフ’ぞフペ＝’ジヨfジモ’ジ　二天孕院▽B工訥蔀門におτ∫ぞ「’薪iだな産業め面一一一秩｡一■一一噂一幽駒，鱒●曽。．．ロ冒ロロ冒冒冒冒曹曹一一一一曽■■一一尊縛一曽冒響冒冒一一一曹曹一曹曹曹一一一ら，胃rロ冒ロー産業の創出につながる・「ニー産業の創出につながる「ニー出を目的とした研究プロジェクト5件を採択するなど，ニーズ研究の推進に努ズ研究」を平成15年度に設ズ研究」を「テクノイノベー．めた。また，・学外機関等との共同研究174件，受託研究37件，計211件増した．「テクノイノベーショションセンター」を中心に推の実施などで，ニーズ研究を推進した。ンセンター」を中心に強力に進ずる。推進する。�B既存の産業構造や学問体系一（17回忌がぢ巽：施のだあ；一’f6年度一　一　，　冒　｝　騨　謄　，　一　一　一　曹　一　一　一　一　一　一　曹　曹　曹　曽　9　一　一　曽　一　一　一　一　一　F　｝　r　胃　胃　ロ　冒　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　一　一　■　一　■　一　一　一　一　一　一　一　一　．　一　一　一　一　一　｝　一　＿　＿　卿　＿　F　，　p　r　冒　一需　冒　曹　曹　曹　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　曽　幽　回　鴨　辱　騨　冒　一　冒　一　曹　曹　曹　曹　一　曹　一　一　一　一　一　一　｝　一　胃　胃　冒　ロ　ロ　一　ロ　一　■　曹　■　一　一　一　一　一　一　一　＿　r　冒　一に拘束されず，異分野との融は年度計画なし）合や新しい価値創造につながる研究を組織的に推進する。�C新産業の創出など地域産業’圏B一曹新産藁の一思田三王三里産業二一冒f…ラフ「イ’7フミ：＝’ジぎジゼジ　二i則可研究蔀再がゴニデマネニ下’σだ巽同研究冒　冒　冒　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　■　一　一　一　噂　，　脚　層　冒　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　，　”　辱　o　o　冒　一　層　ロ　ロ　一　一　■　一　一　曹　曹　曹　一　一　甲　．　騨　讐　・　幽　冒　一　ロをリードするとともに，産業をリードするとともに，産業・受託研究の実施，企業からの寄附金により設置した寄附講座・寄附研究部門界との連携を積極的に行い，界との連携を積極的に行い，の活動を通じて「ものづくり」に関する研究を推進した。中京地区にある工科系単科大中京地区にある工科系単科大学としてふさわしい「ものづ学としてふさわしい「ものづくり」に関する研究を推進すくり」に関する研究を推進する。る。�D　国家的・社会的課題である’「�C”画家的∵紐套四丁’題で毒鱒“囀�丁屋工業天學ヲ百ジ三グ下研究所設麗規程」’及び膠丁名舌屋土業天學ヲ百一　．　．　，　．　・　．　噛　曽　層　冒　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　一　ロ　一　一　一　一　一　一　一　一　辱　騨　o　o　膠　ロ　幽　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　騨　”　曽　儒　o　曽　一　曹　一　冒　一　一　一　■　，　一　一　璽　●　o　曽　ロナノテクノロジー・材料分るナノテクノロジー・材料分ジェクト研究員の取扱いに関する規程」を制定し，16年度に2研究所を設置野，情報通信分野，環境分野，野，情報通信分野，環境分野，した。更に，ナノテクノロジー，材料分野の4研究所を17年4月1日付けでライフサイエンス分野などのライフサイエンス分野などに設置することを決定した。研究を推進し，世界のトップついて，学内のシーズ研究を　レベルの研究拠点を目指す。　　　　　　　　　　　　　ずFE　国などによる競争的・戦略　　組織化した学内研究所を立ち鼈鼈鼈黶D上．げる、一　　　　　一i17年度から妻施め泥’あ〜一’正6輩震「響　冒　曽　冒　冒　冒　ロ　冒　冒　冒　ロ　曹　曹　■　曹　曹　曹　曹　一　曹　一　曹　曹　一　一　9　一　一　凹　一　ゴー　一　一　一　一　，　一　r　F　r　，　，，　冒　曹　曹　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　■　■　一　■　一　一　一　曽　曽　一　一　一　一　一　一　一　F　臼　一　辱　7　一響一曹騨回ロー一■■■■■一璽一一一一幽一一一層}曹一曹一一一一一一一一一一冒胃冒曹一曹一一一一一一一胃層一胴曹一曹曽一曽一一一，一需的大型プロジェクトの資金獲は年度計画なし）得へと発展する研究に組織的に取組む。一■一一一一騨一「，凹鱒騨一，噂・．鱒脚卿幡。，曽■腫一幽一．幽一一曽　一　ロ　曹　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　■　■　一　一　一　帰　騨　辱　．　卿　髄　．　．　曽　塵　塵　．　冒　ロ　ロ　ロ　一　冒　一　一　一　一　一　ロ　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　一　噌　一　一　騨　一　噌　曽　噂　冒　回　層　冒　一冒　ロ　ロ　冒　一　一　一　ロ　一　■　■　■　■　一　一　凹　■　騨　回　騨　一　一　一　一　一　曹　曹　曹　一　一　■　，　囎　軸　曽　一　一　曹　一　一　一　一　曹　■　一　一　騨　胃　胃　一　曹　ロ　一　■　一　一　r　響　轄　一　冒　ロ　一　一　一　一　一○　大学として重点的に取り組む○　大学として重点的に取り組む領域領域�@狭義の工学の枠を超え，異（17年度から実施のため，16年度分野との融合による新産業のは年度計画なし）創出につながる新しいプロジエクト研究�A防災・環境など時代に応じ’曹@…地域襟ど蓮携∵協万uそ’；’一一､強曹県刃谷市だお醇デる一一「百至防：災会活動支援事業］吻ご本学教：員が統括ゴ＝辱”一冒一一一冒一’謌鼈鼈鼈鼈黶|，，曹冒’曹一”一曽一一’∵曹曹一’一一　一“胃，一一一’一曹　一一一’”藺一一｝胃一一一て地域社会と連携・協力して推進する「地震防災合同プロディネーターとして参加し，地震防災プロジェクト研究を行った。ユ一15一推進するプロジェクト研究ジェクト」，「堀川・布民がっくるインフラ研究会」。・�B　国家的・社会的課題である”（1�e鞭がち更施めだあ丁’f“年度ナノテクノロジー・材料分野，情報通信分野，環境分野，ライフサ．イェンス分野について，学内のシーズ研究を組織化したプロジェクト研究　i　新機能デバイス，新機　　能材料，微細加工，微細　　制御など，原子・分子レ　　ベルのナノ・スケールでの　、制御に基づくナノテクノ　　ロジー・材料分野　ii　次世代コンピュータ技　　術，マルチメディア通信　　技術，知能システム技術，　　メディア情報処理技術な　　どユ．ビキタスネットワー　　ク社会を実現するための　　情報通信分野　揃　環境保全，資源・エネ　　ルギーの有効利用，自然　　エネルギー利活用，ゼロ　　エミッションタウンなど　　の人間社会や自然環境と　　の調和をめざす環境工学　　分野　iv　生命機能解明，遺伝子　　工学，生体適合性材料，　　バイオセンサー，遠隔医　　療，遠隔介護などのライ　　フサイェンス分野�C21世紀COEプログラム　「環境調和セラミックス科学　の世界拠点」の研究�D名古屋大学医学部や名古屋　市立大学医学部などの協力に　よる医学と工学を連携したプ　ロジェクト研究○　成果の社会への還元に関する　具体的方策　�@研究環境が競争的．・戦略的　　重点化する中で，先進的研究　　拠点の実現，大学と都市機能　　が一体となった頭脳拠点への　　展開，産学官連携の新産業創　　出羽へ挑戦する。1�A大学で生まれた知的財産　　を，平成15年度に設置した　　テクノイノベーションセンタ　　一（知的財産本部）で一元的　　に管理するとともに，積極的　　に社会への技術移転を図る。�Bテクノイノベーションセン　　ターのもとで，平成15年度　　に設置したインキュベーショ　　ン施設の充実を図り，共同研　　究センター，大学院ベンチャ　　一・ビジネス・ラボラトリー　　と一体的に運営し，新産業に　　結びつく技術を生み出すとと　　もに社会とのリエゾニング機　　能を強化する。　は年度計画なし）一FA’一7了世紀層ごδEラ『百グラ＝ム’　　「環境調和セラミックス科学　　の世界拠点」の研究一�B9一名舌屋天學医學三一や名舌屋冒　　市立大学医学部などの協力に　　よる医学と工学を連携したプー一一一一旦ジニクート．研究＿＿．，．一一一．一〇　成果の社会への還元に関する　具体的方策（17年度から実施のため，16年度　は年度計画なし）冒一@’“胃天學；ざ笙まれだ知曹的貝田産’一一　　を，テクノイノベーションセ　　ンター（知的財産本部）で一　　元的に管理するとともに，積　　極的に社会への技術移転を図　　る。一’A…デクフマフ7ミニ’ジ互ジモフ　　ターのもとで，共同研究セン　　ター，大学院ベンチャー・ビ　　ジネス・ラボラトリーを一体　　的に運営し，テクノイノベー　　ションセンター共同研究部　　門，大学院VBL部門とする。・　本学教員が中心となり発足させた，「堀川・市民がつくるインフラ研究会」　においてワークショップを行った。・　堀川ライオンズクラブと共同で「市民参加型水質調査」の実施及び水質浄一一一化工ヨ旦丞ツ上亙作成レたρ一一一一一一＿．＿＿一一＿一＿一．＿，一一一一一．一＿一一＿…唱一ｹ耳鞭た採択1ざれだ著｝r琶紀℃σ百ヲ百1グヲ云マ環境調和セラミックス科学の世界拠点」により，新規な無機機能材料や無機・有機ハイブリッド機能材料などによる環墳調和材料の研究開発を推進した。仏・リモージュ地域に立地する国立セラミックス工学大学院大学及びリモージュ大学を中心とする教育研窒機閨ζ倉1回でこ二同地においてシンポジウム亙開．催レた。　医學；エ学を運携’ざぜだ丁外：科手：術支援ジステム」，’r医學教脊葡1「練ジヌ「デム」を開発した。主な成果は，�@直感的操作可能な遠隔力覚臨場感手術システムの開発�A組織内埋入型下顎骨自動延長装置の開発�B歯科医療への工学的支援一．（歯冠植綴物のPAP∠q廻とムエー現実盛を一思いた塗療訓練之スーテム）＿＿＿一一＿7一曽c耗グ7イフ応：＝ジ百＝シ：ゼジ　二1ご知財管理蔀門を葺ぎ，ロ曹知的財産管理を二＝元的に行った。・　16年度の特許出願件数は106件。・　外国出願権1件を企業に有償譲渡した。・一一ｧ同研究モジ　＝曹∫’天孕院一ペジチ予一二丁ピジ「ネーズ∵ラポラ下1」＝ロをデ〃フマ”ノベーションセンターの共同研究部門及び大学院VBL部門とし，一体的に運営した。一16一、’（�C大学院の研究成果を発表す�B大学院の研究成果を社会に「二　卉究のフロンティア」を抜本的に改め，中部経済産業局，愛知鋳　　1るため，平成11年度から実{している「工学教育テクノ公開する場としての「工学教辜eクノフロンティア」を中古屋市守との連携のもと，全学の取組みとして，研究成果を一般に公開する1名工大テクノフェア」を11月1日に開催した。ブース形式で「自然と科学の融フロンティア」の一層の充実を図る。1部経済産業局との連携のもとﾉ進める。合」を掲げるメインテーマ発表16件，二般発表44件の成果発表，「人間型ロボットの運動制御技術の歩み」と題した総合講演の開催及び学生が製作に取組むソーラーカー，フォーミュラーカーの展示などを行い，約700名（企業曹一曹一一一一一一胃冒冒一冒曹冒曹一一一一一一一辱rF冒，一一一一■から丑ま麹一3−qΩ名）一一の参迦堕ミあ2た9＿＿＿＿＿一一一＿＿＿＿＿＿．一＿一一一薗一騨ρ曽FFF辱胃一雪，騨需一需一冒一冒一冒ロロー冒一一一曹曹曹曹曹■一一曹一■■曹曹曹9曽謄一曽曽一噂曹曽幽一一辱F冒冒冒冒曹○　研究の水準・成果の検証に関○　研究の水準・成果の検証に関する具体的方策する具体的方策�@平成16年度に研究全般に�@研究全般に関する企画・立研究全般に関する企画・立案機関として「研究企画院」を設置し，プロジェ関する企画・立案機関として案機関として「研究企画院」クト研究所設置規程の整備及び大学研究活性化経費の配分方法の検討・審査を　「研究企画院」を設置する。A・「研究企画院」において，一一Aを鴨葬輻院］τ郡℃；・一行った。’”r研究杢画院〕’噛｝ビおし玉そ丁’先導すりミrぎ努野芝…τノて材料需発分野’翻葛げる乏’ど一一■一一一一一一ρ騨騨，”一一〇一一軸瞳一一曽咀一■冒，冒曹曹冒ロ冒曹冒曹一一■一■■一一一一一一用一，o一曽卿冒冒冒一冒冒冒一一一先導すべき分野・プロジェク先導すべき分野・プロジェクもに，大型プロジェクト研究を推進するため，外部資金により設置する「名古　．ト戦略の策定を行う。B各教員及び学内プロジェク一て1�e鰻黎難喬鶏抽轍屋工業木堂ズ旦ジェ久h班究所醍置規程⊥．を卸定．レ准、＿＿＿一＿一＿＿，一一騨騨一騨一一一“，．9卿噂，冒一一一一一曽一幽ロー一一一一一一一一一一■■一■一一一一一，騨一■璽脚。ロ塵暫ロロロロー■一一■一一一一ト研究の研究成果を定期的には年度計画なし）評価し，研究水準を常に把握するとともに，評価結果を研究費等の配分に反映させる。’一17一名古屋工業大学1　大学の教育研究職の質の向上2　研究に関する目標　（2）研究実施体制等の整備に関する目標中期目・標O研究者等の配置に関する基本方針　�@「工科大学構想」に基づき，一人一人が自律した研究者として研究を遂行し，かつ学際的プ　　ロジ土クトを組織しやすくすることを目指すために，これまでの講座制にとらわれない研究者　　配置を実施する。　�A技術職員は，技術全般を見渡せる研究支援者として，全学的視点から配置する。○研究環境の整備に関する基本方針　�@学際的な研究プロジェクトを推進し，研究資金を適正にかつ重点的に配分する。　�A研究の場を確保するため，施設の有効活用を推進する。　�B大型研究設備の計画的整備を図るとともに，設備を有効的・効率的に運用する。○研究の質の向上システム等に関する基本方針　�@適切な研究活動に関する評価を実施する組織を整備し，多様な評価軸の設定や学際性を酒養　　するシステムを適切に機能さ．せる。，，中期計画年度計画計画の進行状況等○　適切な研究者等の配置に関す○　適切な研究者等の配置に関する具体的方策る具体的方策�@　「工科大学構想」を実現す�@教員組織である領域の運営教員の研究活動・生活の場として運営している領域は，研究活動のみの場とるために，平成15年度から方法等について見直す。して運営するよう見直し，16年10月から実施した。領域は，教員相互の研教員組織を「研究系」（4領究親睦の推進，研究プロジ土クトの推進などを行うことにした。会議や諸行事域からなる）として一元化しの連絡，予算の執行などの日常的な業務は，教育類（学科の教育を担当する教た。これは，従来の学科・講員組織），独立専攻，センターで行うことにした。座という枠組みを離れ，研究活動・生活を中心に教員を組織した。この運営方法等については，平成19年度までにより充実を図るため見直す。曹曹曹曹曹曹曹■冒口冒需冒胃F一一一F一一一一一曹曽一一一一曽曹一一ロロー冒一一一腎FF，一甲一一一一一一一幽一薗　一一一一一曽曹■一�A平成16年度末までに，重一一A”重煮領域ロの研究’を推進ずる一冒圃送ｧ天學法天名舌屋エ業天學ブ百ジゴク下蒋任教授め選考に関ずる規程を制点領域の研究を推進するためための先端研究者を特任教授定し，1名を採用した。の先端研究者を特任教授（仮（仮称）として採用する制度称）として採用する制度を設を設ける。．　ける。B平成16年度末までに，競曽一B…競争酌資金にまる著羊め荏’冒ロｼ舌屋三業天寧プ百ジ至’グド研究頁の取扱“に関ずる窺程を制定τ∫1一孕界の曹曹一　曹冒　■　一一　一曹　一　一騨　甲胃一　一　一　一　一　一　一．一　一　一＿　一　一　一　一　一　一　■　一一一曹曹曹　■　一　冒　冒　騨需　需　，　r　−　F　一　一　一　F　F　一一　一一　｝　一　一　一　一一　一　一争的資金による若手の任期付標付研究員等の積極的な採用研究者，博士の学位を有する者を任期付職員又は非常勤職員として，採用でき研究員等の積極的な採用制度制度を確立する。るこどとした。　を確立する。C研究をより充実したものと”�C”研究毫…’ま騨り噂口実’σだも〜δτ；…Z術職頁のあ万万にうτ∫で検静を行しミ；一名吉屋エ業天三￥技葡蔀組織規程’を’ρ騨“一噂幽一「曽一一曹■一曹一曹曹一一曹一一■一冒冒一ロロ冒冒，冊一FF一一．幽口尊甲騨「一一一一一曹曹一一一一一曹一■一一一一一一して実践するために，全学的して実践するために，全学的制定し，平成17年4月から学長が指名する副学長を技術部長とし，．‘技術課視点に立った技術職員の再配視点に立った技術職員の再配を設置すること，技術課長及び技術主幹を配置することを決定した。置を平成16年度末までに行置を行う。・　技術課内に技術班を設置し，各班ごとの業務を明確にすること及び業務依　う。D　大学．として重点的に取り組冒一D’一天学どじ「で重点醐ご取り『組蓄羅幕虹鱒製藩輩諜客畢祐崩冥縫三三一一■一■一一曹一曹一謄刷一胴冒冒胃騨囲需騨層，F一一一一一一一一一一一一一一一一一一曹一一曽一一一一一一一一璽■一璽■璽■一一一曹・む研究にRAを重点的に配置む研究にRAを配置する。した。する。薗冒冒響，｝一一一一■一一一曹一冒冒冒曹一F糟脚轄一一一一一一■ロ需　一　■　一　，　，　顧　一　一　■　一　一　曹　冒　冒　一　ロ　冒　冒　脚　冒　，　F　一　曽　一　■　■　曹　一　曹　曹　曹　一　一　一　曹　一　冒　冒　脚　圏　一　一　髄　■　■　曹　一　一　一　一　ロ　冒　ロ　ロ　ロ　冒　一　冒　，　”　鞠　．　ρ　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　一　一　一一一一ロロー冒冒冒一冒悼鴨冒即脚韓騨F9一一一一一幽一9一■一一一■一一一一一一一曹曹■■■一一■一一一一一一曹冒曹一一曹ロロー一一曹○　研究資金の配分システムに関○　研究資金の配分システムに関する具体的方策する具体的方策�@本学の目指す方向に合致しG7年度から実施のため，16年度た学際的研究プロジェクトのは年度計画なし）積極的な学内提案を促した上で，「研究企画院」が複数の研究プロジェクトを選定し，､究資金を重点投資する。r「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／へ「、、＼　　　　〆18一�d�A研究資金を重点的に配分す　る研究分野については，「研　計器画院」において社会の動　向に応．じて随時見直す。�B教員の研究意欲と大学全体　の活性化を図るため，プライ　ンドレフリー制度を取り入れ　た「大学研究活性化経費制度」　を一層有効的に機能させると　ともに，更なる運用方法の改　善について平成16年度末ま　でに検討する。○　研究に必要な設備等の活用・　整備に関する具体的方策　�@「研究企画院」「産学官連　　携本部」及び「施設マネジメ　　ント本部」において，学内研　　究の流動性を高めるためオー　　プンラボの拡充整備，大学院　　ベンチャー・ビジネス・ラボ　　ラトリーの有効活用，施設の　　スペースチャージ（施設使用　　料）制の導入などを検討し，　　平成16年度末までに実施す　　る。�A「研究企画院」及び「テク　　ノイノベーションセンター」　　において，学外施設の活用や　　連携等も考慮に入れた上で大　　型研究設備の計画的整備に関　　する基本方針を策定し，大型　　研究設備の計画的整備を図　　る。�B「研究企画院」及び「テク　　ノイノベーションセンター」　　において，現有の大型研究設　　備の有効的・効率的な運用に　　関する基本方針を策定し，大　　型研究設備の有効的・効率的　　な運用を推進する。○　知的財産の創出，取得，管理　及び活用に関する具体的方策�@平成15年度に設置した　　「テクノイノベーションセン　　ター」を通じて，研究の成果　　を知的財産の創出に結びつけ　　る。�A「テクノイノベーションセ　ンター」において，知的財産　の適正な管理を推進し，知的　財産の有効な活用及び実用化　を図る。�B産学官連携の環境整備とし　て，「テクノイノベーション　センター」において，利益相　反及び知的財産に関する学内　ルールを平成16年度までに　確立する。○　研究活動の評価及び評価結果　を質の向上につなげるための具　体的方策�@平成17年度末までに，全　　教員の個人評価の中で研究に　　関する評価を試行し，平成1　　8年度から実施する。『嶺痒度以降翼憎めだあ1，曽冒f6有…度　は年度計画なし）一�@’一教員め研究慧欲’乏天学至捧r　　の活性化を図るためジブライ　　ンドレフリー制度を取り入れ　　た「大学研究活性化経費制度」　　を一層有効的に機能させると　　ともに，更なる運用方法の改　　善について検討する。○　研究に必要な設備等の活用・整備に関する具体的方策�@「研究企画院」「産学官連　携本部」及び「施設マネジメ　ント本部」において，学内研　究の流動性を高めるためオー　プンラボの拡充整備，大学院　VBL部門の施設の有効活　用，施設のスペースチャー　ジ（施設使用料）制の導入な　どを検討し，実施する。冒て17年度がら翼施あ泥あら一一f6有…度　は年度計画なし）．9てi7鞭がち巽1施めだあ丁’fδ年度　は年度計画なし）○　知的財産の創出，取得，管理及び活用に関する具体的方策�@学内で創出した研究の成果　は「テクノイノベーションセ　ンター」を通じて，まず仮基　礎出願し，その後実用化の市　場調査を行．つたうえで本出願一一Aを鶏誰講麓蒲実寸　　実用化を図るため，職務発明　　等の実施により得た収益の配　　分方法を発明者のインセンテー一B孟二二紅藻轟朧τ　　て，「テクノイノベーション　　センター」において，利益相　　反及び知的財産に関する学内　　ルールを策定する。○　研究活動の評価及び評価結果　を質の向上につなげるための具　体的方策（17年度から実施のため，16年度　は年度計画なし）（＼．ρ＼冒一V孕研究活性花経費の蓮掬労法を検討じ「冒墓本万針を定拓だ；ロ冒ロロ冒曹曹曹曹曹曹曹一一一・　「特別研究」として，「独創的・洗駆的」，「地域社会連携・協力」を行う研究について，ブラインドレフリーによる審査を行った。・　「一般研究」として，「独創性に富む研究」について外部資金獲得実績，社会的活動を重視した審査を行った。・　「基礎研究」の枠を新設し，応用研究以外の分野に配慮した。・　16年度は99件の申請に対して26件を採択した。　外部資金を獲得した教員が優先的に使用できるオープンラボを新たに3室，100．�u整備した。　大学院VBL部門の施設配分に当たり，専攻ごとの配分から，より流動．性の高い」テーマを重視した配分に改めた。　施設のより一層の流動化を図るため，スペースチャージ制度導入を決定した。これに伴い「名古屋工業大学における施設の有効活用に関する規則」を見直し，スペースチャージ（課金対象）範囲を明確にした。・　仮基礎出願，市場調査を行ったのち，弁理士を通じて本出願を行う手法を確立した。年間の仮基礎出願は54件。・　仮基礎出願ののち，名古屋工業大学研究協力会及び中部TLOへ情報開示を行い，特許の活用，実用化を図っている。’”注送ｧ天学法ス名1下屋螺天學職務発明規程〕’一を制建一〔7，【『ぞめ窺程の甲で薗’一職務発明等の実施により得た収益の配分方法を，�@発明者30％�A発明者が指定する本学の組織又は事業10％�B法人30％�Cテクノイノベーションセンター知財管理部門30％と規定し，配分方法を確立した。7ロ冒ﾑ国暁天學奮川名舌屋一工業天吻血益霜「反や累’ジヌジ下窺程」’を’制定じ丁一箏長のもとに「利益相反マネジメント委員会」を設置した。・　「国立大学法人名古屋工業大学職務発明規程」を制定し，職務発明に係る知的財産は法人に帰属することとした。・　職務発明の認定等を審議するため，「知的財産委員会」を置くこととした。一19一5�A．全教員の個人評価の中の研’n暮年度以降葵施め泥あ’，一’正6有…度’一璽’一一幽｝｝一鞠’曹曽冒’冒冒曽曽冒一一冒冒冒ロ冒ロロロロロ冒冨曹曹，”讐’…一雫’雫”A’’”ロロ冒曹ロ冒冒噛一曹冒’噌「一一’’’’”一　一　一　一　冒　ロ　ロ　一　冒　冒　ロ　冒　ロ　曽　冒　冒　層　”　，　圃　．　幽　一　一　r　一　曹　一　一　■　ロ　ロ　一　一　一　冒　曹　ロ　曽　ロ　o　鴨　r　9　一　「　曹　曹　曹　一　一　■　■　一　一　一　一　一　一　一　曹　冒　冒　ロ　o　一　，究に関する評価結果を踏まは年度計画なし）え，高い評価を得た教員には，研究費及び研究環境等の整備などの研究支援の充実を図るなど，適切な措置を講ずる。�B　知的財産権を研究業績・実一て悩牢度一以降実施のだあ丁了6年度一盟一冒一曹ロー■■璽一一一一璽■■曹一一曹璽璽■■璽璽曹曹一一曽曽一曽一一曹髄曽一曹曽一一曹一一冒冒冒胃F一，一一一一一幽曽一一一一曹，一，一曹一冒胃F，F，一r一一一一一一一一幽伽一一曹曹曹一一一一一一一冒ロ冒胃冒冒一一一一一，一　一一一一幽一一一一一一曹一一一一一曹冒一冒”層F，一一一績として評価するシステムをは年度計画なし）確立する。璽一曽曽一一一一一一一F一一■幽一一辱回響−胃，騨膠胃一口曜ロー冒，rw胃層一一一一層一曽ロr膠胃ロ冒一ロ冒曹曹一一一一ロローローローロ曹一曹曹一一，胴r”F一一一一一畠藺一嘘一曹一曹一曹一一一曹冒層膠一辱P一一一一一一一一一曽曹一■一一一一一一一一一層一冒冒冒冒冒胃冒胃冒P早一一一一一一一一一一一一曹曹冒一一一一ロー冒一一，需，FFF騨｝膠7F｝一F幽一一○　学内共同研究センターに関す○　学内共同研究センターに関する具体的方策る具体的方策�@複数の研究センターや研究�@複数の研究センターや研究5つのセンターで構成する教育研究センター機構全体の運営に関し必要な事支援センターをより機動的に支援センターをより機動的に項を企画・立案するため，教育研究センター機構運営本部を設置した。活動できるよう平成16年度活動できるよう教育研究センに教育研究センター機構運営ター機構運営本部を設置す本部を設置し，センターの教る。職員の配置については，常に有効に配置するよう随時見直す。／．「幽、一20一へ（．名古屋工業大学1　大学の教育研究等の質の向上3　その他の目標（1）社会との連携，国際交流等に関する目標中期目・標○教育研究における社会との連携・協力，国際交流等に関する基本方針　�@　　　地域社会に開かれた大学を目指す。�A地域社会・産業界との連携・協力のための組織を整備する。�B　　　地域の需要に応じ，公開講座やセミナーの開催などの社会貢献を推進する。　�C企業や自治体の求めに応じ，高度研修や技術指導を行う体制を構築する。�D　　　「工科大忌構想」に基づいて，産学官連携を進めるとともに，研究成果を産業界など社会に　　積極的に還兀する。�E学術交流協定校をより一層増やすとともに，外国人研究者，留学生等の受け入れ体制の整備　　充実を図り，国際交流を積極的に推進する。�F世界研究拠点に相応しい国際共同研究．・国際研究集会を積極的に実施するなど，国際的な連　　携協力を推進する。中期計画年度計画計画の進行状況等○　地域社会等との連携・協力，○　地域社会等との連携・協力，社会サービス等に係る具体的方��@　生涯学習ド高大連携，公開社会サービス等に係る具体的方�（17年度から実施のため，16年度ワ騨講座などの企画立案組織及びは年度計画なし）外部との窓口としての機能を持つ「創造教育開発センター（仮称）」の設置を検討する。�A公開講座やセミナーなどを@積極的に開催する。　　　　r，一一@…公開講脚モ：ミ：ヂ＝などを喩@　開催する。；曽冒一�１勇ヨ「講座i竃…冒1−2一イ奪≡■て脅電蓮≧妻≡；講著薮　；■2一ぞ「〕〔名）一一実施τンラ…三♂曹一一一”””，冒冒冒冒一一一一一一一E　学外におけるサテライトセミナーを3件（総受講者数：200名）実施した。・　企業等の技術者・研究者を対象にした高度技術セミナーを1件（受講者数一　凹　一　脾｝一響一　冒一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　層　−　騨　一　一曹曹曹曹一一　■一　一　r　一　層　r　ロ　一　一　一　一　一　一　一句騨騨騨冒一冒　■曹一一一　一　一　r　r　胃　一一　一　■　一：7名）実施した。・　研究者・技術者を対象とした講演会を4件（総受講者数＝91名）実施し�B　中学生，高校生を対象とし『”A曹一中學i£，冒冒高校召…を対象芝τロ＿た、．16年度ぼ」一次の事薬を巽1施じだ；一一一曹一一層’一ロロロ冒曹一曹曹曹’一一’一曽曽”7冒冒’冒冒一冒一一一’一”一一一一一F冒冒層冒ロー一一一■藺一一一一一一一冒曹曹曹曹一曽一一雫F冒需冒一曹曹■一一一一一一一一一一ー■■■一一一一F＿一，曹一■一た出張授業，体験入学，ものﾃくり技術講習会等の事業の[実を図り，初等中等教育にv献する。た出張授業，体験入学，ものﾃくり技術講習会等の事業をﾀ施する。・　出張授業（全国の高校へ出向き，派遣教員の専門分野をわかりやすく講義することにより工学部進学への動機付けを目的としている）@　実施状況：51高校　派遣教員数；61名　受講高校生；2385名・　体験入学（高校生が本学で授業，実験に参加して工学のおもしろさを実感し，将来の進路選択の参考とすることを目的とする）；平成16年8月23日，24日　　高校生76名参加講義4テーマ，実験9テーマで実施．した。・　ものづくりに挑戦（中学生を対象に実際にものをつくることの楽しさを実感させることにより，理科離れの解消の二助になることを目的とする）；平成16年8月3日〜5日　’中学生112名参加　　　　一�C国・地方公共団体や経済団@体等の審議会，委員会の委員，@研究会等を通じて，政策形成@への参画や技術教育サービス一一B…国7地方公棄団体：恩経済団@　体等の審議会，委員会の委員，　　研究会等を通じて，政策形成　　への参画や技術教育サービス一一ロ曹冒曹曹一一一膚一「一一，冒ロロロ曹一一一一一曽一｝，響一曹曹曹嘗曽一幽一冒冒一一一曹一曹薗昼ｨ一r冒曹曹曹一一一一一一胃ロ冒冒一・　に貢献する。D　中期目標期間中に，図書館　　に貢献す1蛋．一�C【図書館の至i所蔵1資料を公蘭一；”二図薯の遡及ス：万を約一f’4層ギ件実1施｛y∫一目録1の整備をそ〒ぢだ；辱’…”鍾冒一一曹一一一一一一9噂−轄冒ロ冒曹曹曹曹一【一「“嘘冒一一一一一一■曽，胃一冒一一一一一一一一一一曹一一曹曹一一騨噂一冒ロロー一一■凹r”一冒一一の全所蔵資料を公開するためするため目録の整備を行い，・　一般市民向けに図書館の利用案内をウエブで提供した。16年度学外利用目録の整備を行い∫．平成15一般市民に貸し出す。者数1，219人，学外者貸出数362冊。年度から実施している一般市　民向けへの貸出制度を充実す@る。E本学と名古屋市鶴舞中央図一一D…奉学乏名「舌屋市鶴舞中英図『7ロ冒�享ど名舌屋布額舞軍英図書館乏一め問で租互利用協定を締結’σだ5一一一『”一一一一一一一一一一一冒ローロ冒曹曹一一一一胃冒冒一一一一一一一口r一一一一凹幽騨，冒一曹一一薗凹一一r曹曹■■■幽一回冒ロー一9騨層冒書館などとの鶴舞地区図書館書館などとの鶴舞地区図書館・　コンソーシアムについては，東海4県の大学図書館と公立図書館が参加すコンソ「シアムを平成16年コンソーシアムを構築し，相る東海地区図書館協議会を設置し，館種を超えた連携協力を実施するための度に構築し，相互利用制度の互利用制度の検討を進める。制度を作ることとしており，現在連携作業部会で具体的なプランを作成中で一．Q1一検討を進める。�F瀬戸市と共同で行っている　「国都・瀬戸ルネッサンス事　業」などの地域貢献事業を推　進ずる。○　産学官連携の推進に関する具　体的方策�@「産学官連携本部」で，今　　までの砕組みにとらわれない　　新しい産学官連携を推進する　　方策を検討し，平成16年度　　までに公表する。�A「テクノイノベーションセ　　ンター」のもとで，平成15　　年度に設置したインキュベー　　ション施設の充実を図り，共　　同研究センター，大学院ベン　　チャー・ビジネス・ラボラト　　リーと一体的に運営し，　新　　産業に結びつく技術を生み出　　すとともに社会とのリエゾニ　　ング機能を強化する。�B共同研究センター・セラミ　　ックス基盤工学研究センター　　・大学院ベンチャー・ビジネ　　ス・ラボラトリーが開催して　　．いる成果報告会，講演会，高　　度技術者研修等の専門家向け　　講座の一層の充実を図る。�C200社以上が参加してい　　る名古屋工業大学研究協力会　　と共同で開催している，共同　　研究センターにおける研究会　　・セミナー等を更に充実す　　る。�D企業等産業界の人材を積極　　的に活用し，産学連携・もの　　づくり教育などを強化する。�E：ホームページにより発信し　　ている研究者や研究情報の検　　索サービス「研究者情報検索　　サービス」を充実する。○　地域の公私立大学等との連携・支援に関する具体　的方策　�@愛知学長懇話会を通じた愛　　知県下47大学との単位互換　　事業をはじめとする教育連携　　。支援事業を一層強化する。○　留学生交流その他諸外国の大　学等との教育研究‡の交流に関　する具体的方策　�@「留学生センター」の機能　　を充実すると共に，国際交流　　を推進するため「国際交流セン　　ター（仮称）」を平成17年度　　に設置し，外国人留学生，外　　国人研究者の受け入れ体制並　　びに本学の研究者，学生の海．’一E”瀬芦市一ど共同で行’∈∫そi〜る’　　「陶都・瀬戸ルネッサンス事　　業」を推進する。また，瀬戸　　市以外の地方公共団体との技　　術・文化協力についても検討　　する。○　産学官連携の推進に関する具　体的方策．　�@「産学官連携本部」で，今　　までの枠組みにとらわれない　　新しい産学官連携を推進する　　方策を検討し，公表する。一’A…riチラアイ’フペニ：‘ジ…fジゼンター」のもとで，共同研究センター，大学院ベンチャー・ビジネス・ラボラトリーを一体的に運営し，テクノイノベーションセンター共同研究部門，大学院VBL部門とする。曹’B「’…巽同研究’部門∵天1學院▽’官’　　L部門・セラミックス基盤工　　学研究センターにおいて成果　　報告会，講演会，高度技術者　　研修等の専門家向け講座を実　　施する。曜一C’ゼ石で往以王が紐革し：そτ〜’　　る名古屋工業大学研究協力会　　と共同で開催している，共同　　研究部門における研究会・セ　　ミナー等を実施する。一（豆7奪｛度が弓実施のだあ；一頃6年度　は年度計画なし）一’D”ボニ：ムス1薗ニジたま胴り冒発信“じ’　　ている研究者や研究情報の検　　索サービス「研究者情報検索　　サービス」を充実する。○　地域の公私立大学等との連携　・支援に関する具体的方策　�@愛知学長懇話会を通じた愛　　知県下47大学との単位互換　　事業をはじめとする教育連携　　・支援事業を実施する。　ある。鶴舞地区の図書館もこの中に包含され，より広範囲の相互利用が図れ・一ﾙ齢季無縫轟轟議轟艶uて櫛三期挽廟期研　究，技術者講習会，瀬戸市セラミックス企業見学会及び技術者交流会を実施　した。・　地域貢献特別支援事業が16年度で終了するため，瀬戸市との新たな事業　展開を図るため，連携協定を締結した。・　地域貢献事業をさらに推進するため，瀬戸市に加えて，愛知県犬山市及び一＿財団法．ム各責屋都．市産業振興公社と．も連携協定を緒結一しく」左、＿＿一一一．一＿＿　本学と企業との間で，特定の分野を定めて研究等の交流を行う「分野別連携」：方式を導入した。この協定は，守秘義務協定のもとで，本学のもつシーズと企業等がもつニーズについて互いに交流し，連携を図ることにより，早期に幅広い産学連携体制等を構築するものであるる＿L6盤一は旦i薩と績結。．　共同研究センター，天三三ペジヂモ「；丁セ’ジネ「ズ∵ラポラ下1」ニニをデ渉フマ’ノベーションセンターの共同研究部門及び大学院VBL部門とし，一体的に運営した。；”曹猿l丁研究蔀再が甲心隔靖i一り’；幽企i業等め技術著∵研究著を対i勲ごじだ高度疲　術セミナー（受講者数：7名）を実施した。・　大学院VBL部門が中心となり，「名工大テクノフェア」を実施し，研究　報告，講演会を実施した。・　岐阜県多治見市に設置しているセラミックス基盤工学研究センターにおい　て，多治見市と近隣の4試験研究機関の成果発表会と同時に研究成果発表会＿を開催レ准2．　’28の研究⊇ゲ：ル：＝プを設置し；ロ研究蒼を吾’9画”（籍参加著薮1マ吾一7’6一唇，’　実施した。・　講演会を1回（受講者数；34名）実施した。・　学外におけるサテライトセミナーを3回（総受講者数；200名）実施し　た。”四二玉「ベニジ1ごまU発信一｛二7てて玉：る”『「研究著1門川索ザ＝ビズ丁鷹騨砺究著の最近の研究成果の紹介，現在の研究内容の紹介，希望する共同研究テーマなどを掲載し，研究者の研究成果などをアピールする項目として，「研究内容」の項目壷駈．たに設互なら＿一一一一一一一一一一一＿一一＿＿＿一＿＿一一一一一一一一．一．＿．一一＿＿；　愛知学長懇話会を通じた愛知県下4・7大学との単位互換事業を実施した。　　　本学の開放科目：11科目　　本学からの派遣学生1名　　2科目受講　　　　　　　　　　　　　　　　　特別聴講学生受入れ18名　6科目受講・　スーパーサイエンスハイスクール（一宮高校）の協力大学として，講義，　実験講習会を行った。　　　特別講義　1件，実験講習会　5テーマ，特別研究　3テーマ・　愛知県教育特区の実施大学として，「知の探検講座」を担当し，講義，実　験を行った。＿＿．誰義一一2件、一一実験．二．6丘＝エー一＿高校生．．費2．Ω名カミ参加．一．＿＿＿一一○　留学生交流その他諸外国の大’学等との教育研究上の交流に関する具体的方策�@現在ある「留学生センター」　の機能の充実を図るため，「留　学生センター」を発展解消し，　国際共同研究などの企画，立　案を行うとともに，本学の特　色である産学連携を国際的視　点で行う「国際交流センター（仮・　現在ある「留学生センター」の機能の充実を図るため，「留学生センター」を「国際交流センター」に改組拡充することを検討し，17年4月に設置することを決定した。　国際交流センターでは，国際社会に貢献できる人材の養成及び国際的視野に立った産学官連携の推進を図ることとしている。備　ﾀ彦ン離離講鑑黙答書ぞ躍講難藏∵一22一外派遣の充実を図る。称）」の設置について，事務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　ノへれ詞　魯術振興課及び国際交流課とすることを決定した。　　　　　　｛�A外国人留学生については，@多様な国・地域からの受け入　れを図る。一一A三姫難華笙た騨享箭一　　多様な国・地域からの受け入　　れを図るため「日本留学フェ7’『ｨ翼プ百グラ：ム「推進ラ三一ブ’て否伺観明套アーに一参加’じ）ゼ♂’一’一’一’“辱’【’騨’……曽@　平成16年10月2日　　韓国ソウル　慶煕大学　　韓国学生参加者22名@　　　　本学出席者3名，韓国学生参加者22名冒薗冒一ロロ冒曹冒一一一一曹一■一一一一一■一一一一”昌卿一卿卿辮鱒■■■■曽圃齢ロ冒璽冒冒冒。冒曹層一冒冒一冒冒ロー一一一一一■一一ア」等へ参加する。・　外国人留学生のための進学説明会へ参加した。外国人留学生のための進学説明会へ参加した。一東京会場　本学出席者　3名　　留学生参加者　83名�B　「留学生後援会」の拡充を冒て1r匹年度がら翼：施めた1あら一一f6年度’＿一一一一一2竺阪会量一一杢誉出」童者一一∫｝名＿＝．留学生参加者＿宣旦名＿＿一一一一一一一一■　一　■　脚　F　”　一　騨　響　冒　一　冒　圏　一　冒　一　冒　一　曹　曹　一　■　■　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　”　騨　，　，　F　一　胃　F　噂　冒　曹　一　一　ロ　一　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　騨　騨　鱒　冒　冒　冒　冒　冒図るとともに，民間等からのは年度計画なし）留学生への支援の拡大などを図る。�C　中期目標期間中に交流協定一て「｝7奪r」蔓がち難∂5テ三＝あ「」曹一f6輩蔑一　一　一　一　一　一　一　一　一　，　，　一　駒　一　曽　一　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曽　一　一　一　・　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　霞　騨　r　■　”　曽　■　曽　ロ　層　ロ　ロ　冒　冒　冒　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　辱　一一　帰　鴨　”　o　冒　o　噛　■　幽　圏　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　【　一　，　「　「　騨　鱒　讐　曽　−　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　糟　囎　9　曽　一　冒　冒　ロ　一　一　一　一　一　一　一　■　一の見直しを図るとともに，本は年度計画なし）学の特色に合った新たな外国の大学等との交流協定を締結する。�D交流協定校との学生交流を@推進するとともに，交流協定冒’B…交流協定稜ど〜δ交流を推進　　する「国際大学交流セミナー」一’一�流協定殺芝1万交流を’擢進ずる凹T国際丁寧交流モ’ミーチニ〕∵を歪画一じ，幽一て独ザ日本学生支援機構へ平成17年3月に申請した。，　冒　盟　一　一　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　脚　　一　F　噂　，　冒　冒　冒　ロ　冒　ロ　ロ　冒　ロ　ロ　ロ　■　■　璽　一　曽　曽　一　一　一　一　F　，　”　冒　曹　曹　曹　一　一　■　■　一　一　一　一　幽　一　F　P校からの留学生の受け入れにを企画し，（財）日本国際教当たっての授業料不徴収措置育協会へ申請する。を拡大する。また，交流協定校以外の大学とも学生交流の推進を図る。�E　21世紀COE等による国曹一C…冨丁世紀じσEだよる国際’7’吻窒ei「世紀ヒiてyぢ笈び文蔀科学省1晒域貢献特珂支援事業”「名士天；’瀬戸市：ゼ一9塵一一一辱冒需一冒。冒冒ロ冒層曹冒冒曹曹曹曹■一一一一一藺FFr−F層胃需冒冒冒ロー曹曹一曹曽一一藺一一一」｝胃一一一曹一曹一一曹際共同研究，国際研究集会等シンポジウム，瀬戸市と共同ラミックス文化支援事業」の国際連携活動として，EUにおけるセラミック9を積極的に実施する。で行っ・ている「幽霊・・瀬戸ルス研究拠点である仏・．リモージュ地域に立地する国立セラミックス工学大学ネッサンス事業」による国際院大学及びリモージュ大学を中心とする教育研究機関と本学及び瀬戸市によ’．ワークショップを開催する。り，同地で合同シンポジウムを開催した。研究発表として，19件の基調講また，平成17年度に迎え演，97件のポズター発表を行った。’る本学の創立100周年の記．・　創立100周年記念事業として，国際シンポジウムを開催するため，創立念事業として，「工科大学・100周年記念事業委員会国際フォーラム部会において開催に向けた検討を次の100年・世界会議（仮開始した。�F在外研究員の派遣，大学院一一D鰹羅鼎鵬難癖轟’＝’”C外亮回教脊研究実践支援プヒi≡デヲ云たま一67ζ名を派i遣じだ；「’一一”一一’一　一　・　甲　”　冒　冒　冒　一　一　一　一　ロ　一　ロ　一　■　一　一　一　一　一　薗　輌　一　曜　r　冒　冒　冒　曹　一　曹　ロ　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　卿　回　一　一　冒　一　一　一　一　一　■　一　藺　臼　r　F　一　ロ　ロ　冒　一　一ベンチャー・’ビジネス・ラボ宴gリーの海外研究開発動向VBL部門の海外研究開発動?調査派遣等の国際学術交流・　大学院VBL部門海外研究開発動向調査派遣として，教員1名を半年間，米国カリフォルニア大学に派遣した。調査派遣等の国際学術交流のを実施する。充実とその活用を図る。，暫冒曽一一曹曹曹曹曹層凹一，●騨糟層。一一一冒一一冒曹冒一一一一凹一　｝　F　¶　−　冒　冒　一　ロ　一　一　一　一　■　■　一　■　願　一　一　噂　一　騨　騨　曽　曽　”　ロ　ロ　冒　冒　曹　曹　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　，　岬　一　需　冒　一　一　曹　曹　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　藺　r　冒　r　胃一ロDロロー堰[一■一一■一一凹一一鞠騨，需響一−一一一一一一一一一一一一一一F需冒曹冒曹曹一一一一一一■甲一一，一一曹曹一一一一一9一○　教育研究活動に関連した国際○　教育研究活動に関連した国際貢献に関する具体的方策貢献に関する具体的方策�@本学教員を，国際協力機構�@本学教員を，国際協力機構国際協力機構が実施するプロジェクトのうち，「マルチメディア教材開発」等が実施する技術協力事業にが実施するプロジェクトに長のため，長期派遣専門家として教員1名をマレーシアに派遣した。（派遣期間　積極的に派遣する。A学術振興会，国際協力機構　　期派遣専門家として参画させ@　る。一n7年度がち葵施め泥あ〜一”正6犀凌1：　1　5．　5．　1　1〜1　6．　5．　1　0）`　冒　曹　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　｝　一　胃　F　謄　一　層　冒　冒　冒　ロ　冒　一　ロ　冒　一　冒　一　■　一　9　9　曹　一　曹　一　幽　躰　胃　一　胃　冒　冒　冒　冒　一　曹　一　一　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　曽　一　F　r　r　r　層　一　冒　一　冒　ロ　ロロ　曹　曹　一　一　一　一　凹　一　一　一　一　一　一　胃　回　一　ロ　冒　冒　一　一　一　一　曹　一　9　曽　一　一　一　甲　騨　騨　冒　ロ　ロ　一　一　一　一　一　一　一　一　一　幽　一　，　胃　一　冒　曹　一　曹　曹　■　■　一　一　一　一　F　腎　｝　曹　一等が実施する．国際協力事業のは年度計画なし）委託業務について，その受託について積極的に取り組む。一23一名古屋工業大学1　大学の教育研究等の質の向上に関する特記事項1　教育　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　1．学　部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　（D学科の再編整i備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　≡　　�@近年の工学分野における高度化・先端化，及び境界領域における多様化・複1　　　雑化に対応し，　　　　　　　　　　　とりわけ生命・環境・エネルギー・材料・IT・デザイン分野≡　　　　を取り込むことにより，産業界のニーズに応えるため，平成16年4月に工学i　　　部第一部8学科を7学科に，工学部第二部4学科（1学科を名称変更）に再編＝　　　整備した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　�A第一部は，生命・物質工学科，環境材料工学科，機械工学科，電気電子工学1　　　科，情報工学科，建築・デザイン工学科，都市社会工学科の7学科である。各≡　　　学科には，各専門分野の基礎基本知識を体系的に習得できるように，それぞれ＝　　　　2〜3のプログラムを置いている。プログラムは，2年次から学生の希望によ＝　　　　り選択することにしている。　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　≡　　�B第二部は，物質工学科，機械工学科，電気情報工学科，社会開発工学科の41　　　学科である。　　　　　　　　　　　　．　　　　’　　　　　　　　　　1　　（2）工学創成プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　�@第一部には，学生自らが目標を持ち，組み立てた学習計画に沿って学ぶ工学i　　　創成プログラムを設置している。このプログラムは，環境やエネルギーなど複i　　　合技術分野で求められている，専門性に自主性や幅広い視点を備えた人材の育＝　　　成を図るためのものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　�A工学創成プログラムは，本学の各学科が開講しているすべての専門科目を履i　　　修対象とすることが可能である。指導を受けたい教授会は助教授を専属アドバ≡　　　イザーに指名し，その指導の基に独自の学習計画を組み立て，履修していくも＝　　　のである。　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　≡　　�B学生は，アドミッション・オシィス入試により，入学時から工学創成プログi　　　ラムを選択できる他，第2年次からも選択できることになっている。　　　　≡　　�C17年4月から2名の学生がこのプログラムを選択することを決定した。2≡　　　名とも2年次からこのプログラムを選択することになったものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このう1　　　ち1名の学生は，噴水のデザイン・設計を目標としており，他の1名は，交通≡　　　や人の流れなどの諸問題に対してアプローチするオペレーション・リサーチに≡　　　取り組むことを目標としている。　　　　　　　　〆　　　　　　　　＝H2．大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　i（1）専攻構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　≡�@本学の工学研究科は，学部に基礎を置き，学部で学んだ専門分野を更に深くi　　学ぶ，物質工学，機能工学，情報工学，社会工学の4専攻と，学部に基礎を置＝　　かず，学際的，横断的な分野を学ぶ，独立専攻である都市循環システム工学専i　　攻と産業戦略工学専攻で構成している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（2）産業戦略工学専攻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　量�@本学では，一世紀に及ぶ工学教育の実績をもとにMOT（技術経営）教育を1　　専門的に行う産業戦略工学専攻を設置している。軽営戦略，マネジメント，マi　　一ケティング，知的財産など経営感覚を備えた高度な能力を有する技術者の養≡　　成を目指すものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡�A本専攻には，社会人を対象に，1年間で修士の学位取得が可能な短期在学コ1　　一スも設置している。　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　1�B本専攻は，主として社会人については職業経験によって得られた固有技術を≡　　体系的に整理し，産学連携による技術イノベーションに導き，知的所有権や経≡　　営門センスの能力育成を通じて，キャリアアップを図り，新たな起業，既存企＝　　業のイノベーションや業種転換・新プロジェクト創rへ1できる先進的な経営感　i覚を有する技術者の養成を目指すものである。また，学部新卒学生については，長期インターンシップなどにより，実践実用的側面の教育，市場や経済評価を踏まえた技術開発等の教育を行うものである。3　学生相談体制（D相談体制の整備充実　�@学生なんでも相談室，学習相談室，クラス担当委員を設置し，安全・保健セ　　ンターにおける健康相談（身体面及び精神面），学生部職員による相談を含め，　　これらを連携して，様々な学生からの相談に対応できる体制を整備している。　�A　学生部の中に置いてある学生なんでも相談室のインテーカー（受付担当者：　　学生部職員）2名は，学生から相談があった場合，その相談内容に応じてふさ　　わしい相談担当者を紹介している。学業に関することであれば学習相談室又は　　クラス担当委員を，身体面や精神面に関することであれば安全・保健センター　　を紹介することになる。　�B学生なんでも相談室には，インテーカーの他，6名の相談員（本学教員）及　　びカウンセラー（非常勤）2名を配置して，学生の相談に応じている。・　�C学習相談室は，17年3且に設置した。専門科目であれば専門学習相談員　　　（本学教員の中から配置）が質問内容に応じて各学科の教員を紹介する。数学　　・物理・化学・英語の基礎的な内容については，基礎学習相談員（本学教員や　　ティーチングアシスタントの中から配置）が対応する。　�Dクラス担当委員は，各学年の各学科ごとにそれぞれ各学科の教員を配置し，　　学問的指導から一身上の問題についても相談に応じている。　　　　　　　“　�E安全・保健センターでは，身体面については本学の医師が，精神面について　　は本学の精神科医師及び臨床心理士（非常勤）がそれぞれ相談に応じている。（2）ハラスメント相談　　ハラスメント相談員として21名の本学教職員を配置し，アカデミック・ハラスメント，セクシュアル・ハラスメントの相談に応じている。また，セクシュア．ル・ハラスメントについては，ティーペック株式会社セクハラ相談室による学外相談窓口も開設し，相談に応じている。研究’11演誌賊難辮甦よる新じ、輔領域を開拓するとともに，纏業の倉旺　出を目的として，複数の研究者の協力の下に研究を推進するため，プロジェクト　研究所制度を設けた。（2）このプロジェクト研究所は，学際プロジェクトや産学官連携に資する研究を推　進ずるもので，研究に要する経費は，各年度2，000万円以上の外部資金をもって充　て，設置期間は3年以上5年以下とすることが条件である。（3）研究所は，本学の教授又は助教授が研究代表者となり，分担者は，本学の教員，　学外の研究者，ボスドクで構成するものである。�糾w外の研究者，ボスドクはプロジェクト研究員として雇用できるものである。・　学外の研究者の身分は任期付職員又は非常勤職員であり，ボスドクは非常勤職員　である。また，学外の研究者は，「プロジェクト教授」，「プロジェクト助教授」，「プ　ロジェクト助手」と呼称できることにしている。（5）研究所の設置は，研究代表者から学長に申し出て，学長が決定するものである。　16．年度に2研究所を設置した。更に4研究所を17年4月1旧に設置すること　を決定した。（6）このプロジェクト研究所制度は，大学に若手研究者を確保していくことにより　大学における研究「《性化と推進を図っていくことも狙いとしているものである。一24一へ　　また，企業におけるリスクを伴う中・長期の研究開発環境の困難性を解決でき’るも，　のとの期待もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1皿　社会との連携　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1．分野別連携協定の締結　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　（1）分野別連携協定は，これまで他大学が民間企業との間で締結してきた包括協定i　　　とは異なり，分野を定めた協定を締結し，大学がもつシーズと民間企業等がもつi　　　ニーズについてお互いに交流しかっ連携を図ることにより，早期に幅広い産学連三　　　携体制を構築するものであり，これまでにない新しい形の協定である。　　　　　1　　（2）協定を締結する時点で守秘義務協定を併せて締結し，交流するものである。こi　　　の結果に基づき，研究テーマ毎に共同研究契約や受託研究契約を改めて締結してi　　　いくことになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　（3）この連携協定は，研究面のみでなく，相互に教育する目的でそれぞれ講師を派i　　　遣するなどの教育面での連携，インターンシップの実施，シンポジウムや技術交i　　　流会などの社会活動の共同実施などの社会面を含めた協定となる場合もある。　　i　　　　16年度は，　　（4）　　　　　　　　　　3件の協定を締結した。このうちの1件は，研究面，教育面，社i　　　会面を含めた協定となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　2．地域との連携　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　1　　（D愛知県瀬戸市との連携　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　�@愛知県瀬戸市とセラミッグズ文化支援事業連絡協議会を設置し，セラミックi　　　　スにかかわる産業・文化活動の活性化を図るために，産学官の連携による研究i　　　　開発，人材育成，産業・文化の情報発信及び瀬戸市と姉妹都市であるフランス：　　　　のリモージュ市との国際交流を推進している。　　　　　　　　　　　　　　i　　　�Aこの連携は，文部科学省の地域貢献特別支援事業に採択された事業に基づくi　　　　ものであり，この事業は16年度で終了する。．17年度以降さらに瀬戸市と連i　　　携していくため，17年3月に，産業振興に係る分野で連携するために連携協　1　　　　定を締結した。　　（2）愛知県犬山市との連携　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　�@愛知県犬山市と産業，文化，教育，学術の分野で協力するために，相互友好i　　　　協力協定を16年7月に締結した。　　　　　　「　　　　　　　　　　　　1　　　�A協力事項は，産業振興に向けての産学官連携の推進，情報化に関する諸問題i　　　　への対応，環境や福祉に関する諸課題への対応，生涯学習に関する諸課題へのi　　　　対応，学生の課外活動，インターンシップ等による地域との交流などである。i　　（3）　’財団法人名古屋都市産業振興公社との連携　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　�@財団法人名古屋都市産業振興公社と地域の産業振興を図るために，連携協定i　　・　を17年3月置締結した。　　　　　　　　　　　　　．　　　　　i　　　�A連携事項は，産学行政連携による研究開発の推進，産業技術に関する見本市1　　　　・展示会，講演会，シンポジウム等の開催，地域の中小企業の支援，産業技術1　　　　に関する人的交流及び情報交換などである。　　　　　　　　　　　　　　　1一25一ズ馳、名古屋工業大学II’業務運営の改善及び効率化1　運営体制の改善に関する目標中期．目標○効果的な組織運営や戦略的な学内資源配分の実現等に関する基本方針　�@学長がリーダーシップを発揮しつつ，全学的視点に立った機動的な大学運営をボトムアップに充分な　　配慮をしっっ遂行できる運営体制を整備する。　�A教員と事務職員が協力して効率的な大学運営ができるシステムを構築する。　　　学内資源の有効配分のため，業務の適正な評価と改善を行う。　�B　�C大学運営に社会の意見を積極的に反映させるための取り組みを進める。中期計画年度計画進行�況判断理由（実施状況等）ウェCト○．全学的な経営戦略の確立に関○　全学的な経営戦略の確立に関する具体的方策@学長の下に「運営会議」を@設置し，大学運営に関する基@本方針等について企画立案す@る。する具体的方策@学長の下に「運営会議」を@設置し，大学運営に関する基@本方下等について企画立案す@る。　　　　　　　　、皿　運営会議を設置し，以下の事項について企画立案した。これらの枕?については，担当企画院等，経営協議会又は教育研究評議会でR議の上，16年度に実施又は17年度からの実施を決定した。@・工学教育総合センターの設置　・共通教育実施本部の設置・プロジェクト研究所及びプロジェクト研究員の設置1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽u，・特任教授制度の設置　　　　　・国際交流センターの設置・領域の運営方法等の見直し・16年度補正予算及び17年度予算配分（案）・授業料の改定　　　　　　　　「・技術部の組織再編一一一一一一一一一曹一曹r一一一一凹一一曹一回一一一一一一一一曹P一凹璽一一1二創∴貧工記ヒ…芒＝班究の立上げ．，一∴＿＿．一＿．一．一＿一一一＿一一一一一一冒冒一一＿曽曽曽曹謄F辱一鍾一曹曹，曹一一一曹一一胃F一一曽曽一曹r一一一一一一一一｝　■一一曹曹曹層謄一一一一曹璽謄一需辱一一幽一一○　運営組織の効果的・機動的な○　運営組織の効果的・機動的な運営に関する具体的方策@　「運営会議」において企画@及び立案された基本方針に基@づき，又は自ら全学的視点で@各々の課題ごとに具体的な企@画及び立案を行う機関とし@て，平成16年度に以下の企@画院等を設置し，役員会，経@営協議会，教育研究評議会と@の連携による効率的・機動的@な大学運営を実現する。@　i　教育企画院：教育活動@　　の基本方針の企画立案，運営に関する具体的方策@　「運営会議」において企画@及び立案された基本方針に基@づき，又は自ら全学的視点で@各々の課題ごとに具体的な企@画及び立案を行う機関とし@て，以下の企画院等を設置し，@役員会，経営協議会，教育研@究評議会との連携による効率@的・機動的な大学運営を実現@する。@　i　教育企画院：教育活動@　　の基本方針の企画立案，皿　「教育企画院」，「研究企画院」，「人事企画院」、「施設マネジメ@　　　　「産学官連携本部」，「安全衛生・危機管理対策本部」，ント本部」，「教育研究センター機構運営本部」及び「全学評価室」を設置し，�員�?，経営協議会，．教育研究評議会と連携し，以下の事項についﾄ16年度に実施又は17年度からの実施を決定した。@　・工学教育総合センターの設置@　・共通教育実施本部の設置@　・プロジェクト研究所及びプロジェク．ト研究員の設置@　・特任教授制度の設置@　・スペースチャージ制度の導入@　・国際交流センターの設置@　・自己点検・評価実施要項の作成1．教育課程の編成，アドミ教育課程の編成，アドミッションポリシーの策ッションポリシーの策定，学生交流の推進，学定，・学生交流の推進，学生経費の配分方針の策定生経費の配分方針の策定等等．ii　研究企画院：研究活動ii研究企画院：研究活動の基本方針の企画立案，の基本方針の企画立案，プロジェクト研究の推プロジェクト研究の推進，研究活性化経費の配進，研究活性化経費の配　分方針の策定等ﾜi　人事企画院＝教員の採分方針の策定等gi　人事企画院：教員の採用，昇任人事等基本方策用，昇任人事等基本方策の決定，教員評価，そのの決定，教員評価」その他教員の人事関連課題の．他教員の人事関連課題の　総合調整等hv　施設マネジメント本部　　　　総合調整等．　　Iv　施設マネジメント本部：大学全体の施設整備の大学全体の施設整備の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ﾋ、、〆一一A、7企画立案等磨@産学官連携本部：産学企画立案等磨@産学官連携本部：産学11一26一官連携活動，知的財産の官連携活動，知的財産の．へ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（基本方針の企画立案等基本方針の企画立案等vi安全衛生・危機管理対vi　安全衛生・危機管理対策本部：大学全体の安策本部：大学全体の安全全衛生及び危機管理全衛生及び危機管理全般に般に係る事項係る事項壷　教育研究センター機構述　教育研究センター機構運営本部：教育研究関係運営本部：教育研究関係センターの運営方針等のセンターの運営方針等の企画立案等企画立案等頭　全学評価室：大学全体面　全学評価室：大学全体の評価に係る事項の評価に係る事項�A企画院などの設置により平A’一歪面院ぼどめ設置1｝〜rよぢ孕o一一■幽M’”Q騨σめ各種萎頁圭…1を見直じ；一課1題ご芝1ご3「づめ企衝院f’耳づの示．一一一卿P一一口．一一．一9−09一曽冒，冒曽冒曽冒一一圏一一一嚇一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一響駒卿一一騨一層一一■■一一一一一成16年度に学内の各種委員内の各種委員会を見直し，実部，一つの室及び「教務学生委員会」，「入試委員会」．「研究国際会を見直し，実務委員会を設務委員会を設置する。交流委員会」など12の実務委員会を設置した。置する。一一曹一曹一一曹■一凹藺一冒囲ロロー一曹曹曹曹一曹一9−F騨冒曽冒一冒曹曹一一一一一一一一一一一F一一騨，｝冒冒ロ冒ロ冒冒冒曹曹曹一曹一一一一曹一一膚一一一一一幽曽響F一一一一一FFF一，rr臨一■脾臨一騨尊r噸胃顧辱胃胃需，冒需冒冒ロロ冒ロー冒冒冒冒ローロローロー一曹一冒曹曹曹曹曹曹一冒一曹曹曹一■■一一一一一一，噂｝騨一一，一一曹冒曹■■■■一■一○　教員・事務職員等による一体○　教員・事務職員等による一的な運営に関する具体的　方策体的な運営に関する具体的方策層�@学長の下に置く「運営会議」�@学長の下に置く「運営会議」皿運営会議に事務局の3部長（総務・財務・学生）が毎回陪席し，1に事務局の各部長が陪席し，に事務局の各部長が陪席し，副学長，附属図書館長など教員とともに，プロジェクト研究所の設大学運営に関する基本方針等大学運営に関する基本方針等置，特任教授制度の設置など大学運営に関する基本方針の検討に，の企画立案の検討に参画するの企画立案の検討に参画する事務局の立場から参画することにより教員組織と事務組織の連携をことにより，教員組織と事務ことにより，教員組織と事務強化した。組織との連携を強化する。一一一一蛆織との連麹…強ゴ下する、．＿9−9曹＿運営会議の撞成員基一堂長、埋裏、劇堂長，」糧図書館長である3一．・■．一●一一舳，冒一冒冒冒，一一一一冒一一一一一一一一冒冒冒冒冒冒一一曹曹一一一一一一一一一一．，騨尊葡一冒冒一冒冒曹冒曹一一一一V一一，鞠○　全学的視点からの戦略的な学○　全学的視点からの戦略的な学、内資源配分に関する具体的方策内資源配分に関する具体的方策ワ質�@資源を有効に配分するた�@資源を有効に配分するた皿16年度補正予算及び17年度予算について，運営会議で原案を1め，「運営会議」において資め，「運営会議」において資作成し，経営協議会での審議，教育研究評議会での協議の上，学長源配分方針案を作成し，経営源配分方針案を作成し，経営が決定し，資源の有効配分を行った。協議会あるいは教育研究評議協議会あるいは教育研究評議会で審議し，学長が決定する。．＿会：で蜜議レ．．学長が迭齢する、■一一P一一「鱒鼻””．冒嘘一曽ロ冒ロロロー一一一一一一■一ロ■一一■曹曹一曹曹，■■辱一鱒一ρ辱卿霜尊騨一9肩卿■o璽■駒鴨一鼎一一腫一一■■，．．●●●　o　曹　讐　．　瞳　冒　冒　冒　一　冒　ロ　ロ　ロ　一　ロ　ロ　一　一　ロ　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　【　騨　鱒　「　一　．　o　曽　鍾　■　圏　一　■　一　一　一　一　曹．曹　一　一　一　一　一　一　■　騨　一　騨　一　冒○　学外の有識者・専門家の登用○　学外の有識者・専門家の登用、に関する具体的方策に関する具体的方策�@平成16年度から，経営協�@経営協議会に学外の有識者皿企業関係者，教育関係者，本学卒業生など学外の幅広い分野から1議会に学外の有識者の参加をの参加を企業及び地域社会に13名の有識者に委員を依頼し，その意見を積極的に取り入れ，大企業及び地域社会に依頼し，依頼し，その意見を積極的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　’w運営に反映させる体制を確立した。（16年度は5回開催）その意見を積極的に取り入取り入れ，大学運営に反映され，大学運営に反映させる体せる体制を確立する。制を確立する。一ρ9．．昌曹。冒曽曽冒一〇〇徊冒一一一一一一一一一一一一一一辱一一辱”騨．一，”一”贈一一〇冒。曹一曽一一一一ロ冒冒ロ冒冒一曹一一曹一一曹一一一一一一一一一一一一一一一一「雫ρ■雫●，卿，”卿鱒一■■一一，卿鱒卿紳臼需，　囎　曹　噛　■　璽　一　ロ　一　一　一　ロ　ロ　圏　冒　一　ロ　冒　ロ　冒　一　冒　一　一　一　一　曜　一　一　．　辱　卿　口　璽　鱒　騨　即　冒　噛　■　冒　一　一　冒　一　ロ　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　騨　鱒　鞘　一　冒　一　曽　冒　ロ　一　一　一○　国立大学問の自主的な連携・○　国立大学間の自主的な連携・協力体制に関する具体的方策協力体制に関する具体的方策π�@国立大学全体の連絡・協議�@国立大学全体の連絡・協議皿国立大学全体の連絡・協議等のための自主的・自律的な連合組織1等のための自主的・自律的な等のための自主的・自律的なである「社団法人国立大学協会」に参加して，国立大学問の連携・連合組織に参加して，国立大連合組織に参加して，国立大協力を推進した。学問の連携・協力を推進す学問の連携・協力を推進する。る。ウェイト小計75一27一名古屋工業大学il　業務運営の改善及び効率化2　教育研究組織の見直しに関する屋標・中期目標○教育研究組織の柔軟かつ機動的な編成・見直し等に関する基本方針　�@教育研究の進展や社会的要請に応じ．，適切な評価に基づいた教育研究組織の弾力的な設計と効果的な　　改組転換を進める。中期計画年度計画進行�況判断理由（実施状況等）ウェCト○　教育研究組織の編成・見直しﾌシステムに関する具体的方策@�@平成16年度に設置する@　「教育企画院」，「研究企画院」@　及び「全学評価室」において，@　教育研究組織の点検・評価を@　実施し，その結果を受けて組@　織の見直しを図るなど必要な@　措置を講ずる。宦@教育研究組織の見直しの方向@性　　　　　　　　　．@�@．平成15年度に再編整備し@　た専攻及び平成16年度に再@　編整備する学科については，@　・「教育企画院」において学部@　・大学院の教育全般について@　詳細な点検を行い，その結果@　を基に中期目標期間中に新た@　な再編整備をも検討する。C�A平成15年度から実施した@　4領域に一元化した研究組織@　「研究系」について，「研究@　企画院」においてその有効性@　等を随時評価し，一層効果的@　な研究組織とするために必要@　に応じて検討する。B教育研究センター機構運営@　本部において，教育研究セン@　ターの組織を点検・評価し，@　必要に応じて見直す。○　教育研究組織の編成・見直し@のシステムに関する具体的方策@（17年度から実施のため，@16年度は計画なし）`■騨■一一一一雫一一一一月一一一一一一一一，騨一ρ■一一一一一一一Z　教育研究組織の見直しの方向@性@�@工学部第一部8学科・第二@　部4学科を，工学部第一部7@　学科．・第二部4学科に再編肇　　備する。uて掘年度以降実施め泥硬∫，”工6璋度噛@は年度計画なし）｣’A幽’籔育研究＝ゼジ　二機構蓮膏@　本部において，情報メディア@　．教育センターと情報ネ．ットワ@　「クセンターの再編整備につ@　いて検討する。一一一一一∴一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一一一@工学部第一部8学科・第二部4学科を，工学部第一部7学科・第二部4学科に再編整備した。黶｡一一■■一一曹一冒曹冒曹曹曹一一ロー曹ロロロローロ曹一一冒一冒ロ，層辱噂”一一■一一■一一曹曹一曹一曹冒一一冒。”胃鱒幽一一一一一cf’6三度ほ；曹検討体制「を整備ずる’ご〜三を評画じだもあであ一り；一顎迪､究センター機構運営本部の下に，総合情報センター（仮称）設u検討ワーキンググループを設置し，情報メディア教育センターと�ｱ�ネットワークセンターの再編整備についての検討体制を整備しｽ。一一曹一一@2鼈鼈鼈鼈黶f了’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，@　　，「qqh鼈鼈黹香[冒ロー一冒一胃騨冒，一層一一曜脚一一一一一曹曹曹曹曹一一■■一一一一一一一一冒一冒，一冒冒一需冒冒一一一回冒冒曽冒冒圃鼈鼈鼈齣h鼈鼈鼈齣v`冒冒冒一冒一ロ噛層，ρo騨卿一一■一一一一一一一一曹曹一一■■一一一ロロロロー冒一一一一冒ロ。曹冒冒冒冒冒響，冒鼈鼈鼈鼈鼈黶｡冒冒口冒一需騨F一一一FP”辱早一F一一■　一一一一薗一一曹一一曹曹曹■一一一一一一曹冒曹■冒一一一一曹一一，曹一■一冒ウェイト小計3／｝、、一28一へ冷・名古屋工業大学11　業務運営の改善及び効率化3　人事の適正化に関する目標中期目標○　戦略的・効果的な人的資源の活用や非公務員型を活かした柔軟かつ多様な人事システムの構築等に関す　る基本方針　�@教員の流動化を向上させるとともに，教員構成の多様化を図る。　�A　　　教員採用の際には，研究能力，教育能力や必要に応じて業務の特性を重視した選考を行う。　�B事務職員の流動性の確保と専門性の向上を図る。　�C　　　技術職員の定期的研修や流動化，専門性の向上を図る。中期計画年度計画進行�況判断理由（実施状況等）ウェCト○’人事評価システムの整備・活○　人事評価システムの整備・活用に関する具体的方策用に関する具体的方策一�@平成17年度末までに，全�@教員の個人評価について，皿教員の個人評価について，評価者，評価内容，評価方法などを具1教員の個人評価（教育，研究，評価者，評価内容・方法など体的に定めた教員評価実施要領を制定し．た。社会貢献，産官学連携への貢具体的事項について検討す’献，大学運営への貢献等）をる。試行し，平成18年度から実施する。�A教員評価の方法は随時見直冒（19鞭以降実1施のだあ；’曽f6年度’一一一ロー曹　一　一　■　■　，　．　曽　o　冒　冒　冒　一　一　一　一　ロ　■　一　一　騨　一　一　一　璽　一　・　一　曽　轄　ロ　璽　冒　冒　冒　一　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曽　一　一　吻　一　噂　一　冒　冒　曽　ロ　ロ　冒　ロ　冒　一　冒　曹冒冒一一■　■　■　一　一　■　一　9　凹　■　，　噂　一　噂　葡　需　，　一　ロ　一　一　ロ　一　一　冒　曹　一　一　一　一　一　噂　一　一　，　騨　”　冒　ロ　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　，　一　冒　ロ　一　一　一　一　一　■　一　一　騨　鱒　需　曹　一　一す。は年度計画なし）．�B事務職員の業務実績や適性ロて17；年盛がち更施め泥’あ「」一f6年震「一曽一，脚　ロ　冒　冒　冒　一　ロ　一　一　■　曹　一　一　一　一　一　一　，　冒　層　ロ　ロ　冒　冒　曹　曹　一　曹　曹　一　■　曽　一　一　一　，　，　冒　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　ロ　一　一　一　璽　一　一　一　■　一　一　一　一　一　口　・　騨　鍾冒冒ーロロ冒冒一曹■ロロ曹一ロ曹一一一一一幽一一騨冒一，曹ロー一■曹一D曹一曽一F，｝騨一一一一一一一一一一一一一騨一騨冒冒一一一■謄一一脚r，，一について，現在の勤務評定のは年度計画なし）方法を基本として評価するシステムを構築すると一　〇　一　■　■　一　一　■　．　”　・　．　■　一　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　・　一　，　．　o　曽　薗　塵　一　ロ一一■一一　一　一　．　騨　讐　一　ロ　薗　一　一　ロ　一　一　■　一　一　一　一　「　一　騨　「　●　讐　冒　9　一　冒　圏　ロ　冒　曹　■　ロ　曹　一　一　一　一　■　一　一　一　甲　鞠　r　口　，　騨　響　冒　冒　一　一　曹　一　一　冒　冒　冒　曹　曹　曹　一　一　一一一一一雫■　一　”　ロ　曹　〇　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　噂　申　縛　回　幽　ロ　ロ　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　一　騨　騨　口　冒　冒　冒　ロ　一　一　一　一　一　■　一　騨　9　卿　層　曽　曹　一　一　一　一　曹○　柔軟で多様な人事制度の構築○　柔軟で多様な人事制度の構築に関する具体的方策に関する具体的方策�@　人事の評価基準を広く公表（17年度から実施のため，16年度し，学内外から意見を聴取すは年度計画なし）るなどの方法により，評価基準を絶えず見直す。�A平成16年度に，教員の資冒’@一’教員め資賓両王め「だあ；一ザ’π一一「Uバデ7万万制度を羅立ずる’だあ「’四天弘めザノバデ7カ）Fだ関ず曹一曹一曹@1曹　曹　一　一　曹　一　一　一　騨　幽　一　一　騨　騨　，　一　，　，　曹　冒　曹　曹　曹　曹　一　一　一　一　一　凹　一　一　一　r　r　一　冒　冒　冒　一　曹　一　一　一　一　一　一　幽　一　F　−　冒　一　一　一　一　一　一　一　凹　幽　一　一　＿　−　一　冒　一質向上のため，サバティカルバテイカル制度を設ける。る規程等などの資料収集を行った。制度を設ける。一一一一一一一脚，層冒ロロローロー一曹一曹一■一一■一9一一■一口臼需，冒一一一一一一一■一■■一，，ロー騨冒冒冒一ロー一一一一一一■一一■一一一一悼●“噂冒層冒冒冒冒一曹一一一一一一一一一一一曹一一曹曹一一一一一鱒一一一　騨　一　ロ　一　胴　謄　一　冒　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　噂　聯　，　ロ　一　一　一　一　曹　一　一　曹　ロ　一　一　一　一　一　尊　P　曽　冒　一　冒　一　曹　曹　曹　曹　曹　一　一　一　，　r　一　層　ロ　一　一　一　曹　曹　一　一　一　一　一○　任期制・公募制の導入など教@員の流動性向上に関する具体的○任期制・公募制の導入など教　員の流動性向上に関する具体的方策方策�@既に行っている任期付き教�@学内センターの任期付き教皿10月1日付けでテクノイノベーションセンターの助教授1名を1員に加え，平成16年度以降員を増加する。任期付きで採用し，留学生センターの助教授ポスト「1」を任期付の学内センターの新規採用教きとした。員については，その任に応じ任期付きとするとともに，任期付き教員の拡大について検討を進める。�A平成15年度に確立した公’一A’”公田制度’を擢進ずる弘一一一曹一一一一1五’『一卿�募を灘Ｕ泥；”（天事稟揮耳’i再勝のち毛丁’百’f祥を莫施）’卿萸に口冒口冒冒@1曹曹曹曹一一一一曹一一P，．曽ロ､ロ冒ロー一一一一一一一・●o讐一幽一一■一■一．oロ冒一一一一一一轄鴨葡一冒曹一一，・r一一一一一騨r　募制度の推進・充実を行う。B教員構成の多様化を図るた”�B一教員構成め多様花を図るだ曹皿一墾畿子告白憎憎守門薯藷譲麟牢嫉撃経瀦H曹一一一一@1曹一帰「ρ騨璽囎冒薗一ロー一一一■一■ρ一一噂層ロロー一一一一一一鱒．．曽一一■一■，一，o一一一一一一一冒一一一冒■一r鱒冒一一■一■め，他大学及び企業経験者かめ，他大学経験者を採用する。名，行政機関経験者1名がおり，教員構成の多様化が図れた。らの採用を積極的に推進す　る。C平成16年度末までに，重”�C一一重点領域の研究を擢進ずる一冒1π一一”聡?天孕法天名舌屋：至業天…野ヲEfジ三ラ下’特任搬め選考「｝ご関ず一■一一一@1一幽u一一謄冒冒ロ冒曹曹一一一一凹幽圏一一一胃一一一曹一一藺一層冒ロ曹曹曹一一一胃冒ロー一一一一一r一一一凹一一胃一曹一一一r冒一曹一一点領域の研究を推進するためための先端研究者を特任教授る規程を制定し，1名を採用した。の先端研究者を特任教授（仮（仮称）として任期付で採用7称）として任期付で採用するする制度を設ける。！5一29一制度を設ける。�D平成16年度末までに，競　争的資金による若手の任期付　研究員等の積極的な採用制度　を確立する。○　外国人・女性等の教員採用の・促進に関する具体的方策　�@外国人，女性の教員採用を　　積極的に推進する。外国人教　　員については，国際公募をす　　るなどの方法を導入する。○　事務職員革め採用・養成・人　事交流に関する具体的方策　�@事務職員，技術職員の採用　　は，東海・北陸地区国立大学　　法人等職員採用試験及び面接　　によるものとし，専門職につ　　いては資格や面接による。�A大学運営の各専門分野のス　ペシャリストを養成するた　め，語学，国際交流，労務管　理，財務会計，知的所有権等　の業務に関する専門研修の機　会を設ける。�B事務職員（幹部職員を含　む。）の専門性と経営能力を　高めるため，既に実施してい　る企業等における実地研修を　充実する。�C平成16年度に，大学院等　での高度専門研修の研修制度　を確立する。�D研究協力及び経営労務管理　などの分野は，専門性の高い　人材を採用する。なお，この　実績を勘案し，国際交流等の　分野についても拡大を検討す　る。�E国立大学法人間との人事交　流を積極的に実施するほか，　私立大学・地方公共団体・民　間企業との人事交流について　も検討する。�F技術職員の資質向上，業務　分担，学内配置について充分　な検討を行い，専門的な技術　職員の養成を図るとともに，　資格取得の方策を講じる。�G技術職員の技術力をより高　めるため，専門技術研修を実　施するほか，学外で開催され　る高度技術研修にも参加させ　る。　　　．○　中長期的な観点に立った適切　な人員（人件費）管理に関する　具体的方策　�@教員の人員管理は「人事企　　画院」で行い，併せて大学全　　体の職員の人員管理を役員会　　で行う。　�A事務等の効率化・合理化に　　よる職員の再配置を行う。○　教職員のハラスメントの防止�D競争的資金による若手の任　申付研究員等の積極的な採用　制度を確立する。σ’1外’国天∵女穫等め教：頁一採用め曽　促進に関する具体的方策（17年度から実施のため，16年度　は年度計画なし）○　事務職員等の採用．・養成・人事交流に関する具体的方策�@事務職員，技術職員の採用　は，東海・北陸地区国立大学　法人等職員採用試験及び面接　による。一て、γ年度が’ぢ実施め泥琶∫「辱f6右…度　は年度計画なし）一一A鞠事務職頁て幹部職頁を否一’　　む。）の専門性と経営能力を　　高めるため，企業等における　　実地研修を実施する。一�B曹回天勤皇奪でめ喬度専門研修　　の研修制度を確立する。（17年度から実施のため，16年度は年度計画なし）一�C’”国立天i享洪天簡τの天事菱　　流を積極的に実施する。冒て1γ年’度が’ら更埋めたあ一，璽’f昨1蔓　は年度計画なし）一’D…疲術蔵頁の技術万をより喬　　めるため，専門技術研修を実　　施する。○　中長期的な観点に立った適切　な人員（人件費）管理に関する　具体的方策　�@教員の人員管理は「人事企　　画院」で行い，併せて大学全　　体の職員の人員管理を役員会　　で行う。一て1�e：牢度ゐヨぢ葵：営めだあ；一一f6右…度　は年度計画なし）○　教職員のハラスメントの防止皿皿・’曹闡w曹正’聯r’『皿　名古屋工業大学プロジェクト研究員の取扱いに関する規程を制定し，学外の研究者，博士の学位を有する者を任期付職員又は非常勤職員として，採用できることとした。・　東海・北陸地区国立大学法人等職員採用試験及び面接により，　16年度に事務職員4名を採用し，17年度に1名を採用することにした。・　財務会計の専門的かつ即戦力となる職員を採用するため，資格や資質を面接を通して選考し，17年度にL名を採用することに　した。ロ曹末ｱ職員の専門性セ…経営能勇を蕎あるた屍∫∫一例璋丁丁じそ1Nる’企業派遣実地研修を今年度も実施した。”天学院等で’の高度専門研修め研修制度を羅立：ず＝る鞠だあ冨と；”放送天学等の大学院に係る資料収集を行った。一’譌ｧ天寧法天等商芝の天事交流を丁田τ‘だ」一て木享がち二天學等への出向者3名，他大学等からの本学への出向者7名）一一N忌も参：垣じで実施σてし〜る東海∵乖藤地区国立天学法相専意術専門職員研修及び教室系技術職員合同研修に，本学から3名参加させた。・教員については，人事企画院で，15年度の大学全体の定員数の範囲内で管理を行った。・大学全体の職員の人員管理については，役員会で行った。一30一11一一宙一冒’冒宙曹冒沿黹1k／．＼一一曹曹曹一曹宙鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈黶@　一一一藺一曽一曹曹曹一，謄胃P一一一一一一一一一一一一一一一曹　曽藺凹一一曹一一曹一曹一曹一一一一5等に関する具体的方策．等に関する具体的方策・（_．（�@平成16年度にハラスメン@トの防止，情報セキュリテ@ポリシー，倫理等，教職員が@守るべきガイドラインを定め@学内外に周知・公表する。こ@のガイドラインは社会情勢の�@ハラスメントの防止，情報@セキュリティポリシー，倫理@等，教職員が守るべきガイド@ラインを定め学内外に周知・@公表する。皿　国立大学法人名古屋工業大学ハラスメントの防止に関する規程及び国立大学法人名古屋工業大学役員及び職員倫理規程を制定し，本学の規則集に掲載するとともに，この規則集をホームペーWに掲載することにより学内外に周知・公表した。・　名古屋工業大学情報セキュリティポリシーを定め，ホームペーWで学内外に周知・公表した。よ変化に伴い随時見直す。さらに，広報活動・講演会開催などを一層強化し定期的受講を義務づける。　　　　　　．．ウェイト小計1431名古屋工業大学ll業務運営の改善及び効率化4　事務等の効率化・合理化に関する目標中期目標○事務処理の効率化・合理化，事務組織の機能，編成の見直し等に関する基本方針　�@事務組織・職員配置の再編合理化を進める。　�A各種事務の電子化等により，事務処理の簡素化・迅速化を図り，電子事務局化を．目指す。　�B外部委託等を積極的に推進するd中期計画年度計画進行�況判断理由（実施状況等）ウェCト○　事務組織の機能・編成の見直@しに関する具体的方策@�@担当理事の業務分掌に応じ@　て，事務組織としての一体性@　を確保しつつ，教育研究・管@　理運営に必要な事務を遂行で@　きる事務体制を確立する。A平成16年度から，事務局@　は総務部，財務部及び学生部@　の編成とし，各部に置く各課@　の事務分掌及び職員配置は，@　課長の判断により毎年度見直@　しができる柔軟な体制とす@　る。さらに，平成17年度か@　ら，総務部，財務部，学生部@　及び研究協力部に再編する。B領域の各事務室について，@　平成16年度末までに在り方@　を見直す。@�C学務事務，経理事務などに@　ついて可能な限り事務の電子@　化を図り，電子事務局化を推@　進ずる。、D各部における単純事務作業@　の外部委託を推進すると共@　に，企画立案スタッフを充実@　する。E全学的な視野に立ち，柔軟@　な技術支援体制を確立する。○　事務組織の機能・編成の見直@しに関する具体的方策i17年度から実施のため，16年度@は年度計画なし）皷�目事務局福総務蔀；一層財務蔀及@　び学生部の編成とし，各部に@　置く各課の事務分掌及び職員@　配置は，課長め判断により毎@　年度見直しができる柔軟な体@　制とする。v`A「領域め客事務塗1ヒ「うしヨそ；”’@　在り方を見直す。黷ﾄ「1〒匹年度がち募ぎ施めヲ三篭ら　一f6石…フ妻ゴ@は年度計画なし）黷ﾄ17年度がち更施めた諺「1−16年震「　は年度計画なし）浮ﾄ掘年度以降葵施あ泥衝「’f6輩度@は年度計画なし）・一隔一辱一@皿f一u”?，，一一一�，”｝一一C冒「曽鱒騨”事務局｝ま総務蔀；”財務部及：ぴ學生蔀1の編成セ…τ；”各部1三「豊ぐ各課ﾌ事務分掌及び職員配置は，課長の判断により毎年度見直しができ髀_軟な体制とすることを計画したものである。「名古屋工業大学末ｱ組織規程」を制定し，課には係長を置くことができることのみ�規定し，課内の事務分掌及び担当職員の配置は課長の判断によりsう柔軟な体制とした。h4領域それぞ紅に設置’ひで6る事務室1と’う6そ；”r百瑚籍の天璽?修に併せて，18年度までに19号館の1か所に統合することを?定した。統合により学生サービスの向上及び事務の効率化を図る黷ｱとにレた凸．＿一一一＿＿一一＿＿＿一一一＿＿一一＿一一一一＿＿＿＿一H　一　一　幽　一　凹　一　一　一　一　一　圃　冒　r　胃　r　一　一　＿　一　一　一　一　幽　一　藺　一　一　璽　璽　一　一　一　冒　F　−　r　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　，　”　一　一　一　幽　一　一　一　曹　一　曹　曹　冒　冒　響　謄　一　一黶@一　一　一　一　薗　一　一　ロ　薗　ロ　曽　一　．　一　〇　卿　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　冒　冒　ロ　需　，　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　冒　胃　棒　，　一　一　一　一　一　冒　一　冒　ロ　冒　ロ　噌　｝　騨　一　■一一ロー一@1　　「騨黶@一　ロ　冒　騨　F　r　噛　一　一　■　一　ロ　冒　■　ロ　ロ　冒　ロ　曽　冒　需　r　｝　一　■　■　■　一　■　一　一　ロ　冒　ロ　一　鱒　一　，　「　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　曹　ロ　一　一　一　一　一　曹　冒　「　需　層　9　韓　臼　9　髄　■@　　　　　　　　　1黶@冒　ロ　冒　騨　脾　一　騨　一　一　一　一　一　一　一　ロ　一　一　一　曹　騨　，　｝　幽　騨　一　藺　曹　一　曹　一　■　■　ロ　一　一　一　一　一　一　冒　冒　，　一　一　一　一　一　圏　一　■　■　一　一　一　曹　一　■　ロ　一　一　一　冒　一　冒　冒　冒鼈鼈鼈鼈齣h齣l�，｝胃FF一一一一一一一一曽謄璽，一一F辱一一一■一一一一幽一髄曽一一一一一一曹一胃一需胃胃一一冒一一一一一一一一一｣曹一層ロ需冒冒r”一一一一一一一幽曽一一一一曹一」冒冒一一一一＿一一一一一一一髄　曽一一曹曹塵一一瞬一層胃”　騨　RP一一一一　一一一一一一香@曹　一　一　一　曽　冒　冒　卿　“　曽　一　．　一　一　一　一　一　一　一　一　一　ロ　曹　冒　ロ　ロ　ロ　ロ　層　曽　冒　，　，　−　曽　曹　曽　一　■　一　一　一　一　一　曹　一　曹　一　冒　一　ロ　，　一　，　ロ　冒　冒　■　層　”　　胃　一　一　凹　　一　幽　　　　　　　　　　　　ウェイト小計一　r一　辱　，　一　一　幽　一　一　一　一　一　■　璽　一　一　ロ　一　騨唱F　r　辱　一　一　一　一　一　一　一　一　凹　一　一　一　一　一　冒　冒　一　r　一　一　一　一　藺　一　■　一　一　ロ　冒　冒　胃　冒　r　一　一　一　一曽曹曹曹　一　一曹@　　　　　　　　　　　ウェイト総計．2．26一一〔ウェイト付けの理由〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．．　　　　　　　　　　　　　　1　　本学は，平成15年度から大学院工学研究科の専攻の再編整備，教員組織である領域の設置などの改革をi　進めてきた。工学部の学科の再編整備もこれら山連の改革の中で進めてきたものであり，重要な項目である1　のでゴウエイト付けしたものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　．　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／『．＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一32一／、へ（11　業務運営の改善及び効率化に関する特記事項1．効果的・機動的な大学運営　　運営会議，企画院等を設置し，大学運営に関する基本方針等の企画及び立案を行うi誌臨監鍵響瀞繕い・役員会・経営騰会解研究評議会と醗し・i（1腫営蟻の設置　　　　　　　　　　　　；　　�@学長の諮問機関として「運営会議」を設置している。この運営会議は，1学長のi　　　まめに応じ，大学運営に関する基本方針等の企画及び立案，学内の意見調整を行i　　　っものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　�A構成員は，学長，理事，副学長，附属図書館長である。また，事務局の総務部i　　　長，財務部長，学生部長は，陪席することになっている。　　　　　　　　　　1　　�B16年度は，夏季休業期間を除き，ほぼ毎週開催し，企画立案にあたってきた。i・（2）企画院，本部等の設置　　　　　　　　．　i　　�@運営会議において企画立案された基本方針に基づき，又は自ら全学的視点で各i　　　々の課題ごとに具体的な企画及び立案を行う機関として，教育企画院，研究企画i　　　院，人事企画院，施設マネジメント本部，産学官連携本部，安全衛生・危機管理1　　　対策本部，教育研究センター機構運営本部，全学評価室を設置している。　　�Aこの企画院等の院長，本部長等は，各理事及び副学長が分担して務めている。i　　　なお，人事企画院のみは，．学長が院長である。　　　　　　　　　　　　　　　1　�G効果的・機動的な大学運営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三3．　　�@運営会議において企画立案された基本方針に基づき，各企画院等で具体的な事i　　　護賃霞継傘麗籔難馨誕雛蝉茸馨矯廃魏盤笠案灘輝輝i　　　である。　　�Aまた，各企画二等での審議において，学内の意見調整が必要なことが生じた場i　　　合には，運営会議で審議し，意見調整を図っている。　　　　　　　　　　　　1　　�B運営会議及び各企画三等で企画立案された事項を役員会，経営協議会，教育研i　　　究評議会で審議し，学長が決定している。　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　�Cこのような審議過程を経て，工学教育総合センタ」の設置，共通教育実施本部i　　　の設置，プロジェクト研究所及びプロジェクト研究員の設置，特任教授制度の設i　　　置，国際交流センターの設置，領域の運営方法等の見直し，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16年度補正予算及1　　　び17年度予算配分（案）の作成，授業料の改定，技術部の組織再編，創・省工1　　　ネルギー研究の立上げなどを16年度に実施し，また17年度から実施することi　　　を決定した。　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　�Dなお，運営会議に事務局の各部長が陪席し，企画立案の検討に参画することにi　　　より，教員組織と事務組織の連携を強化し，業務の執行が円滑に行うことができi　　　るようにしている。　　　　　　　　　　　　．　　　　　．　　　　　　　i2深軟な獺繍の編制と獺数の＿元的管理　　　　　　　i（1）領域の設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　�@平成17年1月28日に中央教育審議会から出された「我が国の高等教育の将来i　　　像（答申）」において，大学設置基準の講座制や学科目制に関する規定を削除して，1　　　教員組織の基本となる一般的な在り方を規定し，具体的な教員組織の編制は，各1　　　大学が自ら教育・研究上の実施上の責任を明らかにしつつ，より自由に設計できi　　　るようにすべきであることが提言されている。　　　　　　　　　　　　　「　1　�A本学ではこの提言に先駆け，教員組織は，平成15年4月に，従来の縦割りの学：　　　問分野による学科組織から離れて，異分野の教員が交流する横断的，学際的な教i　　員組織である領域に改めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　�Bこの領域は，研究系組織．として大学院に置くものであり，おもひ，しくみ，っ　　くり，ながれの4領域である。各教員は，この4領域のいずれかに所属し，その　　専門分野に応じ，学科，専攻の教育を担当する，あるいはセンターの業務を担当　　するという柔軟な教員組織である。（2）教員数の一元的管理�@教員数の管理は，学長が院長を務める人事企画院を通じて大学全体で一元的に管　回し，必要なところに適切に配置している。�A各領域長，教育類長（学科長），専攻長等は，その教育研究に必要な教員が生じ1　た場合には，必要な教員像を学長に申し出ることになっている。学長はその申し出　　を受けて，必要性を判断し，必要と認めた場合は，人事企画院に諮り，具体的な教　員選考を進めることにしている。�B16年度は，．テクノイノベーションセンタニの共同研究部門担当の助教授を文部　科学省から迎えた。また，入学，学習，卒業及び就職までを総合的な見地で連続性　　を持った取組みを継続的に推進するために，17年4月に「工学教育総合センター」　を設置することを決定したが，入試業務に精通した教員を教授として本センターの　担当とすることを決定「した。�Cこのように必要なところにその業務を担当するにふさわしい教員を適切に配置し　ているが，領域という柔軟な教員組織を編制し，教員数を大学全体で一元的に管理　　していることから，可能となったものである。　外部有識者の活用　　企業関係者，教育関係者，本学卒業生など学外の幅広い分野から13名の有識者�@　に経営協議会の委員を依頼した。�A16年度は，経営協議会を5回開催し，中期目標の意見中期計画及び年度計画，　予算配分，授業料値上げなどについて審議した。一33一名古屋工業大学l11財務内容の改善1　外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標中期目標○外部資金増加に関する基本方針　�@科学研究費補助金など外部研究資金の自己収入の増加を図る。　�A学外に対する教育研究サービスの実施により，自己収入の増加を図る。　�B産学官連携による技術指導知的財産からの増収を図る。／中期計画年度計画進行�況判断理由（実施状況等）ウェCト○　科学研究費補助金，受託研究，○　科学研究費補助金，受託研究，奨学寄附金等外部資金増加に関．奨学寄附金等外部資金増加に関する具体的方策する具体的方策�@平成16年度に「研究企画�@　「研究企画院」及び「産学皿次の方策を策定し実施じた。院」及び「産学富連携本部」官連携本部」において，競争・　競争的資金の公募情報をデータベースとして整備し，学内情報において，競争的資金を戦略的資金を戦略的に獲得する方ネットワークを通じて全ての教員に周知した■，的に獲得する方策を策定す策を策定する。・　公募内容に合致する研究実績を有する教員には個別に働きかける。を行った。・　科学研究費補助金の申請を大学研究活性化経費申請の条件とするとともに，外部資金の受入実績を同経費の採択に当たっての評価点とした。�A　「研究企画院」及び「産学一一A一一丁研究歪画院］’1及7び丁産寧’1▽一’曹＠�＝部資１金一を前年度より瑠加冒ざぜる曽ごどを「評画し丁獲得Uた募蔀資一一一一一一曹一回曹一回胃＿一＿＿一＿＿幽昌昌一一昌昌昌昌昌昌騨騨一一一一藺幽一一一一凹一一一曹曹一冒一需F一，F一一一一一一幽一一一一幽髄一薗官連携本部」を中心として，．官連携本部」を中心として，金は，約18億1千万円で，前年度の約15億7千4百万円と比較科学研究費補助金，共同研究科学研究費補助金，共同研究して約15％増となり，年度計画を上回った。費，受託研究費，奨学寄附金費，．受託研究費，奨学寄附金など外部研究の件数と資金など外部資金を積極的に獲得を，中期目標期間中に現在よする。り．更に増加させる。一　一　一　■　■　■　一　一　一　一　昌　一　一　曹　一　冒　冒　一　一　一　一　一　騨　F　騨　ロ　一　一　一　一　一　■　一．一一一一曹冒　一　曹　願　甲　騨　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　ロ　冒　一　冒　，　，　鳴　，　，　尊　髄　騨　一　一　一　一　曹　一　一　冒　冒　冒　一　噂　．　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　一　曹　冒　，”　卿　噂　凹　一　■　■　一　■一ローロロ胃　−　騨　騨　層　，　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　一　一　”　響　噂　F　一　噂　一　一　曹　曹　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　一　冒　一　一　〇　一　吻　騨　顧　，　騨　一　一　一　一　一　一　曹　曹　一　ロ　一　一　一　一　一　冒　ロ　一　冒　冒○　収入を伴う事業の実施に関す○　収入を伴う事業の実施に関する具体的方策る具体的方策�@特許，技術指導等による収G7年度から実施のため，16年度　入増加を図る。A工学専門技術に関する高度一．は生曳計画な一レL＿一＿＿＿@工学専門技術に関する高度一一一一冒DHI”’樗秩u’企白白の研究著∵技術著’を対象1と鞠’催uそτゴる高度技術”曹，騨一一一曽曽曽一一一一曹一冒一一口冒口冒一F一幽一一一一9■冒■■一口冒冒冒胃胃一一F一一一一一一凹一曹曹曹一一一冒一一一一響謄，一冒F一，P技術セミナーや研修の充実・技術セミナーや研修を実施すセミナーを計画したものであり，「ナノを測る先端技術セミナー」と，定期的開催を図る。る。と題して計画どおり実施した。（受講者7名）実習を伴う実践的な技術の体得を図っているため，少人数で実施�B公開講座などの学外向け講ロ冒AF『公開講座などめ…裏外荷け講一ロー曽，Mしている。『F二業等め技1術者四二象’だ開催’ひで硲る公麗講座を許画しだも冒ので一一曹曹曹曹一一一一ロロロロロ冒ロ冒騨曽騨一噂ρ一騨曹一一一曹一■一ロ冒一需一冒冒■F観，｝幽一一噂ρ■一一一曹一■■一一曹一一■一冒ローロ冒座の充実を図る。座を実施する。あり，「セラミック研究のフロンティアー機能を活かす製法と評価法一」と題して計画どおり実施した。（受講者30名）�B民間企業等の企業等内研修皿民間企業等の企業等内研修のプランニングと実施を支援することのプランニングと実施を支援を計画したものであり，「名古屋工業大学受託技術研修取扱要項」�C体育施設や講義室等の施設　　する。’（費奪渡がち実：施のだあ丁’fσ年度一一一一一壼制定L−4朕施レたρ＿＿一一＿＿一＿＿＿一＿，＿＿＿＿一ロロー．需一“一R＿一幽一藺一一一一一■一一一曹一冒曹冒ロロ冒冒冒F一＿＿r一一■鼬覧H■一厘曹一■一一一一一一一一一曹一一ロー■一一一曹曹ロー■について1夏期休暇中などのは年度計画なし）長期空き期間を利用しての有料使用の増加を図る。ウェイト小計／鴇．_＼．　〆一34一．（＼・へ名古屋工業大学III財務内容の改善2　経費の抑制に関する目標中期目標○管理的経費の抑制に関する基本方針　�@　　　管理業務の見直しを行い経費の抑制を図る。中期計画年度計画　　　＼進行�況判断理由（実施状況等）ウェCト○　管理的経費の抑制に関する具○　管理的経費の抑制に関する具体的方策体的方策�@各種保守契約内容の見直�@．各種保守契約内容の見直．．IV管理的経費を抑制（対15年度比）することを計画し，水道料にし，光熱工料の節約の促進，し，節水コマの設置等によるついては大幅に削減したなど，年度計画を上回って実施した。ペーパーレス化の推進等によ．水の使用量削減，空調機の改・　電話交換業務を廃止し約145万円削減した。，剛り管理的経費の抑制を図る。修による電気使用量削減，一・　点検保守業務契約，運転監視業務契約を集約（9件を2件）し，斉休暇の取得（8月13日）約520万円削減した。などによる経費の抑制を図・　節水コマ取り設け（420カ所），大規模改修における教員室る。の手洗い廃止，節水型機器設置などにより，水道料（下水道料金「を含む）を約2，3a6万円削減した。（約　29％減）・　既設空調機の室外機清掃と修繕により，負荷の軽減を図った。’・　一斉休暇（8月13日）の取得により，電気使用料を約18万円削減した。・　学内広報誌のホームページ掲載によるペーパーレス化及び広報誌の整理により，印刷経費を約467万円削減した。・　定期刊行物等の購入を見直し，約389方円削減した。�Aエネルギ」節約のため，創曹一A一’奉学め星型的ヱう客ルギニヌこ’1『戸’摯ｸにお焔「」で創∵下士ネル…琴＝研究1を立ち王げ：る曹ごどを翻画し：「9脚曽・o一一　一　一　一　曹　一　一　曹　曹　曹　曹　一　一　一　，　鱒　9　卿　，　冒　一　一　一　ロ　曹　冒　■　曹　曹　一　一　一　一　卿　曽　一　一　一　冒　冒　冒　曹　一　曹　一　一　凹　幽　，　r　一　一　冒　ロ　曹　曹　一　一　一　■　ρ　口　．　，　一　冒　暫・省エネルギーの実証研究プ出力バランスの解明に始まる研究シーズを公募の上，10件の申請から2件を採択したものであ’ログラムを立ち上げ，学内で創・省エネルギー研究を立ちり，計画どおり実施できた。研究テーマ：�@キャンパスPCエネルエネルギーを生み出す実証試ｱを行う。上げる。ギーマネジメント�A創エネルギー×創キャンパスウェイト小計一35一名古屋工業大学lll財務内容の改善3　資産の運用管理の改善に関する目標中期目標○資産の効率的・効果的運用を図るための基本方針�@大学が保有する資産の効果的・有効的な運用を組織的に図る。中期計画年度計画進行�況判断理由（実施状況等）ウェCト○　資産の効率的・効果的運用を○　資産の効率的・効果的運用を図るための具体的方策図るための具体的方策�@オープンラボの拡充整備，�@オープンラボの拡充整備，皿・　外部資金を獲得した教員が優先的に使用できるオープンラボを施設のスペースチャージ制の施設のスペースチャージ制の新たに3室，100�u整備した。導入などにより，施設の効果導入などにより，施設の効果・　施設のより一層の流動化を図るため，スペースチャージ制度導■，．@　　　　　　　　　　　　　　　　　　、的・有効的な運用を図る。的・有効的な運用を図る。入を決定した。これに伴い「名古屋工業大学における施設の有効活用に関する規則」を見直し，スペ」スチャージ（課金対象）範囲を明確にした。”�B一薪設じ泥マ’ジ四三スご＝ジヨ齢冒冒”嚇M’鞠sジギ三ジミ＝ジ…fジ施殼1だほ；’末学あ教：寅まだほ；”園生が起：業じロ嘘曽層ρ　一　一　幽　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　曹　曹　一　曹　一　ロ　曽　一　一　冒　曹　一　・　“　．　9　一　一　一　一　一　■　一　■　一　曹　■　一　ロ　一　一　曹　一　齢　冒　冒　ロ　，　一　，　冒　層　冒　一　脚　層　一　軸　層　一　一　騨　．　巳ン施設の有効活用を図る。た設立3年未満のベンチャー企業，ベンチャー起業を計画している個人又は団体等が使用できるように10オフィス（室）を用意している。この10オフィスすべてが活用され，このうち2つのオフィ�A大型研究設備などの共同利一�A…天型研究∵計測；舐験設備「’血冒冒；…瘁迺D度ぼ「’効東的∵肴効酎な蓮用憲図る泥あ1，璽讐ず葵憲調査一冒一冒一騨　一　曽　臨　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　曹　鴨　冒　冒　回　辱　一　一　一　一　一　一　曹　一　曹　曹　一　一　一　冒　曹　一　ロ　ロ　一　一　一　一　一　響　一　需　冒　　，　一　ロ　一　，　一　幽　一　一　一　一　一　一　■用の推進によ’り，設備の効果の効果的・有効的な活用方法を計画したものであり，順調に実施できた。的・有効的な運用を図る。を検討する。・　1000万円以上の大型研究用設備・施設の所有状況，利用頻度等についてアンケート調査を実施し，その結果を集計・分析した。ウェイト小計〆．’、＼一36一（＼r＼Ill財務内容の改善に関する特記事項Ill財務内容の改善に関する特記事項1　外部資金の積極的な獲得　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　、　（1）外部資金の獲得方策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　外部資金を積極的に獲得し，研究の推進・活性化，産学連携の推進などを図るた三　　め，次のような方策を行っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　�@競争的資金の公募情報を各教員に通知している。従来は，領域長，教育霊長（学i　　　蜀江），センター長などを通じて各教員に通知していたが，確実に又速やかに公募i　　　情報を伝えるために，各教員に直接通知するように改めたものである。　　　　　1　　�A学内ホームページに競争的資金の公募情報を掲載し，常時，情報を得ることがi　　　できるようにしている。各省庁の競争的資金制度・公募状況，財団等の公募状況，i　　　研究開発・技術開発に対する補助制度の案内などを掲載している。　　　　　　　i　　�B　　　　競争的資金の公募内容に対応する研究実績を有する教員に対し，学術担当理事1　　　等から当該教員に申請を推奨するなど積極的に働きかけている。　�C本学では，研究環境が競争的・戦略的重点化する中で，先進的研究拠点の実現i　　　大学と都市機能が一体となった頭脳拠点への展開，産学官連携の新産業創出などi　　　への挑戦をするとともに，外部資金の導入支援を目指した大学研究活性化経費を1　　　設けている。この経費は，前年度に科学研究費補助金，・科学技術振興調整費等のi　　　申請実績があることを申請要件にしている。また，科学研究費補助金等の受入実i　　　績を採択審査にあたっての評価点に加えている。　　　　　　　　　　　　　　1　（2）外部資金の積極的な獲得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　�@上記のように外部資金の積極的な獲得に努めた結果，約18億1千万円を獲得i　　　することができた。この金額は，15年度の約15億7千4百万円と比較すると，i　　　約15％増であり，15年度実績を大きく上回ることができた。また，18億1i　　　千万円は，16年度の運営費交付金の約33％に相当する。　　　　　　　　　1　　�Aこのうち，共同研究は174件，受託研究37件の合計211件であり，15i　　　年度の約12％増であった。（15年度はそれぞれ，151件，38件の合計181　　　9件。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　�Bまた，共同研究の中には，宇宙航空研究開発機構（以下「JAXA」）との共同i　　　研究も含まれている。日本が参加している国際宇宙ステーション計画の利用促進i　　　の一環として，JAXAが新たに設置した国際宇宙ステーション応用利用研究拠1　　　点推進制度による共・同研究を実施することになったものである。今回，本学に設i　　　置される応用利用拠点は，国際宇宙ステーションでの微小重力場を利用し地上でi　　　は作製が困難な新素材の創成を目指すものである。本共同研究は5年間実施され1　　　る予定である。　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　・i2　学内予算配分の基本方針の策定等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　1　（1）学内予算配分の基本方針の策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　�@学内予算配分にあたり，収入予算，支出予算などの基本方針を策定し，学内配分i　　を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　1　�A収入予算については，自己収入の増減が直ちに支出予算に影響することになり，i　　適切かつ確実な収入、の確保が必要なことから，収入予算区分毎に収入目標額を設i　　　輸することとした。　　　　　　　　』　　　　　　　「　　　　　　　　　　i　�B支出予算については，人件費は総額管理により適時適切に見直しを図り抑制に努i　　めることとした。物件費については，従来の予算管理，配分，執行を大幅に変更す1　　ることは混乱を招く恐れがあるため，前年度配分額をベースに配分することとした。1　�Cまた，支出予算の配分に当たっては，年度途中の収入不足等の不測の事態及び教i　　育研究計画の進捗状況の変動に対応するため，期首において予算の5％を留保し，i　　予備費を計上するとともに，10月以降に本学の財政状況を考慮し，必要に応じ：　　て当初予算の補正を行い，調整の上追加配分することとした。　　　　　　　　　　i（2）学長裁量経費　�@学内予算配分にあたり「，学長裁量経費（総額約1億2百万円）を確保した。下　　記の項目について全学から募集し，学長が選考・決定し，学内配分した。�A学長裁量経費め項目は次のとおりである。　　・特別教育研究経費　　　　大学教育の改革推進するための取組，新たな研究分野や領域への挑戦，幅広　　　い萌芽的研究の推進など，今後概算要求又は21世紀COEプログラムとなり　　　うる事項の準備として実施するプロジェクトに必要な経費　　・教育研究改革・改善プロジェクト経費　　　教育研究内容・体制の改善充実や国際交流の推進など，大学改革への取組や特　　色ある大学づくりのためのプロジェクトに必要な経費　　・教育基盤設備充実経費　　　　教育上必要となる基本的設備で，既存設備の陳腐化対応や，先端設備の新規　　　導入など，全学的視点からの設備の充実に資するための経費　　・本学に新たに採用となった教員への助成一37一名古屋工業大学ハ1　自己点検・評価及び情報提供1　評価の充実に関する目標中期目標．○自己点検・評価に関する基本方針　�@自己点検・評価及び第三者評価を厳正に実施するとともに，評価結果を教育，研究，大学運営などの　　改善に十分に反映させる。　−．?期計画年度計画進行�況判断理由（実施状況等）ウェCト○　自己点検・評価の改善に関す○　自己点検・評価の改善に関する具体的方策@　「全学評価室」が中心とな@り，大学全体の自己点検・評@価を定期的に実施する。る具体的方策@　「全学評価室」で，大学全@体の自己点検・評価の定期的@な実施を検討する。皿　前年度の教員及び学科・専攻の教育活動，センター活動，事務局，?学者選抜，学生支援，附属図書館に係る自己点検・評価を17年xから毎年度実施することを決定し，それぞれの自己点検・評価実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，D”冒　冒　冒　一　”　響　P　ρ　一　一　一　一　一　一　一　■　冒　7　F　F　噂　一　一　■　一　■　ロ　ロ　o　層　卿　■　P　■一一冒冒施要卿…策定レ准9＿＿＿一一＿一一＿＿一一一L＿一一一一＿．＿．一＿＿一，噛・騨一一一一曹一・甲一一璽ロ冒冒7一幽一一一一一冒，騨一一■ロロ冒冒F一一一一曹曹曹一層一一一嘗璽一一冒一需一一一一一一一一一ロ層一一一曽曹○　評価結果を大学運営の改善に○　評価結果を大学運営の改善に活用するための具体的方策@　　自己点検・評価結果及び@第三者評価結果を，大学全体@で，教育，研究，大学運営な@どに速やかに反映させるシス活用するための具体的方策@　自己点検・評価結果を，大@学全体で，教育，研究，大学@運営などに速やかに反映させ@るシステムを整備する。皿・　自己点検・評価及び第三者評価に関する事項を大学全体で一括ｵて担当する常設の機関として全学評価室を16年4月に設置しｽ。全学評価室は，学長が指名する理事，副学長，領域長，教育ﾞ長（学科長），専攻長，センター長及び事務局の部長などで構テムを整備する。成している。・　16年度に全学評価室で，上記の自己点検・評価の定期的な実{項目にあるように，自己点検・評価を実施することを決定し，ﾀ施要項を策定した。この実施要項の中で，点検・評価蓼目に，@「改善すべき点又は工夫すれば成果や効果があがると考λられる_」をあげ，これらの事項があった場合，次年度の点検・評価で@「どのような改善又は工夫を行ったかの報告」を求める項目を設円した。ウェイト小計戸1_ズ．．．．_＼、．　〆一38一（／へ名古屋工業大学ハ1　自己点検・評価及び情報提供2　情報公開等の推進に関する目標中期目標○大学情報の積極的な公開・提供及び広報に関する基本方針�@　　　教育研究活動，大学運営の状況などに関する情報提供の充実を図る。中期計画年度計画進行�況判断理由（実施状況等）ウェCト○　大学情報の積極的な公開・提○　大学情報の積極的な公開・提供及び広報に関する具体的方策「供及び広報に関する具体的方策�@平成16年度に，広報の在�@広報の在り方等について，皿受験産業や広告社など学外者の意見も聴き，「名古屋工業大学広り方等について，学外者の意学外者の意見も聴いて「広報報プラン」を策定した。この「広報プラン」は，「広報プランの目見も聴いて「広報プラン」をプラン」を策定する。的」，「広報の基本方針」，「広報の内容」，「広報の方法」，「広報計凸り　策定する。A平成16年度までに，教育，曽一A一一害毒；’耕究；．草箒轟轟萢　芝曹一1『画縫認識論瀬戸略報ヲラ冴一に基ヲぎr下灘度騨胃。ロロo　一　冒　一　一　一　ロ　一　一　ロ　ロ　一　一　一　曹　曹　曹　一　■　■　一　一　ρ　卿　騨　鱒　申　，　一　r　稠　r　冒　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　■　一　一　伽　一　曽　騨　冒　一　一　一　一　曹　一　一　■　一　卿　一　縛　冒研究，社会貢献などに関するに関する学内外活動情報の一の広報計画を策定することにより，教育，研究，社会貢献などに関学内外活動情報の一元化と発元化と発信を図る体制を整備する学内外活動情報の一元化を図るとともに，広報誌の発行，ボー信を図る体制を整備する。．する。ムページ，学内外での行事の開催などの方法により，情報発信を行う体制を整備し，17年度から実施することを決定した。�B在学生の保護者に，本学に皿年2回（8月・2月），本学の広報誌である「学園だより」及びおける学生生活の実態を周知卒業生の団体である名古屋工業会の機関誌である「ごきそ」を在学するために，本学広報誌を送生の保護者に送付した。付するなど，大学生活実態のまた，ホームページをリニューアルし，トップ画面に「在学生の情報を積極的に提供する。保護者の方へ」のサイトを設け，必要な情報をすぐに得られるよう．�B学内での評価や点検に関す’τfき津明度以降翼施め泥’あ「，讐曽曽腫’一一一一一にした。■　一　■　一　「　辱　騨　鴨　一　轄　曽　曽　ロ　層　冒　曹　冒　曹　曹　一　一　曹　一　一　一　一　一　一　ρ　噂　”　脚　冒　−　冒　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　■　■　一　一　一　一　一　■　，　鱒　”　一　一　噂　轄　一　〇　一　曽一冒冒一口一　冒　一　曹　一　曹　曹　一　一　一　一　一　，　”　■　一　．　一　”　●　，　冒　．　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　■　一　一　一　一　騨　一　鱒　囎　，　，　ロ　冒　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　曹　一　璽　曽　卿　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一る報告書等を広く公開する。16年度は年度計画なし）ウェイト小計5一39一h1　自己点検・評価及び情報提供に関する特記事項1．自己点検・評価実施要項の策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　（1）教員及び学科・専攻の教育活動，センター活動，事務局，入学者選抜，学生支援，i　　附属図書館の自己点検・評価を定期的に実施するため，それぞれ自己点検・評価実1　　施要項を策定した。　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　i　（2）評価項目は，�@教育活動，センター活動などを実施した結果，当初の目標は達成i　　できたか，�A活動の実施にあたり力点をおいた点，工夫を行うた点，�B活動を実施i　　した結果，改善が必要と考えられる点，又は更に工夫すれば効果があがると考えらi　　れる点，�C教育活動については，ガイダンスやオフィスアワーの実施状況などであ；　　る。　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　（3）また，前年度に活動を実施した結果，改善が必要と考えられる点，又は更に工夫i　　すれば効果があがると考えられる点があった場合，次年度にどのような改善又は工1　　夫を行ったかを自己点検・評価するこ、とにした。　　1　　　　　　　　　　　　i2．広報プランの策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　（1）教育・研究活動など大学全般の活動状況に関する情報を学外に積極的に発信してi　　いくとともに広報活動の充実と活性化を図ることを目的として，「名古屋工業大学広i　報プラン」を策定した。　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　i（2）この広報プランは，�@広報プランの目的，�A広報の基本方針，�B広報の内容，�C1　　広報の方法，�D広報計画の策定からなっている。　　　　　　　　’　　　　　　i　（3）広報の内容は，発信する情報の活動内容であり，教育活動，研究活動，産学官連i　携活動，社会貢献活動，国際交流活動，管理・運営の状況などである。　　　　　　i　　広報の方法は，情報を発信する方法であり，広報誌の発行，ホームページによる1　（4＞　　情報発信，大学説明会の開催など学内外行事を通じた情報発信，報道機関等を通じi　　た情報発信などである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　（5）広報計画の策定では，毎年度，年度初めに当該年度の広報計画を策定することにi　　している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／Fア、、一40一ﾖだ＼名古屋工業大学V　その他業務運営に関する重要事項1　施設設備の整備・活用等に関する目標．中期目標�@教育研究の進展状況及び既存施設の点検・評価を踏まえ．長期的視点に立った施設整備を行う。騰翻難羅鵡欝磐顯雛騰早継：纒羅纏羅鰯識馨弁を行う・�C　　安全と環境に配慮した施設整備づくりを図る。中期計画年度計画進行�況判断理由（実施状況等）ウェCト○　施設等の整備に関する具体的○　施設等の整備に関する具体的方策方策�@豊かな教育研究環境と安全@で快適なキャンパスライフを@実現するため，「施設マネジ�@豊かな教育研究環境と安全@で快適なキャンパスライフを@実現するため，「施設マネジ皿・　敷地境界のよう壁目地の破損等により，付近を通行する車両や通行人に危害が及ぶ恐れがあるため，よう壁を改修（高さ＝0．8〜P，8m，長さ；118m）し，安全を確保した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，fメント本部」を中心に，次のﾏ点から施設設備の整備を図メント本部」を中心に，施設設備の整備を図る。・　築後15〜17年経過した1号館を対象に，外壁タイルの劣化状況調査を実施した。調査の結果，剥離がほとんど無いことが確る。・　敷地境界よう壁の改修の認できた。・周辺地域と一体感をもたせ実施。建物の外壁タイル剥・　築後36年経過した職員宿舎の耐震性能把握のため耐震診断をた広場・交流ゾーンなど離状況などの劣化調査，職実施した結果，耐震指標（IS値）が文部科学省基準0．7に満の，屋外環境の整備員宿舎の耐震診断を実施たなかった（0．61）ため，改修計画を作成した。・国際交流拠点および地域社会における知的交流拠点とし，改修計画を作成する。　　　　　　　　冒しての整備・ナノテクノロジーなどの先端的，高度化した研究や大型実験に対応できる研究環境の整備・広く社会に開かれた大学として，身体障害者や高齢者冒等へ配慮したユニバーサル一デザイン対応の整備・学生のための自学自習の場の確保・学生の視点からの学生生活支援施設，課外活動施設等の整備・安全性，機能性を確保する・些　　．ための改修・遠隔教育などの新しい教育研究方式の導入や大学業務の更なる電子化に対応でき宕るキャンパス情報ネットワ一クの拡充整備、・地球環境保護のための省工ネル三一の推進，再生資源の活用を踏まえた整備�A　本学の教育研究体制等の隔て「盛多二度以降更施めヲ三「きδ〜一■f6孟1…夏■9一一・　曽　曽　噛　o　曽　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　ρ　騨　噂　璽　，　噸　層　ロ　冒　ロ　冒　冒　曹　冒　冒　冒　一　一　■　一　一　■　一　一　辱　r　一　”　需　．　層　曹　・　o　冒　幽　一　冒　冒　冒　冒　一　一　一　曹　一一■一一一嗣”．9曽一一一一一冒一曹一一一一，一〇．．冒一冒一一曹一一一騨曙，o冒一曹一曹一一一顧一ロ冒冒一一一一一一一騨一〇一一一騨鱒．曽ロー変化を踏まえ，．「施設マネジは年度計画なし）、メント本部」を中心に施設長期計画を策定する。冒冒冒冒ロー一一一一一一一一一曹一一一一一一一塵一一ρ一一9一一冑一脚劇r胃冒一一冒冒冒冒ロ冒曹曹一曹曹冒曹一一一曹一■塵一一一F一冒，冒一冒一一一■一曹曹一幽一一一一一一一一一一一一冒冒冒冒一一冒ロロ冒冒一一曹曹一一一嘘9F一一F需冒冒一一一曹一一一曽一一一一，冒冒，曹曹曹一一一幽騨，層，曹一一一一一幽F，需一曹曹曹一一一r，雪曹一曽一rFr一一一一○　施設等の有効活用及び維持管○　施設等の有効活用及び維持管理に関する具体的方策理に関する具体的方策�@　「名古屋工業大学における�@　「名古屋工業大学における皿施設のより一層の流動化を図るため，スペースチャージ制度導入「施設の有効活用に関する規施設の有効活用に関する規を決定した。これに伴い「名古屋工業大学における施設の有効活用一41則」（平成13年10月制定）則」（平成13年10月制定）に関する規則」を見直し，スペースチャージ（課金対象）範囲を明を見直し，より一層の施設のを見直し，より一層の施設の確にした。　有効活用を図る。A施設利用の流動化の促進　　査効活鳳を図る、一’鱒�A．施設莉用’の流動花’め健遙’”一面冒冒．P庵設莉角奇流動花1万促進ど鯛亨防的修繕’（ラ噸ヌ’ジテ：チツズダを幽一一曽−璽一一凹一一曹一曹一一一冒．幽辱一騨一一一一一一−冒”甲一一一一一一冒冑一■■一ロー一一冒”一凹■一一一一ロー一一臼一一■■■一一一一と，予防的修繕（プリメンテと，．予防的修繕（プリメンテ実施するための財源を確保するためスペースチャージ制度導入を決ナンス）を実施するための財ナンス）を実施するための財定した。源を確保するため，平成17源を確保するため，スペース年度からスペースチャージ制チャージ制度などの実施方策度を導入する。を検討する。．層r−一一辱幽一幽一一璽一ロロ曹一胃一一一一一一■一冒冒騨一一一一嘗一一一冒回冒一一幽一曽一曽一曹曹一ロ帰FF一一@一一一曽曽曽一，糟一�B　学際領域の研究や各種競争瞬曹B’一学際領域め研究：や喀一種競事’nr曹一J際領域の研究や：各種競争的資金にま’る研究活動の場を創出’ずる一層一圃一的資金による研究活動の場を的資金による研究活動の場を．ために，オープンラボを新たに3室，100�u整備した。創出するために，一層の施設創出するために，一層の施設一　の有効活用を図る。C　近隣の公的研究機関及び民@間企業等が保有する施設と本一ず鶉三三ケゼラ罰　　クスセンターの施設と本学施一皿一”本学デ〃フマフンミ＝＝ジ…fジモロジダニ売端計測努祈蔀門ど頁羽団法天tァインセラミックスセンターとが，計測分析機器の相互活用及び■一一一冒冒　”　噛　．曽9一　一　一一一　一　一一一　，騨層一一一　一一　一冒　ロ　ロ　冒　冒　曹｝　尊　騨　一　一　一　一　ロ冒　一　ロ　●　，　冒　ロー　一　■　一　一　一　一一　ロ　一　冒　冒　冒−F　申　一　一　一　■　■　■学施設と．の相互利用を拡大す設の相互利用を実施する。人的交流などについて連携することを計画したものであり，連携にる。闘i．る協定壼：績結レた∫，＿，一一一一＿＿一＿一一一＿＿．＿一＿＿一＿一一幽一一幽一　■　一　一　ロ曹冒　r　停　＿一　一　幽　■　一　一　ロ　ロ　冒　曹　F　F　一　一一　曽　曹曹冒　一曹　旧　rP一　一　一一　一　■　一　一　曹一　冒　一　一　，　F　一　一　一　幽　凹　一　曹曹　一　層　冒　一　，　騨　P　一　一　一�D施設の劣化状況等を把握す’て171年度が’ら夏施め泥あ『，”一f6年度曹一曹一るためのマニュアルづくりは年度計画なし）と，それに基づく予防的修繕（プリ．メンテナンス）を平成17年度から実施する。ウェイト小計万、@　、＼　　．〆一42一3．（／一、名古屋工業大学V　その他業務運営に関する重要事項2　安全管理に関する目標中期目標○安全管理1・事故防止に関する基本方針　�@安全なキャンパスづくりを目指し，教育研究活動が安全かつ円滑に遂行されるように，安全衛生管理　　及び防災，防犯対策を実施する。中期計画年度計画進行�況判断理由（実施状況等）ウェCト○　労働安全衛生法等を踏まえた○　労働安全衛生法等を踏まえた安全管理・事故防止に関する具安全管理・事故防止に関する具体的方策体的方策1�@　学内の全ての施設・設備を（17年度から実施のため，16年IV・　図書館の非常口の誘導灯を増設した。再点検し，必要な改修を行う。度は年度計画なし）・　セラミックス基盤工学研究センターに，薬品を体に浴びたとき，，にその薬品を洗浄できるように緊急シャワーを2台設置した。・　これらは，16年度の年度計画には挙げていないが，早急な設�A安全衛生管理体制を確立す@る．ため，現行の「安全管理委@員会」をより充実する形で平@成16年度に「安全衛生・危@機管理対策本部」を設置する。曽’@…安置下酒管理体制1養羅立す@　るため，現行の「安全管理委@　員会」をより充実する形で「安@　全衛生・危機管理対策本部」　　を設置し，職員と学生を含め冒曹一一一M・璽難解朧鍬舞蔀rを難じ；一と撚蔀醗管　理委員会及び安全衛生委員会を置くことで総合的な安全衛生管理　体制を確立した。また，「安全衛生・危機管理対策本部」の業務　及び事務を行うため，安全・保健センターに専任職員を置いた。・　労働安全衛生法等において労働者に実施が義務付けられる特殊一冒一一曹一　一　一　一　一　，　，　・　騨　o　謄　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　一　一　一　一　一　曹　一　一　一　曹　一　騨　一　一　騨　冒　冒　曽　一　一　一　一　曹　一　曹一　一　一　昌　一　一　嘘　一　〇　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　讐　即　一　需　一て，健康管理と安全衛生につ健康診断などの健康管理を，職員だけでなく学生にも行った。いて総合的管理を行う。・　定期健康診断又は人間ドックの結果に基づき，有所見者には医ダ療機関の受診結果を報告させる事で，職員一人一人の健康管理を行った。また，健康教室を開催することで，有所見となった職員に直接健康指導を行った。・　定期的に作業環境測定や産業医巡視・衛生管理者巡視を行うこiノとによ．り，建物及び実験室等における安全衛生管理を行った。・　安全衛生監査により学内の安全衛生の状況を確認し，改善のための対策をした。・　労働安全衛生のホームページを学内に向け公開し，いつでも安全衛生活動の情報が入手できるようにした。・　全国労働衛生週間，全国交通安全運動などに際し，学内の意識向上のため，正門に看板を掲示したり，学内各所にポスターを掲示した。・　適切な害虫駆除を行った。・　心臓突然死の主な原因である心室細動時の救命のため，AED（自動体外式除細動器）1台を学内に配備した。また，人工呼吸�B教職員の意識向上のためのローA…教職員傭識両王’めだあ；一’一血一一；鴨善旧離羅響縞謀長購，労働災害ど事業韻任」一一一F，一　冒　ロ冒一一　一　一一一曹一　一一　一雫辱，一一曹曹曹一一　一　一　一　F　一　，　一　一　冒　一一一　一曽一一　申　一　一一　ロー　一　一　■　一　一　一　一　辱r曹　ロ　ロ　一　■　一　一　一　脚　胃　冒研修会を実施する。労働衛生に関する講習会を開に関する講習会を教職員を対象に開催し，安全衛生，労働災害・催する。事故防止に対する意識向上を図った。・　より一層の安全管理が求められるクレーン，局所排気装置及び動力シャーに関して，技術職員が講師となり学内で安全講習会（計�C衛生管理者等の有資格者を@増加させるため，技術職員等一’B’禰笙管理著等の肴賓1落著葛@　増加させるため，技術職員等舳皿冒・；ユmmu緯紮環翻隔てi灘鱗配名）破齪　取得させた。ロー一一一一一一「一．一C曽曽冒冒曹一一一一騨”．．一一一一一一一一一一鰯騨一畜冒冒一一曹一一藺鞠冒冒冒一一■ρ．一．9冒一一一一一騨．ローロー■の免許取得，講習会等への参の免許取得，講習会等への参・　学内の安全講習会の講師養成のため，技術職員を安全教育講習加などの方策を講じる。加などの方策を講じる。会等に参加させた。（計2名）・　業務に必要な作業主任者等の資格を，職員に取得させた。（計○　学生等の安全確保等に関するσ冒學笙等そわ安至i確保等一だ関ずる一曹一一一＿L呈名）嘘『一＿＿＿一＿＿＝一＿一二＿一＿一＿＿＿一．一．＿＿一一一一一一一一一一一一一一雪需一一■一曽曽一F一，冒一冒一曹一一一一一一胃r躍一■ロー凹一一F冒冒曹冒一一一一，騨r曹曹一一＿r冒曹一一一一F謄一曹一具体的方策具体的方策「�@平成16年度に，地震，火�@地震，火災・水害時の避難皿・　東海地震などの地震を中心に1火災などの起こりうる災害時に▽43一、災・水害時の避難・誘導体・誘導体制，学生・教職員のおいて，避難・誘導体制，学生・教職員の安否確認等，安全確保を制，学生・教職員の安否確認安否確認等，大学の教育研究最優先とした「名古屋工業大学防災マニュアル」を作成し，従来等，大学の教育研究・運営に・運営に至る全般的危機管理の消防体制を組み込んだ一つの体制で災害に対応できるように防至る全般的危機管理のマニュのマニュアルを作成し，防災災体制を整備した。アルを作成し，防災体制を整体制を整備する。・　大学全体の防災マニュアルとともに，初動としての各建物で管備する。理する防災マニュアルの雛形を作成した。・　各建物の責任者で構成する館長連絡会（計2回）を開催した。この連絡会で館長を指導することで，．館長が細やかな対応がで�A平成15年度に策定した毒髄て丁匹年度がら翼施め泥あ’，一一f6年度’■凹■一＿き．る体劃葦：確立レた四＿＿＿一一＿＿一一一一二一＿＿＿一一一一＿一＿一一曹胃一一畠一一一一曽■一曹一一，需冒，F一一一幽一一一一曹膠騨一P一一一一一}ー一曹一”一一幽一一髄曹ローロ冒冒F7F一一一一一一一曹曹曹騨冒，劇物；放射線・核燃料物質のは年度計画なし）安全管理に関するシステムを平成19年度までに点検し，　一層の安全管理を図る。B建物への入退館システムの’て17；年度がら葵施めだ概曹’f6璃要一1▽’’；ロ”h犯万ヌラ百吾を増設σだ；ロ’（：従莱ほ一§「台：∫一と矛〔だよ｝ラ丁従莱一曽■一一’ロ”冒一一…一一’一’曹冒冒冒…’曽一一一’”一jー’一…’一一．一一一一ロ．冒一一p’．一一’’’’”ロ設置，防犯カメラの設置，街は年度計画なし）は監視できなかったエリアも監視することが可能となった。灯の整備及び夜間警備の強化・　これは，16年度の年度計画には挙げていないが，早急な設置などの防犯対策のさらなる強が必要なことから実施した。化を実施する。，　冒　一　一一曹曹一一曹曹曹曹曹冒　ロ　需　騨　F　一　一　■　一　一一　一冒曹　■　一　冒　冒　冒　胃　r　一　一　一　藺　一曹　一曹曹　一曹曹，冒　瞬　冒　｝　騨　一　一一一　　一　一　幽　一　魑　一髄　■　曹�C平成16年度に情報セキ一一A曽稽報モ：ギ三uテ7ポリジ＝曹一盃曹’層“囑ｼ舌屋工業天学情報ゼギ三刀一デ；〜ポ’1〕ロジニ］一’を策定u；’適正な■一一一口ユリティポリシーを策定し，を策定し，適正な情報管理に情報管理に関する基本方策を定めた。既存システムのうち，「授業適正な情報管理に関する基本関する基本方策を定めるとと料債権管理システム」，「給与連携システム」，「資産支援システム」方策を定めるとともに，情報もに，情報システムの整備を及び「情報公開システム」を整備した。システムの整備を図る。図る。ウェイト小計／‘『．_．一44一、．（／名古屋工業大学V　その他の業務運営に関する重要事項に関する特記事項1　施設の有効活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬　安全衛生に関する取組　施設の有効活用を推進するため次の措置を講じた。　　　　　　　　　　　　　　i1．施設の有効活用に関する規程の制定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　（D　「名古屋工業大学における施設の有効活用に関する規程」を制定し，全学的視i　　点に立った施設運営，施設の点検・評価に基づく効率的な利用を推進する。　　　i　（2）同規程で，「教育研究に関する施設」を指定し，教育研究を円滑に行うために，1　　全学的見地に立って使用面積，諸室の配分及び配置等の見直しを行い，施設使用i　　の改善を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i2．繭紬に関する搬の分類の齪　　　　　　　i　　�@A類教員（教授，助教授，講師及び助手）が日常的に滞在し，研究に用いi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　る施設　　�AB類教員がその研究と論文指導のための教育（卒業研究，大学院）に用いi　　　　　　　る施設（例：実験室，研究用計算機室，学生居室，ゼミ室，薬品諸等）i　　�BC類学部学生の実験実習のみに使っている施設（例：学生実験室，製図室1　　　　　　　等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　�CD類　部局の運営に必要な施設等（例：演習室，コピー室，リフレッシュルi　　　　　　　一ム等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　�DE類プロジェクト研究用に弾力的に使用するオープンラボラトリーの施設i　　�EF類複数の部局あるいは教育研究のために共同で利用する施設（例：講義i　　　　　　　室，会議室，教育計算機用端末機室等）　　　　　　　　　　　　　i3．共用スペースの確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　（1）校舎の新増築を行う場合は，新増築面積の20％以上をオープンラボラトリーにi　　充てるほか，可能な限り共用スペースを設けること。共用スペースは，教員個人i　　や特定部局が占有することなく，教育研究のために全学共通で利用するスペースi　　とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　（2）また，既存校舎の大規模改修を行う場合は，共用スペースの確保に努めることi　　とし，共用スペースは，可能な限りオープンラボラトリーに充てることとする。　i4．オープンラボラトリーの確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　（1）オープンラボラトリーは，共用スペースのうち，プロジェクト的研究や，組織i　　の枠を越えた研究活動等に対応するため，弾力的，流動的に利用できるスペースi　　とする。17年3月現在，34室，1，433�uを確保している。　　　　　　　　　　i　（2）オーブンラボラトリーを使用できるのは，学際的，先端的な研究を行う学内のi　　教員個人及び研究チーム（学外者との共同研究を含む。）とする。使用者は公募し，1　　使用を希望する教員個人や研究チームの代表者からの申請に基づき，学長が許可i　　する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　（3）また，使用期間は原則として5年以内であり，使用料を徴収している。　　　i5．スペースチャージ制度の導入　（1）施設の効果的・有効的な運用を図るため，「教育研究に関する施設」に使用料を1　　課す，スペースチャージ制度を平成17年度から導入することを決定した。　　　i　（2）使用料を課す対象は，「（2）教育研究に関する施設の分類」のうちのA類及びi　　B類の施設とする。　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　（3）すべての教員に対し，その使用面積のうち25�uを基礎控除し，25�uを超える使1　　用面積について，使用料を課すこととした。徴収した使用料は，施設の予防二二i　　繕（プリメンテナンス）を実施するための財源とすることとした。　　　　　　i1．ホームページによる情報提供　（D職員，一学生等の安全と衛生（健康）を守るために，学内ホームページに．「安全　　衛生のページ」を設けて，必要な情報を提供することとした。　　（2）情報提供している主な事項は，次のとおりである。　　�@労働安全衛生法等の法令，本学の学内規定等　　�A安全を確保するため，一般的に知っておいて欲しい事項を箇条書きにまとめ　　　た安全の心得　　�B表醗廼礫鶉薯場合に・知っておいて欲しい基本的な安全ポイントを図　　�C薬品類を使用する場合に，知っ》こおく必要がある有害性情報，応急措置など　　　の注意事項　　�D定期自主検査・始業点検，日常点検の実施方法等2．安全衛生監査の実施　（1）労働安全衛生親等の法令及び本学の学内規定に定められた安全衛生に関する措　　置が適切に行われているかを確認するため，安全衛生監査を実施することとした。　（2）監査の実施は，本学にお砥て．いる安全管理者，衛生管理者，産業医等（いずれも　　本学職員）の中から，・学長が監査員を任命して，実施することとした。　（3）監査員は，監査を実施した結果について，報告書を作成し学長に報告する。　　報告書には，監査で発見した改善等を要するとされたものについての対応』（案）　　も示すこととした。　（4｝16年度の監査の中で，「図書館に非常口の表示を追加設置する必要がある」こ　　とが指摘された。この指摘に受けて，誘導灯を増設した。　�糾ﾄ査ではないが，衛生管理者の巡視の中で，　「セラミックス基盤工学研究セン　　ターに，薬品を体に浴びたときにその薬品を洗浄できるように緊急シャワーを設　　置する必要がある。」ことが指摘された。この指摘を受けて，緊急シャワー2台を　　同センターに設置した。3．安全講習会の実施　　学内における安全衛生教育として，クレーン，ドラフトチャンバー，動力シャー　に関する安全講習会を，本学の技術職員が講師となり開催した。汗45一名古屋工業大学　’W予算（人件費見積もりを含む。），収支計画及び資金計画中　期　計　画年　度　計　画実　績1　短期借入金の限度額1　短期借入金の限度額14億円14億円該当なし2　想定される理由2　想定される理由運営費交付金の受入れ遅延及び事故の発生等に運営費交付金の受入れ遅延及び事故の発生等により緊急に必要となる対策費として借り入れするより緊急に必要となる対策費として借り入れすることも想定される。ことも想定される。’糊重要財産を譲渡し，又は担保に供する計画．中　期　計　画年度　計　画実績該当なし．鞘なし該当なし中　期　計　画年　度　計　画実　績教育研究の質の向上及び組織運営の改善に充てる。教育研究の質の向上及び組織運営の改善に充てる。該当なしF戸．、、一46一みへr．．＼名古屋工業大学X　そ　　の　　他1　施設・設備に関する計画中　期　計　画年　度　計　画実績rF施設・設備の内容予定額（百万円）財　　源施設・設備の内容予定額（百万円）財　　源施設・設備の内容決定額（百万円）財　　源総額施設整備費補助金総額施設整備費補助金総額施設整備費補助金（168）（　28）（　45）小規模改修168船舶建造費補助金@　　　　　（　　）小規模改修28船舶建造費補助金1@　　　　　（　　）小規模改修45船舶建造費補助金@　　　　　（　　）長期借入金長期借入金長期借入金（　　）（　　）総合研究棟改修（　　）国立大学財務・経営セン国立大学財務・経営セン国立大学財務・経営センター施設費交付金ター施設費交付金、ター施設費交付金，（　　）（　　）（　　）O　計画の実施状況等　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　年度計画の予定額と実績の決定額の差は，平成16年度補正予算において，総合研究棟の改修工事が1　　認められ，・その内，設計について実施したため生じたものである。　　　　　　　．　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　・　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●一47一P睾名古屋工業大学X　そ　　の　　他2　人事に関する計画中　期　計　画年　度　計　画実　績1　教員1　教員（1）任期制の活用方針（1）任期制の活用方針「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」�@既に行っている任期付き教員に加え，任期付き教員の拡大につ�@学内センターの任期付き教員を増加する。P29ド参照いて検討を進める。�A公募制度を推進する。P29，参照8鞭左回難塾性礫鵠騒講鵠灸め。先端�B重点領域の研究を推進するための先端研究者を特任教授く仮称）@として任期付で採用する制度を設ける。P29，参照　　　　　一研究者を特任教授（仮称）として任期付で採用する制度を設ける。�C　競争的資金による若手の任期付研究員等の積極的な採用制度をP30，参照�C平成16年度末までに，．競争的資金による若手の任期付研究員確立する。等の積極的な採用制度を確立する』（2）人材育成の方針（2）人材育成の方針「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」�@　平成17年度末までに，全教員の個人評価を試行し，平成18�@　教員の個人評価について，評価者，評価内容・方法など具体的P29，参照年度から実施する。事項について検討する。�A　平成16年度に，教員の資質向上のため，サバティカル制度を�A教員の資質向上のため，サバティカル制度を設ける。P29，参照設ける。（3）人事交流の方針（3）人事交流の方針「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」．�@教員構成の多様化を図るため，他大学及び企業経験者からの採�@教員構成の多様化を図るため，他大学経験者を採用する。P29，参照用を積極的に推進する。（4）外国人・女性等の教員採用の促進�@外国人，女性の教員採用を積極的に推進する。外国人教員につ�dいては，国際公募をするなどの方法を導入する。（5）人員（人件費）管理（4）人員（人件費）管理「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」�@教員の人員管理は「人事企画院」で行い，併せて大学全体の職．　　教員の人事管理は「人事企画院」で行い，併せて大学全体の職員P30，参照員の人員管理を役員会で行う。の人員管理を役員会で行う。2　職員2　職員（1）人材育成の方針（1）人材育成の方針．�@事務職員の業務実績や適正について，現在の勤務評定の方法を基本として評価するシステムを構築する。�A大学運営の各専門分野のスペシャリストを養成するため，語学，国際交流，労務管理，財務会計，知的所有権等の業務に関する専門研修の機会を設ける。「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」�B　事務職員（幹部職員を含む。）の専門性と経営能力を高めるた�@事務職員（幹部職員を含む。）の専門性と経営能力を高めるたP30，参照め，既に実施している企業等における実地研修を充実する。め，企業等における実地研修を実施する。�C　技術職員の資質向上等について充分な検討を行い，専門的な技�A技術職員の技術力をより高めるため，専門技術研修を実施する。．P30，参照術職員の養成，資格取得の方策を講ずる。また，技術職員の技術力をより高めるため，学外で開催される高度技術研修にも参加させる。（2）人事交流の方針「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」（2）人事交流の方針�@国立大学法人間との人事交流を積極的に実施する。P30，参照�@　国立大学法人間との人事交流を積極的に実施するほか，私立大学・地方公共団体・民間企業との人事交流についても検討する。（3）人員（人件費）管理（3）人員（人件費）管理「業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」�@事務等の効率化・合理化による職員の再配置を行う。�@大学全体の職員の人員管理を役員会で行う。P30，参照�A職員の人事管理は，役員会で行う。〆マ＼／＼　　　／一48一、5L、ド（、．r＼ρ名古屋工業大学（参考）平成16年度（1）　常勤職員数538人（2）　任期付職員数10人（3）�@　人件費総額（退職手当を除く）6，087百万円�A経常収益に対する人件費の割合60．0％�B外部資金により手当した人件費を除い5，900百万た人件費�C外部資金を除いた経常収益に対する上65．40記�Bの割合�D標準的な常勤職員の週あたりの勤務時間40時間　　分として規定されている時間数’｝！一49一○　別表　（学部の学科，研究科の専攻等）学部の学科，研究科の専攻等名収容定員収容数定員充足率（a｝（b｝（b｝／（a｝×100（名）（名）（％）工学部第一部生命・物質工学科155158102環境材料工学科95100105機械工学科185190103電気電子工学科140151108情報工学科165171104建築・デザイン工学科8083104都市社会工学科9092102応用化学科390・404104材料工学科495545110機械工学科420500119生産システム工学科300318106電気情報工学科510550108知能情報システム学科　’180197109社会開発工学科315356113システムマネジメント工学科1201511263年次編入学2069345工学部第二部・物質工学科4040100機械工学科180240133電気情報工学科260297114社会開発工学科1’80213118応用化学科220238108工学研究科物質工学専攻230356．155う、ち博士前期課程216313145博士後期課程1443307機能工学専攻198266134うち博士前期課程186249134博士後期課程1217142情報工学専攻　　　　　　　　　　　　　　／16629918平うち博士前期課程156’270173博士後期課程1029290社会工学専攻140175125うち博士前期課程132159120博士後期課程816200都市循環システム工学専攻1111261141うち博士前期課程6672109博士後期課程4554120産業戦略工学専攻3058193うち博士前期課程3058193物質工学専攻519うち博士前期課程6うち博士後期課程513260生産システム工学専攻815うち博士前期課程5うち博士後期課程810125電気情報工学専攻623うち博士前期課程8うち博士後期課程6！5250社会開発工学専攻318うち博士前期課程0うち博士後期課程318600システムマネジメント工学専攻　　　1／．「＝『執うち博士前期課程…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋工業大学………　　　　15年度の専攻の再編整備前の専攻である物質工学専攻，生産システム工学専攻，電気情報工学専1注：i．猫零講艘磁亨会蹴差華騰肇錦薯鱗齢疑奮進行が終了ii。計画。実施状況等i　工審部騨騰耀鰭羅棄禦齪鐸羅躍羅能撃輪i　�Aく購緯聯ちいては，編入学希望者が多、，本学。教育研究環境の許す範囲、、おいて，i工学謙縢黎人灘綴緬離2謙雛樵磁灘孕二をiおり難礫騰藏懸職燃翻鴨装・轍限・優秀な人材・確i　�A．外鵬灘、鷺講轡ぼ棚騰籔観。、が応留学生i　�B騰蝿警犠皇讐藻縫難瞭冒纏響塁婁撚葬i　生が多くいるため・（騰合計56名のうち30名（53・5％））iiiiiiii．iiii…i　　　　　　　　　　．．、…璽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼・　’一50一5

